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資料１－１ 綾部市防災会議条例 

 

                              昭和３８年６月５日 

                              綾部市条例第１２号 

       改正 昭和４０年８月１６日 条例第１９号 

          平成１２年３月３１日 条例第３２号 

          平成２１年９月１８日 条例第１６号 

          平成２４年９月２５日 条例第３１号 

 

 （趣旨） 

第１条 この条例は、災害対策基本法（昭和 36 年法律第 223 号）第 16 条第６項の規定に基づき、

綾部市防災会議（以下・防災会議・という。）の所掌事務及び組織について必要な事項を定めるも

のとする。 

 （所掌事務） 

第２条 防災会議は、次に掲げる事務をつかさどる。 

(1) 綾部市地域防災計画を作成し、及びその実施を推進すること。 

(2) 市長の諮問に応じて市の地域に係る防災に関する重要事項を審議すること。 

(3) 前号に規定する重要事項に関し、市長に意見を述べること。 

(4) 前３号に掲げるもののほか、法律又はこれに基づく政令によりその権限に属する事務 

 （会長及び委員） 

第３条 防災会議は、会長及び委員をもつて組織する。 

２ 会長は、市長をもつて充てる。 

３ 会長は、会務を総理する。 

４ 会長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代理する。 

５ 委員は、次の各号に掲げる者をもつて充てる。 

(1) 指定地方行政機関の職員のうちから市長が任命する者 

(2) 京都府の知事の部内の職員のうちから市長が任命する者 

(3) 京都府警察の警察官のうちから市長が任命する者 

(4) 市長がその部内の職員のうちから指名する者 

(5) 教育長 

(6) 消防長及び消防団長 

(7) 指定公共機関又は指定地方公共機関の職員のうちから市長が任命する者 

(8) 自主防災組織を構成する者又は学識経験のあるうちから市長が任命する者 

(9) その他市長が必要と認める者 

６ 前項の委員の定数は、４０人以内とする。 

７ 第５項第７号から第９号までの委員の任期は２年とする。ただし、補欠の委員の任期はその前任

者の残任期間とする。 

８ 前項の委員は、再任されることができる。 
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 （専門委員） 

第４条 防災会議に、専門の事項を調整させるため、専門委員を置くことができる。 

２ 専門委員は、関係地方行政機関の職員、京都府の職員、市の職員、関係指定公共機関の職員、関

係指定地方公共機関の職員及び学識経験のある者のうちから、市長が任命する。 

３ 専門委員は、当該専門の事項に関する調査が終了したときは、解任されるものとする。 

（議事等） 

第５条 前各条に定めるもののほか、防災会議の議事その他防災会議の運営について必要な事項は、

会長が防災会議にはかつて定める。 

 

   附 則 

  この条例は、公布の日から施行する。 

   附 則（昭和４０年８月１６日条例第１９号） 

  この条例は、公布の日から施行し、昭和４０年４月２０日から適用する。 

 附 則（平成１２年３月３１日条例第３２号） 

１ この条例は、平成１２年４月１日から施行する。 

（綾部市水防協議会条例の廃止） 

  ２ 綾部市水防協議会条例（昭和３２年綾部市条例第２９号）は、廃止する。  

   附 則（平成２１年９月１８日条例第１６号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２１年９月１８日条例第１６号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

 



資 料 編 

１ 条例、協定等 

資-1-3 

 

資料１－２ 綾部市防災会議運営規則 

 

                              昭和３９年６月１５日 

                              綾部市規則第１５号 

 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、綾部市防災会議（以下「防災会議」という。）の運営について、必要な事項を

定める。 

 （招集） 

第２条 防災会議は、必要に応じて会長が招集する。 

 （会長の職務代理者） 

第３条 会長に事故があるとき、または会長が欠けたときは、綾部市副市長である委員が会長の職務

を代行するものとする。 

 （関係者の出席） 

第４条 会長は、必要と認めるときは防災会議にはかり、関係者の出席を求めその意見を聞くことが

できる。 

２ 防災会議の委員は、関係者の意見を聞くため、その者の招集を会長に要求することができる。 

 （幹事） 

第５条 防災会議の会務を処理するため、防災会議に幹事若干名を置く。 

２ 幹事の任免は、会長が行なう。 

３ 幹事は会長の指示を受けて会務を処理し、会議の記録その他の書類を整理しなければならない。 

 （その他） 

第６条 この規則に定めるもののほか、防災会議の運営に関し必要な事項は、そのつど会長が防災会

議にはかつて定める。 

 

   附 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 

附 則(平成19年3月30日規則第36号) 

この規則は、平成19年4月1日から施行する。 
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資料１－３ 綾部市災害対策本部条例 

 

                              昭和３８年６月５日 

                              綾部市条例第１３号 

       改正 平成８年３月２９日 条例第２０号 

          平成２４年９月２５日 条例第３２号 

 

（趣旨） 

第１条 この条例は、災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第２３条第８項の規定に基づき、

綾部市災害対策本部について必要な事項を定めるものとする。 

（組織） 

第２条 災害対策本部長は、災害対策本部の事務を総括し、本部の職員を指揮監督する。 

２ 災害対策副本部長は、災害対策本部長を助け、災害対策本部長に事故があるときは、 その職務

を代理する。 

３ 災害対策本部員は、災害対策本部長の命を受け、災害対策本部の事務に従事する。 

（部） 

第３条 災害対策本部長は、必要と認めるときは、災害対策本部に部を置くことができる。 

２ 部に属すべき災害対策本部員は、災害対策本部長が指名する。 

３ 部に部長を置き、災害対策本部長が指名する災害対策本部員がこれに当たる。 

４ 部長は、部の事務を掌理する。 

（現地災害対策本部） 

第４条 現地災害対策本部に、現地災害対策本部長及び現地災害対策本部員その他の職員を置き、災

害対策副本部長、災害対策本部員その他の職員のうちから災害対策本部長が指名する者をもつて充

てる。 

２ 現地災害対策本部長は、現地災害対策本部の事務を掌理する。 

第５条 この条例に定めるもののほか、災害対策本部について必要な事項は市長が定める。 

 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

   附 則（平成８年３月２９日条例第２０号） 

 この条例は、公布の日から施行する。 

   附 則（平成２４年９月２５日条例第３２号） 

 この条例は、公布の日から施行する。 
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資料１－４ 綾部市防災基本条例 

平成２６年３月２７日 

綾部市条例第３号 

 

目次 

 前文 

 第１章 総則（第１条―第４条） 

 第２章 自助（第５条・第６条） 

 第３章 共助（第７条―第９条） 

 第４章 公助 

第１節 基本方針（第１０条・第１１条） 

第２節 協働による災害対策の推進（第１２条―第２４条） 

 附則 

 

平成２３年３月に発生した東日本大震災は、一瞬にしてかけがえのない多くの生命と財産を奪い、

多くの方々が故郷を離れ、避難生活を余儀なくされました。 

本市は、高浜、大飯両発電所が所在する福井県大飯郡高浜町及びおおい町に隣接し、万一原子力災

害が発生した場合には、立地自治体同様に大きな被害を受ける可能性があります。 

また、近年は、地球温暖化の影響もあり、台風の大型化や豪雨による被害が全国各地で発生してお

り、こうした災害に対する警戒の必要性が高まってきています。 

少子高齢化や過疎化の進行により、地域の担い手が不足する中で、いつ起きるかわからない災害か

ら市民の生命と暮らしを守り、被害を最小限にとどめるためには、市が、安全で安心なまちづくりを

目指した防災施策を講ずるとともに、市民一人ひとりの力を持ち寄り、地域が一つになって防災力を

向上させていくことが極めて重要です。 

ここに、自立と助け合いの精神に基づき、すべての人が安全に暮らすことができる災害に強いまち

づくりを推進するため、市民、事業者及び市がともに力を合わせ、防災対策を推進することを決意し、

本条例を制定します。 

  第１章 総則 

 （目的） 

第１条 この条例は、災害に強いまちづくりを推進するため、市民、事業者及び市の災害対策におけ

る責務を明らかにするとともに、災害の予防、応急対策及び復旧対策に関する基本的事項を定める

ことにより、災害対策の確立を図り、もって市民の生命、身体及び財産を災害から守ることを目的

とする。 

 （定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

（１）災害 災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号。以下「法」という。）第２条第１号に規

定する災害をいう。 

（２）市民 市内に居住し、通勤し、又は通学する個人をいう。 
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（３）事業者 市内で事業活動を営む個人、法人又は団体をいう。 

（４）自主防災組織 法第２条の２第２号に規定する自主防災組織をいう。 

（５）避難行動要支援者 傷病者、高齢者、障害者、外国人、乳幼児、妊産婦等のうち、災害発生時

に自ら避難することが困難なものであって、その円滑かつ迅速な避難の確保を図るため特に支援を

要するものをいう。 

（基本理念） 

第３条 市民、事業者及び市は、次に掲げる理念を基本として、相互に連携を図りながら、協力して

災害対策に取り組まなければならない。 

（１）自らのことは自らが守る自助の理念 

（２）隣近所や地域で助け合い、お互いを守る共助の理念 

（３）市が、市民及び事業者を災害から守る公助の理念 

 （地域防災計画への反映） 

第４条 綾部市防災会議（法第１６条第１項の規定により設置する防災会議をいう。）は、地域防災

計画を修正する場合、前条に規定する基本理念を反映させなければならない。 

   第２章 自助 

 （市民の自助） 

第５条 市民は、次に掲げる事項について、自ら災害に備えるよう努めるものとする。 

（１）自らが所有し、又は使用する建築物その他の工作物の安全性の確保 

（２）家具の転倒及び物品の落下防止 

（３）災害時における初期消火、被災者の救助及び応急手当その他の初期活動を円滑に行うための準備 

（４）食料、飲料水その他生活必需品の備蓄及び非常持ち出し品の準備 

（５）避難所、避難場所、避難経路及び避難方法の確認 

（６）災害対策に関する知識及び技術の習得 

（７）気象情報等災害対策に必要な情報の収集 

（８）前各号に掲げるもののほか、日常の災害対策に関し必要な事項 

 （事業者の自助） 

第６条 事業者は、従業員及び事業所に来所する者（以下「従業員等」という。）の安全を確保する

ため、次に掲げる事項について、自ら災害に備えるよう努めるものとする。 

（１）事業活動で使用する建築物その他の工作物の安全性の確保 

（２）事業活動で使用する機械設備の転倒及び物品の落下防止 

（３）災害時における初期消火、被災者の救助及び応急手当その他の初期活動を円滑に行うための準備 

（４）食料、飲料水その他災害時に必要となる物資の備蓄 

（５）避難所、避難場所、避難経路及び避難方法の確認並びに従業員等への周知 

（６）災害対策に関する知識及び技術の従業員への周知 

（７）気象情報等災害対策に必要な情報の収集及び従業員等への伝達手段の確保 

（８）前各号に掲げるもののほか、日常の災害対策に関し必要な事項 

  第３章 共助 

 （市民の共助） 
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第７条 市民は、自己及び家族の安全確保に努めるとともに、地域の一員として相互に協力し、地域

の安全確保に努めるものとする。 

２ 市民は、互いの生命、身体及び財産を災害から守るため、自主防災組織を結成し、地域ぐるみで

防災活動に参加するよう努めるものとする。 

３ 市民は、市が実施する災害対策事業に協力するよう努めるものとする。 

 （自治会及び自主防災組織の共助） 

第８条 自治会及び自主防災組織は、地域住民、消防団、事業者等と協力し、地域における防災活動

を実施するとともに、地域住民の安全確保に努めるものとする。 

２ 自治会及び自主防災組織は、災害に備え、防災活動のために必要な資機材を整備するとともに、

定期的な訓練の実施により、防災活動に関する技術の習得及び向上に努めるものとする。 

３ 自治会及び自主防災組織は、避難行動要支援者の協力の下、地域における避難行動要支援者の所

在等の情報を共有し、避難の支援を円滑に行うことができる体制を整備するよう努めるものとする。 

４ 自治会及び自主防災組織は、市が実施する災害対策事業に協力するよう努めるものとする。 

 （事業者の共助） 

第９条 事業者は、地域の一員として、事業所の周辺地域における市民の安全確保及び地域における

防災活動に協力するよう努めるものとする。 

２ 事業者は、市が実施する災害対策事業に協力するよう努めるものとする。 

  第４章 公助 

    第１節 基本方針 

 （市の責務） 

第１０条 市は、法第５条の規定に基づき、災害の予防、災害が発生した際の応急対策及び災害の復

旧に関する必要な対策を推進することにより、市民の生命、身体及び財産を災害から守るとともに、

市民及び事業者の安全を確保しなければならない。 

２ 市は、国、京都府（以下「府」という。）、防災関係機関、市民、事業者、自治会、自主防災組織、

ボランティア組織等多様な主体と連携し、災害の予防、応急対策及び復旧対策の実施に努めなけれ

ばならない。 

３ 市は、災害の予防、応急対策及び復旧対策の実施に当たっては、女性の参画を推進し、男女双方

の視点を取り入れるとともに、避難行動要支援者、一時滞在者等に配慮するよう努めなければなら

ない。 

４ 市は、防災訓練、防災に関する研修等を実施し、職員の防災に関する知識及び技術の向上を図る

よう努めなければならない。 

 （市の職員の責務） 

第１１条 市の職員は、市民及び事業者の安全を確保するため、防災に関する知識及び技術の習得に

努めなければならない。 

    第２節 協働による災害対策の推進 

 （自主防災組織の育成及び支援） 

第１２条 市は、自主防災組織の育成を図るため、必要な助成及び研修を実施し、共助の理念に基づ

く自主的な防災意識が醸成されるよう努めなければならない。 



資 料 編 

１ 条例、協定等 

資-1-8 

 

２ 市は、綾部市自主防災組織等ネットワーク会議と連携し、地域における防災活動の推進を図るた

め、指導的役割を担う人材の育成に努めなければならない。 

（避難行動要支援者への支援） 

第１３条 市は、避難行動要支援者への情報の提供及び避難の支援を円滑に行うことができる体制を

整備するよう努めなければならない。 

２ 市は、避難行動要支援者の協力の下、市民、自治会、自主防災組織、綾部市社会福祉協議会、綾

部市民生児童委員協議会等地域の多様な主体と連携し、避難行動要支援者の把握及びその支援に必

要な情報の収集に努めなければならない。 

 （防災に関する知識の普及等） 

第１４条 市は、防災に関する情報提供を積極的に推進し、市民及び事業者への防災意識の高揚に努

めなければならない。 

２ 市は、防災に関する市民の理解を深め、防災活動を支える人材を育成するため、学校教育その他

の機会を通じ、市民の防災に関する知識の普及及び行動の習得に努めなければならない。 

３ 市は、自治会、自主防災組織、事業所等が行う防災に関する啓発活動に対し、必要な支援を行わ

なければならない。 

（情報収集及び情報伝達体制の整備） 

第１５条 市は、防災に関する情報を収集し、これを伝達するための体制を整備するよう努めなけれ

ばならない。 

２ 市は、市民及び事業者に対し、あらかじめ、避難所及び避難場所の位置その他避難に必要な情報

の提供に努めなければならない。 

（ボランティア活動の推進） 

第１６条 市は、綾部市災害ボランティアセンターと連携し、災害時における活動拠点の提供その他

必要な支援を行い、ボランティア活動が円滑に行われるよう努めなければならない。 

２ 市は、綾部市災害ボランティアセンターと連携し、災害に係るボランティア活動の啓発並びにボ

ランティアリーダー及びアドバイザーの育成に努めなければならない。 

（防災訓練の実施） 

第１７条 市は、市民、事業者、自治会、自主防災組織、防災関係機関等と連携し、総合的な防災訓

練を計画的に実施するよう努めなければならない。 

２ 市民、事業者、自治会及び自主防災組織は、前項の訓練に積極的に参加するよう努めるものとする。 

（応急対策を行うための体制の確立） 

第１８条 市は、災害時においては、直ちに法第２３条の２第１項の規定により設置する災害対策本

部を中心とする応急対策を行うための体制を確立しなければならない。 

（医療救護体制の整備） 

第１９条 市は、災害時における医療救護体制を整備するとともに、災害時においては、市民、事業

者、自治会、自主防災組織及び医療機関と連携協力し、傷病者の救護に当たらなければならない。 

（避難所の開設等） 

第２０条 市は、災害時において被災者の収容のため必要があると認めるときは、速やかに避難所を

開設しなければならない。 
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２ 市は、食料、飲料水、毛布その他被災した市民の生活に必要な物資を供給するために必要な措置

を講じなければならない。 

３ 市民及び事業者は、防災関係機関等からの災害に関する情報に留意し、危険を認知したときは自

主的に避難するとともに、市からの避難に関する情報提供があったときは速やかにこれに応ずるも

のとする。 

４ 市民は、相互に協力し、避難所を円滑に運営するよう努めるものとする。 

 （物資の備蓄） 

第２１条 市は、災害時に必要な物資を計画的に備蓄するよう努めなければならない。 

 （復旧の推進） 

第２２条 市は、災害により市内に甚大な被害が発生したときは、国、府及び防災関係機関と連携し、

被災した地域の復旧事業を迅速かつ計画的に実施するよう努めなければならない。 

２ 市民及び事業者は、相互に協力して、市民生活及び事業の再建並びに被災した地域の復旧に努め

るものとする。 

 （協定の締結） 

第２３条 市は、災害時における応急対策及び復旧対策を迅速かつ的確に実施するため、他の地方公

共団体、防災に関する事業者等と協定を締結するよう努めなければならない。 

 （他の地方公共団体への支援） 

第２４条 市は、他の地方公共団体において大規模な災害が発生したときは、市民及び事業者の協力

を得て、必要な支援を行うよう努めるものとする。 

 

   附 則 

 この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 
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資料１－５ 災害時における放送要請に関する協定書 

 

 綾部市（以下「甲」という。）と株式会社エフエムあやべ（以下「乙」という。）は、災害時におけ

る放送要請について、次のとおり協定を締結する。 

（趣旨） 

第１条 この協定は、災害対策基本法（昭和３６年１１月１５日法律第２２３号。以下「法」とい

う。）第５７条及び災害対策基本法施行令（昭和３７年政令第２８８号）第２２条に基づき、甲が

乙に対し放送を行うことを求めるときの手続きを定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この協定における用語の定義は、次のとおりとする。 

（１）「災害等」とは、法第２条第１項に定める災害、原子力災害特別措置法（平成１１年１２月１

７日法律第１５６号）第２条第１項に定める原子力災害、武力攻撃事態及びその他の非常事態を

いう。 

（２）「災害放送」とは、甲の要請に基づき乙が必要であると認めたとき、乙の行う他の放送に優先

して行う臨時の放送をいう。 

（３）「緊急割込放送」とは、甲の要請に基づき乙が必要と認めたときに、甲が、緊急割込装置及び

全国瞬時警報システムを利用し放送中の番組に割り込んで行う緊急放送をいう。 

（４）「特別緊急割込放送」とは、乙の演奏所と送信所との連絡回線に事故がある場合に、災害放送

を行う必要があるとき、甲の防災行政デジタル無線を利用して行う緊急放送をいう。 

 

（放送の要請） 

第３条 甲は、市民に防災情報や緊急情報を提供する必要があると認められる場合、乙に対し放送を

要請することができる。ただし全国瞬時警報システムにより消防庁から発信される緊急情報につい

ては、放送の発信をもって要請したこととする。 

２ 特別緊急割込放送は、災害等発生時に、乙から演奏所と送信所との連絡回線に事故がある旨の連

絡を受けた場合に限り、甲が乙に要請する。 

 

（要請の手続き） 

第４条 前条の要請は、次に掲げる事項を記載した要請書をもって行うものとする。ただし緊急を要

するときは電話等をもって要請し、事後要請書を提出するものとする。 

（１） 放送要請の理由 

（２） 放送内容 

（３） 放送日時 

（４） その他必要な事項 

２ 前条１項ただし書の場合にあっては、甲は、乙に速やかに当該放送内容について報告するものと

する。 

３ 乙は、甲から災害放送の要請を受けたときは、特に業務上の支障その他やむを得ない事由のない

限り、災害放送を行うものとする。 

４ 乙は、災害放送の依頼が要請書によるときは、その趣旨を変えずに放送するものとし、その情報

発信源が甲である旨の放送をするものとする。 

 

（放送の実施） 

第５条 乙は、甲から要請を受けた事項に関して放送の形式、内容、時刻等をその都度決定し、放送

するものとする。 

２ 甲は、乙の職員が不在の場合にあって、災害発生状況や避難情報の発表などの周知のため、緊急

的に放送することが必要と判断した時は、乙の運営する放送権を尊重し、事前に定めた運用細則に
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従い緊急割込放送を行うものとする。 

３ 全国瞬時警報システムによる緊急情報は、消防庁からの情報を通常の放送に代えて放送するもの

とする。 

４ 緊急割込放送の実施に伴う社会的影響については、甲の責任とする。 

 

（連絡責任者） 

第６条 甲と乙は、要請に関する連絡責任者の氏名、連絡先等必要な事項をあらかじめ相互に確認す

るものとする。 

２ 前項の連絡責任者等に変更があった場合には、速やかに相手方に通知するものとする。 

 

（費用の負担） 

第７条 災害放送の実施により乙に生じた費用の負担は両者で協議する。 

 

（臨時災害放送局） 

第８条 大規模災害が発生し、甲として臨時災害放送局の開設が必要と判断し、当該放送免許を取得

した場合は、甲は当該放送局の維持管理を乙に業務委託するものとする。 

２ 臨時災害放送局の運営に係る費用の負担は両者で協議する。 

 

（協定の期間） 

第９条 この協定の期間は、当該協定書締結日から平成２８年３月３１日までとする。 

２ 協定期間が満了する１月前までに、甲又は乙からの意思表示がないときは、同一条件で更に１年

間延長されるものとする。次年度以降においても、同様の取り扱いとする。 

 

（協議） 

第１０条 この協定に定めのない事項又はこの協定の条項について疑義が生じたときは、その都度、

甲乙が協議して決定するものとする。 

 

 この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙両者記名押印の上、それぞれ１通を保有す

るものとする。 

 なお、平成２２年３月１０日に締結した「災害時緊急放送の実施に関する協定書」については、こ

の協定書の締結日をもってその効力を失うものとする。 

 

 平成２７年４月１日 

 

            甲  綾部市若竹町８番地の１ 

                綾部市長 山 崎 善 也    ㊞ 

 

            乙  綾部市西町一丁目６５番地 

                株式会社 エフエムあやべ 

                 代表取締役社長 井 関  悟  ㊞ 
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資料１－６ 災害時における綾部市と綾部市内郵便局との相互協力に関する覚書 

 

 綾部市長（以下「甲」という。）と綾部市内郵便局代表者 綾部郵便局長 福嶋繁義（以下「乙」

という。）は、綾部市内に発生した地震、その他による災害時において、綾部市及び綾部市内郵便局

が相互に協力し、必要な対応を円滑に行うため、次のとおり覚書を締結する。 

 

（用語の定義） 

第１条 この覚書において、「災害」とは、災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第２条第

１号に定める被害をいう。 

 （協力要請事項） 

第２条 甲及び乙は、綾部市内に災害が発生し、次の各号について必要が生じた場合は、相互に協力

を要請することができる。 

（１）綾部市内の郵便局又は綾部市が収集した被災市民の避難先及び被災状況の情報の相互提供 

（２）災害救助法（昭和 22 年法律第 118 号）適用時における郵便・為替貯金・簡易保険の郵政事業

にかかわる災害特別事務取扱い 

（３）高齢者及び障害者など災害弱者についての情報及び対応に関する相互協力 

（４）所管施設及び用地の相互提供 

（５）災害情報に係る広報の提出等 

（６）その他前各号に掲げるもののほか協力できる事項 

 （協力要請の手続き） 

第３条 甲又は乙は、前条の協力については、次に掲げる事項を明らかにし、文書により要請するも

のとする。ただし、緊急の場合には、口頭、電話又は電信により協力を要請し、その後速やかに文

書を提出する。 

（１）災害の状況 

（２）協力の内容 

（３）協力の期間 

（４）前条第４号を要請する場合には、使用目的、場所等 

（協力の実施） 

第４条 甲及び乙は、前条の規定による要請を受けたときは、その重要性に鑑み、協力するよう努な

ければならない。 

 （経費の負担） 

第５条 協力に要した経費については、法令その他に別段の定めのあるものを除くほか、それぞれ要

請した者が適正な方法により算出した金額を負担する。 

２ 前項の負担につき疑義が生じたときは、甲乙両者が協議の上負担する額を決定する。 

 （災害情報等連絡体制の整備） 

第６条 甲及び乙は、安否情報等の連絡体制を整備するため、その方策について協議するものとする。 

 （防災訓練への参加） 

第７条 綾部市内の郵便局は、綾部市又は綾部市内の各地域が行う防災訓練等に参加することができ
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る。 

 （情報の交換） 

第８条 甲及び乙は、相互の防災計画の状況及び協力要請事項に関し、必要に応じて情報の交換を行

う。 

 

 （連絡責任者） 

第９条 この覚書に関する連絡責任者は、甲においては綾部市総務部総務課長、乙においては綾部郵

便局総務課長とする。 

 （協議） 

第１０条 この覚書に定める事項について、疑義が生じたとき又はこの覚書に定めのない事項につい

て定める必要が生じたときは、甲乙協議して定めるものとする。 

 

 この覚書の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙両者が記名押印の上、各自その１通を保有

する。 

 

 平成 13 年４月 27 日 

 

           甲  綾部市長         四 方  八洲男 

 

乙  綾部市内郵便局 

 代表者 綾部郵便局    福 嶋  繁 義 
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資料１－７ 綾部市民生活に係る情報提供に関する覚書 

 綾部市（以下「甲」という。）と綾部郵便局（以下「乙」という。）は市民サービスの向上と、より

安全で快適な街づくりを共通の目的として、市民の生活にかかわる危険個所等の情報提供に関し、次

のとおり覚書を締結する。 

  

（情報の提供） 

第１条 乙は、当該職員の通常業務に支障のない範囲で発見、認知した情報を甲に対し、随時に提供

するものとする。 

 （秘密の保持） 

第２条 甲は、乙の情報提供にあたり、情報提供者の職、氏名を外部に漏らしてはならない。 

 （取組事項） 

第３条 乙が甲に通報すべき情報は、次のものとなる。 

（１） 不法に投棄された産業廃棄物等、良好な市民生活への侵害のおそれのあるもの。 

（２） 道路及び道路附属物の損壊、街路樹の倒木、水道の漏水、その他公共の施設・設備及び擁壁

崩壊等で市民の生活に危険な影響を及ぼすおそれのあるもの。 

（３） その他、市民の生活の維持向上を図るために必要なもの。 

 （通報の方法） 

第４条 乙における甲への情報の提供は、原則として別紙様式により速やかにＦＡＸ送信により行う

ものとする。ただし、直ちに修復等の措置を講じない限り甚大な被害を生じるおそれがある等緊急

のとき、その他やむを得ない理由があるとき等においては、この限りではない。 

 （連絡責任者） 

第５条 この覚書に関する連絡責任者は、甲においては、綾部市総務部総務課長、乙においては、綾

部郵便局総務課長と定める。 

 （免責） 

第６条 乙は、第３条における未発見又は、第４条における通知の遅延及び内容の精度に関し、何ら

責任を負わないものとする。 

 （適用） 

第７条 この覚書は、平成 13 年５月１日から適用することとし、終了する場合には、甲・乙相互に

より改めて協議するものとする。 

 （その他） 

第８条 この覚書に定めのない事項及びこの覚書に対する疑義が生じたときには、その都度、甲・乙

協議のうえ定めるものとする。 

 

 平成 13 年４月 27 日 

            甲 綾 部 市 長        四 方 八洲男 

            乙 綾部市内郵便局 

               代表者 綾部郵便局長  福 嶋 繁 義 
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資料１－８ 災害時におけるＬＰガス供給に関する協定書 

 

 綾部市内に地震、暴風、豪雨、大火災その他の災害（以下「災害」という。）が発生した場合に対

処するため、綾部市（以下「甲」という。）と社団法人京都府エルピーガス協会綾部支部（以下

「乙」という。）とは、炊き出し用等のＬＰガスの供給に関し、次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、綾部市地域防災計画に基づき、災害時において甲が開設する避難所（以下「避

難所」という。）における炊き出し用等ＬＰガスの供給要請に関し、必要な事項を定めることを目

的とする。 

（連絡の窓口及び体制） 

第２条 甲及び乙は、あらかじめＬＰガス供給に関する連絡担当窓口を決め、災害が発生したときは、

相互に連絡するものとする。 

２ 乙は、甲から要請があったときは、社団法人京都府ＬＰガス協会綾部支部会員に連絡するととも

に、迅速にＬＰガスを避難所へ供給できるように必要な事項について、あらかじめ定めておくもの

とする。 

（ＬＰガスの供給要請） 

第３条 甲は、綾部市地域防災計画に基づき、避難所における避難住民に対する炊き出し等を行うた

め、ＬＰガスを供給する必要があると認めたときは、乙に対し、当該ＬＰガス供給の協力を要請す

ることができるものとする。 

２ 甲は、乙に対し、ＬＰガスの供給を要請するときは、文書により行うものとする。 

 ただし、緊急を要するときは、口頭により当該要請を行うことができる。 

３ 乙は、前項の規定により甲から供給要請を受けたときは、その要請に積極的に協力するものとす

る。 

（避難所） 

第４条 避難所とは、甲が指定する避難所とする。 

（安全点検） 

第５条 乙は、ＬＰガスを供給するときは、燃焼器具等の安全点検を行わなければならない。 

（使用料） 

第６条 ＬＰガスの使用料は、災害発生直前時における適正な価格を基準として、甲乙協議の上、決

定するものとする。 

（ＬＰガスボンベの受け渡し） 

第７条 乙は、避難所にＬＰガスボンベを配送したときは、避難所にいる避難所責任者に「納品書」

を渡すとともに「物品受領書」を受け取るものとする。 

（使用料の支払い） 

第８条 甲は、乙から供給を受けたＬＰガスの使用料を乙の請求に基づき支払うものとする。 

（協議） 

第９条 この協定に定めのない事項については、その都度甲乙協議して定めるものとする。 
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（有効期間） 

第１０条 この協定の有効期間は、平成１５年９月１日から効力を有するものとし、甲乙双方から、

特段の意思表示がない限り、その効力は持続するものとする。 

 

 この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自その１通を保有する。 

 

 

  平成１５年９月１日 

 

  （甲）綾部市若竹町８番地の１ 

      綾部市長 四 方 八洲男 

 

  （乙）綾部市宮代町門ノ前１５番地の１ 

     社団法人京都府エルピーガス協会 

     綾部支部長 山 下 盛 夫 
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資料１－９ 災害時における物資の供給応援に関する協定書 

 

綾部市内に地震、暴風、豪雨、大火災その他の災害（以下「災害」という。）が発生した場合に対

処するため、綾部市（以下「甲」という。）と京都丹の国農業協同組合（以下「乙」という。）とは、

避難者に対する食品、生活必需品等の物資の供給応援に関し、次のとおり協定を締結する。 

 

（目 的） 

第１条 この協定は、災害時において、甲から乙に対して行う物資の供給応援の要請に関し、必要な

事項について定めることを目的とする。 

 （要 請） 

第２条 甲は、綾部市内に災害が発生した場合において、物資の調達を必要とするときは、乙に対し、

当該物資の供給応援を要請することができる。 

 （要請手続） 

第３条 甲は、乙に対し、前条の規定により物資の供給応援を要請するときは、出荷要請書（様式第

１号）により行うものとする。ただし、緊急を要するときは、口頭により要請し、事後速やかに出

荷要請書を乙に提出するものとする。 

 （物資の供給等） 

第４条 乙は、前条の規定により甲から要請を受けたときは、甲に対し、物資の供給を行うとともに

その運搬に関し、積極的に協力するものとする。 

（引渡し） 

第５条 物資の引渡し場所は、甲が指定するものとし、甲は、当該場所に職員を派遣するものとする。 

２ 乙は、出荷要請を受けた物資を確認し、甲に出荷確認書（様式第２号）を提出するものとする。 

３ 甲は、前項の出荷確認書により物資の品目、数量等を確認の上、乙から引渡しを受けるものとす

る。 

 （価 格） 

第６条 物資の取引価格は、災害発生直前時における適正な価格を基準とし、甲乙協議の上、決定す

るものとする。 

 （支払い） 

第７条 甲は、乙から供給を受けた物資の代金を乙の請求に基づき支払うものとする。 

 （情報交換） 

第８条 甲及び乙は、この協定に定める事項を円滑に推進するため、適宜、情報の交換を行い災害時

に備えるものとする。 

 （連絡責任者） 

第９条 この協定に関する連絡責任者は、甲においては綾部市総務部長とし、乙においては京都丹の

国農業協同組合企画管理部長とする。 

 （協 議） 

第１０条 この協定に定めのない事項については、その都度甲乙協議して定めるものとする。 

 （有効期限） 
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第１１条 この協定の有効期間は、平成１５年９月１日から効力を有するものとし、甲乙双方から特

段の意思表示がない限り、その効力は持続するものとする。 

 

 この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自その１通を保有する。 

 

  平成１５年９月１日 

 

（甲）  綾部市若竹町８番地の１ 

綾 部 市 長 四 方 八洲男 

 

（乙）  綾部市宮代町前田２０番地 

京都丹の国農業協同組合 

代表理事組合長 井 上 實 義 

 

※本協定は、株式会社マツモトとも締結 



資 料 編 

１ 条例、協定等 

資-1-19 

 

 

資料１－10災害時における飲料の提供協力に関する協定書 

 

綾部市（以下「甲」という。）と近畿コカ・コーラボトリング株式会社（以下「乙」という。）は、

災害時における飲料の提供協力について次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、災害時における災害対応型自動販売機（メッセージボード搭載型）による飲料

の提供に関する乙の甲に対する協力について、必要な事項を定めるものとする。 

（協力の内容） 

第２条 甲の対策本部が設置され、その対策本部から飲料の提供について要請があった時、乙は以下

の内容により協力するものとする。 

２ 乙は、第１項の要請があった時は、災害対応型自動販売機（メッセージボード搭載型）の現有機

内在庫の製品を甲に無償提供するものとする。 

（要請の手続き） 

第３条 甲は、この協定による要請を行う時は、救援飲料提供要請書（様式１）をもって行うものと

する。ただし、緊急を要するときは口頭、電話等により要請することができるものとし、後日速や

かに文書を提出するものとする。 

（無償提供の設定） 

第４条 災害対応型自動販売機（メッセージボード搭載型）の機内在庫の製品を無償提供できる状態

への設定は、甲が遠隔操作するものとする。 

（メッセージボードの操作） 

第５条 災害対応型自動販売機（メッセージボード搭載型）のメッセージボードの活用については、

甲が必要に応じて操作し、災害情報等の情報を表示させるものとする。 

２ 平常時は、乙において時事ニュース等を表示するものとし、甲は必要に応じ、行政情報提供等に

活用するものとする。 

（期間） 

第６条 この協定の有効期間は、協定締結の日から５年間とし、甲乙いずれかから協定解消の申し出

がないかぎり同一内容をもって継続するものとする。 

２ 前項の解消の申し出は、１ヶ月前までに相手方に申し出るものとする。 

（協議） 

第７条 この協定に定めるものの他、この協定の実施に関して必要な事項、その他この協定に定めな

い事項については、その都度甲乙間で協議して定めるものとする。 

この協定の成立を証するため、本書２通を作成し、甲及び乙が記名押印の上各１通を保有する。 

平成１９年２月２７日 

甲  京都府綾部市若竹町８-１ 

       綾部市長 四 方 八洲男 

乙  大阪府摂津市千里丘７丁目９番３１号 

  近畿コカ・コーラボトリング株式会社 
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資料１－11 災害対応型自動販売機設置協定書 

 

綾部市（以下「甲」という。）と、近畿コカ・コーラ ボトリング株式会社（以下「乙」という。）

は、乙所有の災害対応型自動販売機内の商品の提供に関して、次のとおり協定を締結する。 

 

（自動販売機の種類等） 

第１条乙は甲の承諾により、裏面別表１記載の設置場所に乙所有する災害対応型自動販売機を設置す

る。 

なお、甲は自動販売機の借用権を要請することができない。また、設置場所より移転するときは、

事前に協議のうえ行う。 

（設置場所への立入） 

第２条 甲は乙の従業員等が自動販売機への製品もしくは原材料の補充・売上金の回収・機械の保

全・修理等のために設置場所へ立ち入ることを認める。 

（品質維持等） 

第３条 乙は商品の品質維持、商品・原材料の補充、売上金の回収等を行い、周辺の環境整備も併せ

て行うものとする。甲は空缶・空カップの処理に協力する(空容器回収箱がいっぱいになった場合

は電話にて連絡を行う)。 

（保全・修理） 

第４条 乙は自動販売機の保全・修理を行う。甲は保全に協力し、商品が出ない、お金が素通る場合

の連絡、故障が生じた場合はただちに乙に通報する。修理に要する費用は、甲の責に帰すべきもの

以外は、乙の負担とする。又、販売機の前に物を置かないように甲乙は協力する。 

（メッセージボードへの表示内容に関して） 

第５条 災害対応型自動販売機のメッセージボードへ表示する内容に関しては別紙の災害対応型自動

販売機メッセージボード使用の覚書に準ずるものとする。 

（電気使用料） 

第６条 乙は災害対応型自動販売機に関する電気使用料を関西電力に直接支払うものとする。 

（行政財産使用料） 

第７条 乙は災害対応型自動販売機に関する行政財産使用料を１台につき月額３，０００円を甲に支

払うものとする。 

（販売手数料） 

第９条 乙は甲に対し災害対応型自動販売機に関し販売手数料は支払わないものとする。 

（協定の有効期間） 

第１０条 本協定の有効期間は、協定締結の日から５カ年間とする。なお、この期間満了の１ヵ月前

までに、甲乙いずれからも、何らの申出のない場合は、本協定はさらに１ヵ年間自動的に延長され

るものとする。その後の期日満了の場合も同様とする。 

（協定外事項の協議） 

第１１条 本協定に定めない事項については別途甲乙で協議し決定する。 

 

 この協定の成立を証するため、本書２通を作成し、甲乙が記名押印の上各自１通を保有す

る。 

 

平成２８年３月２５日  

 

甲  綾部市若竹町８－１ 

綾部市長 山崎 善也 

 

乙  福岡県東区箱崎七丁目９番６６号 

コカ・コーラウエスト 

代表取締役社長  吉 松 民 雄 
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別表１ 

自動販売機の種類 設置先住所 施設名称及び設置場所 

災害対応型自動販売機 若竹町４番地 綾部市まちづくりセンター 

〃 若松町１５番地 綾部市役所西庁舎 

〃  西町一丁目４９番地の１ ＩＴビル 

〃 八津合町縄手１番地 綾部市観光センター 

〃 青野町東馬場下１５番地の６ 綾部市保健福祉センター 

 



資 料 編 

１ 条例、協定等 

資-1-22 

 

資料１－12 池田市と綾部市の災害時相互応援に関する協定 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、災害対策基本法第６７条第１項の規定に基づき、大阪府池田市及び京都府綾

部市において、地震等により被災し、自力では十分な応急対策が実施できない場合に、当該相互

応援協定に基づき、応援活動を迅速かつ円滑に遂行し、被災市の応急対策を推進するため、必要

な事項について定める。 

（応援の要請） 

第２条 被災市は、次の各号に掲げる事項を明らかにし、文書により応援を要請する。ただし、そ

のいとまがない場合には、口頭又は電話等により要請を行い、後に文書を速やかに提出する。 

（１）災害の状況 

（２）応援の内容及び数量等 

（３）応援の期間 

（４）応援の場所 

（５）誘導員配置場所 

（６）その他被災市長から特に要請のあったもの 

 （応援の内容） 

第３条 応援の種類は、次のとおりとする。 

（１）災害応急措置に必要な職員の派遣 

（２）食料、飲料水及び生活必需品の提供 

（３）救護、医療及び防疫に必要な資機材及び物資の提供 

（４）救助及び救援活動に必要な車両等及びその他の資機材の提供 

（５）ごみ及びし尿処理のための車両等の提供 

（６）その他被災市長から特に要請のあったもの 

 （応援の指揮） 

第４条 応援要請に基づく応援隊の指揮は、次に掲げる方法による。 

（１）応援要請をした市長（又は災害対策本部長等）が指揮する。 

（２）指揮は、応援隊の長に対し行う。 

 （連絡窓口） 

第５条 あらかじめ相互応援に関する連絡担当部局を定め、災害が発生した場合は、相互に十分な

連絡をとる。 

 （応援経費の負担） 

第６条 応援に要した経費は、基本として応援要請をした市の負担とする。 

 （その他） 

第７条 この協定に定めのない事項については、必要の都度、両市が協議して定める。 

 

 （施行） 

第８条 この協定は、平成１９年１０月８日から施行する。 

 

 この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、署名捺印のうえ、各１通を保有する。 

 

平成１９年１０月８日 

 

     大阪府池田市長  

 

京都府綾部市 
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資料１－13 災害時の応急措置に関する協定書 

 

 綾部市（以下「甲」という。）と綾部管工事業協同組合（以下「乙」という。）は、災害時における

水道施設等の応急措置（以下「応急措置」という。）の万全を期するため、次のとおり協定を締結す

る。 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、綾部市地域防災計画に定める事項により、甲が乙の協力を得て行う災害時の応

急措置を円滑に実施するため、その実施に関し必要な事項を定めるものとする。 

（協力要請） 

第２条 甲は、前条の規定により応急措置を実施する必要が生じた場合は、乙に対し次の各号に掲げ

る事項を明らかにし、協力要請するものとする。 

（１）災害等の状況及び協力を要請する事由 

（２）必要とする人員 

（３）必要とする資材及び機材の種類及び数量 

（４）必要とする場所、内容及び期間 

（５）その他必要な事項 

（協力の実施） 

第３条 乙は、甲から応急措置の要請を受けた場合は、やむをえない理由のない限りこれを受諾し、

甲の現地責任者の指示を受け、要請に従って応急措置に従事するものとする。 

（事業計画） 

第４条 応急措置の円滑な実施を図るため、乙は、組織体制、連絡体制等を事前に定めておかなけれ

ばならない。 

（経費の負担） 

第５条 この協定に基づく要請に要した経費は、甲乙協議のうえ定める額を甲が負担する。 

（損害補償） 

第６条 甲は、乙が第３条の規定により応急措置従事中に災害を受けたときは、綾部市消防団員等公

務災害補償条例（年条例第号）の規定に準じて補償を行うものとする。 

２ 乙の現場活動により生じた資機材の損傷についての補償は、甲乙協議のうえ定めるものとする。 

（第三者に対する措置） 

第７条 応急措置従事中に、第三者に対して及ぼした損害についての賠償方法及び賠償額の負担割合

は、甲乙協議のうえ定めるものとする。 

（報告） 

第８条 乙は、第３条の規定により応急措置に従事した場合は、次の各号に掲げる事項を文書を持っ

て甲に報告するものとする。 

 （１）応急措置に従事した人員及び名簿 

 （２）応急措置に使用した資機材の種別及び台数 

 （３）応急措置に従事した人員がそれぞれ従事した時間 
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 （４）応急措置に使用した資機材の使用時間数 

 （５）その他必要な事項 

２ 甲は、前項による応急措置の終了報告を受けたときは、乙に対し速やかに協力要請の解除を通知

するものとする。 

（費用等の請求） 

第９条 乙は、第５条に規定する費用及び第６条に規定する補償（以下「費用等」という。）を請求

するときは、甲の定めるとことにより行うものとする。 

（支払） 

第１０条 甲は、前条の規定により費用等の請求があったときは、その内容を審査し、適当であると

認めるときは、その費用等を速やかに支払うものとする。 

（協定期間） 

第１１条 この協定の有効期間は、平成２０年６月３０日から平成２１年３月３１日までとする。た

だし、この協定の有効期間満了１月前までに甲及び乙からなんら意志表示がないときは、更に期間

満了の日の翌日から１年間この協定を更新することができるものとし、以後の期間についてもまた

同様とする。 

（疑義等の決定） 

第１２条 この協定に定めのない事項及びこの協定について疑義が生じたときは、甲乙協議して定め

るものとする。 

 

 この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、甲乙双方記名押印のうえ、各自その１通を

保有するものとする。 

 

 平成２０年６月３０日 

 

             住 所 綾部市若竹町８番地の１ 

           甲 

   代表者 綾 部 市 長  四 方 八洲男 

 

             住 所 綾部市栗町ウケ川３０ 

           乙 

   代表者 綾部管工事業協同組合代表理事 清水 忠雄 
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資料１－14 災害時における電気設備の応急復旧対策業務協定書 

 

 綾部市（以下「甲」という。）と綾部電気工事業協同組合（以下｢乙｣という。）は、災害時における

電気設備の応急復旧対策業務活動について、次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、綾部市地域防災計画に定める事項により、甲が乙の協力を得て行う災害時応急

対策業務（以下「業務」という。）を円滑に実施するため、必要な事項を定めるものとする。 

（災害協力隊の準備） 

第２条 乙は、業務を行うため、平常時から次の各号に掲げる項目について、常に整備しておくもの

とする。 

（１）災害発生時における連絡体制 

（２）乙の会員等からの情報収集体制 

（協力の内容） 

第３条 乙の協力内容は、市の設置する施設等の電気設備の点検、応急復旧業務及びこれに伴う資機

材の提供とする。 

（要請の手続き） 

第４条 甲は、乙に対して要請の理由、業務内容、日時、場所、その他必要な事項を明らかにした文

書（様式１）をもって要請する。ただし、そのいとまがない場合は、口頭で要請し、後日文書をも

って処理するものとする。 

２ 乙は、前項の要請を受けたときは、直ちに協力隊を編成して出動するものとする。 

（指揮命令） 

第５条 乙の協力に係る指揮命令及び連絡調整については、甲が指定する市職員が行うものとし、乙

はその指示に従うものとする。 

（報告） 

第６条 乙は、第３条の規定により業務に従事した場合は、次の各号に掲げる事項について、文書を

もって甲に報告するものとする。 

 （１）業務に従事した人員及び名簿 

 （２）業務に使用した資機材の種別及び台数 

 （３）業務に従事した人員がそれぞれ従事した時間 

 （４）業務に使用した資機材の使用時間数 

 （５）その他必要な事項 

（経費の負担） 

第７条 甲は、第３条に掲げる乙の協力に要した経費を負担する。 

２ 前項の経費は、災害発生直前の価格により計算するものとする。 

３ 第１項に定める経費の請求については、業務終了後、前条で定める報告書の提出とあわせて請求

するものとする。 

４ 甲は、前項の請求内容を審査し、適当と認めたときは、これを乙に支払うものとする。 
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（損害補償） 

第８条 甲の要請に基づき、業務遂行中の事故により、死亡し、または障害を受けた場合は、綾部市

消防団員等公務災害補償条例（昭和４１年８月１日条例第１３号）の規定に準じて補償を行うもの

とする。 

２ 乙の業務により生じた資機材等の損傷についての補償は、甲乙協議のうえ定めるものとする。 

（第三者に対する措置） 

第９条 業務従事中に、第三者に対して及ぼした損害についての賠償方法及び賠償額の負担割合は、

甲乙協議のうえ定めるものとする。 

（有効期間） 

第１０条 この協定の有効期間は、平成２０年７月２８日から平成２１年３月３１日までとする。た

だし、この協定の有効期限満了の日の１月前までに、甲及び乙からなんら意思表示がないときは、

更に１年間延長され、以後の期間についても同様とする。 

（協議） 

第１１条 この協定に疑義が生じたとき、またはこの協定に定めのない事項については、甲乙協議の

うえ定めるものとする。 

 

 この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙双方押印のうえ、各１通を保有するものと

する。 

 

 

 平成２０年７月２８日 

 

 

            （甲）京都府綾部市若竹町８番地の１ 

                綾部市長 四  方 八洲男 

 

            （乙）京都府綾部市井倉町杉ノ木１２番地の１ 

                綾部電気工事業協同組合 

                 代表理事 福 多 弘 祐  
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資料１－15 大規模災害時等における隊友会の協力に関する協定書 

 

 綾部市（以下「甲」という。）と社団法人隊友会京都府隊友会綾部支部（以下「乙」という。）は、

乙が社会貢献活動の一環として大規模な災害等から市民等の生命、身体及び財産を守るために行なう

協力（以下「協力」という。）に関して、次のとおり協定を締結する。 

（趣旨） 

第１条 この協定は、綾部市地域防災計画及び綾部市国民保護計画に定める大規模災害などや武力攻

撃事態等や緊急対処事態又はその他市民の生命、身体及び財産に重大な被害が生じる恐れがある緊

急事態（以下「大規模災害時等」という。）が発生した場合において、甲が乙に対して協力を要請

する際に必要な事項を定めるものとする。 

（協力内容） 

第２条 協力の内容は、次のとおりとする。 

（１）災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）の規定に基づく防災に関する業務の実施に必要

な援助。 

（２）武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律（平成１６年法律第１１２号。

以下「国民保護法」という。）の規定に基づく防災に関する業務の実施に必要な援助。 

（３）前２号の他市民の生命、身体及び財産に重大な被害が生じ又は生じるおそれがある緊急の事態

に甲が実施する措置に必要な援助。 

（４）その他必要と認められる業務。 

（協力要請等） 

第３条 甲は、必要と認めるときは、前条に定める協力を乙に要請することができるものとする。 

２ 協力要請は文書によるものとし、事態が緊迫して文書によることができない場合には口頭又は電

話等によることができる。この場合、事後、速やかに文書を送付するものとする。 

３ 乙は、甲の要請に基づき可能な限り協力に応ずるものとする。 

４ 甲は、乙の協力が必要でなくなったときは、速やかに文書をもって乙に通知するものとする。 

（安全の確保） 

第４条 甲は、乙の会員に対し、協力の内容に応じ安全の確保等に十分な配慮をしなければならない。 

２ 甲は、乙の会員に対し、特殊標章等（国民保護法第１５８条第１項に規定する特殊標章又は身分

証明書をいう。）を交付するものとする。 

３ 乙の会員は、交付された特殊標章等を適切に管理し、国民保護措置を実施する者の識別のために

必要なときは、国民保護法の規定に基づき使用するものとする。 

（事業計画） 

第５条 応急措置の円滑な実施を図るため、乙は、組織体制、連絡体制等を事前に定めておかなけれ

ばならない。 

（経費の負担） 

第６条 この協定に基づく要請に要した経費は、甲乙協議のうえ定める額を甲が負担する。 

（損害補償） 

第７条 甲は、乙が第３条の規定により応急措置従事中に災害を受けたときは、綾部市消防団員等公

務災害補償条例（昭和４１年８月１日綾部市条例第 13 号）の規定に準じて補償を行うものとする。 

２ 乙の現場活動により生じた資機材の損傷についての補償は、甲乙協議のうえ定めるものとする。 

（第三者に対する措置） 

第８条 応急措置従事中に、第三者に対して及ぼした損害についての賠償方法及び賠償額の負担割合

は、甲乙協議のうえ定めるものとする。 

（報告） 

第９条 乙は、第３条の規定により業務に従事した場合は、次の各号に掲げる事項を文書を持って甲

に報告するものとする。 

 （１）業務に従事した人員及び名簿 

 （２）業務に使用した資機材の種別及び台数 

 （３）業務に従事した人員がそれぞれ従事した時間 
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 （４）業務に使用した資機材の使用時間数 

 （５）その他必要な事項 

２ 甲は、前項による業務の終了報告を受けたときは、乙に対し速やかに協力要請の解除を通知する

ものとする。 

（費用等の請求） 

第１０条 乙は、第６条に規定する費用及び第７条に規定する補償（以下「費用等」という。）を請

求するときは、甲の定めるとことにより行うものとする。 

（支払） 

第１１条 甲は、前条の規定により費用等の請求があったときは、その内容を審査し、適当であると

認めるときは、その費用等を速やかに支払うものとする。 

（協定期間） 

第１２条 この協定の有効期間は、平成２１年５月１３日から平成２２年３月３１日までとする。た

だし、この協定の有効期間満了１月前までに甲及び乙からなんら意志表示がないときは、更に期間

満了の日の翌日から１年間この協定を更新することができるものとし、以後の期間についてもまた

同様とする。 

（疑義等の決定） 

第１３条 この協定に定めのない事項及びこの協定について疑義が生じたときは、甲乙協議して定め

るものとする。 

 

 この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、甲乙双方記名押印のうえ、各自その１通を

保有するものとする。 

 

 平成２１年５月１３日 

 

             住 所 綾部市若竹町８番地の１ 

           甲 

   代表者 綾 部 市 長   四 方 八洲男 

 

             住 所 綾部市於与岐町上行１８番地 

           乙 

   支部長 社団法人隊友会京都府隊友会綾部支部 

支  部  長   荒 木 政 義 
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資料１－16 災害時の無償応援協定書 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、災害時における一般廃棄物及びし尿等の災害応急対策業務（以下「業務」とい

う。）について、綾部市（以下「甲」という。）が株式会社エフ・イーサービス（以下「乙」とい

う。）と早田グループ株式会社（以下「丙」という。）とに協力を求める場合の必要事項を定めるも

のとする。 

（業務の内容） 

第２条 乙及び丙は、下記の業務に関する甲からの協力依頼に基づき、その所有する資機材等により

可能な範囲内で協力するものとする。なお、その業務について市域内と特定できない場合は、市域

を越えた対応も必要に応じて行うものとする。 

（１）ごみ、し尿及び浄化槽汚泥等の応急収集・運搬 

（２）一般廃棄物処理施設及びし尿処理施設等の維持管理 

（３）その他市民の日常生活に大きな影響を及ぼすと市長が認めた被害への対応 

（協議） 

第３条 甲は、前条の業務内容について、必要に応じ乙及び丙と協議し確認する。 

（相互支援） 

第４条 乙及び丙は相互に連携・協力し、業務の遂行に当たるものとする。 

（経費負担） 

第５条 乙及び丙は、協力依頼に基づいて行った業務については、原則として無償で行うものとする。 

（連絡窓口）   

第６条 この協定の連絡窓口は、甲においては綾部市防災担当課とする。乙及び丙については、それ

ぞれの会社の担当者とし、詳細については別途定めるものとする。 

（その他） 

第７条 この協定書に定めのない事項については、その都度、甲、乙及び丙が協議の上、決定する。 

（適用） 

第８条 この協定は平成２２年９月１日から適用する。 

 

この協定の締結を証するため、本書３通を作成し、甲、乙、丙それぞれ記名押印の上､各自その１

通を保有するものとする。 

 

平成２２年９月１日 

 

        甲    綾部市若竹町８番地の１ 

                   綾部市長 山 崎 善 也 

 

             乙    綾部市青野町走り下１２番地の１ 

                  株式会社エフ・イーサービス 

                   代表取締役 前 田 康 信 

 

             丙    綾部市物部町蓮池１９番地 

                  早田グループ株式会社 

                   代表取締役 早 田 敬 子 

 



資 料 編 

１ 条例、協定等 

資-1-30 

 

資料１－17 災害発生時における福祉避難所の設置運営に関する協定書 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、大規模な地震や風水害等の災害（以下｢災害｣という。）が発生し、要援護者が

避難を余儀なくされた場合に、綾部市災害時要援護者支援対策マニュアルに定める社会福祉法人等

の役割について、綾部市（以下｢甲｣という。）が、社会福祉法人等（以下｢乙｣という。）に対し、乙

が所有する社会福祉施設等を福祉避難所として使用するための協力を要請することについて、必要

な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この協定において「要援護者」とは、綾部市災害時要援護者支援対策マニュアルに規定する

者とし、各社会福祉施設等に入所する者も含むものとする。 

（管理運営） 

第３条 乙は、福祉避難所の設置運営にあっては、次に掲げる業務を履行するものとする。 

（１）要援護者等への相談等に応じる看護師、介護員、指導員及びボランティア等の介護支援者（以

下｢ケアワーカー等｣という。）の配置及び福祉避難所に避難した要援護者等の日常生活上の支援 

（２）要援護者等の状況の急変等に対応できる体制の確保 

（３）福祉避難所の設置運営に係る実績報告及び費用に係る毎月の請求（第５条第１項第３号に掲げ

るものについては、領収書を添付すること。） 

（管理運営の期間） 

第４条 この協定における福祉避難所の管理運営の期間は、災害発生時から一般の避難所が閉鎖する

までの期間とする。ただし、特段の事情のあるときはこの限りでない。 

（費用等） 

第５条 甲は乙に対し、福祉避難所の管理運営に要した費用であって、次に掲げるものについて支払

いをするものとする。 

（１）ケアワーカー等に要する人件費（夜勤、宿直等に要する費用を含む。） 

（２）要援護者等に要する食費 

（３）その他、乙が直接支払いを行ったものに要した費用 

２ 前項各号に掲げるもののほか、避難生活に必要な備品等については、事前に甲に了承を得て購入

するものとし、その請求は当該備品等の販売事業者が甲へ直接行うよう指示するものとする。 

（物資の調達及び介助員等の確保） 

第６条 甲は、要援護者等に係る日常生活用品、食料及び医薬材料等の必要な物資の調達に努めるも

のとする。 

２ 甲は、乙が要援護者等を適切に介護できるようケアワーカー等の確保に努めるものとする。 

（協力体制） 

第７条 乙は、福祉避難所のケアワーカー等が不足すると判断したときは、速やかに甲に連絡しなけ

ればならない。この場合において、甲は、乙以外の協定を締結している法人（以下「協定締結法

人」という。）に対し協力要請を行い、乙以外の協定締結法人は当該協力要請に応えるものとする。 

（要援護者等の受入等） 

第８条 甲は、避難中の要援護者が福祉避難所での生活が必要であると判断したときは、乙に受入を

依頼し、乙はこれを受け入れるものとする。この場合において、要援護者等は、可能な限り家族等

の協力を得て福祉避難所へ避難するものとする。 

（受入可能人員等） 

第９条 甲及び乙は、本協定締結後、受入可能人員、ケアワーカー等の人数、必要物資等について、

あらかじめ協議するものとする。 

（個人情報の保護） 

第１０条 甲及び乙並びにケアワーカー等は、福祉避難所の管理運営に当たり業務上知り得た要援護

者等又はその家族の固有の情報を漏らしてはならない。 

２ 前項に規定する個人情報の取り扱いについては、別記「個人情報取扱特記事項」を遵守しなけれ

ばならない。 
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（権利義務の譲渡等の制限） 

第１１条 乙は、この協定により生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し、若しくは継承させ、又はそ

の権利を担保に供してはならない。 

（関係書類の保管） 

第１２条 乙は、この協定に関する書類等を事業所に整備するほか、事業実施後５年間はこれを保管

しなければならない。 

（協定の解除） 

第１３条 甲は、乙がこの協定に基づく指示に違反したことにより、この協定の目的を達成すること

ができないと認めるときは、これを解除できるものとする。 

（協定締結期間） 

第１４条 この協定の締結期間は、協定締結後１年間とし、甲乙いずれかにより異議の申立がない限

り、毎年自動更新されるものとする。 

（疑義の解決） 

第１５条 この協定に定める事項その他業務上の必要な事項について疑義が生じた場合は、甲、乙協

議の上、解決に努めるものとする。 

 

 この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲、乙双方記名押印の上、各自１通を保有する

ものとする。 

 

 平成２２年１１月２４日 

 

        （甲）所在地  綾部市若竹町８番地の１ 

           名 称  綾部市 

           代表者  綾部市長 山 崎 善 也 

 

        （乙）所在地  綾部市田野町田野山２番地１６３ 

           名 称  社会福祉法人 松寿苑 

           代表者  理 事 長 衣 川 久 夫 

 

※ 本協定は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会いこいの村聴覚言語障害センター、 

社会福祉法人丹の国福祉会、医療法人社団恵心会介護老人保健施設綾部さくらホーム 

とも締結 

※ 平成 25 年 5 月 17 日に、株式会社ミストラルサービスと締結 
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資料１－18 災害時における応急復旧対策業務協定書 

 

 綾部市（以下「甲」という。）と綾部建設業協会（以下「乙」という。）は、災害時における応急復

旧対策業務（以下「業務」という。）の実施について次のとおり協定を締結する。 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、綾部市地域防災計画に基づき、市域において災害が発生し、又は発生のおそれ

がある場合において、甲が乙に対し、市の区域内における災害時の業務の実施について協力を要請

するために必要な事項を定めるものとする。 

（協力要請） 

第２条 甲は、前条の規定により業務を実施する必要が生じた場合は、乙に対し次の各号に掲げる事

項を明らかにし、別記様式１（業務要請書）により要請するものとする。 

（１）災害等の状況及び協力を要請する理由 

（２）必要とする人員 

（３）必要とする資材及び機材の種類及び数量 

（４）必要とする場所、内容及び期間 

（５）その他必要な事項 

（協力の実施） 

第３条 乙は、甲から業務の要請を受けた場合は、やむを得ない理由のない限りこれを受諾し、甲の

現地責任者の指示を受け、業務に従事するものとする。 

（事業計画） 

第４条 業務の円滑な実施を図るため、乙は、組織体制、連絡体制等を事前に定めておかなければな

らない。 

（経費の負担） 

第５条 この協定に基づく業務に要した経費は、甲乙協議のうえ定める額を甲が負担する。 

（損害補償） 

第６条 甲は、乙が第３条の規定による業務中に災害を受けたときは、綾部市消防団員等公務災害補

償条例（昭和３３年綾部市条例第２２号）の規定に準じて補償を行うものとする。 

２ 乙の業務により生じた資機材の損傷についての補償は、甲乙協議のうえ定めるものとする。 

（第三者に対する措置） 

第７条 業務従事中に、第三者に対して及ぼした損害についての賠償方法及び賠償額の負担割合は、

甲乙協議のうえ定めるものとする。 

（報告） 

第８条 乙は、第３条の規定により業務に従事した場合は、次の各号に掲げる事項を別記様式２（業

務完了報告書）により甲に報告するものとする。 

 （１）業務に従事した人員及び名簿 

 （２）業務に使用した資機材の種別及び台数 

 （３）業務に従事した人員がそれぞれ従事した時間 

 （４）業務に使用した資機材の使用時間数 

 （５）その他必要な事項 

２ 甲は、前項による業務の完了報告を受けたときは、乙に対し速やかに業務要請の解除を通知する

ものとする。 

（費用等の請求） 

第９条 乙は、第５条に規定する費用及び第６条に規定する補償（以下「費用等」という。）を請求

するときは、甲の定めるところにより行うものとする。 

（支払） 

第１０条 甲は、前条の規定により費用等の請求があったときは、その内容を審査し、適当であると

認めるときは、その費用等を速やかに支払うものとする。 

（協定期間） 
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第１１条 この協定の有効期間は、平成２３年１月２８日から平成２４年３月３１日までとする。た

だし、この協定の有効期間満了１月前までに甲及び乙からなんら意志表示がないときは、更に期間

満了の日の翌日から１年間この協定を更新することができるものとし、以後の期間についてもまた

同様とする。 

（疑義等の決定） 

第１２条 この協定に定めのない事項及びこの協定について疑義が生じたときは、甲乙協議して定め

るものとする。 

 

 

 この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、甲乙双方記名押印のうえ、各自その１通を

保有するものとする。 

 

 平成２３年１月２８日 

 

             住 所 綾部市若竹町８番地の１ 

           甲 

   代表者 綾 部 市 長  山 崎 善 也 

 

 

             住 所 綾部市並松町上番取８番地の６ 

           乙 

代表者 綾部建設業協会 

会長 浅 巻 武 之 
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資料１－19 合気道創設者ゆかりの友好都市間における災害時相互応援に関する協定書 

 

 和歌山県田辺市，北海道遠軽町，京都府綾部市及び茨城県笠間市（以下「協定市町」という。）は，

いずれかの協定市町において災害（災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第２条第１号に規

定する災害及び原子力災害対策特別措置法（平成１１年法律第１５６号）第２条第１号に規定する原

子力災害をいう。）が発生した場合に，被災した協定市町に対する，応急対策及び復旧対策を円滑に

遂行するため，相互の応援体制について次のとおり協定を締結する。 

 

（応援の種類等） 

第１条 応援の種類及び内容は，次に掲げるとおりとする。 

（１）食料，飲料水及び生活必需物資並びにその供給に必要な資機材の提供 

被災者の救出，医療，防疫，施設等の応急復旧に必要な資機材及び物資の提供 

（２）救援及び救助活動に必要な車両等の提供 

（３）消火，救援，医療，防疫，応急復旧等に必要な職員の派遣 

（４）ボランティアのあっせん 

（５）被災児童・生徒の教育機関への受入れ及びあっせん 

（６）被災者を一時的に受け入れるための施設の提供及びあっせん 

（７）前各号に掲げるもののほか，特に要請のあった事項 

 

（応援の手続） 

第２条 応援を要請する協定市町は，次に掲げる事項を明らかにし，文書により要請するものとする。

ただし，緊急の場合には，口頭，電話又は電信等により応援を要請し，その後速やかに文書を提出

するものとする。 

（１）被害の状況 

（２）前条第１号から第３号までに掲げる応援を要請する場合にあっては，物資等の品名，数量等 

（３）前条第４号に掲げる応援を要請する場合にあっては，職員の職種及び人員 

（４）応援場所及び応援場所への経路 

（５）応援の期間 

（６）前各号に掲げるもののほか，その他必要な事項 

 

 （応援の実施） 

第３条 応援を要請された協定市町は，極力これに応ずるよう取り組むものとする。 

 

 （応援の自主出動） 

第４条 大規模災害の発生により，被災した協定市町と連絡が取れない場合で，緊急に応援出動をす

ることが必要であると認められたときは，自主的判断に基づき必要な応援を行う。 

２ 自主出動し応援を行った協定市町は，応援内容等を被災した協定市町に速やかに連絡するととも

に，災害に係る情報を収集し，被災した協定市町に提供するものとする。 

（応援経費の負担） 

第５条 応援に要する経費の負担は，次に掲げるとおりとする。 

（１）職員派遣に要する経費の負担は，応援を行う協定市町の負担とする。 

（２）前号に掲げるもののほか，資機材及び物資の提供その他応援に要する経費は，応援を受ける協

定市町の負担とする。ただし，応援を受ける協定市町との協議により，応援を行う協定市町が負

担することで合意した場合は，この限りではない。 

 

（連絡責任者） 

第６条 第２条の規定による応援の手続を，緊急時において確実かつ円滑に行うため，協定市町に連

絡責任者を置くものとする。 
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（体制の整備） 

第７条 協定市町は，この協定に基づく応援を円滑に行うため，必要な体制の整備に努めるものとす

る。 

 

（その他） 

第８条 この協定の実施に関し，必要な事項及びこの協定に定めのない事項は，協定市町が協議して

定めるものとする。 

 

（効力発生日） 

第９条 この協定は，平成２４年 ２月１５日から効力を生じる。 

 

 この協定の締結を証するため，この協定書を４通作成し，協定市町署名押印のうえ，各自１通を保

有するものとする。 

 

平成２４年 ２月１５日 

 

和歌山県田辺市長  真 砂 充 敏 

 

北 海 道 遠 軽 町 長  佐々木 修 一 

 

京 都 府 綾 部 市 長  山 崎 善 也 

 

茨 城 県 笠 間 市 長  山 口 伸 樹 
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資料１－20 災害時等の応援に関する申し合わせ 

 

国土交通省近畿地方整備局長（以下「甲」という。）と綾部市長（以下「乙」という。）は、災害時等

において、甲が乙に対する応援が円滑に行われるよう、次のとおり申し合わせを行う。 

 

（目的） 

第１条 この申し合わせは、乙が代表する地方公共団体の区域において、災害が発生し、または、災

害が発生する恐れがある場合において、被害の拡大と二次災害防止に資するために、甲が被災

直後等の緊急的な対応（以下、「応援」という。）を実施することにより、国民の安全、安心を

確保し、民生の安定を保持することを目的とする。 

 

（応援の実施時期） 

第２条 甲が応援を行う時期は、次の各号に掲げる内容とする。 

一 綾部市内で重大な災害の発生または、発生するおそれがある場合 

二 綾部市災害対策本部が設置された場合 

三 その他甲または乙が必要とする場合 

 

（応援の内容） 

第３条 災害時等の応援は、次の各号に掲げる内容とする。 

一 情報の収集・提供（リエゾン［情報連絡員]含む。） 

二 近畿地方整備局等職員の派遣（緊急災害対策派遣隊含む） 

三 災害に係る専門家の派遣 

四 甲が保有する車両、災害対策用機械等の貸し付け 

五 甲が保有する通信機械等の貸し付け及び操作員の派遣 

六 通行規制等の措置 

七 その他必要な事項 

 

（リエゾンの派遣） 

第４条 第２条の各号のいずれかに該当し、乙の要請があった場合または甲が必要と判断した場合に、

甲は、乙の災害対策本部等にリエゾンを派遣する。 

なお、甲及び乙は、相互の連絡窓口を明確にしておき派遣に関して事前に調整を図るものと

する。 

 

（リエゾンの受け入れ） 

第５条 乙は、甲から派遣されるリエゾンの活動場所として、災害対策本部等に場所等を確保するも

のとする。 
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（緊急災害対策派遣隊の派遣） 

第６条 第２条の各号のいずれかに該当し、乙の要請があった場合または甲が必要と判断した場合は、

甲は、乙が代表する地方公共団体の区域に緊急災害対策派遣隊を派遣する。 

なお、甲乙の相互の連絡は、甲から派遣されるリエゾンを通じて行うものとする。 

 

（緊急災害対策派遣隊の受け入れ） 

第７条 乙は、甲から派遣される緊急災害対策派遣隊の活動において必要となる資料（図面等）につ

いて、提供の協力をするものとする。 

 

（緊急災害対策派遣隊の報告） 

第８条  甲は、派遣した緊急災害対策派遣隊からの調査結果等の報告があった場合は、速やかに乙

にその内容を提供するものとする。 

 

（平素の協力）  

第９条 甲及び乙は、必要に応じ情報交換に関する防災訓練及び防災に関する地図等の資料の整備に

協力するものとする。 

 

（その他） 

第 10 条 この申し合わせに定めのない事項、疑義に関しては、その都度甲及び乙が協議するものと

する。 

 

平成２４年 ５月２３日 

 

甲  近畿地方整備局長  上 総 周 平 

 

乙  綾部市長      山 崎 善 也 
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資料１－21 災害時における避難施設としての使用に関する協定 

 

 災害時における一時避難場所及び収容避難所（以下「避難施設」という。）として第３条に掲げる

施設を使用することについて、綾部市（以下「甲」という。）と京都府立綾部高等学校（以下「乙」

という。）との間において、次のとおり協定を締結する。 

 

 （目的） 

第１条 この協定は、綾部市内に大規模な地震、台風等による洪水、原子力発電所の事故等災害が発

生し、又は発生する恐れがある場合に、乙の協力を得て乙の所有する施設を避難施設として市民を

受け入れることについて、必要な事項を定めることを目的とする。 

 （避難施設の指定及び周知） 

第２条 甲は、この協定による施設を乙の協力を得て、避難施設として位置づけ、市民に周知するも

のとする。 

 （避難施設） 

第３条 乙は、次に掲げる施設を公共福祉の立場から避難施設として市民に使用させるものとする。

ただし、乙が被災したときは、この限りでない。 

（１）一時避難場所 

施 設 の 名 称 綾部高等学校 

所 在 地 綾部市岡町長田１８番地 

所 有 者 京都府 

使 用 場 所 運動場 

使 用 面 積 ２４，０９４㎡ 

 

施 設 の 名 称 綾部高等学校東分校 

所 在 地 綾部市川糸町堀ノ内１８番地 

所 有 者 京都府 

使 用 場 所 運動場 

使 用 面 積 ２，６６９㎡ 

 

（２）収容避難所 

施 設 の 名 称 綾部高等学校 

所 在 地 綾部市岡町長田１８番地 

所 有 者 京都府 

使 用 場 所 第一体育館及び第二体育館 

使 用 床 面 積 １，３６０㎡ ・ ８４３㎡ 
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施 設 の 名 称 綾部高等学校 

所 在 地 綾部市川糸町堀ノ内１８番地 

所 有 者 京都府 

使 用 場 所 体育館 

使 用 床 面 積 ８５９㎡ 

 

（変更の報告） 

第４条 乙は、この協定による避難施設が何らかの事情により使用不可能となったときは、甲に連絡

するものとする。 

２ 乙は、収容避難所の増改築等により当該建物の面積等に変更が生じたときは、甲に連絡するもの

とする。 

 （避難施設の開設） 

第５条 甲は、次に掲げるときは、乙に対して第３条の施設の利用を要請することができる。 

（１）大規模な地震、台風等による洪水、原子力発電所の事故等災害が発生し、又は発生する恐れが

あり、住民の避難に緊急を要する場合 

（２）著しく住民の生命を脅かす事態になり、甲が乙の施設に避難させる必要があると認 

めた場合 

２ 前項の要請は、甲が乙に対し、口頭（電話連絡を含む。）で行うものとする。 

 （避難者の誘導） 

第６条 甲は、乙の協力を得て施設への避難者に対し、施設内への安全な誘導に努めるも 

のとする。 

 （費用の負担） 

第７条 避難施設の使用料は、減免とする。 

２ 避難施設を使用したことにより生じた費用及び施設・設備等の損壊による損害については、原則

として甲が負担するものとする。 

（使用期間） 

第８条 避難施設の使用期間は、第５条の開設から甲が地震、台風等による洪水、原子力発電所の事

故等による住民への被害の恐れがなくなったと判断し、当該避難施設の閉鎖を決定したときまでと

する。 

 （避難施設の閉鎖） 

第９条 避難施設を閉鎖するときは、甲は乙に対し、その旨を連絡し、併せて別記様式にて通知する

ものとする。 

 （協議） 

第１０条 この協定に定めのない事項又はこの協定の内容について疑義が生じた場合は、 

 その都度、甲、乙協議して定めるものとする。 

 （協定期間） 

第１１条 この協定の期間は、協定締結の日から１年間とする。ただし、期間満了の日の３０日前ま

でに甲、乙いずれかから協定解除又は変更の申し出がないときは、さらに１年間延長するものとし、
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その効力を継続するものとする。 

 

 この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲・乙両者記名押印のうえ、各自その１通を保

有する。 

 

 平成２４年７月１日 

 

甲 綾部市若竹町８番地の１  

綾部市長 山 崎 善 也 

 

乙 綾部市岡町長田１８番地  

京都府立綾部高等学校   

校 長  福 井 真 介 

 

※ 本協定は、日東精工（株）とも締結 
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資料１－22 原子力災害発生時における応援に関する覚書 

 

和歌山県田辺市（以下「甲」という。）と京都府綾部市（以下「乙」という。）は、北海道遠軽町及

び茨城県笠間市とともに、合気道創設者ゆかりの友好都市間における災害時相互応援に関する協定

（平成２４年２月１５日締結。以下「協定」という。）を締結している。 

しかしながら、綾部市においては、高浜発電所及び大飯発電所から３０ｋｍの圏内に市域の一部が

含まれ、原子力災害特別措置法（平成１１年法律第１５６号）第２条第１項に規定する原子力災害が

発生し、綾部市域に被害が及んだ場合に、多数の市民の避難を余儀なくされることから、避難所の確

保等、他の災害とは異なった困難な事態が予想される。 

この覚書は、同じ近畿圏に所在する甲・乙両市間において、特に原子力災害が発生した場合におい

て、乙の要請に基づき、甲が行う応援対策について必要な事項を定めるものとする。 

 

（応援の内容） 

第１条 甲は、協定第１条第７号に規定する被災者を一時的に受け入れるための施設（以下「一時避

難所」という。）の提供及びあっせんに当たっては、あらかじめ施設を選定するなど必要な準備を

整え、可能な限り要請に応ずるものとする。 

２ 甲は、一時避難所の開設に当たっては、必要な職員を配置し、その立上げ及び初期段階における

運営に協力するものとする。 

３ 甲は、一時避難所への食料、飲料水及び生活必需品の提供及び乙の現地調達について協力するも

のとする。 

４ 甲は、原子力災害の特性から、長期避難が必要となった場合に、収容可能な施設の提供又はあっ

せんに協力するものとする。 

（応援経費の負担） 

第２条 前条の応援に関する経費の負担は、協定第５条の規定を準用するものとする。 

（協議） 

第３条 この覚書に定めのない事項又はこの覚書の履行に関し疑義を生じたときは、甲乙協議のうえ、

定めるものとする。 

 

 この覚書の成立を証するため、本書２通を作成し、甲、乙記名押印のうえ、各自その１通を保有す

るものとする。 

 

  平成 25 年 10 月 30 日 

 

           甲 田辺市長  真 砂 充 敏 

 

         乙 綾部市長  山 崎 善 也 
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資料１－23 大丹波連携推進協議会の構成市町による災害時等相互応援に関する協定 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、大丹波連携推進協議会を構成する京都府４市１町（福知山市、綾部市、亀岡市、

南丹市、京丹波町）と兵庫県２市（篠山市、丹波市）（以下「連携市町」という。）が、府県の境界

を越えた協働の精神に基づき、連携市町内において災害対策基本法（昭和 36 年法律第 223 号）第

２条第１項に規定する災害が発生し被災市町のみでは十分な応急措置ができない場合に、相互に協

力し、被災市町の応急対策及び応急復旧を円滑に遂行するとともに、連携して広域防災体制を確立

するために必要な事項について定めるものとする。 

（応援の事項） 

第２条 応援の事項は、次のとおりとする。 

（１）応急対策及び応急復旧に必要な資機材及び物資のあっせん又は提供 

（２）応急対策及び応急復旧に必要な職員の派遣 

（３）被災者及び避難者の受入 

（４）前各号に掲げるもののほか特に要請があった事項 

（応援要請） 

第３条 応援を要請しようとする市町（以下「要請市町」という。）は、次の事項を明らかにして、

他の連携市町に対し、文書により要請を行うものとする。ただし、時間的余裕がない場合には、口

頭、電話等により要請を行うことができる。この場合において要請市町は、後に文書を速やかに提

出するものとする。 

（１）被害の状況 

（２）前条第１号に掲げる事項の応援を要請する場合にあっては、物資等の品名、数量等 

（３）前条第２号に掲げる事項の応援を要請する場合にあっては、業務内容、人員等 

（４）前条第３号に掲げる事項を要請する場合にあっては、世帯数、人数等 

（５）応援の場所及びその場所への経路 

（６）応援を必要とする期間 

（７）前各号に掲げるもののほか必要な事項 

（応援の実施） 

第４条 応援を要請された連携市町（以下「応援市町」という。）は、誠意をもってこれに応ずるも

のとする。 

（物資等の携行） 

第５条 応援市町は、職員等を派遣する場合には、職員等が消費又は使用する物資等を携行させるも

のとする。 

（応援の自主出動等） 

第６条 応援市町は、激甚な災害が発生し、通信の途絶等により要請市町と連絡がとれない場合には、

第３条に定める応援要請を待つことなく、他の連携市町と連絡調整を図りながら、自主的な情報収

集活動に基づいた独自の判断で必要な応援を行うことができる。この場合には、第３条に定める応

援要請があったものとみなし、第８条の規定を適用する。ただし、被災地の情報収集活動に要する

経費は、応援市町の負担とする。 

（応援のため派遣された職員の指揮） 

第７条 応援のため派遣された職員は、要請市町長等の指揮の下に活動する。 

（応援経費の負担） 

第８条 応援に要した経費は、原則として要請市町の負担とする。 
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２ 要請市町が前項に規定する費用を支弁する時間的余裕がなく、かつ、要請市町から要請があった

場合には、応援市町は当該経費を一時繰替支弁するものとする。 

３ 応援活動に従事した職員が、その活動により死亡し、負傷し、若しくは疾病にかかり、又はその

活動による負傷若しくは疾病により死亡し、若しくは障害者となった場合は、本人又はその遺族に

対する補償は、応援市町が地方公務員災害補償法（昭和 42 年法律第 121 号）の定めるところによ

り行うものとする。 

４ 応援活動に従事した職員が、業務上第三者に損害を与えた場合においては、要請市町がその賠償

の責めを負うものとする。ただし、その損害が要請市町への往復途中に生じたものである場合は、

応援市町がその賠償の責めを負うものとする。 

５ 前各項に定めるもののほか経費負担に関し必要な事項は、別途協議するものとする。 

（平常時の活動） 

第９条 連携市町は、平時から連携して次の各号に掲げる事項を実施する等、この協定に基づく応援

が円滑に行われるよう努めるものとする。 

（１）連絡会等の開催 

（２）地域防災計画その他必要な資料、情報等の相互交換 

（３）防災訓練及び住民への啓発等 

（４）救援に必要な物品等の備蓄連携 

（５）その他災害時の相互応援に必要な事項 

（広域防災対策） 

第１０条 連携市町は、広域的な災害対策に関して必要な事項を協議し、及び協働して取り組むこと

に努めるものとする。 

（他の協定との関係） 

第１１条 この協定は、京都府及び兵庫県並びに連携各市町が締結する災害時の応援に係る他の協定

を妨げるものではない。 

（その他） 

第１２条 この協定に定めのない事項及び疑義を生じた事項については、連携市町が協議のうえ、決

定するものとする。 

 

上記協定締結の証として本協定書を７通作成し、連携市町長記名押印のうえ、各１通を保有する。 

 

平成２６年５月８日 

 

京 都 府 福 知 山 市 長  松 山 正 治 

京 都 府 綾 部 市 長  山 崎 善 也 

京 都 府 亀 岡 市 長  栗 山 孝 隆 

京 都 府 南 丹 市 長  佐々木 稔 納 

京都府船井郡京丹波町長  寺 尾 豊 爾 

兵 庫 県 篠 山 市 長  酒 井 隆 明 

兵 庫 県 丹 波 市 長  辻   重五郎 
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資料１－24 災害時における物資供給に関する協定書 

 

綾部市 以下「甲」という。）と NPO 法人コメリ災害対策センター（以下「乙」という。）は、災

害時における物資の供給に関し、次のとおり協定を締結する。 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、地震、風水害その他の災害が発生し、又は発生するおそれがある場合（以下

「災害時」という。）において、甲が乙と協力して、物資を迅速かつ円滑に被災地へ供給するため

に必要な事項を定めるものとする。 

（協定事項の発効） 

第２条 この協定に定める災害時の協力事項は、原則として甲が、災害対策本部を設置し、乙に対し

て要請を行ったときをもって発動する。 

（供給等の協力要請） 

第３条 甲は、災害時において物資を調達する必要があると認めるときは、乙に調達が可能な物資の

供給を要請することができる。 

（調達物資の範囲） 

第４条 甲が、乙に供給を要請する物資の範囲は、次に掲げるもののうち、乙が調達可能な物資とす

る。 

（１）別表に掲げる物資 

（２）その他甲が指定する物資 

（要請の方法） 

第５条 第３条の要請は、調達する物資名、数量、規格、引渡場所等を記載した文書（様式第１号、

様式第２号)をもって行うものとする。ただし、緊急を要するときは、電話等で要請し、その後速や

かに文書を交付するものとする。 

（物資の供給の協力） 

第６条 乙は、前条の規定により甲から要請を受けたときは、物資の優先供給に努めるものとする。 

２ 乙は、物資の供給を実施したときは、その供給の終了後速やかにその実施状況を報告書により甲

に報告するものとする。 

（引渡し等） 

第７条 物資の引渡場所は、甲が指定するものとし、その指定地までの運搬は、原則として乙が行う

ものとする。ただし、乙が自ら運搬することができない場合は、甲が定める輸送手段により運搬す

るものとする。 

２ 甲は、乙が前項の規定により物資を運搬する車両を優先車両として通行できるよう配慮するもの

とする。 

（費用の負担） 

第８条 第６条の規定により、乙が供給した物資の代金及び乙が行った運搬等の経費は、甲が負担す

るものとする。 

２ 前項に規定する費用は、災害発生直前における小売価格等を基準とし、甲と乙が協議の上速やか
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に決定する。 

（費用の支払い） 

第９条 物資の供給に要した費用は、乙の請求により、甲が支払うものとする。 

２ 甲は、前項の請求があったときは、その内容を確認し、速やかに費用を乙に支払うものとする。 

（連絡責任者の選任） 

第１０条 この協定の円滑な運用を資するため、甲及び乙に連絡責任者を置く。 

２ 前項の連絡責任者は、甲においては綾部市総務課主幹、乙においては、専務理事とする。 

（情報交換） 

第１１条 甲と乙は、平常時から相互の連絡体制及び物資の供給等についての情報交換を  行い、

災害時に備えるものとする。 

（協議） 

第１２条 この協定に定めのない事項及びこの協定に疑義が生じたときは、甲乙協議の上  決定す

るものとする。 

（有効期間） 

第１３条 この協定は、協定締結の日から効力を有するものとし、甲又は乙が文書をもって協定の終

了を通知しない限り、その効力を有するものとする。 

 

 この協定の成立を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自１通を保有する。 

 

  平成２７年１２月１７日 

 

 

              甲   京都府綾部市若竹町８番地の１ 

                   綾部市長  山 崎 善 也 

 

                  新潟県新潟市南区清水４５０１番地１ 

              乙   NPO 法人 コメリ災害対策センター 

                   理事長  捧   雄 一 郎 
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資料１－25 災害時等における救助用物資の供給等に関する協定書 

 

綾部市（以下「甲」という。）とゴダイ株式会社（以下「乙」という。）は、次のとおり協定を締結

する。 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、綾部市において災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第２条第１号に

規定する災害が発生した場合等（以下「災害時等」という。）に被災者に対する災害救助用物資の

供給および運搬（以下「供給等」という。）に関し必要な事項を定める。 

（協力） 

第２条 甲は、災害時において、災害救助用物資の供給等について乙に要請し、乙は、可能な範囲で

災害救助用物資の安定供給に努めるとともに、その運搬を行うものとする。 

（災害救助用物資の供給等） 

第３条 災害救助用物資の供給等については、甲および乙が協議のうえ、災害救助用物資の品目、量、

引渡方法、引渡場所等を定めるものとする。 

（要請の方法等） 

第４条 第２条の規定による甲の要請は、原則として災害救助用物資供給要請書（様式第１）による

ものとする。ただし、緊急を要するときは、口頭で要請し、事後速やかに文書を提出するものとす

る。 

（運搬） 

第５条 運搬は、甲の指定した受渡場所に、乙または乙の指定する者が行うものとする。 

（経費の負担） 

第６条 災害救助用物資の供給にかかる経費は甲が負担し、災害救助用物資の運搬にかかる経費は乙

が負担する。 

２ 災害救助用物資の価格は、災害時の直前における適正な価格を基準として、甲および乙が協議し

て決定するものとする。 

（代金の支払い） 

第７条 甲は、乙からの請求書を受理した場合には、速やかに支払うものとする。 

（連絡責任者の選任） 

第８条 この協定の円滑な運用に資するため、甲および乙に連絡責任者をおく。 

２ 前項の連絡責任者は、甲においては綾部市総務部総務課主幹、乙においては、ゴダイ株式会社 

管理本部長とする。 

（情報交換） 

第９条 この協定の運用が円滑に行われるよう、適宜甲乙が相互に情報交換するとともに、必要に応

じ資料の提供を行うものとする。 

（協定期間） 

第１０条 この協定の有効期間は、協定締結日から１年間とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、期間満了日の１ヶ月前までに甲または乙から相手方に対し特段の意思
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表示がない場合は、期間満了日の翌日から１年間延長され、以後においても同様とする。 

（疑義等の決定） 

第１１条 この協定に定めのない事項または協定に関して疑義が生じたときは、甲および乙がその都

度協議のうえ、これを定めるものとする。 

 

 この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙それぞれ署名押印のうえ各１通を保有する。 

 

平成２７年１２月１７日 

 

甲 綾部市若竹町８番地の１ 

   

  綾部市長      山 崎 善 也 

 

 

乙 姫路市綿町１０４番地 スクエアビル２Ｆ 

  ゴダイ株式会社 

  代表取締役社長    浦 上 晃 之 
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資料１－26 災害に係る情報発信等に関する協定 

 

綾部市およびヤフー株式会社（以下「ヤフー」という）は、災害に係る情報発信等に関し、次のと

おり協定（以下「本協定」という）を締結する。 

 

第 1 条（本協定の目的） 

本協定は、綾部市内の地震、台風、豪雨、洪水、暴風その他の災害に備え、綾部市が綾部市民に

対して必要な情報を迅速に提供し、かつ綾部市の行政機能の低下を軽減させるため、綾部市とヤ

フーが互いに協力して様々な取組みを行うことを目的とする。 

 

第 2 条（本協定における取組み） 

1. 本協定における取組みの内容は次の中から、綾部市およびヤフーの両者の協議により具体的な内

容および方法について合意が得られたものを実施するものとする。 

(1) ヤフーが、綾部市の運営するホームページの災害時のアクセス負荷の軽減を目的として、綾

部市の運営するホームページのキャッシュサイトをヤフーサービス上に掲載し、一般の閲覧

に供すること。 

(2) 綾部市が、綾部市内の避難所等の防災情報をヤフーに提供し、ヤフーが、これらの情報を平 

常時からヤフーサービス上に掲載するなどして、一般に広く周知すること。 

(3) 綾部市が、綾部市内の避難勧告、避難指示（緊急）等の緊急情報をヤフーに提供し、ヤフー

が、これらの情報をヤフーサービス上に掲載するなどして、一般に広く周知すること。 

(4) 綾部市が、災害発生時の綾部市内の被害状況、ライフラインに関する情報および避難所にお

けるボランティア受入れ情報をヤフーに提供し、ヤフーが、これらの情報をヤフーサービス

上に掲載するなどして、一般に広く周知すること。 

(5) 綾部市が、綾部市内の避難所等における必要救援物資に関する情報をヤフーに提供し、ヤフ

ーが、この必要救援物資に関する情報をヤフーサービス上に掲載するなどして、一般に広く

周知すること。 

(6) ヤフーが、ヤフーの提供するブログサービスにおいて綾部市が運営するブログ（以下「災害

ブログ」という）にアクセスするための web リンクをヤフーサービス上に掲載するなどして、

災害ブログを一般に広く周知すること。 

(7) 綾部市が、綾部市内の避難所に避難している避難者の名簿を作成する場合、ヤフーが提示す

る所定のフォーマットを用いて名簿を作成すること。 

2. 綾部市およびヤフーは、前項各号の事項が円滑になされるよう、お互いの窓口となる連絡先およ

びその担当者名を相手方に連絡するものとし、これに変更があった場合、速やかに相手方に連絡

するものとする。 

3. 第 1 項各号に関する事項および同項に記載のない事項についても、綾部市およびヤフーは、両者

で適宜協議を行い、決定した取組みを随時実施するものとする。 
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第 3 条（費用） 

前条に基づく綾部市およびヤフーの対応は別段の合意がない限り無償で行われるものとし、それ

ぞれの対応にかかる旅費・通信費その他一切の経費は、各自が負担するものとする。 

 

第 4 条（情報の周知） 

ヤフーは、綾部市から提供を受ける情報について、綾部市が特段の留保を付さない限り、本協定

の目的を達成するため、ヤフーが適切と判断する方法（提携先への提供、ヤフーサービス以外の

サービス上での掲載等を含む）により、一般に広く周知することができる。ただし、ヤフーは、

本協定の目的以外のために二次利用をしてはならないものとする。 

 

第 5 条（本協定の公表） 

本協定締結の事実および本協定の内容を公表する場合、綾部市およびヤフーは、その時期、方法

および内容について、両者で別途協議のうえ、決定するものとする。 

 

第 6 条（本協定の期間） 

本協定の有効期間は、本協定締結日から 1 年間とし、期間満了前までにいずれかの当事者から他

の当事者に対し期間満了によって本協定を終了する旨の書面による通知がなされない限り、本協

定はさらに 1 年間自動的に更新されるものとし、以後も同様とする。 

 

第 7 条（協議） 

本協定に定めのない事項および本協定に関して疑義が生じた事項については、綾部市およびヤフ

ーは、誠実に協議して解決を図る。 

 

以上、本協定締結の証として本書 2 通を作成し、綾部市とヤフー両者記名押印のうえ各 1 通を保有す

る。 

 

平成２９年３月３１日 

 

綾部市：京都府綾部市若竹町８番地の１ 

     

綾部市長   山 崎 善 也 

         

ヤフー：東京都千代田区紀尾井町 1 番 3 号 

ヤフー株式会社 

代表取締役  宮 坂   学 
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資料１－27  災害救助物資の調達に関する協定書 

                                    

 綾部市（以下「甲」という。）と株式会社ジュンテンドー（以下「乙」とい

う。）とは災害時における物資の供給に関し、次の通り協定を締結する。 

 

 （要 請） 

第１条 甲は、災害時における物資の確保を図るため、必要があると認めるとき

は、乙の保有する物資の調達を要請することができる。 

  （物資の範囲） 

第２条 甲が乙に供給を要請する物資は、次に掲げるもののうち、乙が保有する物

資とする。 

 (1) 日用品等（トイレ関係用品を含む。） 

     (2)  作業関係用品 

     (3)  冷暖房機器及び電気用品等 

     (4)  その他甲が指定する物資 

  （要請の方法） 

第３条 前条に掲げる物資の調達要請は、原則として文書によるものとする。ただ

し、 文書をもって要請するいとまがないときは、口頭で要請し、その後

速やかに別記１号様式の文書を交付するものとする。 

  （物資の価格及び支払） 

第４条 物資の取引価格は、災害発生時直前における価格とし、その支払について

は、甲乙協議の上、速やかに行うものとする。 

  （物資の引渡し） 

第５条 物資の引渡しは、甲が指定する場所で行うものとし、甲は当該場所へ職員

を派 遣し、調達物資を確認の上、これを引き取るものとする。 

２ 乙は、物資を納品した場合、速やかに別記第２号様式により報告するもの

とする。 

（担当者名簿の作成） 

第６条 甲及び乙は、この協定の成立の日及び毎年４月１日現在の事務担当者名簿

（別紙）を作成し、相互に交換するものとする。 

２ 前項の規定は、年度途中において異動等があった場合に準用する。 
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（情報の交換） 

第７条 甲及び乙は、この協定が円滑に運用されるよう、平素から必要に応じて、

情報の交換を行うものとする。 

  （疑義の決定） 

第８条 この協定に定める事項について疑義が生じたときは、その都度甲乙協議し

て定めるものとする。 

  （有効期間） 

第９条 この協定の有効期間は、協定締結の日から令和２年４月３０日までとす

る。 

ただし、期間の満了の１箇月前までに甲又は乙が各相手方に対し格段の意 

思表示をしないときは、期間満了の翌日から更に１年間同一の条件をもっ

て更新するものとし、以後もこれと同様とする。 

   

 

この協定の証としてこの証書２通を作成し、甲乙それぞれ記名押印の上、各自その

１通を保有する。 

 

     

 

 

 

令和元年５月１日 

 

 

                                 甲 京都府綾部市若竹町 8番地の 1 

          綾部市長 山 崎 善 也 

 

 

                                 乙 島根県益田市下本郷町２０６番地５ 

                                     株式会社ジュンテンドー 

                                       代表取締約社長 飯塚 正 
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資料１－28  特設公衆電話の設置・利用に関する協定書 

 

綾部市（以下「甲」という。）と西日本電信電話株式会社（以下「乙」という。）は、大規模災

害等が発生した際に乙の提供する非常用電話（以下「特設公衆電話」という。）の設置及び利用・

管理等に関し、次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 本協定は、災害の発生時において、甲乙協力の下、特設公衆電話を設置し、避難者等の

通信の確保を目的とする。 

 

（用語の定義） 

第２条 本協定書に規定する「災害の発生」とは、災害発生時または、災害が発生するおそれが

あり、甲において避難所開設を行う必要がある場合、または同様の事象の発生により社会の  

混乱が発生していることをいう。 

２ 本協定書に規定する「特設公衆電話」とは、甲乙協議のうえ定めた設置場所に電気通信回線

及び電話機接続端子を設置し、災害の発生時に電話機を接続することで避難者等へ通信の提供

を可能とするものをいう。 

 

（通信機器の管理） 

第３条 甲は、本協定書に基づき、災害発生時に速やかに利用が可能な状態となるよう電話機を

適切な場所に保管の上、管理することとする。 

 

（通信設備の管理及び破損） 

第４条 甲は、特設公衆電話の配備に必要な設備（電話機、端子盤、配管、引込柱等）を整備し、

乙が設置する通信設備（屋外線、保安器、屋内配線、モジュラージャックを含む。以下同じ。）

とともに、災害発生時に速やかに利用が可能な状態となるよう維持に努めることとする。 

２ 乙が設置する通信設備が甲の故意または重過失により破損した場合は、甲は乙に速やかに 

書面をもって報告することとする。なお、修復に係る費用は、原則して甲が負担するものとす

る。 

 

（特設公衆電話の設置） 

第５条 特設公衆電話の設置に係る電気通信回線数については、甲乙協議の上、乙が決定する 

こととし、設置場所等の必要な情報は別記を作成し甲乙互いに保管するものとする。なお、  

保管にあたっては、甲乙互いに情報管理責任者を任命し、その氏名を別紙１に定める様式を 

もって相互に通知することとする。 

２ 前項に定める特設公衆電話の設置に係る経費は、乙が負担するものとする。ただし、設置に

際して屋内配管等新たな設備の設置が必要な場合は、甲乙協議の上、甲が負担するものとする。 
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（移転、廃止等） 

第６条 甲は、特設公衆電話が設置された場所の閉鎖、移転等の発生が明らかになった場合は、

速やかにその旨を乙に書面をもって報告しなければならない。また、新たな設置場所を設ける

場合は、甲は乙に対し報告することとする。 

 

（定期試験の実施） 

第７条 甲および乙は、年に１回を目安として、災害発生時に特設公衆電話が速やかに設置  

できるよう、別紙２に定める接続試験を実施することに努めるものとする。 

    

（故障発見時の扱い） 

第８条 甲および乙は、特設公衆電話を設置する電気通信回線について何らかの異常を発見した

場合は、速やかに相互に確認しあい、故障回復に向け協力するものとする。 

 

（特設公衆電話の開設） 

第９条 特設公衆電話の開設が必要となった場合は、甲の判断により利用を開始することが  

できるものとし、特設公衆電話の撤去後、甲は乙に対し施設場所・期間について報告を行う  

こととする。 

 ２ 前項の定めは、甲が実施する防災訓練等で甲が特設公衆電話を利用することを妨げるもの 

ではない。 

 

（特設公衆電話の利用） 

第１０条 甲は、特設公衆電話を開設した場合、利用者の適切な利用が行われるよう努めるものと

する。 

 ２ 特設公衆電話の利用に関する費用は、乙が負担する。ただし、甲が第１４条に反して目的外

利用を行った場合は、この限りでない。 

 

（国際通話可能な回線の扱い） 

第１１条 国際通話可能な回線については、原則１避難所１台として設置する。 

 

（特設公衆電話の利用の終了） 

第１２条 特設公衆電話の利用の終了については、甲乙協議のうえ乙が決定するものとし、甲は 

特設公衆電話を速やかに撤去するものとする。ただし、乙が利用終了を通知する前に、避難所

を閉鎖した場合においては、甲は速やかに特設公衆電話を撤去し、後日、甲は乙に対し撤去  

した施設の連絡を行うこととする。 

 

（設置場所の公開） 

第１３条 乙は、災害時の通信確保のために、特設公衆電話の設置場所について、乙のホーム  

ページ上で公開するものとする。 
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（目的外利用の禁止） 

第１４条 甲は、第７条に規定する定期試験及び第９条に規定する開設を除き、特設公衆電話の

利用を禁止するものとする。 

２ 乙は、特設公衆電話の利用状況について、定期的に検査することとする。 

３ 甲は、乙より目的外利用の実績の報告があった場合は、速やかに当該利用が発生しないよう

措置を講じ、その旨を乙に報告するものとし、甲の目的外利用により発生した利用料は、甲が

負担するものとする。 

４ 前項の措置にかかわらず、甲の目的外利用が継続する場合は、抜本的な措置を甲乙協議の 

うえ講ずるものとする。この場合において、特設公衆電話の撤去を行うこととなった場合の 

撤去に関する工事費用等は、甲が負担するものとする。 

 

（協議事項） 

第１５条 本協定書に定めのない事項又は本協定書の解釈に疑義が生じた場合は、甲乙誠意を 

もって協議のうえ定めるものとする。 

 

 

本協定を証するため、本書２通を作成し、甲乙署名・押印のうえ、各自がその１通を保有する。 

 

 

２０１９年１０月２８日 

 

 

甲  京都府綾部市若竹町８番地の１  

 

                     綾部市長 山 崎 善 也   印 

 

 

乙  京都府京都市中京区烏丸三条上ル場之町６０４ 

西日本電信電話株式会社 

京都支店長 大 野  敬     印 
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（別　記）

2019.10.28

№ 地区名 名　称 所在地 連絡電話番号 収容人数 設置台数

1 綾部小学校 上野町上野168番地 42-0290 500 2

2 綾部中学校 宮代町明知7番地 42-0292 500 2

3 綾部高等東分校 川糸町堀ノ内39番地 42-0453 200 1

4 綾部市まちづくりセンター 若竹町8の1番地 42-3280 30 1

5 新・市民センター 西町 三丁目 南大坪３９ 番地 の１０ 42-1320 900 3

6 I・Tビル 西町一丁目4の1番地 42-1920 100 1

7 宮代コミュ二ティセンター 宮代町土代2の3番地 42-9845 70 2

8 綾部会館 味方町石風呂50の50番地 42-8565 100 1

9 田野コミュ二ティセンター 田野町赤坂55番地 42-8617 30 1

10 林業センター 宮代町前田20番地 42-9120 50 1

11 大本綾部梅松苑松香館 本宮町東四ツ辻3・4番地 42-0187 180 1

12 中筋小学校 大島町外山田8の1番地 42-0294 300 1

13 綾部高等学校（第一体育館） 1

14 綾部高等学校（第二体育館） 1

15 ふれあいセンター 大島町内山田32番地 42-9399 100 1

16 高津コミュニティセンター 高津町西ノ開市8の1番地 42-7477 200 1

17 吉美小学校 有岡町田坂16番地 42-0295 100 1

18 農業振興センター 多田町寺田2の2番地 42-6772 100 1

19 清山荘 里町潜り9の1番地 42-4601 100 1

20 中央公民館 里町久田山21の20番地 42-7782 70 1

21 西八田小学校 岡安町家ノ下10番地 44-0145 200 1

22 農村婦人の家 岡安町22の1番地 44-1124 100 1

23 綾部工業団地・交流プラザ とよさか町4番地 43-1236 70 1

24 東八田小学校 上杉町中島2番地 44-0004 200 1

25 八田中学校 梅迫町大野20番地 44-0004 200 1

26 東八田公民館 梅迫町溝尻1の16番地 44-0018 100 1

27 研修センター 上杉町日後30番地 44-1785 50 1

28 総合運動公園体育館 上杉町大宝山10番地 44-0990 300 1

29 東稜小・中学校 鷹栖町小丸山25番地 46-0033 200 1

30 基幹集落センター 鷹栖町豊後田32番地 46-0345 100 1

31 山家城址館 1

32 山家城址公園　梅里苑 1

33 口上林地区 健康ファミリーセンター 武吉町中井根35番地 45-1821 100 1

34 豊里小学校 栗町花貝2番地 47-0013 200 1

35 豊里交流研修センター森もりホール 鍛冶屋町茅倉9番地 47-0040 100 1

36 豊里中学校 豊里町三宅53番地 47-0020 300 1

37 農業大学校 位田町桧前30番地 48-0321 300 1

38 豊里コミュニティーセンター 栗町大野1の202番地 47-0150 100 1

39 栗文化センター 栗町相定47の3番地 48-0311 50 1

40 物部小学校 物部町北前田51番地 49-0025 200 1

41 何北中学校 物部町高倉前18番地 49-0002 200 1

42 物部保育園 物部町建田15番地 49-0026 100 1

43 物部営農指導センター 物部町東野46の1番地 49-0001 70 1

44 物部会館 部町西樋ノ口25番 49-0094 50 1

45 志賀小学校 志賀郷町丁田8番地 49-0207 100 1

46 志賀郷公民館 志賀郷町北町17番地 49-0201 100 1

47 上林小・中学校 八津合町片山17番地 54-0001 150 1

48 観光センター 八津合町縄手1番地 54-0002 70 1

49 五泉荘 五泉町西巻12番地 54-0207 30 1

50 林業者等健康管理センター 故屋岡町三反田15番地 55-0001 50 1

51 あやべ山の家 睦寄町今竹10-1 55-0443 100 1

   合  計 56

広瀬町上ノ町85番地 45-1828 50

中上林地区

奥上林地区

東八田地区

豊里地区

物部地区

志賀郷地区

山家地区

綾部市　事前設置型特設公衆電話　設置場所一覧

綾部地区

中筋地区

吉美地区

西八田地区

岡町長田18番地 42-0451 500

 



資 料 編 

１ 条例、協定等 

資-1-56 

 

資料１－29  災害時におけるボランティア活動等に関する協定書 

 

 綾部市（以下「甲」という。）と社会福祉法人綾部市社会福祉協議会（以下「乙」という。）と

は、災害時におけるボランティア活動等に関し、次のとおり協定を締結する。 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、災害時において甲及び乙が協力して行う綾部市災害ボランティアセンター

（以下「センター」という。）の設置、運営等に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（センターの設置） 

第２条 乙は、災害時における被災者の生活復旧に迅速に対応するため、センターを常設し、甲

と連携・協力して災害ボランティア活動の支援を行うものとする。 

（センターの設置場所） 

第３条 センターの設置場所は、綾部市社会福祉協議会内とする。ただし、甲は、当該施設が罹

災し、設置することが困難な場合又は災害の規模が大きくセンターの運営に支障がある場合は、

これに代わる場所を確保するよう努めるものとする。 

２ センターは、災害ボランティア活動を効果的に進めるために、現地サテライトを置くことが

できる。この場合において、甲は乙と協議の上、設置場所の確保に努めるものとする。 

 （平常時体制における取組） 

第４条 乙は、センターの円滑な運営のため、平常時からボランティアやボランティアコーディ

ネーターの育成に資する研修や講習等を行うとともに、災害時に備えた資機材の確保、防災訓

練への参加等、関係機関・団体との連携強化に努めるものとする。 

２ 甲は、前項に定める事項に関し、必要な範囲で支援を行うものとする。 

（災害時体制における連携及び協力） 

第５条 甲は、綾部市災害対策本部（以下「災害対策本部」という。）が設置されたときは、乙

に対しその旨を連絡するものとし、乙は、必要に応じ災害対策本部へ担当者を派遣するものと

する。 

２ 甲は、災害対策本部が設置された場合において、ボランティア活動支援が必要と判断したと

きは、乙に対し、センターの非常時体制への移行を要請するものとする。 

３ 乙は、前項の規定による要請を受けたときは、特別の理由がない限り、非常時体制への移行

を実施するものとする。 

４ 乙は、災害の事態が急迫し、甲からの要請を待つことができないときは、自らの判断により

非常時体制に移行することができるものとする。この場合において、乙は直ちに甲にその旨を

報告するものとする。 

５ 甲及び乙は、相互に連携、協力し、非常時体制に移行したセンターの運営に当たるものとす

る。 

（非常時体制における業務） 

第６条 非常時体制においてセンターが実施する業務は、次に掲げるとおりとする。 

（１）災害ボランティアの受入及び活動依頼 



資 料 編 

１ 条例、協定等 

資-1-57 

 

（２）災害ボランティアのニーズ把握及び提供 

（３）災害ボランティア活動に必要な物品等の調達 

（４）災害時ボランティア活動についての情報の受発信 

（５）応援ボランティアコーディネーター等の宿泊機能の確保 

（６）その他、災害ボラセン運営に当たり必要と認められる事項 

（資機材等の確保） 

第７条 甲及び乙は、相互に協力して災害時におけるボランティア活動に必要な資機材等を確保

するものとする。 

（費用負担） 

第８条 第６条に規定する業務に関し必要な費用負担は、甲乙協議の上、決定するものとする。

ただし、乙が別途活用できる助成金等がある場合はそれを充当するものとし、法令その他別段

の定めがある場合は、その定めによる。 

２ 乙は、前項の費用の内訳について、甲の要求に応じ、その内容を説明するものとする。 

（平常時体制への移行） 

第９条 センターの平常時体制へ移行は、災害復旧の状況を考慮し、甲乙協議の上、決定するも

のとする。 

２ 非常時体制における残務がある場合は、甲乙協議してそれぞれ引き継ぐものとする。 

（有効期間） 

第１０条 この協定の有効期間は、協定締結の日から令和２年３月３１日までとする。ただし期

間満了の日の３か月前までに甲乙いずれからも解除又は変更の申出がないときは、１年間延長

されたものとみなし、以後もまた同様とする。 

（協議） 

第１１条 この協定に定めのない事項又はこの協定に定める事項に関して疑義が生じたときは、

甲乙協議の上、決定するものとする。 

 

 この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各１通を保有する。 

 

令和元年１１月１５日 

 

 

甲  綾部市若竹町８番地の１ 

                綾部市長 山 崎 善 也   

 

 

乙  綾部市川糸町南古屋敷５番地の１ 

社会福祉法人 綾部市社会福祉協議会 

                会長 朝 倉 正 道 
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資料１－30 大規模災害時における災害復旧支援に関する協定 

 

京都府（以下「甲」という。）、別紙１に定める京都府内の 22 市町（以下「乙」という。）及び

公益社団法人日本下水道管路管理業協会（以下「丙」という。）は、大規模災害等が発生した場

合に甲又は乙が管理する下水道管路施設の復旧支援に関する業務に関して、以下のとおり、下水

道法（昭和 33 年法律第 79 号）第 15 条の２の規定に基づいた協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、大規模災害等が発生した場合に、下水道管路施設の点検・調査等の復旧支

援に関する業務を行うことについて、甲及び乙が丙と協力し、府民の安心・安全を確保するた

め、迅速かつ的確に対応することを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この協定において「大規模災害等」とは、災害対策基本法に基づく京都府災害対策本部

が設置された場合又は甲若しくは乙が特に必要と認めた場合の災害とする。 

２ この協定において「下水道管路施設」とは、下水道法（昭和 33 年法律第 79 号）第２条第３

号で定義される公共下水道、同条第４号で定義される流域下水道又は同条第５号で定義される

都市下水路における同条第２号で定義される下水を排除するために設けられる排水管、排水渠

その他の排水施設をいう。 

 

（復旧支援業務の要請） 

第３条 甲又は乙は、大規模災害時において、下水道管路施設に「下水道事業における災害時支

援に関するルールの解説（公益社団法人日本下水道協会 令和２年 12 月改定）」の「(4)支援、

応援、派遣の区分」(40 ページ)の中で定義される以下の業務が必要と認めるときは、丙に対

し復旧支援業務を要請することができる。 

（１）緊急点検 

（２）緊急調査 

（３）緊急措置 

（４）一次調査（応急復旧のための調査） 

（５）二次調査（本復旧のための調査） 

２ 乙が丙に対し、復旧支援業務の要請を行う場合は、甲の事務局が乙の復旧支援業務の要請を

取りまとめた上で、丙の連絡窓口へ要請する。 

 

（復旧支援業務に伴う費用） 

第４条 この協定に基づく復旧支援業務は、丙の支援を受けた甲又は乙の負担とする。 

 

（下水道台帳データの提供） 

第５条 甲及び乙は、下水道管路施設の調査に必要な下水道台帳の図面等をＰＤＦ等の電子デー

タとして、丙に提供するものとする。 

２ 丙は甲及び乙から提供を受けた電子データを適切に保管しなければならない。 

３ 甲及び乙は、下水道台帳に大幅な変更があった場合など、適宜、最新の電子データを丙に提

供するものとする。 

 

（下水道台帳データの開示） 

第６条 丙は、甲及び乙から支援要請があったとき、支援出動する丙の会員に対し、甲及び乙か

ら提供を受けた電子データを開示することができる。 
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（事務局及び連絡体制） 

第７条 甲及び丙の復旧支援業務に係る事務局及び連絡体制は、次のとおりとする。 

（１）甲の事務局は、京都府建設交通部水環境対策課とする。 

（２）丙の連絡窓口は、公益社団法人日本下水道管路管理業協会関西支部とする。 

 

（協定の期間及び更新） 

第８条 この協定は、令和３年４月１日からその効力を有するものとし、有効期間は、令和４年

３月 31 日までとする。 

２ 協定の有効期間が満了する 30 日前までに甲、乙又は丙から書面による協定終了の意思表示

がない場合は、更に１年間その効力を継続することとし、その後においても同様とする。 

 

（協議） 

第９条 この協定に定めのない事項又は疑義を生じた事項については、その都度、甲、乙及び丙

による協議のうえ解決する。 

２ 甲、乙及び丙がこの協定に違反した場合においては、甲、乙及び丙は、違反した相手方への

書面による通告をもってこの協定を廃止することができる。 

 

この協定の締結を証するため、この協定を２通作成し、甲及び丙がそれぞれ記名押印の上、各

自１通を保有する。 

また、乙は、甲及び丙に提出する記名押印された同意書をもって本協定の締結を証する。 

 

 

令和３年３月２５日 

 

 

                甲  京都府知事  西 脇 隆 俊 

 

 

                丙  公益社団法人日本下水道管路管理業協会 

                   会 長  長谷川 健 司 
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別紙１  乙 京都府内２２市町 

 
   福知山市長  大 橋 一 夫 
 
   舞鶴市長   多々見 良 三 
 
   綾部市長   山 崎 善 也 
 
   宇治市長   松 村 淳 子 
 
   宮津市長   城 﨑 雅 文 
 
   亀岡市長   桂 川 孝 裕 
 
   城陽市長   奥 田 敏 晴 
 

向日市長   安 田  守  
 
   長岡京市長  中小路 健 吾 
 
   八幡市長   堀 口 文 昭 
 
   京田辺市長  上 村  崇 
 
   京丹後市長  中 山  泰  
 
   南丹市長   西 村 良 平 
 
   木津川市長  河 井 規 子 
 
   大山崎町長  前 川  光  
 
   久御山町長  信 貴 康 孝 
 
   井手町長   汐 見 明 男 
 
   宇治田原町長 西 谷 信 夫 
 
   和束町長    堀  忠 雄 
 
   精華町長   杉 浦 正 省 
 
   京丹波町長  太 田  昇  
 
   与謝野町長  山 添 藤 真 
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京都府（以下「甲」という。）、別紙１に定める京都府内の 22 市町（以下「乙」という。）及び

公益社団法人全国上下水道コンサルタント協会関西支部（以下「丙」という。）は、大規模災害

等が発生した場合に甲又は乙が管理する下水道施設の災害査定支援に関する業務に関して、以下

のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、大規模災害等が発生した場合に、下水道施設の災害査定図書の作成等の災

害査定支援に関する業務を行うことについて、甲及び乙が丙と協力し、府民の安心・安全を確

保するため、迅速かつ的確に対応することを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この協定において「大規模災害等」とは、災害対策基本法に基づく京都府災害対策本部

が設置された場合又は甲若しくは乙が特に必要と認めた場合の災害とする。 

２ この協定において「下水道施設」とは、下水道法（昭和 33 年法律第 79 号）第２条第３号

で定義される公共下水道、同条第４号で定義される流域下水道又は同条第５号で定義される都

市下水路における同条第２号で定義される下水道の施設をいう。 

 

（平常時の準備） 

第３条 丙は、災害査定の支援業務を行うため、平常時から次の各号に掲げる項目について実施

する。なお、実施時期については、甲、乙及び丙の協議により定める。 

（１）大規模災害発生時における連絡体制の確認 

（２）甲、乙及び丙の情報伝達訓練等の合同訓練 

 

（災害査定業務の要請） 

第４条 甲又は乙は、大規模災害時において、下水道施設の災害査定に係る業務が必要と認める

ときは、丙に対し災害査定業務の支援を要請することができる。 

２ 丙は、前項の要請があったときは、速やかに会員に連絡を行い、業務が可能な会員リストを

甲又は乙に通知する。但し、災害の状況等やむを得ない事情により、会員が災害査定支援業務

を実施できない場合においては、この限りではない。 

３ 甲又は乙は、前項により丙から通知された会員に対し、災害査定に係る業務を依頼すること

ができる。 

４ 乙が丙に対し、復旧支援業務の要請を行う場合は、甲の事務局が乙の復旧支援業務の要請を

取りまとめた上で、丙の連絡窓口へ要請する。 

 

（活動に伴う費用） 

第５条 この協定に基づく支援内容のうち、第４条第２項の業務が可能な会員リストの通知につ

いては丙の負担とし、第４条第３項で依頼した災害査定に係る業務については甲又は乙の負担

資料１－31 大規模災害時における災害査定業務支援に関する協定 
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とする。 

 

（事務局及び連絡体制） 

第６条 甲及び丙の復旧支援業務に係る事務局及び連絡体制は、次のとおりとする。 

（１）甲の事務局は、京都府建設交通部水環境対策課とする。 

（２）丙の連絡窓口は、公益社団法人全国上下水道コンサルタント協会関西支部とする。 

 

（協定の期間及び更新） 

第７条 この協定は、令和３年４月１日からその効力を有するものとし、有効期間は、令和４年

３月 31 日までとする。 

２ 協定の有効期間が満了する 30 日前までに甲、乙又は丙から書面による協定終了の意思表示

がない場合は、更に１年間その効力を継続することとし、その後においても同様とする。 

 

（協議） 

第８条 この協定に定めのない事項又は疑義を生じた事項については、その都度、甲、乙及び丙

による協議のうえ解決する。 

２ 甲、乙及び丙がこの協定に違反した場合においては、甲、乙及び丙は、違反した相手方への

書面による通告をもってこの協定を廃止することができる。 

 

この協定の締結を証するため、この協定を２通作成し、甲及び丙がそれぞれ記名押印の上、各

自１通を保有する。 

また、乙は、甲及び丙に提出する記名押印された同意書をもって本協定の締結を証する。 

 

令和３年３月２５日 

 

 

                甲  京都府知事  西 脇 隆 俊 

 

 

                丙  公益社団法人全国上下水道コンサルタント協会 

                   関西支部長  押領司 重 昭 
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別紙１  乙 京都府内２２市町 
 
   福知山市長  大 橋 一 夫 
 
   舞鶴市長   多々見 良 三 
 
   綾部市長   山 崎 善 也 
 
   宇治市長   松 村 淳 子 
 
   宮津市長   城 﨑 雅 文 
 
   亀岡市長   桂 川 孝 裕 
 
   城陽市長   奥 田 敏 晴 
 

向日市長   安 田  守  
 
   長岡京市長  中小路 健 吾 
 
   八幡市長   堀 口 文 昭 
 
   京田辺市長  上 村  崇 
 
   京丹後市長  中 山  泰  
 
   南丹市長   西 村 良 平 
 
   木津川市長  河 井 規 子 
 
   大山崎町長  前 川  光  
 
   久御山町長  信 貴 康 孝 
 
   井手町長   汐 見 明 男 
 
   宇治田原町長 西 谷 信 夫 
 
   和束町長    堀  忠 雄 
 
   精華町長   杉 浦 正 省 
 
   京丹波町長  太 田  昇  
 
   与謝野町長  山 添 藤 真 
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資料１－32 京都府北部地域連携都市圏形成推進協議会の構成市町による災害時等相互応援に関

する協定 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、京都府北部地域連携都市圏形成推進協議会を構成する京都府北部５市２町

（福知山市、舞鶴市、綾部市、宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町）（以下「連携市町」と

いう。）が、激甚化が進む災害に対し水平連携の理念に基づく枠組みとして、自治体の境界を

越えた防災体制を構築することにより、連携市町内において災害対策基本法（昭和 36 年法律

第 223 号）第２条第１項及び第２項に規定する災害などが発生し、又は発生するおそれがあり、

被災市町のみでは十分な応急措置ができない場合に、連携市町が一体となって相互に協力し、

被災市町の応急対策及び応急復旧を円滑かつ効果的に遂行できる体制（以下「広域防災体制」

という。）を確立するため、次のとおり協定を締結する。 

さらに、連携市町以外の市町村が被災した場合、状況に応じ、本協定に基づき連携市町が一

体となって、応援活動を実施するものとする。 

 

（応援の種類） 

第２条 応援の種類は、次のとおりとする。 

(1) 資機材、備蓄物資等の共同保有及び共同運用 

(2) 応急対策及び応急復旧に必要な資機材及び物資のあっせん又は提供 

(3) 応急対策及び応急復旧に必要な職員の派遣 

(4) 広域避難に必要な施設の提供及び運営の支援 

(5) 被災者及び避難者の受入れ 

(6) 前各号に掲げるもののほか特に要請があった事項 

 

（応援の要請） 

第３条 応援を要請しようとする市町（以下「要請市町」という。）は、次の事項を明らかにし

て、他の連携市町に対し、文書により要請を行うものとする。ただし、時間的余裕がない場合

には、口頭、電話等により要請を行うことができる。この場合において要請市町は、後に文書

を速やかに提出するものとする。 

(1) 被害の状況 

(2) 前条第２号に掲げる事項の応援を要請する場合にあっては、物資等の品名、数量等 

(3) 前条第３号に掲げる事項の応援を要請する場合にあっては、業務内容、人員等 

(4) 前条第４号に掲げる事項の応援を要請する場合にあっては、世帯数、人数等 

(5) 前条第５号に掲げる事項を要請する場合にあっては、施設の名称及び必要な運営支援項目   

  等 

(6) 応援の場所及びその場所への経路 

(7) 応援を必要とする期間 

(8) 前各号に掲げるもののほか必要な事項 
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（応援の実施） 

第４条 応援を要請された連携市町（以下「応援市町」という。）は、誠意をもってこれに応ず

るものとする。 

 

（広域避難場所の運営） 

第５条 広域避難場所の運営は、要請市町、応援市町が相互に協力しながら行うものとする。 

 

（物資等の携行） 

第６条 応援市町は、職員等を派遣する場合には、職員等が消費又は使用する物資等を携行させ

るものとする。 

 

（応援の自主出動等） 

第７条 応援市町は、激甚な災害が発生し、通信の途絶等により要請市町と連絡がとれない場合

には、第３条に定める応援要請を待つことなく、他の連携市町と連絡調整を図りながら、自主

的な情報収集活動に基づいた独自の判断で必要な応援を行うことができるものとする。この場

合には、第３条に定める応援要請があったものとみなし、第８条の規定を適用する。ただし、

被災地の情報収集活動に要する旅費等の必要となる経費は、応援市町の負担とする。 

 

（応援のため派遣された職員の指揮） 

第８条 応援のため派遣された職員は、要請市町長等の指揮の下に活動する。 

 

（応援経費の負担） 

第９条 応援に要した経費は、原則として要請市町の負担とし、広域避難の場合も同様とする。 

２ 要請市町が前項に規定する費用を支弁する時間的余裕がなく、応援市町に対し当該費用の一

時繰替支弁の求めがあった場合は、応援市町はこれに応じるものとする。この場合において、

要請市町は、当該費用の支弁が可能となったときは、速やかに当該費用を一時繰替支弁した応

援市町へ支払うものとする。 

３ 応援活動に従事した職員が、その活動により死亡し、負傷し、若しくは疾病にかかり、又は

その活動による負傷若しくは疾病により死亡し、若しくは身体に障害が残った場合は、本人又

はその遺族に対する補償は、応援市町が地方公務員災害補償法（昭和 42 年法律第 121 号）の

定めるところにより行うものとする。 

４ 応援活動に従事した職員が、業務上第三者に損害を与えた場合においては、要請市町がその

賠償の責めを負うものとする。ただし、その損害が要請市町への往復途中に生じたものである

場合は、応援市町がその賠償の責めを負うものとする。 

５ 前各項に定めるもののほか経費負担に関し必要な事項は、別途協議するものとする。 

 

（広域避難により生じた損害の賠償） 

第 10 条 広域避難の実施に際し、滞在者、施設、施設の物品等に何らかの損害が生じた場合で
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あって、その損害の責めが要請市町にある場合にあっては、要請市町がその責任を負う。 

 

（平常時の活動） 

第 11 条連携市町は、平時から連携して次の各号に掲げる事項を実施するなど、この協定に基づ

く応援が円滑に行われるよう努めるものとする。 

(1) 連絡会等の開催 

(2) 地域防災計画その他必要な資料、情報等の相互交換 

(3) 防災訓練の実施、住民への啓発等 

(4) 応援に必要な物品等の備蓄連携及び調達 

(5) 各種モニタリングシステム等の研究、導入等 

(6) その他災害時の相互応援に必要な事項 

 

（広域防災対策） 

第 12 条連携市町は、広域的な災害対策に関して必要な事項を協議し、及び協働して取り組むこ

とに努めるものとする。なお、広域防災体制の構築に際し、標準的な運用の手順は別に定める。 

 

（他の協定との関係） 

第 13 条この協定は、連携市町が締結する災害時の応援に係る他の協定を妨げるものではない。 

 

（その他） 

第 14 条この協定に定めのない事項及び疑義を生じた事項については、連携市町が協議の上、決

定するものとする。 

 

上記協定締結の証しとして本協定書を７通作成し、連携市町長署名の上、各１通を保有する。 

 

令和４年５月１１日 

 

福知山市長 

舞鶴市長 

綾部市長 

宮津市長 

京丹後市長 

伊根町長 

与謝野町長 
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資料１－33 災害時における地図製品等の供給等に関する協定書 

 

綾部市（以下「甲」という。）と株式会社ゼンリン（以下「乙」という。）とは、第１条第(1)

号に定める災害時において、乙が、乙の地図製品等（第２条に定義される）を甲に供給すること

等について、以下のとおり本協定を締結する。 

 

（目 的） 

第１条 本協定は、以下各号の事項を目的とする。 

(1) 甲の区域内で災害対策基本法第２条第１号に定める災害が発生し、又はそのおそれがある場

合において、甲が災害対策基本法第 23 条の２に基づく災害対策本部（以下「災害対策本部」

という。）を設置したときの、乙の地図製品等の供給及び利用等に関し必要な事項を定めるこ

と。 

(2) 甲乙間の平常時からの防災に関する情報交換を通じ、甲及び乙が連携して、防災・減災に寄

与する地図の作成を検討・推進することにより、市民生活における防災力の向上に努めること。 

 

（定 義） 

第２条 本協定において以下の用語はそれぞれ以下の意味を有するものとする。 

(1) 「住宅地図」とは、綾部市全域を収録した乙の住宅地図帳を意味するものとする。 

(2) 「広域図」とは、綾部市全域を収録した乙の広域地図を意味するものとする。 

(3) 「ZNET TOWN」とは、乙の住宅地図インターネット配信サービス「ZNET TOWN」を

意味するものとする。 

(4) 「ID 等」とは、ZNET TOWN を利用するための認証 ID 及びパスワードを意味するもの

とする。 

(5) 「地図製品等」とは、住宅地図、広域図及び ZNET TOWN の総称を意味するものとする。 

 

（地図製品等の供給の要請等） 

第３条 乙は、甲が災害対策本部を設置したときは、甲からの要請に基づき、可能な範囲で地図

製品等を供給するものとする。 

２ 甲は、地図製品等の供給を求めるときは、別途定める物資供給要請書（以下「要請書」とい

う。）を乙に提出するものとする。但し、緊急を要する場合は、甲は、電話等により乙に対し

て要請できるものとし、事後、速やかに要請書を提出するものとする。 

３ 乙は、地図製品等を供給するときは、甲に、別途定める物資供給報告書を提出するものとす

る。 

４ 本条に基づく地図製品等の供給にかかる代金及び費用は、次のとおりとする。 

(1) 乙が供給した地図製品等の代金は、別途甲乙が合意した場合を除き有償とする。 

(2) 地図製品等の搬送にかかる費用は、乙が負担するものとする。 

 

（地図製品等の貸与及び保管） 
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第４条 乙は、第３条第１項の規定に基づく地図製品等の供給とは別途、本協定締結後、甲乙別

途定める時期、方法により乙が別途定める数量の住宅地図、広域図及び ID 等を甲に貸与する

ものとする。なお、当該貸与にかかる対価については無償とする。 

２ 甲は、前項に基づき乙が貸与した住宅地図、広域図及び ID 等を甲の事務所内において、善

良なる管理者の注意義務をもって保管・管理するものとする。なお、乙が、住宅地図及び広域

図の更新版を発行したときは、乙は、甲が保管している旧版の住宅地図及び広域図について、

甲から当該住宅地図及び広域図を引き取りかつ更新版と差し替えることができるものとする。 

３ 乙は、必要に応じ、甲に対して事前に通知したうえで、甲による地図製品等の保管・管理状

況等を確認することができるものとする。 

 

（地図製品等の利用等） 

第５条 甲は、第１条第(1)号に基づき災害対策本部を設置したときは、災害応急対策、災害復

旧・復興にかかる資料として、第３条又は第４条に基づき乙から供給又は貸与された地図製品

等につき、以下各号に定める利用を行うことができるものとする。 

(1) 災害対策本部設置期間中の閲覧 

(2) 災害対策本部設置期間中、甲乙間で別途協議のうえ定める期間及び条件の範囲内での複製 

２ 甲は、前項に基づき住宅地図の利用を開始したときは、速やかに別途定める乙の報告先に報

告するものとする。また、当該住宅地図の利用を終了したときは、速やかに従前の保管場所に

て保管・管理するものとする。 

３ 甲は、第１項にかかわらず、災害時以外の平常時において、防災業務を目的として、甲の当

該防災業務を統括する部署内において、広域図及び ZNET TOWN を利用することができるも

のとする。なお、甲は、本項に基づき広域図を複製利用する場合は、別途乙の許諾を得るもの

とし、ZNET TOWN を利用する場合は、本協定添付別紙の ZNET TOWN 利用約款に記載の

条件に従うものとする。 

 

（情報交換） 

第６条 甲及び乙は、平常時から防災に関する情報交換を行うとともに、相互の連携体制を整備

し、災害時に備えるものとする。 

 

（有効期間） 

第７条 本協定の有効期間は、本協定末尾記載の締結日から１年間とする。但し、当該有効期間

満了の３ヶ月前までに当事者の一方から相手方に対し書面による別段の意思表示がない限り、

本協定は更に１年間同一条件にて更新されるものとし、以後も同様とする。 

 

（協 議） 

第８条 甲乙間で本協定の解釈その他につき疑義又は紛争が生じた場合には、両当事者は誠意を 

もって協議し解決に努めるものとする。以上、本協定の成立を証するため、本書２通を作成し、

甲乙それぞれ記名押印のうえ各１通を保有する。 
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令和４年５月１１日 

 

甲）京都府綾部市若竹町８番地の１      乙）大阪府大阪市淀川区西宮原 1 丁目 8-10 

綾部市                    株式会社ゼンリン 

綾部市長 山崎善也              関西支社長 岩崎 登 
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資料１－34 大規模災害時における停電復旧の連携等に関する基本協定 

 

 綾部市（以下「甲」という。）と関西電力送配電株式会社 京都支社 電力本部 福知山配電営業

所（以下「乙」という。）は、大規模災害時に相互連携して災害対応にあたることとし、次のと

おり連携に関する協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、綾部市内での地震及び風水害・雪害等による大規模災害（以下「大規模災

害」という。）が発生した場合や大規模災害に備えて平時から、甲及び乙が相互に連携し、迅

速かつ的確に対応することにより、市民生活の早期復旧に資することを目的とする。 

（適用範囲） 

第２条 この協定の適用範囲は、綾部市における乙の電力供給区域とする。 

（連携内容） 

第３条 甲及び乙がそれぞれ連携する内容は次の各号のとおりとする。 

（１） 甲乙相互に連絡体制を確立し、停電情報等必要な情報の共有に努めるものとする。 

（２） 甲及び乙は、大規模災害発生時に乙が所有する設備を原因として甲が管理する道路の通

行に支障を来たした場合は、甲乙連携して通行の確保にあたるとともに、甲が管理する緊

急輸送道路や被災時に孤立集落が発生する道路については、これを優先的に実施する。 

（３） 乙は、早期の停電復旧作業のため、甲に対して必要な箇所の道路上の障害物除去作業を

要請できるものとする。甲は、甲が管理する道路については、道路上の障害物除去作業に

協力するものとし、甲が管理しない道路については、当該道路管理者等関係機関へ協力を

要請するものとする。なお、「道路上の障害物除去作業」とは、乙の停電復旧作業に伴う

車両等の通行のため、最低限の障害物の除去及び簡易な段差修正等により通行を確保する

作業をいう。 

（４） 乙は、停電の仮復旧のための電源車の使用にあたっては、復旧見通し及び仮復旧箇所の

重要性・緊急性等を総合的に勘案してその配置先を決定するとともに、甲又は京都府と適

宜協議を行うものとする。 

（５） 乙は、停電復旧作業に必要となる活動拠点の確保について、必要に応じて、甲又は甲を

介して関係機関へ協力を要請できるものとし、甲はこれに協力する。 

（６） 甲及び乙は、双方が保有する連絡・通信手段等を利用し、市民に対して停電情報及び復

旧見通し情報等を適時適切に発信する。 

（７） 甲及び乙は、病院、防災関連施設等の重要施設について、可能な限り自家発電設備の設

置等の対策を促進するよう取り組むとともに、優先して停電復旧又は仮復旧すべき重要施

設について、平時から確認・調整等情報を共有するものとする。 

（８） 甲及び乙は、倒木等による停電、道路の寸断等の発生を防止するため、京都府等と連携

の上、事前対策について検討するものとする。 

（９） 甲及び乙は、この協定に基づく連携を円滑に実施するため、双方が実施する訓練等に積

極的に協力するものとする。 
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（連携方法） 

第４条 前条の連携内容の詳細、実施方法、役割分担その他必要となる事項については、甲乙協

議の上、別途定めるものとする。 

（費用負担） 

第５条 この協定に基づいて実施した事項に要した甲又は乙の費用のうち、本来相手方が行うべ

き作業に係る費用について、甲乙協議の上、相手方へ請求できるものとする。 

（秘密保持） 

第６条 甲及び乙は、この協定に基づく活動を通じて知り得た業務遂行に関する秘密情報及び第

三者の個人情報を他人（関西電力株式会社を除く。）に開示し、又は漏えいしてはならな

い。 

（安全管理） 

第７条 この協定の実施にあたっては、甲乙それぞれの責任において、安全の確保に万全を期し

て行うものとする。 

（期間） 

第８条 この協定は、令和５年３月３１日までの間効力を有する。ただし、期間満了日までに甲

又は乙から書面による終了の申し出がないときには、効力を有する期間を期間満了日の翌日から

１年間延長することとし、以降も同様とする。 

（協議） 

第９条 この協定に定めのない事項又はこの協定に定める事項に関して疑義等が生じた場合は、

甲乙協議の上、別途定めるものとする。 

 

この協定の締結を相互に証するため、本書２通を作成し、甲乙それぞれ記名押印の上、各自１通

を保有する。 

 

 

令和４年７月１日 

 

甲 京都府綾部市若竹町８番地の１ 

綾部市長   山 崎 善 也 

 

 

乙 京都府福知山市駅南町３丁目８２番地 

関西電力送配電株式会社 京都支社 

 電力本部 福知山配電営業所 

所  長   後 藤 栄 次 
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資料１－35 災害時における物資輸送等に関する協定書 

 

 綾部市（以下「要請者」という。）と株式会社村上運送（以下「協力者」という。）は、地震、

風水害、大火災等の大規模災害が発生し、又は発生するおそれがある場合（以下「災害時等」と

いう。）における物資輸送等に関し、次のとおり協定を締結する。 

 

 （趣旨） 

第１条 この協定は、災害時等において、要請者、協力者間の効果的な協力体制を迅速に構築す

ることを目的に、要請者が協力者に対して行う貨物自動車による物資輸送等の支援協力要請、そ

の他要請者、協力者間における協力事項に関し定めるものとする。 

 

 （協力の内容） 

第２条 災害時等において、要請者は協力者に対し、次の事項について協力を要請することがで

きるものとし、協力者は、要請者の要請に基づき可能な限り協力するよう努めるものとする。 

 （１）要請者が管理する防災備蓄品の避難所への配送 

 （２）要請者が指定する物資拠点施設から避難所への物資の配送 

 （３）要請者が指定する物資拠点施設の運営補助等 

 （４）前各号に掲げるもののほか、要請者が必要とする事項 

２ 要請者は、災害時等において、協力者が前項に規定する要請に協力する際には、次の事項に

ついて協力し、協力者の輸送業務の継続に配慮するよう努めるものとする。 

 （１）協力者が物資輸送に使用する車両に対する、緊急通行車両確認標章等の速やかな発行 

 （２）り災状況に係る情報の提供 

 （３）前各号に掲げるもののほか、協力者が必要とする事項 

 

 （協力要請の手続き） 

第３条 前条の規定による協力の要請は、要請書（別紙１）をもって行うものとする。ただし、

緊急を要する場合は、口頭で協力を要請し、その後速やかに要請書を提出するものとする。 

２ 協力者は、前項の規定による要請を受けたときは、要請者に対して速やかに協力するよう努

めるものとする。ただし、協力者が被災等により支援が困難と判断した場合や協力者の事業の支

障となる場合は、この限りではない。 

 

 （事故等） 

第４条 協力者は、供給した貨物自動車が、故障その他の理由により物資等の輸送を中断したと

きは、速やかに代替の貨物自動車を手配のうえ、その輸送を継続するよう努めるものとする。な

お、貨物自動車の手配ができない場合においては、協力者は、要請者に速やかに連絡を行い、要

請者の指示を受けるものとする。 

 

 （報告） 
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第５条 協力者は、要請者の要請を受けて実施した支援内容について、要請者に報告書（別紙

２）を提出するものとする。 

 

 

 （費用等の負担） 

第６条 協力者が第２条に規定する協力内容の実施に要した費用については、要請者の負担とす

る。 

２ 第２条に規定する協力内容の実施により生じた損害の負担については、要請者、協力者が協

議のうえ、その都度決定するものとする。 

３ 前各項の費用等及びその支払方法等については、要請者、協力者が協議のうえ、その都度決

定するものとする。なお、第１項の費用については、原則として貨物自動車運送業法に基づき協

力者が国土交通大臣に届け出た運賃によるものとする。 

 

（連絡体制） 

第７条 要請者及び協力者は、要請及び協力に関する事項の伝達を円滑に行うため、連絡責任者

名簿（別紙３）を作成し、相互に交換するものとする。 

２ 要請者及び協力者は、前項の内容に変更が生じた場合は、速やかに相手方に報告するものと

する。 

 

 （平常時の活動） 

第８条 要請者及び協力者は、この協定に定める事項を円滑に推進するため、平素から情報交換

や要請者が行う防災訓練への参加等に努め、緊急時に備えるものとする。 

 

 （協定の解除） 

第９条 要請者及び協力者は、相手方又は相手方の役員等が、次の各号のいずれかに該当する者

であることが判明したとき、又は次の各号に掲げる者が、その経営に実質的に関与していること

が判明したときは協定を解除するものとする。 

（１）暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２

条第２号に指定する暴力団をいう。以下同じ。） 

（２）暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。） 

（３）自己、自社若しくは第三者の不正な利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的をもっ

て暴力団又は暴力団員を利用している者 

（４）暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど、直接的若しくは

積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与している者 

（５）暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者 

（６）暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらを利用している者 

 

 （有効期間） 
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第１０条 この協定は、協定締結の日から１年間効力を有するものとし、要請者、協力者のいず

れからも契約満了の３か月前までに文書をもって相手方に対して協定終了の申し出をしない限り、

１年間同内容で効力を継続するものとし、以後同様とする。 

 

 （協議） 

第１１条 この協定に定めのない事項及びこの協定に関し疑義が生じたときは、その都度要請者、

協力者で協議して定めるものとする。 

 

 

 

この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、要請者、協力者が記名押印のうえ、各自１通

を保有する。 

 

 

 令和５年７月１１日 

                   要請者 綾部市若竹町８番地の１ 

                    綾部市長 山崎 善也 

 

 

 

                   協力者 綾部市味方町雨宮１０番地の３ 

                    村上運送株式会社 

                    代表取締役 村上 和也 
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資料１－36 災害時における物資輸送等に関する協定書 

 

 綾部市（以下「要請者」という。）と福山通運株式会社 綾部営業所（以下「協力者」とい

う。）は、地震、風水害、大火災等の大規模災害が発生し、又は発生するおそれがある場合（以

下「災害時等」という。）における物資輸送等に関し、次のとおり協定を締結する。 

 

 （趣旨） 

第１条 この協定は、災害時等において、要請者、協力者間の効果的な協力体制を迅速に構築す

ることを目的に、要請者が協力者に対して行う貨物自動車による物資輸送等の支援協力要請、そ

の他要請者、協力者間における協力事項に関し定めるものとする。 

 

 （協力の内容） 

第２条 災害時等において、要請者は協力者に対し、次の事項について協力を要請することがで

きるものとし、協力者は、要請者の要請に基づき可能な限り協力するよう努めるものとする。 

 （１）要請者が管理する防災備蓄品の避難所への配送 

 （２）要請者が指定する物資拠点施設から避難所への物資の配送 

 （３）要請者が指定する物資拠点施設の運営補助等 

 （４）前各号に掲げるもののほか、要請者が必要とする事項 

２ 要請者は、災害時等において、協力者が前項に規定する要請に協力する際には、次の事項に

ついて協力し、協力者の輸送業務の継続に配慮するよう努めるものとする。 

 （１）協力者が物資輸送に使用する車両に対する、緊急通行車両確認標章等の速やかな発行 

 （２）り災状況に係る情報の提供 

 （３）前各号に掲げるもののほか、協力者が必要とする事項 

 

 （協力要請の手続き） 

第３条 前条の規定による協力の要請は、要請書（別紙１）をもって行うものとする。ただし、

緊急を要する場合は、口頭で協力を要請し、その後速やかに要請書を提出するものとする。 

２ 協力者は、前項の規定による要請を受けたときは、要請者に対して速やかに協力するよう努

めるものとする。ただし、協力者が被災等により支援が困難と判断した場合や協力者の事業の支

障となる場合は、この限りではない。 

 

 （事故等） 

第４条 協力者は、供給した貨物自動車が、故障その他の理由により物資等の輸送を中断したと

きは、速やかに代替の貨物自動車を手配のうえ、その輸送を継続するよう努めるものとする。な

お、貨物自動車の手配ができない場合においては、協力者は、要請者に速やかに連絡を行い、要

請者の指示を受けるものとする。 
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 （報告） 

第５条 協力者は、要請者の要請を受けて実施した支援内容について、要請者に報告書（別紙

２）を提出するものとする。 

 

 （費用等の負担） 

第６条 協力者が第２条に規定する協力内容の実施に要した費用については、要請者の負担とす

る。 

２ 第２条に規定する協力内容の実施により生じた損害の負担については、要請者、協力者が協

議のうえ、その都度決定するものとする。 

３ 前各項の費用等及びその支払方法等については、要請者、協力者が協議のうえ、その都度決

定するものとする。なお、第１項の費用については、原則として貨物自動車運送業法に基づき協

力者が国土交通大臣に届け出た運賃によるものとする。 

 

（連絡体制） 

第７条 要請者及び協力者は、要請及び協力に関する事項の伝達を円滑に行うため、連絡責任者

名簿（別紙３）を作成し、相互に交換するものとする。 

２ 要請者及び協力者は、前項の内容に変更が生じた場合は、速やかに相手方に報告するものと

する。 

 

 （平常時の活動） 

第８条 要請者及び協力者は、この協定に定める事項を円滑に推進するため、平素から情報交換

や要請者が行う防災訓練への参加等に努め、緊急時に備えるものとする。 

 

 （協定の解除） 

第９条 要請者及び協力者は、相手方又は相手方の役員等が、次の各号のいずれかに該当する者

であることが判明したとき、又は次の各号に掲げる者が、その経営に実質的に関与していること

が判明したときは協定を解除するものとする。 

（１）暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２

条第２号に指定する暴力団をいう。以下同じ。） 

（２）暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。） 

（３）自己、自社若しくは第三者の不正な利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的をもっ

て暴力団又は暴力団員を利用している者 

（４）暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど、直接的若しくは

積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与している者 

（５）暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者 

（６）暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらを利用している者 

 

 （有効期間） 
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第１０条 この協定は、協定締結の日から１年間効力を有するものとし、要請者、協力者のいず

れからも契約満了の３か月前までに文書をもって相手方に対して協定終了の申し出をしない限り、

１年間同内容で効力を継続するものとし、以後同様とする。 

 

 （協議） 

第１１条 この協定に定めのない事項及びこの協定に関し疑義が生じたときは、その都度要請者、

協力者で協議して定めるものとする。 

 

 

 

この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、要請者、協力者が記名押印のうえ、各自１通

を保有する。 

 

 

 令和６年２月１４日 

                   要請者 京都府綾部市若竹町８番地の１ 

                    綾部市長 山崎 善也 

 

 

 

 

                   協力者 京都府綾部市桜が丘３丁目２－４ 

                    福山通運株式会社 綾部営業所 

                    所長 辰川 圭介 
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資料２－１ 京都府土砂災害警戒情報システム（土砂災害監視システム） 

 

第１ 京都府と京都地方気象台が共同で発表する土砂災害警戒情報（目的） 

大雨警報（土砂災害）の発表後、命に危険を及ぼす土砂災害がいつ発生してもおかしくない状

況となったときに、市町村長の避難指示の発令判断や住民の自主避難の判断を支援するため、対

象となる市町村を特定して警戒を呼びかける情報で、京都府と京都地方気象台から共同で発表さ

れる。市町村内で危険度が高まっている詳細な領域は土砂キキクル（大雨警報(土砂災害)の危険

度分布）で確認することができる。危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル４に相当。 

市町村は、土砂災害警戒情報に基づき避難指示等必要な措置を講じる。（災害対策基本法第

51条、第 55条、気象業務法第 11条、第 13条、第 15条及び第 15条の２、土砂災害防止法第２

７条） 

 

【土砂災害警戒情報の伝達経路】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２ 基準 

土砂災害警戒情報の発表基準は、警戒基準と警戒解除基準とからなり、以下のとおりとする。 

１ 警戒基準は、大雨特別警報または大雨警報発表中において、気象庁が作成する降雨予測に基

づいて監視基準に達したときとする。また、その他必要が認められる場合には、府砂防課と京

都地方気象台が協議のうえ、土砂災害警戒情報を発表する。 

２ 警戒解除基準は、監視基準を下回り、かつ短時間で再び発表基準を超過しないと予想される

ときとする。ただし、無降水状態が長時間継続しているにもかかわらず基準を下回らない場合

京都府建設交通部

砂防課 

京都府危機管理部 

 災害対策課ｉ 
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は、土砂災害危険箇所の点検結果等を鑑み、府砂防課と京都地方気象台が協議のうえで警戒を

解除できるものとする。 

３ 地震等で現状の基準を見直す必要があると考えられた場合は、府砂防課と京都地方気象台は

「地震等発生後の暫定基準（土砂災害警戒情報）」により基準を取り扱うものとする。 

 

第３ 発表単位 

該当市町村に対して土砂災害警戒情報を発表する。ただし、合併市町村及び京都市は、旧町及

び区別で発表する。(48箇所) 

 

第４ 留意点 

１ 土砂災害の発生形態は多種多様であり、土砂災害警戒情報によって、全ての土砂災害は表現

できない。 

２ 土砂災害警戒情報の発表対象とする土砂災害は、技術的に予知・予測が可能である表層崩壊

等による土砂災害のうち土石流や集中的に発生する急傾斜地の崩壊とし、技術的に予知・予測

が困難である斜面の深層崩壊、山体崩壊、地すべり等については対象としない。 

３ 個々の急傾斜地等における植生・地質・風化の程度等の特性や地下水の流動等を反映したも

のではない。このため、個別の災害発生箇所・時刻・規模等を特定するものではない。 

 

第５ 京都府土砂災害警戒情報システム（土砂災害監視システム） 

１ システムの概要 

本システムは気象台による降水予測と、京都府の作成した１KMメッシュエリア毎の土砂災害

発生危険基準線（CL）を基に土砂災害発生の危険性の判定を行うものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市町村への情報提供 

 

 

スネーク曲線 

実際の降雨の推移(破線と太線は降雨予測) 
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２ 市町村への情報提供 

京都府土砂災害警戒情報システム（土砂災害監視システム）において災害発生の危険性がある

と判断された時には、京都府防災情報システムを活用して伝達するとともに事前に登録されてい

る PCメール、携帯メールに対して危険度の通知を行う。また、京都府土砂災害警戒情報システ

ム（土砂災害監視システム）により地図上で危険度レベルの確認できる情報をイントラネット、

インターネット、携帯 WEBで発信を行う。 

３ 用語解説 

解析雨量：気象庁の地域気象観測所（アメダス）と京都府の雨量観測所及び国土交通省の雨量

観測所の観測値と、気象レーダー・エコーから１キロメッシュ毎の降水量を推定したもの。 

土壌雨量指数：長期降雨の指標。積算雨量との違いは、24時間以上前の先行降雨も取り込ん

でいる。直近の雨ほど土壌中に多く残るという土壌の特性をモデルに組み込んでいる。 

ＣＬ：この値（線）を越えると土砂災害が発生する可能性が高まる線。過去の土砂災害の実績

をもとに設定しており、大きな土砂災害が発生した場合には、検証を行った上で必要に応じて見

直すこととし、さらなる精度向上を図ることとする。 
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資料２－２ 土石流危険渓流一覧 

NO 渓流番号 河川名 渓流名 町 名 流 域 面 積 土石流氾濫面積 

１ へ００１ 由 良 川 私 市 川 私 市 0.08 29,937  

２ へ００４ 犀 川 小 西 川 小 西 町 0.10 21,356  

３ へ００５ 犀 川 今 田 川 今 田 町 0.05 28,304  

４ へ００８ 伊 路 屋 川 本 城 奥 川 小 畑 町 0.07 44,108  

５ へ００９ 伊 路 屋 川 小 畑 川 小 畑 町 0.24 80,641  

６ へ０１０ 天 野 川 物 部 川 物 部 町 0.04 43,145  

７ へ０１１ 西 坂 川 西 坂 谷 西 坂 町 0.03 30,963  

８ へ０１２ 西 坂 川 西 坂 谷 西 坂 町 0.06 55,309  

９ へ０１３ 西 坂 川 西 坂 谷 西 坂 町 0.04 51,613  

１０ へ０１５ 西 坂 川 西 坂 谷 西 坂 町 0.05 14,816  

１１ へ０１６ 向 田 川 向 田 谷 向 田 町 0.05 49,400  

１２ へ０１７ 向 田 川 向 田 谷 向 田 町 0.03 49,450  

１３ へ０１８ 向 田 川 安 の 谷 川 別 所 町 0.07 71,459  

１４ へ０１９ 向 田 川 神 宮 谷 川 別 所 町 0.19 71,459  

１５ へ０２０ 向 田 川 別 所 川 別 所 町 0.19 9,545  

１６ へ０２２ 向 田 川 篠 田 川 篠 田 町 0.02 3,038  

１７ へ０２５ 向 田 川 篠 田 川 篠 田 町 0.37 3,572  

１８ へ０２６ 犀 川 志 賀 郷 川 志 賀 郷 町 0.04 25,124  

１９ へ０２７ 西 方 川 西 方 谷 西 方 町 0.03 17,202  

２０ へ０２９ 西 方 川 西 方 谷 西 方 町 0.05 17,140  

２１ へ０３１ 西 方 川 西 方 谷 西 方 町 0.25 26,501  

２２ へ０３４ 犀 川 仁 和 川 仁 和 町 0.14 42,450  

２３ へ０３５ 犀 川 仁 和 川 仁 和 町 0.03 23,206  

２４ へ０３６ 犀 川 仁 和 川 仁 和 町 0.06 23,206  

２５ へ０３７ 犀 川 丸 田 川 坊 口 町 0.26 23,684  

２６ へ０３９ 犀 川 金 河 内 川 金 河 内 町 0.34 9,135  

２７ へ０４１ 犀 川 内 久 井 川 内 久 井 町 0.03 7,980  

２８ へ０４４ 由 良 川 大 島 川 大 島 町 0.05 18,914  

２９ へ０４５ 由 良 川 畠 田 川 大 島 町 0.11 33,738  

３０ へ０４６ 由 良 川 宮 谷 川 大 島 町 0.07 43,978  

３１ へ０４７ 由 良 川 ヒナサキ川 大 島 町 0.06 50,915  

３２ へ０４８ 安 場 川 新 庄 川 上 延 町 0.09 37,788  

３３ へ０４９ 安 場 川 下 山 川 宮 代 町 0.02 57,582  

３４ へ０５２ 由 良 川 一 の 丸 宮 代 町 0.06 40,018  

３５ へ０５３ 由 良 川 宮 代 川 宮 代 町 0.08 36,453  

３６ へ０５４ 由 良 川 宮 代 川 宮 代 町 0.04 96,076  

３７ へ０５７ 小 呂 川 小 呂 川 小 呂 町 0.03 12,851  

３８ へ０５８ 八 田 川 多 田 川 多 田 町 0.02 27,556  

３９ へ０６０ 上 林 川 山 入 川 旭 町 0.01 2,698  

４０ へ０６２ 大 谷 川 上 八 田 谷 七 百 石 町 0.02 33,366  

４１ へ０６３ 上 八 田 川 上 八 田 谷 上 八 田 町 0.01 12,559  

４２ へ０６４ 上 八 田 川 上 八 田 谷 上 八 田 町 0.01 12,337  

４３ へ０６５ 上 八 田 川 中 筋 川 中 筋 町 0.05 22,626  

４４ へ０６６ 八 田 川 安 国 寺 川 安 国 寺 町 0.04 28,272  

４５ へ０６７ 八 田 川 梅 迫 川 梅 迫 町 0.19 37,672  

４６ へ０６８ 八 田 川 高 槻 川 高 槻 町 0.13  25,778  

４７ へ０６９ 八 田 川 高 槻 川 高 槻 町 0.04  26,162  

４８ へ０７１ 八 田 川 延 近 川 上 杉 町 0.03  58,476  

４９ へ０７２ 八 田 川 門 川 上 杉 町 0.05  32,031  

５０ へ０７３ 八 田 川 施 福 寺 川 上 杉 町 0.10  42,241  

５１ へ０７５ 八 田 川 矢 の 谷 川 上 杉 町 0.05  13,560  

５２ へ０７７ 由 良 川 上 地 川 味 方 町 0.25  22,867  

５３ へ０７８ 田 野 川 寺 川 寺 町 0.10  28,905  

５４ へ０７９ 田 野 川 田 野 谷 川 田 野 町 0.07  19,911  

５５ へ０８０ 由 良 川 上 地 川 味 方 町 0.07  35,329  

５６ へ０８３ 由 良 川 西 原 川 西 原 町 0.11  116,059  

５７ へ０８４ 由 良 川 鷹 栖 川 鷹 栖 町 0.04  13,464  

５８ へ０８５ 由 良 川 滝 谷 川 下 原 町 0.11  53,356  

５９ へ０８６ 由 良 川 滝 谷 川 下 原 町 0.23  43,483  
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NO 渓流番号 河川名 渓流名 町 名 流 域 面 積 土石流氾濫面積 

６０ へ０８７ 由 良 川 段 川 鷹 栖 町 0.06  21,904  

６１ へ０８８ 上 林 川 塩 谷 川 旭 町 0.12  78,489  

６２ へ０８９ 八 田 川 十倉志茂川 十 倉 志 茂 町 0.06  17,323  

６３ へ０９３ 井 根 川 井 根 谷 井 根 町 0.06  3,063  

６４ へ０９４ 井 根 川 井 根 谷 井 根 町 0.03  38,865  

６５ へ０９６ 上 林 川 久 保 地 川 武 吉 町 0.03  69,099  

６６ へ０９７ 上 林 川 忠 川 忠 町 0.22  11,653  

６７ へ０９８ 上 林 川 忠 川 忠 町 0.09  9,571  

６８ へ０９９ 上 林 川 忠 川 忠 町 0.05  7,276  

６９ へ１０１ 上 林 川 第 一 区 川 睦 合 町 0.10  24,177  

７０ へ１０２ 上 林 川 第 一 区 川 睦 合 町 0.07  25,650  

７１ へ１０３ 上 林 川 第 一 区 川 睦 合 町 0.07  25,349  

７２ へ１０５ 上 林 川 真 野 川 睦 合 町 0.02  43,031  

７３ へ１０６ 上 林 川 西 屋 川 八 津 合 町 0.04  41,327  

７４ へ１０７ 上 林 川 神 谷 川 八 津 合 町 0.07  14,696  

７５ へ１０８ 上 林 川 神 谷 川 八 津 合 町 0.05  20,150  

７６ へ１０９ 上 林 川 神 谷 川 八 津 合 町 0.04  20,150  

７７ へ１１１ 上 林 川 山 田 川 八 津 合 町 0.58  147,073  

７８ へ１１２ 上 林 川 日 置 屋 川 八 津 合 町 0.02  24,711  

７９ へ１１３ 上 林 川 片 山 川 八 津 合 町 0.12  36,894  

８０ へ１１４ 畑 口 川 大 町 川 五 津 合 町 0.08  32,430  

８１ へ１１５ 畑 口 川 寺 内 川 五 津 合 町 0.50  29,550  

８２ へ１１８ 畑 口 川 清 水 川 五 津 合 町 0.08  37,505  

８３ へ１１９ 畑 口 川 清 水 川 五 津 合 町 0.08  46,677  

８４ へ１２０ 畑 口 川 西 谷 川 五 津 合 町 0.11  37,488  

８５ へ１２１ 畑 口 川 奥 の 谷 川 五 泉 町 0.10  28,015  

８６ へ１２２ 畑 口 川 辻 川 五 泉 町 0.02  28,015  

８７ へ１２４ 畑 口 川 宮 の 奥 川 五 泉 町 0.30  13,751  

８８ へ１２７ 上 林 川 弓 削 川 五 津 合 町 0.32  115,332  

８９ へ１２９ 上 林 川 折 戸 川 睦 寄 町 0.09  62,725  

９０ へ１３０ 上 林 川 遊 降 宮 川 睦 寄 町 0.08  62,725  

９１ へ１３１ 上 林 川 奥 の 谷 川 睦 寄 町 0.06  50,258  

９２ へ１３２ 草 壁 川 鳥 垣 川 睦 寄 町 0.02  14,704  

９３ へ１３４ 草 壁 川 草 壁 谷 睦 寄 町 0.02  42,002  

９４ へ１３５ 草 壁 川 草 壁 谷 睦 寄 町 0.11  30,598  

９５ へ１３６ 草 壁 川 草 壁 谷 睦 寄 町 0.21  33,507  

９６ へ１３７ 草 壁 川 草 壁 谷 睦 寄 町 0.12  20,498  

９７ へ１３８ 草 壁 川 古 屋 川 睦 寄 町 0.33  4,753  

９８ へ１３９ 草 壁 川 古 屋 川 睦 寄 町 0.64  6,171  

９９ へ１４０ 上 林 川 細 迫 川 睦 寄 町 0.08  34,835  

１００ へ１４１ 上 林 川 川 原 川 睦 寄 町 0.01  17,279  

１０１ へ１４２ 上 林 川 大 田 谷 川 睦 寄 町 0.07  16,664  

１０２ へ１４４ 上 林 川 川 原 川 故 屋 岡 町 0.05  21,228  

１０３ へ１４６ 古 和 木 川 朝 根 川 故 屋 岡 町 0.15  10,417  

１０４ へ１４７ 古 和 木 川 古 和 木 谷 故 屋 岡 町 0.08  10,417  

１０５ へ１４８ 上 林 川 小 仲 川 故 屋 岡 町 0.02  16,962  

１０６ へ１４９ 上 林 川 大 迫 谷 川 光 野 町 0.06  24,923  

１０７ へ１５０ 上 林 川 光 野 川 光 野 町 0.03  35,146  

１０８ へ１５１ 上 林 川 光 野 川 光 野 町 0.04  35,146  

１０９ へ１５２ 上 林 川 栃 川 老 富 町 0.24  12,660  

１１０ へ１５４ 上 林 川 木 和 田 川 老 富 町 0.51  12,279  

１１１ へ１５６ 由 良 川 上 原 川 上 原 町 0.07  29,779  

１１２ へ１５７ 由 良 川 広 瀬 川 広 瀬 町 0.04  77,708  

１１３ へ１５８ 伊 佐 津 川 黒 谷 川 黒 谷 町 0.04  13,873  

１１４ へ１６０ 伊 佐 津 川 黒 谷 川 黒 谷 町 0.04  5,505  

１１５ へ１６３ 伊 佐 津 川 黒 谷 川 八 代 町 0.51  12,620  

１１６ へ１６４ 伊 佐 津 川 黒 谷 川 黒 谷 町 0.05  23,012  

１１７ へ１６５ 伊 佐 津 川 黒 谷 川 黒 谷 町 0.60  23,012  

１１８ へ１６６ 伊 佐 津 川 見 内 川 於 与 岐 町 0.02  9,079  



資 料 編 

２ 危険箇所等 

資-2-6 

 
NO 渓流番号 河川名 渓流名 町 名 流 域 面 積 土石流氾濫面積 

１１９ へ１６７ 伊 佐 津 川 谷 川 於 与 岐 町 0.38  9,079  

１２０ へ１６８ 伊 佐 津 川 見 内 川 於 与 岐 町 0.04  4,528  

１２１ へ１７１ 伊 佐 津 川 見 内 川 於 与 岐 町 0.20  8,676  

１２２ へ１７２ 伊 佐 津 川 於 与 岐 川 於 与 岐 町 0.04  5,100  

１２３ へ５０２ 犀 川 大 畠 谷 大 畠 町 0.02  28,728  

１２４ へ５０６ 西 坂 川 西 坂 谷 西 坂 町 0.16  48,339  

１２５ へ５１１ 白 道 路 川 白 道 路 谷 白 道 路 町 0.03  43,851  

１２６ へ５２１ 西 方 川 西 方 谷 西 方 町 0.13  56,839  

１２７ へ５２４ 西 方 川 西 方 谷 西 方 町 0.03  22,028  

１２８ へ５２６ 丸 田 川 坊 口 谷 坊 口 町 0.11  46,118  

１２９ へ５２７ 丸 田 川 坊 口 谷 坊 口 町 0.18  46,118  

１３０ へ５３５ 大 谷 川 七 百 石 谷 七 百 石 町 0.09  42,931  

１３１ へ５４９ 上 林 川 橋 上 谷 橋 上 町 0.05  24,193  

１３２ へ５５０ 上 林 川 武 吉 谷 武 吉 町 0.03  34,130  

１３３ へ５５２ 上 林 川 佃 谷 佃 町 0.07  32,921  

１３４ へ５５９ 畑 口 川 清 水 谷 五 津 合 町 0.03  46,677  

１３５ へ５８３ 上 林 川 市 茅 野 谷 老 富 町 0.31  4,711  

１３６ へ５８５ 由 良 川 戸 奈 瀬 谷 戸 奈 瀬 町 0.05  50,115  

１３７ 新へ１００１ 荒 倉 川   高 津 町 0.19  48,187  

１３８ 新へ１００２ 由 良 川   大 島 町 0.36  19,855  

１３９ 新へ１００４ 安 場 川   安 場 町 0.03  4,586  

１４０ 新へ１００５ 安 場 川   上 延 町 0.02  16,066  

１４１ 新へ１００７ 平 尾 川   上 野 町 0.14  24,951  

１４２ 新へ１０１０ 田 野 川   上 野 町 0.05  7,538  

１４３ 新へ１０１２ 安 場 川 一 の 丸 岡 町 0.02  27,663  

１４４ 新へ１０１７ 由 良 川   位 田 町 0.04  24,690  

１４５ 新へ１０２６ 犀 川   仁 和 町 0.11  55,601  

１４６ 新へ１０２８ 長 尾 川   西 方 町 0.01  23,512  

１４７ 新へ１０２９ 犀 川   物 部 町 0.23  44,718  

１４８ 新へ１０３７ 犀 川   小 西 町 0.01  21,356  

１４９ 新へ１０４４ 安 場 川   安 場 町 0.16  24,689  

１５０ 新へ１０４５ 由 良 川   上 原 町 0.40  20,515  

１５１ 新へ１０５０ 上 林 川 肘 谷 川 十 倉 志 茂 町 0.38  43,406  

１５２ 新へ１０５１ 上 林 川 風呂ノ谷川 十 倉 志 茂 町 0.69  27,080  

１５３ 新へ１０５４ 浅 原 川   睦 合 町 0.09  11,676  

１５４ 新へ１０５５ 浅 原 川   睦 合 町 0.02  11,676  

１５５ 新へ１０５８ 上 林 川 日 置 谷 川 八 津 合 町 0.68  24,711  

１５６ 新へ１０６１ 上 林 川   八 津 合 町 0.01  6,027  

１５７ 新へ１０６４ 草 壁 川   睦 寄 町 0.03  14,704  

１５８ 新へ１０６５ 草 壁 川   睦 寄 町 0.12  21,608  

１５９ 新へ１０６７ 上 林 川   睦 寄 町 0.03  34,835  

１６０ 新へ１０６８ 山 内 川   睦 寄 町 0.04  7,488  

１６１ 新へ１０６９ 畑 口 川   五 津 合 町 0.06  29,550  

１６２ 新へ１０７０ 畑 口 川   五 津 合 町 0.02  23,436  

１６３ 新へ１０７６ 上 八 田 川   上 八 田 町 0.01  14,260  

１６４ 新へ１０７８ 上 八 田 川   上 八 田 町 0.11  56,951  

１６５ 新へ１０８３ 八 田 川   上 杉 町 0.03  30,755  

１６６ 新へ１０８６ 伊 佐 津 川   於 与 岐 町 0.05  24,136  

１６７ 新へ１０８７ 伊 佐 津 川   於 与 岐 町 0.27  21,572  

１６８ 新へ１０８９ 宮 川   金 河 内 町 0.01  9,135  

１６９ 新へ１０９３ 八 田 川   安 国 寺 町 0.04  13,986  

１７０ 新へ１０９７ 井 根 川   武 吉 町 0.05  22,679  

１７１ 新へ１０９８ 浅 原 川   睦 合 町 0.02  11,676  

１７２ 新へ２０１８ 八 田 川   下 八 田 町 0.03  4,640  

１７３ へ００２ 荒 倉 川 高 津 川 高 津 町 0.17 19,431 

１７４ へ００３ 荒 倉 川 高 津 川 高 津 町 0.03 9,270 

１７５ へ００６ 犀 川 大 島 川 大 島 町 0.04 22,112 

１７６ へ００７ 伊 路 屋 川 新 庄 川 新 庄 町 0.06 26,043 

１７７ へ０１４ 西 坂 川 西 坂 谷 西 坂 町 0.01 7,368 
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１７８ へ０２１ 向 田 川 別 所 川 別 所 町 0.04 26,621 

１７９ へ０２３ 向 田 川 別 所 川 別 所 町 0.06 3,572 

１８０ へ０２４ 向 田 川 篠 田 川 篠 田 町 0.09 6,761 

１８１ へ０２８ 西 方 川 西 方 谷 西 方 町 0.03 29,584 

１８２ へ０３０ 西 方 川 西 方 谷 西 方 町 0.03 27,325 

１８３ へ０３２ 西 方 川 西 方 谷 西 方 町 0.08 15,965 

１８４ へ０３３ 西 方 川 西 方 谷 西 方 町 0.09 9,206 

１８５ へ０３８ 犀 川 丸 田 川 坊 口 町 0.25 23,684 

１８６ へ０４０ 犀 川 金 河 内 川 金 河 内 町 0.06 28,819 

１８７ へ０４２ 犀 川 内 久 井 川 内 久 井 町 0.03 16,263 

１８８ へ０４３ 犀 川 内 久 井 川 内 久 井 町 0.03 15,638 

１８９ へ０５０ 安 場 川 旦 寺 川 上 延 町 0.12 9,050 

１９０ へ０５１ 安 場 川 上 延 川 上 延 町 0.33 17,958 

１９１ へ０５５ 由 良 川 星 原 川 星 原 町 0.07 12,224 

１９２ へ０５６ 小 呂 川 星 原 川 星 原 町 0.04 18,505 

１９３ へ０６１ 上 八 田 川 中 筋 川 中 筋 町 0.02 19,142 

１９４ へ０７０ 八 田 川 高 槻 川 高 槻 町 0.03 13,443 

１９５ へ０７４ 八 田 川 大 門 川 上 杉 町 0.05 15,929 

１９６ へ０７６ 八 田 川 施 福 寺 川 上 杉 町 0.09 20,600 

１９７ へ０８２ 由 良 川 奥 和 木 川 和 木 町 0.87 33,477 

１９８ へ０９０ 井 根 川 井 根 谷 井 根 町 0.02 2,968 

１９９ へ０９１ 井 根 川 井 根 谷 井 根 町 0.03 2,839 

２００ へ０９２ 井 根 川 井 根 谷 井 根 町 0.02 3,703 

２０１ へ０９５ 上 林 川 田 重 川 武 吉 町 0.23 80,125 

２０２ へ１００ 上 林 川 忠 川 忠 町 0.04 7,276 

２０３ へ１０４ 浅 原 川 浅 原 谷 睦 合 町 0.09 14,909 

２０４ へ１１０ 上 林 川 志 古 田 川 睦 寄 町 0.07 38,339 

２０５ へ１１６ 畑 口 川 赤 谷 川 五 津 合 町 0.20 37,852 

２０６ へ１１７ 畑 口 川 清 水 川 五 津 合 町 0.04 21,409 

２０７ へ１２３ 畑 口 川 小 谷 川 五 泉 町 0.03 21,952 

２０８ へ１２５ 畑 口 川 平 野 瀬 川 五 泉 町 0.06 5,151 

２０９ へ１２６ 上 林 川 弓 削 川 五 津 合 町 0.02 11,277 

２１０ へ１２８ 上 林 川 長 野 川 睦 寄 町 0.03 21,984 

２１１ へ１３３ 草 壁 川 草 壁 谷 睦 寄 町 0.02 25,508 

２１２ へ１４３ 上 林 川 川 原 川 故 屋 岡 町 0.03 7,703 

２１３ へ１４５ 古 和 木 川 古 和 木 谷 故 屋 岡 町 0.04 10,417 

２１４ へ１５３ 上 林 川 矢 黒 畑 川 老 富 町 0.09 10,246 

２１５ へ１５５ 上 林 川 市 芧 野 川 市 茅 野 0.01 4,711 

２１６ へ１５９ 伊 佐 津 川 黒 谷 川 黒 谷 町 0.06 2,961 

２１７ へ１６９ 伊 佐 津 川 見 内 川 於 与 岐 町 0.02 3,369 

２１８ へ１７０ 伊 佐 津 川 見 内 川 於 与 岐 町 0.02 8,676 

２１９ へ５０１ 伊 路 屋 川 小 畑 谷 小 畑 町 0.18 27,865 

２２０ へ５０３ 西 坂 川 西 坂 谷 西 坂 町 0.13 44,924 

２２１ へ５０４ 西 坂 川 西 坂 谷 西 坂 町 0.02 17,557 

２２２ へ５０７ 西 坂 川 西 坂 谷 西 坂 町 0.09 13,376 

２２３ へ５０８ 西 坂 川 西 坂 谷 西 坂 町 0.01 4,862 

２２４ へ５０９ 西 坂 川 西 坂 谷 西 坂 町 0.01 3,608 

２２５ へ５１０ 西 坂 川 西 坂 谷 西 坂 町 0.04 41,015 

２２６ へ５１２ 白 道 路 川 白 道 路 谷 白 道 路 町 0.02 12,285 

２２７ へ５１３ 白 道 路 川 白 道 路 谷 白 道 路 町 0.04 37,754 

２２８ へ５１４ 向 田 川 別 所 谷 別 所 町 0.02 19,869 

２２９ へ５１６ 向 田 川 別 所 谷 別 所 町 0.10 9,545 

２３０ へ５１７ 向 田 川 篠 田 谷 篠 田 町 0.01 8,552 

２３１ へ５１８ 向 田 川 篠 田 谷 篠 田 町 0.05 5,106 

２３２ へ５１９ 向 田 川 篠 田 谷 篠 田 町 0.05 8,552 

２３３ へ５２０ 向 田 川 篠 田 谷 篠 田 町 0.03 12,643 

２３４ へ５２２ 西 方 川 西 方 谷 西 方 町 0.04 34,771 

２３５ へ５２３ 西 方 川 西 方 谷 西 方 町 0.16 11,129 

２３６ へ５２５ 西 方 川 西 方 谷 西 方 町 0.03 14,428 
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２３７ へ５２８ 犀 川 金 河 内 谷 金 河 内 町 0.08 19,459 

２３８ へ５２９ 犀 川 金 河 内 谷 金 河 内 町 0.03 8,607 

２３９ へ５３０ 犀 川 内 久 井 谷 内 久 井 町 0.02 6,943 

２４０ へ５３１ 犀 川 内 久 井 谷 内 久 井 町 0.13 7,976 

２４１ へ５３２ 小 呂 川 星 原 谷 星 原 町 0.14 15,531 

２４２ へ５３３ 上 林 川 旭 谷 旭 町 0.03 5,394 

２４３ へ５３４ 上 林 川 旭 谷 旭 町 0.03 6,082 

２４４ へ５３６ 大 谷 川 七 百 石 谷 七 百 石 町 0.04 6,363 

２４５ へ５３７ 大 谷 川 七 百 石 谷 七 百 石 町 0.03 4,792 

２４６ へ５３９ 大 谷 川 七 百 石 谷 七 百 石 町 0.06 44,960 

２４７ へ５４０ 八 田 川 施 福 寺 谷 上 杉 町 0.08 39,208 

２４８ へ５４１ 八 田 川 施 福 寺 谷 上 杉 町 0.02 15,940 

２４９ へ５４２ 八 田 川 施 福 寺 谷 上 杉 町 0.04 15,940 

２５０ へ５４３ 八 田 川 施 福 寺 谷 上 杉 町 0.02 5,610 

２５１ へ５４４ 由 良 川 上 谷 下 八 田 町 0.09 9,864 

２５２ へ５４５ 由 良 川 鷹 栖 谷 鷹 栖 町 0.04 8,490 

２５３ へ５４６ 由 良 川 鷹 栖 谷 鷹 栖 町 0.09 38,748 

２５４ へ５４７ 由 良 川 滝 谷 川 下 原 町 0.32 43,483 

２５５ へ５４８ 上 林 川 旭 谷 旭 町 0.04 9,274 

２５６ へ５５１ 上 林 川 佃 谷 佃 町 0.02 5,147 

２５７ へ５５３ 上 林 川 佃 谷 佃 町 0.08 35,591 

２５８ へ５５４ 上 林 川 佃 谷 佃 町 0.05 17,030 

２５９ へ５５５ 上 林 川 佃 谷 佃 町 0.02 37,337 

２６０ へ５５６ 上 林 川 第 一 区 谷 睦 合 町 0.05 13,399 

２６１ へ５５７ 浅 原 川 浅 原 谷 睦 合 町 0.05 7,451 

２６２ へ５５８ 浅 原 川 浅 原 谷 睦 合 町 0.15 6,688 

２６３ へ５６０ 畑 口 川 水 谷 川 五 泉 町 0.12 21,952 

２６４ へ５６１ 畑 口 川 市 之 瀬 谷 五 泉 町 0.17 11,821 

２６５ へ５６２ 畑 口 川 市 志 谷 五 津 合 町 0.23 4,889 

２６６ へ５６３ 上 林 川 鳥 垣 川 睦 寄 町 0.10 10,435 

２６７ へ５６４ 上 林 川 鳥 垣 川 睦 寄 町 0.15 14,091 

２６８ へ５６５ 草 壁 川 草 壁 谷 睦 寄 町 0.28 22,302 

２６９ へ５６７ 草 壁 川 古 屋 谷 睦 寄 町 0.46 7,246 

２７０ へ５６８ 上 林 川 有 安 谷 睦 寄 町 0.06 2,682 

２７１ へ５７０ 古 和 木 川 古 和 木 谷 故 屋 岡 町 0.22 21,875 

２７２ へ５７１ 古 和 木 川 古 和 木 谷 故 屋 岡 町 0.04 11,634 

２７３ へ５７２ 上 林 川 小 仲 谷 故 屋 岡 町 0.08 17,953 

２７４ へ５７３ 上 林 川 光 野 谷 光 野 町 0.02 5,375 

２７５ へ５７４ 上 林 川 船 道 谷 川 光 野 町 0.19 12,368 

２７６ へ５７５ 上 林 川 光 野 谷 光 野 町 0.02 12,368 

２７７ へ５７６ 上 林 川 光 野 谷 光 野 町 0.12 21,002 

２７８ へ５７７ 上 林 川 栃 谷 老 富 町 0.05 16,907 

２７９ へ５７８ 上 林 川 栃 谷 老 富 町 0･23 16,907 

２８０ へ５７９ 上 林 川 庵 の 谷 川 老 富 町 0.02 6,904 

２８１ へ５８１ 上 林 川 市 茅 野 谷 老 富 町 0.01 4,055 

２８２ へ５８２ 上 林 川 市 茅 野 谷 老 富 町 0.03 6,044 

２８３ へ５８４ 由 良 川 戸 奈 瀬 谷 戸 奈 瀬 町 0.02 50,115 

２８４ へ５８７ 伊 佐 津 川 八 代 谷 八 代 町 0.52 3,709 

２８５ へ５８９ 伊 佐 津 川 見 内 谷 於 与 岐 町 0.06 6,689 

２８６ へ５９０ 伊 佐 津 川 見 内 谷 於 与 岐 町 0.02 8,676 

２８７ へ５９１ 伊 佐 津 川 於 与 岐 谷 於 与 岐 町 0.37 14,153 

２８８ へ５９２ 伊 佐 津 川 於 与 岐 谷 於 与 岐 町 0.01 7,055 

２８９ へ５９３ 伊 佐 津 川 於 与 岐 谷 於 与 岐 町 0.08 4,929 

２９０ へ５９４ 伊 佐 津 川 於 与 岐 谷 於 与 岐 町 0.03 9,015 

２９１ 新へ１００６ 安 場 川  田 野 町 0.08 20,061 

２９２ 新へ１００８ 八 田 川  下 八 田 町 0.03 16,559 

２９３ 新へ１０２０ 上 林 川  老 富 町 0.02 3,991 

２９４ 新へ１０３０ 西 坂 川  西 坂 町 0.03 35,710 

２９５ 新へ１０３４ 西 坂 川  西 坂 町 0.20 83,484 
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２９６ 新へ１０４３ 犀 川 大 畠 川 大 畠 町 0.02 22,112 

２９７ 新へ１０４７ 由 良 川  戸 奈 瀬 町 0.01 17,086 

２９８ 新へ１０４９ 上 林 川  旭 町 0.39 13,908 

２９９ 新へ１０６０ 上 林 川 石 橋 川 八 津 合 町 0.48 38,339 

３００ 新へ１０６６ 上 林 川  睦 寄 町 0.04 6,893 

３０１ 新へ１０７１ 畑 口 川  五 津 合 町 0.09 15,936 

３０２ 新へ１０７３ 古 和 木 川  古 屋 岡 町 0.06 16,390 

３０３ 新へ１０７５ 向 田 川  篠 田 町 0.05 45,652 

３０４ 新へ１０８０ 八 田 川 高 谷 川 上 八 田 町 0.13 36,497 

３０５ 新へ１０８１ 八 田 川  上 八 田 町 0.05 35,253 

３０６ 新へ１０８５ 八 田 川  上 杉 町 0.05 21,039 

３０７ 新へ１０９４ 由 良 川  下 原 町 0.02 22,164 

３０８ 新へ２００４ 由 良 川 小 呂 川 有 岡 町 0.04 14,207 

３０９ 新へ２００５ 由 良 川  舘 町 0.04 15,189 

３１０ 新へ２００８ 浅 原 川  睦 合 町 0.02 16,735 

３１１ 新へ２００９ 草 壁 川  睦 寄 町 0.14 6,751 

３１２ 新へ２０１０ 荒 倉 川  高 津 町 0.02 3,291 

３１３ 新へ２０１１ 安 場 川  安 場 町 0.01 6,784 

３１４ 新へ２０１３ 安 場 川  上 延 町 0.01 7,213 

３１５ 新へ２０１４ 安 場 川  安 場 町 0.02 5,752 

３１６ 新へ２０１６ 安 場 川  田 野 町 0.03 7,518 

３１７ 新へ２０１７ 由 良 川  味 方 町 0.35 6,868 

３１８ 新へ２０２１ 八 田 川  渕 垣 町 0.06 15,441 

３１９ 新へ２０２３ 八 田 川  下 八 田 町 0.03 5,151 

３２０ 新へ２０２４ 八 田 川  下 八 田 町 0.02 7,774 

３２１ 新へ２０２５ 田 野 川  田 野 町 0.04 4,583 

３２２ 新へ２０２６ 由 良 川  野 田 町 0.16 20,364 

３２３ 新へ２０３０ 八 田 川  旭 町 0.04 6,511 

３２４ 新へ２０３１ 八 田 川  旭 町 0.02 3,800 

３２５ 新へ２０３２ 八 田 川  里 町 0.04 15,332 

３２６ 新へ２０３３ 小 呂 川  有 岡 町 0.05 8,207 

３２７ 新へ２０３５ 小 呂 川  小 呂 町 0.01 8,755 

３２８ 新へ２０３６ 小 呂 川  小 呂 町 0.22 35,843 

３２９ 新へ２０３７ 八 田 川  安 国 寺 町 0.02 6,661 

３３０ 新へ２０３８ 由 良 川  位 田 町 0.03 14,360 

３３１ 新へ２０４１ 上 林 川  老 富 町 0.02 4,603 

３３２ 新へ２０４３ 上 林 川  光 野 町 0.12 5,995 

３３３ 新へ２０４４ 上 林 川  光 野 町 0.06 10,963 

３３４ 新へ２０４５ 上 林 川  光 野 町 0.34 5,375 

３３５ 新へ２０４６ 上 林 川  光 野 町 0.17 5,375 

３３６ 新へ２０４７ 上 林 川  光 野 町 0.24 6,645 

３３７ 新へ２０５０ 畑 口 川  五 泉 町 0.09 18,261 

３３８ 新へ２０５３ 畑 口 川  五 泉 町 0.04 10,222 

３３９ 新へ２０５４ 西 方 川  西 方 町 0.11 8,650 

３４０ 新へ２０５５ 西 方 川  西 方 町 0.02 6,324 

３４１ 新へ２０５７ 西 方 川  西 方 町 0.04 7,402 

３４２ 新へ２０５８ 西 方 川  西 方 町 0.20 11,129 

３４３ 新へ２０５９ 西 方 川  西 方 町 0.03 5,907 

３４４ 新へ２０６０ 西 方 川  西 方 町 0.07 8,878 

３４５ 新へ２０６３ 西 方 川  西 方 町 0.10 29,584 

３４６ 新へ２０６４ 西 方 川  西 方 町 0.43 62,102 

３４７ 新へ２０６５ 犀 川  西 坂 町 0.20 57,013 

３４８ 新へ２０６７ 伊 路 屋 川  新 庄 町 0.03 8,404 

３４９ 新へ２０６８ 西 坂 川  西 坂 町 0.02 15,146 

３５０ 新へ２０７２ 西 坂 川  西 坂 町 0.05 10,047 

３５１ 新へ２０７３ 西 坂 川  西 坂 町 0.01 35,238 

３５２ 新へ２０７４ 西 坂 川  西 坂 町 0.13 59,332 

３５３ 新へ２０７５ 西 坂 川  西 坂 町 0.03 13,868 

３５４ 新へ２０７６ 西 坂 川  西 坂 町 0.04 21,548 



資 料 編 

２ 危険箇所等 

資-2-10 

 

NO 渓流番号 河川名 渓流名 町 名 流 域 面 積 土石流氾濫面積 

３５５ 新へ２０７７ 伊 路 屋 川  小 畑 町 0.02 14,091 

３５６ 新へ２０７８ 伊 路 屋 川  小 畑 町 0.05 20,220 

３５７ 新へ２０８１ 犀 川  新 庄 町 0.03 26,797 

３５８ 新へ２０８２ 由 良 川  私 市 町 0.02 16,168 

３５９ 新へ２０８３ 屑 川  今 田 町 0.04 38,734 

３６０ 新へ２０８５ 安 場 川  安 場 町 0.20 18,174 

３６１ 新へ２０８６ 安 場 川  安 場 町 0.40 35,370 

３６２ 新へ２０９１ 由 良 川  釜 輪 町 0.65 8,248 

３６３ 新へ２０９２ 上 林 川  十 倉 志 茂 町 0.03 13,464 

３６４ 新へ２０９３ 上 林 川  旭 町 0.36 31,959 

３６５ 新へ２０９４ 上 林 川  十 倉 中 町 0.19 21,488 

３６６ 新へ２０９７ 上 林 川  睦 合 町 0.02 9,814 

３６７ 新へ２０９９ 浅 原 川  睦 合 町 0.02 10,586 

３６８ 新へ２１００ 浅 原 川  睦 合 町 0.02 7,672 

３６９ 新へ２１０１ 上 林 川  八 津 合 町 0.08 6,962 

３７０ 新へ２１０２ 山 内 川  睦 寄 町 0.04 6,731 

３７１ 新へ２１０４ 睦 志 川  五 津 合 町 0.05 16,314 

３７２ 新へ２１０６ 上 林 川  故 屋 岡 町 0.04 7,391 

３７３ 新へ２１０９ 大 谷 川  七 百 石 町 0.01 7,729 

３７４ 新へ２１１０ 向 田 川  篠 田 町 0.15 10,305 

３７５ 新へ２１１１ 向 田 川  篠 田 町 0.01 22,252 

３７６ 新へ２１１２ 向 田 川  篠 田 町 0.02 3,572 

３７７ 新へ２１１５ 大 谷 川  七 百 石 町 0.01 3,306 

３７８ 新へ２１１９ 小 呂 川  小 呂 町 0.03 15,573 

３７９ 新へ２１２０ 白 道 路 川  星 原 町 0.03 13,673 

３８０ 新へ２１２１ 八 田 川  上 杉 町 0.02 31,032 

３８１ 新へ２１２２ 伊 佐 津 川  於 与 岐 町 0.21 31,400 

３８２ 新へ２１２３ 西 坂 川  西 坂 町 0.11 41,015 

３８３ 新へ２１２４ 田 野 川  田 野 町 0.23 14,584 

３８４ 新へ２１２６ 犀 川  坊 口 町 0.07 23,684 

３８５ 新へ２１３４ 由 良 川  野 田 町 0.09 18,304 

３８６ 新へ２１３５ 由 良 川  野 田 町 0.04 19,949 

３８７ 新へ２１３７ 上 林 川  十 倉 向 町 0.01 14,920 

計 ３８７箇所      
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NO 渓 流 番 号 河 川 名 渓 流 名 町 名 流域面積 氾濫区域面積 

１ へ０５９    八 田 川 多 田 川 多 田 町 0.10 24,691 

２ 新へ３００１ 伊 路 屋 川   小 畑 町  0.02 48,947 

３ 新へ３００２ 伊 路 屋 川    小 畑 町  0.01 4,002 

４ 新へ３００３ 伊 路 屋 川    小 畑 町  0.02 9,133 

５ 新へ３００４ 伊 路 屋 川    小 畑 町  0.03 13,443 

６ 新へ３００５ 伊 路 屋 川    小 畑 町  0.02 14,214 

７ 新へ３００６ 伊 路 屋 川    小 畑 町  0.02 8,577 

８ 新へ３００７ 伊 路 屋 川    小 畑 町  0.02 10,351 

９ 新へ３００８ 西 坂 川    西 坂 町  0.03 12,486 

１０ 新へ３００９ 西 坂 川    西 坂 町  0.03 13,780 

１１ 新へ３０１０ 西 坂 川    西 坂 町  0.01 3,472 

１２ 新へ３０１１ 西 坂 川    西 坂 町  0.01 11,554 

１３ 新へ３０１２ 西 坂 川    西 坂 町  0.04 11,624 

１４ 新へ３０１３ 犀 川    志 賀 郷 町 0.07 12,098 

１５ 新へ３０１４ 犀 川    志 賀 郷 町  0.06 19,899 

１６ 新へ３０１５ 犀 川    志 賀 郷 町  0.01 4,630 

１７ 新へ３０１６ 犀 川    志 賀 郷 町  0.08 12,248 

１８ 新へ３０１７ 犀 川    志 賀 郷 町  0.04 9,778 

１９ 新へ３０１８ 西 方 川    西 方 町  0.06 4,518 

２０ 新へ３０１９ 西 方 川    西 方 町  0.05 6,671 

２１ 新へ３０２０ 西 方 川    西 方 町  0.03 3,748 

２２ 新へ３０２１ 西 方 川  長 尾 川  西 方 町  0.21 4,518 

２３ 新へ３０２２ 西 方 川    西 方 町  0.01 4,326 

２４ 新へ３０２３ 西 方 川    西 方 町  0.02 6,130 

２５ 新へ３０２４ 西 方 川    西 方 町  0.22 18,068 

２６ 新へ３０２５ 西 方 川    西 方 町  0.14 5,907 

２７ 新へ３０２６ 西 方 川    西 方 町  0.03 17,007 

２８ 新へ３０２７ 犀 川    坊 口 町  0.01 3,343 

２９ 新へ３０２８ 犀 川    金 河 内 町  0.30 37,246 

３０ 新へ３０２９ 犀 川    仁 和 町  0.60 34,315 

３１ 新へ３０３０ 犀 川    志 賀 郷 町  0.02 7,338 

３２ 新へ３０３１ 向 田 川    向 田 町  0.02 38,265 

３３ 新へ３０３２ 白 道 路 川    白 道 路 町  0.02 7,329 

３４ 新へ３０３３ 白 道 路 川    白 道 路 町  0.01 7,995 

３５ 新へ３０３４ 犀 川    白 道 路 町  0.22 21,457 

３６ 新へ３０３５ 犀 川    白 道 路 町  0.11 25,113 

３７ 新へ３０３６ 犀 川    白 道 路 町  0.08 8,805 

３８ 新へ３０３７ 犀 川    大 畠 町  0.03 13,448 

３９ 新へ３０３８ 犀 川    大 畠 町  0.05 10,465 

４０ 新へ３０３９ 犀 川    大 畠 町  0.07 4,124 

４１ 新へ３０４０ 犀 川    内 久 井 町  0.02 11,614 

４２ 新へ３０４１ 犀 川    内 久 井 町  0.34 11,180 

４３ 新へ３０４２ 犀 川    内 久 井 町  0.19 5,382 

４４ 新へ３０４３ 犀 川    内 久 井 町  0.02 6,203 

４５ 新へ３０４４ 犀 川    内 久 井 町  0.08 6,215 

４６ 新へ３０４５ 向 田 川    篠 田 町  0.04 8,273 

４７ 新へ３０４６ 向 田 川    篠 田 町  0.07 7,735 

４８ 新へ３０４７ 向 田 川    篠 田 町  0.18 17,479 

４９ 新へ３０４８ 向 田 川    篠 田 町  0.02 10,955 

５０ 新へ３０４９ 向 田 川    篠 田 町  0.06 6,384 

５１ 新へ３０５０ 向 田 川    篠 田 町  0.11 19,711 

５２ 新へ３０５１ 向 田 川    篠 田 町  0.13 17,741 

５３ 新へ３０５２ 白 道 路 川    白 道 路 町  0.06 10,105 

５４ 新へ３０５３ 大 谷 川    七 百 石 町  0.24 19,388 

５５ 新へ３０５４ 大 谷 川    七 百 石 町  0.01 6,084 

５６ 新へ３０５５ 大 谷 川    七 百 石 町  0.02 4,098 

５７ 新へ３０５６ 大 谷 川    七 百 石 町  0.10 7,368 

５８ 新へ３０５７ 大 谷 川    七 百 石 町  0.02 6,312 

５９ 新へ３０５８ 大 谷 川    七 百 石 町  0.17 5,738 
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６０ 新へ３０５９ 大 谷 川    七 百 石 町  0.02 7,126 

６１ 新へ３０６０ 大 谷 川    七 百 石 町  0.10 13,114 

６２ 新へ３０６１ 大 谷 川    七 百 石 町  0.03 14,654 

６３ 新へ３０６２ 大 谷 川  岩 王 寺 川  高 槻 町  0.21 3,138 

６４ 新へ３０６３ 八 田 川    高 槻 町  0.06 4,585 

６５ 新へ３０６４ 八 田 川    高 槻 町  0.03 6,841 

６６ 新へ３０６５ 伊 佐 津 川    於 与 岐 町  0.06 3,880 

６７ 新へ３０６６ 伊 佐 津 川    於 与 岐 町  0.02 3,621 

６８ 新へ３０６７ 伊 佐 津 川    於 与 岐 町  0.03 4,714 

６９ 新へ３０６８ 八 田 川    上 杉 町  0.14 19,968 

７０ 新へ３０６９ 八 田 川    梅 迫 町  0.02 8,536 

７１ 新へ３０７０ 八 田 川    梅 迫 町  0.04 14,426 

７２ 新へ３０７１ 八 田 川    梅 迫 町  0.03 11,470 

７３ 新へ３０７２ 八 田 川    梅 迫 町  0.06 10,633 

７４ 新へ３０７３ 八 田 川    梅 迫 町  0.19 22,650 

７５ 新へ３０７４ 八 田 川    梅 迫 町  0.20 3,165 

７６ 新へ３０７５ 八 田 川    梅 迫 町  0.05 22,650 

７７ 新へ３０７６ 八 田 川    梅 迫 町  0.04 9,657 

７８ 新へ３０７７ 八 田 川    梅 迫 町  0.40 9,657 

７９ 新へ３０７８ 八 田 川    梅 迫 町  0.09 10,979 

８０ 新へ３０７９ 八 田 川    梅 迫 町  0.09 12,340 

８１ 新へ３０８０ 犀 川    小 西 町  0.04 11,628 

８２ 新へ３０８１ 犀 川    小 西 町  0.07 17,823 

８３ 新へ３０８２ 犀 川    小 西 町  0.05 4,432 

８４ 新へ３０８３ 犀 川    小 西 町  0.03 17,823 

８５ 新へ３０８４ 犀 川    小 西 町  0.05 12,947 

８６ 新へ３０８５ 犀 川    小 西 町  0.08 20,562 

８７ 新へ３０８６ 犀 川    小 西 町  0.10 18,736 

８８ 新へ３０８７ 犀 川    小 西 町  0.06 15,690 

８９ 新へ３０８８ 犀 川    石 原 町  0.03 30,785 

９０ 新へ３０８９ 犀 川    石 原 町  0.05 33,135 

９１ 新へ３０９０ 荒 倉 川    高 津 町  0.09 13,078 

９２ 新へ３０９１ 荒 倉 川    高 津 町  0.05 4,806 

９３ 新へ３０９２ 安 場 川    上 延 町  0.01 4,809 

９４ 新へ３０９３ 安 場 川    安 場 町  0.03 4,769 

９５ 新へ３０９４ 犀 川    舘 町  0.06 16,712 

９６ 新へ３０９５ 犀 川    舘 町  0.04 13,221 

９７ 新へ３０９６ 犀 川    位 田 町  0.02 4,191 

９８ 新へ３０９７ 犀 川    位 田 町  0.01 3,244 

９９ 新へ３０９８ 犀 川    位 田 町  0.03 8,512 

１００ 新へ３０９９ 犀 川    位 田 町  0.03 4,830 

１０１ 新へ３１００ 犀 川    位 田 町  0.02 9,250 

１０２ 新へ３１０１ 犀 川    位 田 町  0.07 14,207 

１０３ 新へ３１０２ 八 田 川    位 田 町  0.02 1,854 

１０４ 新へ３１０３ 八 田 川    位 田 町  0.02 3,985 

１０５ 新へ３１０４ 八 田 川    位 田 町  0.03 7,642 

１０６ 新へ３１０５ 八 田 川    高 倉 町  0.05 4,158 

１０７ 新へ３１０６ 八 田 川    高 倉 町  0.02 3,884 

１０８ 新へ３１０７ 八 田 川    安 国 寺 町  0.02 12,098 

１０９ 新へ３１０８ 八 田 川    中 山 町  0.03 7,393 

１１０ 新へ３１０９ 八 田 川    中 山 町  0.08 10,702 

１１１ 新へ３１１０ 八 田 川    旭 町  0.11 6,844 

１１２ 新へ３１１１ 上 林 川    旭 町  0.02 3,009 

１１３ 新へ３１１２ 上 林 川    旭 町  0.04 2,941 

１１４ 新へ３１１３ 上 林 川    旭 町  0.07 3,737 

１１５ 新へ３１１４ 上 林 川    旭 町  0.01 2,049 

１１６ 新へ３１１５ 上 林 川    旭 町  0.09 3,377 

１１７ 新へ３１１６ 八 田 川    下 八 田 町  0.07 3,451 
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１１８ 新へ３１１７ 犀 川    金 河 内 町  0.14 9,135 

１１９ 新へ３１１８ 八 田 川    多 田 町  0.04 24,691 

１２０ 新へ３１１９ 伊 路 屋 川    小 畑 町  0.02 5,108 

１２１ 新へ３１２０ 八 田 川    安 国 寺 町  0.37 10,346 

１２２ 新へ３１２１ 八 田 川    梅 迫 町  0.03 4,552 

計 １２２箇所      
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資料２－４ 急傾斜地崩壊危険箇所一覧 

NO 
傾斜 
区分 

箇所番号 箇所名 大字 小字 延長 高さ 
傾斜
度 

地盤状況 
人家 
戸数 

１ 自然 へ１００１ 田 岸 位 田 町 田 岸 110 30 30   19 

２ 自然 へ１００２ 岩 井 位 田 町 岩 井 140 10 40 強 風 化 岩 8 

３ 自然 へ１００３ 有 岡 Ⅲ 有 岡 町 御 領 320 10 30 強 風 化 岩 11 

４ 自然 へ１００４ 里 Ⅰ 里 町 向 屋 敷 210 10 30 強 風 化 岩 6 

５ 自然 へ１００５ 里 Ⅱ 里 町 築 宮 300 10 30 強 風 化 岩 11 

６ 自然 へ１００８ 大 迫 Ⅰ 下 八 田 町 大 迫 110 20 30 強 風 化 岩 8 

７ 自然 へ１０１１ カ ト カ 岡 安 町 カ ト カ 150 15 30  7 

８ 人工 へ１０１２ 寺 所 岡 安 町 寺 所 120 10 30 強 風 化 岩 0 

９ 自然 へ１０１３ 中 山 中 山 町 本 丸 段 120 10 30 強 風 化 岩 5 

１０ 自然 へ１０１４ 渡 り 畔 神 宮 寺 町 渡 り 畔 120 5 30  16 

１１ 自然 へ１０１５ 神 宮 寺 神 宮 寺 町 蟹 田 150 10 30 強 風 化 岩 12 

１２ 人工 へ１０１６ 新 新 町 新 160 5 30 強 風 化 岩 7 

１３ 自然 へ１０１７ 上 野 Ⅰ 上 野 町 藤 山 200 5 30 強 風 化 岩 21 

１４ 自然 へ１０１８ 田 野 Ⅰ 田 野 町 風 久 呂 Ⅰ 120 50 30 強 風 化 岩 20 

１５ 自然 へ１０２０ 上 野 Ⅱ 田 野 町 藤 山 280 20 35 強 風 化 岩 14 

１６ 自然 へ１０２１ 寺 Ⅰ 寺 町 山 根 220 15 30 強 風 化 岩 16 

１７ 人工 へ１０２２ 並 松 並 松 町 並 松 町 140 - 30 強 風 化 岩 16 

１８ 自然 へ１０２３ 野 田 野 田 町 伊 根 山 120 30 30 火山破屑物 9 

１９ 自然 へ１０２４ 味 方 味 方 町 久 保 勝 350 30 30 強 風 化 岩 21 

２０ 自然 へ１０２６ 南海団地Ⅰ 味 方 町 平 林 90 20 30 火山破屑物 22 

２１ 自然 へ１０２７ 上 谷 Ⅰ 下 八 田 町 上 谷 160 40 30 強 風 化 岩 6 

２２ 自然 へ１０２８ 旭 Ⅰ 旭 町 小 嶋 130 70 35  6 

２３ 自然 へ１０２９ 十 倉 志 茂 十倉志茂町 小 仲 200 40 40 強 風 化 岩 9 

２４ 自然 へ１０３１ 張 田 十 倉 中 町 張 田 320 10 30 火山破屑物 22 

２５ 自然 へ１０３４ 武 吉 武 吉 町 片 山 270 5 30 強 風 化 岩 7 

２６ 自然 へ１０３７ 長 瀬 Ⅰ 鷹 栖 町 下 長 瀬 340 10 30 火山破屑物 11 

２７ 自然 へ１０３９ 上 原 上 原 町 戸 尻 100 5 30 強 風 化 岩 8 

２８ 自然 へ１０４０ 広 瀬 広 瀬 町 宮 ノ 前 50 5 30 強 風 化 岩 5 

２９ 自然 へ１０４２ 下 替 地 下 替 地 町 下 針 木 350 10 30 強 風 化 岩 8 

３０ 自然 へ１０４３ 和 木 Ⅱ 和 木 町 樋 ノ 口 200 10 35 強 風 化 岩 5 

３１ 自然 へ１０４５ 高 津 Ⅰ 高 津 町 前 地 120 30 30 強 風 化 岩 7 

３２ 自然 へ１０４６ 高 津 Ⅱ 高 津 町 市 場 140 50 40 強 風 化 岩 26 

３３ 自然 へ１０４９ 高 津 Ⅲ 高 津 町 遠 所 110 15 40 強 風 化 岩 11 

３４ 自然 へ１０５１ 梶 長 大 島 町 梶 長 230 20 35  35 

３５ 自然 へ１０５２ 大 島 大 島 町 内 山 田 240 40 35 火山破屑物 21 

３６ 自然 へ１０５５ 蛭 子 Ⅰ 上 延 町 蛭 子 140 10 30 強 風 化 岩 6 

３７ 自然 へ１０５６ 蛭 子 Ⅱ 上 延 町 蛭 子 130 10 30  6 

３８ 人工 へ１０５７ 明 知 宮 代 町 明 知 250 10 30 軟 岩 16 

３９ 自然 へ１０５９ 位 田 Ⅰ 位 田 町 市 場 350 20 30 段丘堆積物 17 

４０ 自然 へ１０６０ 位 田 Ⅱ 位 田 町 蓮 花 寺 170 20 30 崩 積 土 9 

４１ 自然 へ１０６１ 旭 ヶ 丘 位 田 町 岼 250 30 35 強 風 化 岩 24 

４２ 自然 へ１０６３ 上 村 Ⅱ 栗 町 上 村 80 40 35  10 

４３ 自然 へ１０６５ 豊 里 Ⅰ 豊 里 町 福 垣 80 30 35   6 

４４ 自然 へ１０６６ 豊 里 Ⅱ 豊 里 町 福 垣 140 10 30   8 

４５ 自然 へ１０６８ 石 原 Ⅰ 石 原 町 長 畑 140 20 30 強 風 化 岩 9 

４６ 自然 へ１０６９ 小 貝 小 貝 町 岼 350 20 35 段丘堆積物 12 

４７ 自然 へ１０７２ 私 市 私 市 町 西 ノ 段 300 20 35 強 風 化 岩 11 

４８ 自然 へ１０７３ 坊 ノ 口 忠 町 坊 ノ 口 60 35 35  11 

４９ 自然 へ１０７５ 念 道 睦 合 町 念 道 200 50 35 強 風 化 岩 25 
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５０ 自然 へ１０７７ 真 野 Ⅰ 睦 合 町 真 野 250 60 30 強 風 化 岩 11 

５１ 自然 へ１０７９ 大 門 段 Ⅱ 睦 合 町 大 門 段 230 13 30   8 

５２ 自然 へ１０８０ 引 地 西 谷 
睦 合 町 ～ 
八 津 合 町 

引 地 西 屋 500 15 30 強 風 化 岩 29 

５３ 自然 へ１０８１ 神 谷 八 津 合 町 神 谷 500 60 30 強 風 化 岩 15 

５４ 自然 へ１０８２ 八 津 合 八 津 合 町 日置～片山 500 40 30 強 風 化 岩 26 

５５ 自然 へ１０８３ 片 山 Ⅰ 八 津 合 町 片 山 100 16 30 強 風 化 岩 5 

５６ 自然 へ１０８４ 片 山 Ⅱ 八 津 合 町 片 山 200 32 30  8 

５７ 自然 へ１０８６ 遊 里 五 津 合 町 遊 里 150 50 30 火山破屑物 9 

５８ 自然 へ１０８８ 睦 志 五 津 合 町 睦 志 80 20 30 強 風 化 岩 11 

５９ 自然 へ１０８９ 辻 五 泉 町 辻 200 50 30 強 風 化 岩 6 

６０ 自然 へ１０９０ 水 梨 五 泉 町 水 梨 130 25 30 強 風 化 岩 9 

６１ 自然 へ１０９２ 吟 五 泉 町 吟 100 60 30  3 

６２ 自然 へ１０９４ 市 志 五 泉 町 市 志 150 30 30 強 風 化 岩 8 

６３ 自然 へ１０９５ 竹 原 八 津 合 町 竹 原 下 100 25 30 強 風 化 岩 3 

６４ 自然 へ１０９６ 瀬 尾 谷 八 津 合 町 瀬 尾 谷 130 22 30 強 風 化 岩 6 

６５ 自然 へ１０９７ 弓 削 五 津 合 町 弓 削 70 15 30 強 風 化 岩 12 

６６ 自然 へ１０９８ 長 野 Ⅰ 睦 寄 町 長 野 150 30 35 強 風 化 岩 5 

６７ 自然 へ１０９９ 長 野 Ⅱ 睦 寄 町 長 野 200 50 30 段丘堆積物 5 

６８ 自然 へ１１００ 鳥 垣 睦 寄 町 鳥 垣 100 10 30 強 風 化 岩 5 

６９ 自然 へ１１０１ 庄 Ⅰ 睦 寄 町 有 安 70 30 35 強 風 化 岩 5 

７０ 自然 へ１１０３ 有 安 Ⅰ 睦 寄 町 有 安 60 25 30  12 

７１ 自然 へ１１０５ 有 安 Ⅱ 睦 寄 町 有 安 90 30 30 強 風 化 岩 5 

７２ 自然 へ１１０７ 狸 岩 睦 寄 町 狸 岩 120 40 30  0 

７３ 自然 へ１１０８ 川 原 Ⅰ 故 屋 岡 町 川 原 250 20 30 崩 積 土 7 

７４ 自然 へ１１０９ 神 塚 故 屋 岡 町 神 塚 150 30 30  6 

７５ 自然 へ１１１２ 庄 畑 故 屋 岡 町 古 和 木 190 30 30 強 風 化 岩 7 

７６ 自然 へ１１１４ 内 久 井 Ⅰ 内 久 井 町 元 屋 敷 120 40 35 強 風 化 岩 7 

７７ 自然 へ１１１６ 篠 田 Ⅰ 篠 田 町 ク ゴ ノ 下 260 20 30 火山破屑物 12 

７８ 自然 へ１１１８ 大 谷 七 百 石 町 石 堂 ノ 下 140 20 35 強 風 化 岩 5 

７９ 自然 へ１１１９ 八 代 八 代 町 段 250 55 30 強 風 化 岩 6 

８０ 自然 へ１１２１ 黒 谷 Ⅳ 黒 谷 町 西谷～東谷 230 30 35 強 風 化 岩 22 

８１ 自然 へ１１２２ 南 小 呂 小 呂 町 堂 ノ 本 250 20 30 強 風 化 岩 6 

８２ 自然 へ１１２６ 大 日 七 百 石 町 百 合 ノ 下 100 12 30 強 風 化 岩 5 

８３ 自然 へ１１２７ 殿 垣 Ⅰ 中 筋 町 殿 垣 60 5 30  4 

８４ 自然 へ１１２８ 殿 垣 Ⅱ 中 筋 町 殿 垣 150 20 30  6 

８５ 人工 へ１１２９ 家 ノ 奥 Ⅰ 中 筋 町 家 ノ 奥 50 5 30 強 風 化 岩 1 

８６ 自然 へ１１３０ 中 筋 Ⅰ 中 筋 町  100 10 30 強 風 化 岩 8 

８７ 自然 へ１１３３ 谷 口 高 槻 町 谷 口 120 20 30  12 

８８ 自然 へ１１３５ 上 背 戸 安 国 寺 町 上 背 戸 150 22 30  10 

８９ 自然 へ１１３７ 新 町 梅 迫 町 新 町 100 10 30  6 

９０ 自然 へ１１４０ 鐘 鋳 場 梅 迫 町 鐘 鋳 場 150 40 35  14 

９１ 自然 へ１１４２ 施 福 寺 Ⅰ 上 杉 町 施 福 寺 200 30 30 強 風 化 岩 13 

９２ 自然 へ１１４３ 位 田 Ⅲ 位 田 町 下 位 田 300 5 30 崩 積 土 6 

９３ 自然 へ１１４４ 下 村 Ⅰ 於 与 岐 町 下 村 170 20 30 強 風 化 岩 6 

９４ 自然 へ１１４５ 中 川 原 於 与 岐 町 安 ノ 坂 300 25 30 強 風 化 岩 18 

９５ 自然 へ１１４７ 大 又 於 与 岐 町 大 又 220 40 35 強 風 化 岩 5 

９６ 自然 へ１１４８ 見 内 Ⅰ 於 与 岐 町 下 ノ 谷 110 40 35 強 風 化 岩 7 

９７ 自然 へ１１４９ 見 内 Ⅱ 於 与 岐 町 上 ノ 谷 150 40 30 強 風 化 岩 5 

９８ 自然 へ１１５０ 十 倉 名 畑 十倉名畑町 欠 戸 150 30 30 軟 岩 1 
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９９ 自然 へ１１５１ 井 根 井 根 町 大 田 150 45 30 強 風 化 岩 6 

１００ 自然 へ１１６２ 出 口 西 方 町 出 口 190 20 30  5 

１０１ 人工 へ１１６９ 小 倉 団 地 上 野 町  240 10 30 強 風 化 岩 55 

１０２ 人工 へ１１７２ 上 原 Ⅱ 上 原 町 坂 牧 200 10 30 強 風 化 岩 6 

１０３ 自然 へ１１７５ 宮 ノ 下 宮 代 町 宮 ノ 下 130 10 30 火山破屑物 10 

１０４ 自然 へ１１８８ 城 山 Ⅰ 物 部 町 城 山 110 10 30 火山破屑物 9 

１０５ 自然 へ１０４４ 松 ヶ 崎 Ⅰ 高 津 町 松 ケ 崎 70 30 35   4 

１０６ 自然 へ１０６８ 石 原 Ⅰ 石 原 町 長 畑 300 30 30 強 風 化 岩 4 

１０７ 自然 へ２００１ 有 岡 Ⅳ 有 岡 町 季 ケ 坪 130 10 30 強 風 化 岩 3 

１０８ 自然 へ２００２ 柳 原 Ⅰ 有 岡 町 柳 原 80 15 30  3 

１０９ 自然 へ２００４ 岩 鼻 Ⅰ 有 岡 町 岩 鼻 60 30 40  1 

１１０ 自然 へ２００８ 東 浦 里 町 東 浦 100 20 30  3 

１１１ 自然 へ２００９ 谷 Ⅰ 下 八 田 町 谷 60 15 30  1 

１１２ 自然 へ２０１３ 中 西 口 下 八 田 町 中 西 口 150 30 40  3 

１１３ 自然 へ２０１５ 下 路 城 山 町 下 路 110 20 45  4 

１１４ 自然 へ２０１６ 馬 場 Ⅰ 渕 垣 町 馬 場 70 15 30  2 

１１５ 自然 へ２０１７ 渕 垣 Ⅰ 渕 垣 町 林 ノ 下 100 15 60 崩 積 土 4 

１１６ 人工 へ２０２０ 田 野 Ⅲ 田 野 町 風 久 呂 70 20 30  4 

１１７ 自然 へ２０２２ 岡 倉 Ⅰ 田 野 町 岡 倉 110 10 40  4 

１１８ 自然 へ２０２４ 西 山 田 野 町 西 山 90 10 30  3 

１１９ 自然 へ２０２６ 井 上 寺 Ⅰ 味 方 町 井 上 寺 120 20 30  4 

１２０ 自然 へ２０２８ 鷲 垣 味 方 町  鷲 垣 120 20 40  2 

１２１ 人工 へ２０３０ 旭 Ⅱ 旭 町 妙 見 130 60 40  3 

１２２ 自然 へ２０３３ 肘 谷 十倉志茂町 肘 谷 80 20 35  3 

１２３ 自然 へ２０３４ 小 谷 Ⅱ 十倉志茂町 小 谷 80 50 45  1 

１２４ 自然 へ２０３８ 二 反 田 武 吉 町 二 反 田 120 30 35  3 

１２５ 自然 へ２０３９ 岸 畑 橋 上 町 岸 畑 120 40 35  3 

１２６ 自然 へ２０４２ 寺 ノ 前 橋 上 町 寺 ノ 前 80 10 30  1 

１２７ 自然 へ２０４４ 山 家 東 山 町 山 家 120 10 30  4 

１２８ 自然 へ２０４５ 釜 輪 Ⅰ 釜 輪 町 唐 次 道 上 100 15 30  2 

１２９ 自然 へ２０４６ 釜 輪 Ⅱ 釜 輪 町 上 ヶ 山 70 60 35 強 風 化 岩 1 

１３０ 自然 へ２０４７ 釜 輪 Ⅲ 釜 輪 町 川 原 田 110 50 35 強 風 化 岩 2 

１３１ 自然 へ２０５２ 和 木 Ⅰ 和 木 町 西 ヶ 平 200 20 35 火山破屑物 4 

１３２ 自然 へ２０５３ 菅 上 延 町 菅 60 25 30  1 

１３３ 自然 へ２０５４ 野 山 上 延 町 野 山 50 30 30  4 

１３４ 自然 へ２０５５ 下 山 岡 町 下 山 40 20 40  3 

１３５ 自然 へ２０５７ 梁 谷 安 場 町 梁 谷 80 20 30  2 

１３６ 自然 へ２０６１ 位 田 Ⅳ 位 田 町 宮 ノ 超 110 25 30  3 

１３７ 自然 へ２０６２ 沢 Ⅲ 栗 町 沢 70 20 20  4 

１３８ 自然 へ２０６４ 大 畠 Ⅰ 大 畠 町 東 谷 田 80 20 20  3 

１３９ 自然 へ２０６５ 大 畠 Ⅱ 大 畠 町 東 谷 田 120 30 30  4 

１４０ 自然 へ２０６７ 下 関 今 田 町 下 関 130 20 30  4 

１４１ 自然 へ２０６９ オンドリⅠ 小 西 町 オ ン ド リ 130 30 30  1 

１４２ 自然 へ２０７５ 小 白 井 忠 町 小 白 井 60 30 30  2 

１４３ 自然 へ２０７６ 滝 ノ 口 忠 町 滝 ノ 口 70 20 30  1 

１４４ 自然 へ２０７８ 上 忠 Ⅱ 忠 町 上 忠 150 60 30  4 

１４５ 自然 へ２０７９ 小 山 Ⅱ 忠 町 小 山 90 40 30  1 

１４６ 自然 へ２０８２ 浅 原 Ⅱ 睦 合 町 浅 原 250 100 40 強 風 化 岩 3 

１４７ 自然 へ２０８３ 岩 ノ 元 睦 合 町 岩 ノ 元 60 50 30   3 
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１４８ 自然 へ２０８４ 菖 蒲 谷 Ⅰ 睦 合 町 菖 蒲 谷 70 30 30   1 

１４９ 自然 へ２０８５ 城 下 Ⅰ 八 津 合 町 城 下 110 10 30  4 

１５０ 自然 へ２０８９ 吉 田 Ⅲ 八 津 合 町 吉 田 50 5 30  4 

１５１ 自然 へ２０９０ 清 水 Ⅰ 五 津 合 町 清 水 200 55 40 強 風 化 岩 4 

１５２ 自然 へ２０９１ 森 ノ 下 五 津 合 町 森 ノ 下 140 70 37  4 

１５３ 自然 へ２０９２ 清 水 Ⅱ 五 津 合 町 清 水 100 30 35  4 

１５４ 自然 へ２０９３ 中 地 五 津 合 町 中 地 60 70 35  3 

１５５ 自然 へ２０９５ 小 谷 Ⅲ 五 泉 町 小 谷 140 30 50 強 風 化 岩 4 

１５６ 自然 へ２０９６ 小 谷 Ⅳ 五 泉 町 小 谷 90 45 35  2 

１５７ 自然 へ２０９７ 田 中 五 泉 町 田 中 50 50 30  1 

１５８ 自然 へ２１００ 久 保 五 泉 町 久 保 90 40 30  4 

１５９ 自然 へ２１０２ 別 当 Ⅰ 五 泉 町 別 当 60 30 30  2 

１６０ 自然 へ２１０３ 別 当 Ⅱ 五 泉 町 別 当 60 30 30  1 

１６１ 自然 へ２１０４ 芝 原 五 泉 町 芝 原 100 20 30  3 

１６２ 自然 へ２１０６ 太 郎 垣 五 泉 町 太 郎 垣 150 40 35  4 

１６３ 自然 へ２１０７ 縄 手 五 津 合 町 縄 手 160 10 30  4 

１６４ 自然 へ２１０９ 石 井 睦 寄 町 石 井 50 20 30  1 

１６５ 自然 へ２１１５ 古 屋 Ⅱ 睦 寄 町 古 屋 100 30 35  2 

１６６ 自然 へ２１１６ 草 壁 睦 寄 町 草 壁 50 10 30  3 

１６７ 自然 へ２１１７ 稲 荷 Ⅰ 睦 寄 町 稲 荷 100 50 35  3 

１６８ 自然 へ２１１９ 長 野 Ⅳ 睦 寄 町 長 野 60 35 30  1 

１６９ 自然 へ２１２０ 内 今 竹 睦 寄 町 内 今 竹 80 40 30  1 

１７０ 自然 へ２１２３ 市 場 Ⅱ 睦 寄 町 市 場 120 30 30  2 

１７１ 自然 へ２１２４ 坪 ノ 下 Ⅰ 睦 寄 町 坪 ノ 下 90 40 30  1 

１７２ 自然 へ２１２６ 幸 ノ 神 睦 寄 町 幸 ノ 神 100 10 30  1 

１７３ 自然 へ２１２７ 川 原 Ⅱ 故 屋 岡 町 川 原 60 50 35 崩 積 土 2 

１７４ 自然 へ２１２８ 小 仲 故 屋 岡 町 小 中 80 60 30  3 

１７５ 自然 へ２１２９ 馬 場 Ⅲ 故 屋 岡 町 馬 場 90 15 30  4 

１７６ 自然 へ２１３０ 神 子 谷 故 屋 岡 町 神 子 谷 110 35 35  3 

１７７ 自然 へ２１３２ 田 ノ 谷 光 野 町 田 ノ 谷 200 30 40 強 風 化 岩 4 

１７８ 自然 へ２１３３ 菅 谷 光 野 町 菅 谷 50 30 30  1 

１７９ 自然 へ２１３４ 食 田 光 野 町 食 田 90 30 35  4 

１８０ 自然 へ２１３５ 奥 谷 光 野 町 奥 谷 60 40 30  1 

１８１ 自然 へ２１３６ 原 口 光 野 町 原 口 100 40 35  2 

１８２ 自然 へ２１３９ 平 田 Ⅰ 故 屋 岡 町 平 田 270 40 35  4 

１８３ 自然 へ２１４０ 平 田 Ⅱ 故 屋 岡 町 平 田 80 20 30  2 

１８４ 自然 へ２１４１ 庄 畑 Ⅱ 故 屋 岡 町 庄 畑 70 28 35  3 

１８５ 自然 へ２１４２ 岩 村 故 屋 岡 町 古 和 木 250 30 40 軟 岩 3 

１８６ 自然 へ２１４３ 内 久 井 Ⅱ 内 久 井 町 元 屋 敷 60 15 35  2 

１８７ 自然 へ２１４４ 内 久 井 Ⅲ 内 久 井 町 句 領 田 160 30 50 強 風 化 岩 3 

１８８ 自然 へ２１４５ 内 久 井 Ⅳ 内 久 井 町 句 領 田 90 50 50 強 風 化 岩 3 

１８９ 自然 へ２１４６ 内 久 井 ⅴ 内 久 井 町 元 屋 敷 60 30 30  2 

１９０ 自然 へ２１４９ 安 ノ 谷 別 所 町 安 ノ 谷 90 55 35  2 

１９１ 自然 へ２１５０ 渕 垣 Ⅱ 渕 垣 町 林 ノ 下 110 40 30  3 

１９２ 自然 へ２１５１ 篠 田 Ⅲ 篠 田 町 八 反 堂 70 30 30  1 

１９３ 自然 へ２１５２ 篠 田 Ⅳ 篠 田 摺 ケ 谷 60 20 30  2 

１９４ 自然 へ２１５３ 篠 田 ⅴ 篠 田 町 深 山 100 30 35  3 

１９５ 自然 へ２１５４ 篠 田 Ⅵ 篠 田 町 深 山 100 20 40 強 風 化 岩 2 

１９６ 自然 へ２１５５ 篠 田 Ⅶ 篠 田 町 摺 ケ 谷 50 20 35  1 

１９７ 自然 へ２１５６ 篠 田 Ⅷ 篠 田 町 大 蔵 畑 80 40 35  1 
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１９８ 自然 へ２１５７ 西 谷 八 代 町 西 谷 60 60 30  1 

１９９ 自然 へ２１５８ 北 谷 八 代 町 北 谷 80 50 30  4 

２００ 自然 へ２１５９ 谷 Ⅲ 八 代 町 谷 90 30 30  3 

２０１ 自然 へ２１６０ 黒 谷 Ⅰ 黒 谷 町 タ ド 原 110 50 35  2 

２０２ 自然 へ２１６１ 坪 蔭 星 原 町 坪 蔭 80 20 30  2 

２０３ 自然 へ２１６３ 坪 崎 Ⅱ 星 原 町 坪 崎 80 30 35  2 

２０４ 自然 へ２１６５ 土 井 ノ 内 星 原 町 土 井 ノ 内 100 40 30  3 

２０５ 自然 へ２１６６ 大 迫 Ⅱ 小 呂 町 大 迫 40 30 30  2 

２０６ 自然 へ２１６８ 宮 ヶ 迫 Ⅰ 小 呂 町 宮 ケ 迫 70 20 30  1 

２０７ 自然 へ２１６９ 宮 ヶ 迫 Ⅱ 小 呂 町 宮 ケ 迫 90 10 30  3 

２０８ 自然 へ２１７０ 大 机 Ⅰ 小 呂 町 大 机 70 20 30  2 

２０９ 自然 へ２１７１ 大 机 Ⅱ 小 呂 町 大 机 60 40 30  1 

２１０ 自然 へ２１７４ 宮 ヶ 迫 Ⅳ 小 呂 町 宮 ケ 迫 60 12 30  3 

２１１ 自然 へ２１７５ 西 ノ 谷 上 八 田 町 西 ノ 谷 60 40 40  4 

２１２ 自然 へ２１７８ 寺 垣 上 八 田 町 寺 垣 50 30 30  3 

２１３ 自然 へ２１７９ 西 屋 Ⅰ 上 八 田 町 西 屋 80 35 30  4 

２１４ 自然 へ２１８５ 鳥 ヶ 坪 Ⅱ 七 百 石 町 鳥 ケ 坪 150 20 35  2 

２１５ 自然 へ２１８７ 出 ノ 谷 七 百 石 町 出 ノ 谷 60 20 30  3 

２１６ 自然 へ２１８９ 岼 安 国 寺 町 岼 90 30 30  2 

２１７ 自然 へ２１９２ 延 近 上 杉 町 延 近 110 20 35  3 

２１８ 自然 へ２１９３ 小 嶋 Ⅰ 上 杉 町 小 嶋 60 22 30  1 

２１９ 自然 へ２１９４ 小 嶋 Ⅱ 上 杉 町 小 嶋 90 30 30  1 

２２０ 自然 へ２１９５ 小 嶋 Ⅲ 上 杉 町 小 嶋 100 35 30  2 

２２１ 自然 へ２１９８ 杉 谷 口 上 杉 町 杉 谷 口 70 30 35  3 

２２２ 自然 へ２２００ 下 村 Ⅱ 於 与 岐 町 下 村 200 20 30 強 風 化 岩 4 

２２３ 自然 へ２２０３ 向 坊 Ⅱ 於 与 岐 町 向 坊 60 20 30  1 

２２４ 自然 へ２２０６ 宮 谷 於 与 岐 町 宮 谷 110 40 30  3 

２２５ 自然 へ２２０７ 下 ノ 谷 於 与 岐 町 下 ノ 谷 80 20 30  1 

２２６ 自然 へ２２０９ 見 内 Ⅲ 於 与 岐 町 見 内 70 35 30  1 

２２７ 自然 へ２２１０ カ リ ヤ バ 於 与 岐 町 カ リ ヤ バ 100 40 35  4 

２２８ 自然 へ２２１１ カ ミ ノ 谷 於 与 岐 町 カ ミ ノ 谷 110 20 35  2 

２２９ 自然 へ２２１２ 横 縄 手 十倉名畑町 横 縄 手 100 20 30  2 

２３０ 自然 へ２２１３ 西 大 末 十倉名畑町 東 大 末 200 20 35  4 

２３１ 自然 へ２２１４ 南 ノ 前 Ⅰ 井 根 町 南 ノ 前 150 20 35  4 

２３２ 自然 へ２２１５ 南 ノ 前 Ⅱ 井 根 町 南 ノ 前 100 20 30  4 

２３３ 自然 へ２２１６ 中 筋 Ⅲ 井 根 町 中 筋 110 10 30  3 

２３４ 自然 へ２２１７ 太 田 井 根 町 大 田 130 30 30  3 

２３５ 自然 へ２２１８ 深 新 庄 町 深 60 20 30  3 

２３６ 自然 へ２２１９ 岼 ヶ 上 鍛 冶 屋 町 岼 ノ 上 40 20 30  2 

２３７ 自然 へ２２２０ 三 ノ 宮 鍛 冶 屋 町 三 ノ 宮 90 40 30  2 

２３８ 自然 へ２２２１ 鍛 冶 屋 Ⅰ 鍛 冶 屋 町 奥 150 20 45 火山破屑物 3 

２３９ 自然 へ２２２４ 松 原 小 畑 町 松 原 50 40 30  1 

２４０ 自然 へ２２２５ 原 貝 Ⅱ 小 畑 町 原 貝 90 40 30  4 

２４１ 自然 へ２２２７ 大 迫 Ⅳ 新 庄 町 大 迫 60 22 30  4 

２４２ 自然 へ２２２８ 仲 新 庄 町 仲 60 40 35  3 

２４３ 自然 へ２２３０ 堂 ノ 奥 西 坂 町 堂 ノ 奥 100 20 30  4 

２４４ 自然 へ２２３２ 大 門 西 坂 町 大 門 60 20 30  2 

２４５ 自然 へ２２３９ 物 部 物 部 町 城 山 110 30 35  3 

２４６ 自然 へ２２４０ 茶売ヶ渕Ⅰ 物 部 町 茶 売 ケ 渕 50 20 30  1 
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NO 
傾斜 

区分 
箇所番号 箇所名 大字 小字 延長 高さ 

傾斜

度 
地盤状況 

人家 

戸数 

２４７ 自然 へ２２４１ 茶売ヶ渕Ⅱ 物 部 町 茶 売 ケ 渕 160 40 35  4 

２４８ 自然 へ２２４３ 亀 ヶ 谷 Ⅲ 白 道 路 町 亀 ケ 谷 100 34 30  2 

２４９ 自然 へ２２４７ 岫 ヶ 岐 向 田 町 岫 ケ タ ハ 60 40 35  1 

２５０ 自然 へ２２４８ 石 塚 西 方 町 石 塚 50 20 30  2 

２５１ 自然 へ２２４９ 大 善 西 方 町 大 善 50 30 30  1 

２５２ 自然 へ２２５０ 虫 田 西 方 町 虫 田 100 50 35  1 

２５３ 自然 へ２２５１ 桜 Ⅱ 西 方 町 桜 50 30 35  1 

２５４ 自然 へ２２５２ 多 田 部 Ⅰ 西 方 町 多 田 部 110 30 35  3 

２５５ 自然 へ２２５３ 多 田 部 Ⅱ 西 方 町 多 田 部 110 10 30  1 

２５６ 自然 へ２２５４ 貝 尻 Ⅱ 西 方 町 貝 尻 60 10 30  2 

２５７ 自然 へ２２５８ 篠 田 Ⅸ 仁 和 町 クゴノシタ 150 30 35  4 

２５８ 自然 へ２２６０ 谷 坪 仁 和 町 谷 坪 70 45 35  2 

２５９ 自然 へ２２６２ 林 坊 口 町 林 40 20 30  3 

２６０ 自然 へ２２６５ 出 合 Ⅱ 坊 口 町 出 合 50 25 30  1 

２６１ 自然 へ２２６７ 下 小 谷 老 富 町 下 小 谷 100 30 30  3 

２６２ 自然 へ２２６８ 栃 老 富 町 栃 40 21 35  2 

２６３ 自然 へ２２６９ 堂 ノ 下 Ⅳ 老 富 町 堂 ノ 下 130 20 30  4 

２６４ 自然 へ２２７０ 仏 徳 谷 老 富 町 佛 徳 谷 50 20 35  2 

２６５ 自然 へ２２７１ マ ヤ ゴ Ⅰ 老 富 町 マ ヤ ゴ 100 20 35  4 

２６６ 自然 へ２２７２ マ ヤ ゴ Ⅱ 老 富 町 マ ヤ ゴ 60 40 35  3 

２６７ 自然 へ２２７３ 矢 黒 畑 老 富 町 矢 黒 畑 60 30 35  1 

２６８ 自然 へ２２７４ 市 芧 野 老 富 町 市 芧 野 70 32 35  3 

２６９ 自然 へ２２７５ 在 中 Ⅱ 老 富 町 在 中 130 20 30  1 

２７０ 自然 へ２２７７ 岩 鼻 Ⅲ 有 岡 町 岩 鼻 60 20 40  1 

２７１ 自然 へ２２７８ 黒 岩 Ⅱ 高 倉 町 黒 岩 80 20 40  4 

２７２ 自然 へ２２７９ 渕 垣 Ⅲ とよさか町 渕 垣 100 15 30  3 

２７３ 自然 へ２２８０ 赤 坂 Ⅱ 田 野 町 赤 坂 110 15 30  2 

２７４ 自然 へ２２８１ 倉 谷 Ⅱ 味 方 町  50 30 35  1 

２７５ 自然 へ２３０１ 遊 里 Ⅱ 五 津 合 町 遊 里 110 10 50 火山破屑物 3 

２７６ 自然 へ２３０２ 稲 荷 Ⅱ 睦 寄 町 稲 荷 90 20 35  1 

２７７ 自然 へ２３０７ 西 屋 Ⅱ 上 八 田 町 西 屋 60 40 45  1 

２７８ 自然 へ３００３ 下 替 地 町 下 替 地 町  230 30 30 崩 積 土  

２７９ 自然 へ３００５ 上 延 町 上 延 町  250 60 53 強 風 化 岩  

２８０ 自然 へ３００６ 八 津 合 町 八 津 合 町  170 60 49 強 風 化 岩  

２８１ 自然 へ３００７ 五 津 合 町 五 津 合 町  130 80 63 強 風 化 岩  

２８２ 自然 へ３００８ 故屋岡町Ⅰ 故 屋 岡 町  130 80 63 強 風 化 岩  

２８３ 自然 へ３００９ 故屋岡町Ⅱ 故 屋 岡 町  110 60 42 強 風 化 岩  

２８４ 自然 へ３０１０ 故屋岡町Ⅲ 故 屋 岡 町  440 80 42 強 風 化 岩  

２８５ 自然 へ３０１３ 於 与 岐 町 於 与 岐 町  190 30 48 強 風 化 岩  

２８６ 自然 へ３０１４ 十倉名畑町 十倉名畑町  180 30 59 崩 積 土  

計  ２８６箇所                 
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資料２－５ 急傾斜地崩壊危険区域一覧 

 

危険区域名 所在地 指定年次 
追加指定 
年  次 面積 HA 

宮 代 宮 代 町 昭 ４６   ０．２０ 

神 宮 寺 神 宮 寺 町 昭 ４９   ０．７２ 

黒 谷 Ⅰ 黒 谷 昭 ５４ 昭 ５７ １．６６ 

黒 谷 Ⅱ 黒 谷 昭 ５４   ２．４８ 

上 原 上 原 町 昭 ５６ 昭 ６２ ０．７９ 

野 田 野 田 町 昭 ５６   ０．６２ 

八 津 合 八 津 合 町 昭 ５７   ３．４４ 

庄 睦 寄 町 昭 ５８   ０．６７ 

物 部 物 部 町 昭 ６１  平 １９ １．６５ 

水 梨 水 梨 昭 ６１   ０．２９ 

水 梨 Ⅱ 五 泉 町 昭 ６２   ０．４９ 

見 内 於 与 岐 町 昭 ６３   １．１６ 

中 川 原 於 与 岐 町 昭 ６３   １．６７ 

見 内 Ⅱ 於 与 岐 町 平  １   １．８１ 

梅 迫 梅 迫 町 平  １   ０．６６ 

張 田 十 倉 中 町 平  ２   ０．４５ 

下 村 於 与 岐 町 平  ２   １．０４ 

小 貝 小 貝 町 平  ４ 平 １２ ３．５５ 

位 田 Ⅰ 位 田 町 平  ４   ２．１７ 

庄 畑 故 屋 岡 町 平  ５   １．１８ 

大 又 於 与 岐 町 平  ５   １．８７ 

安 国 寺 安 国 寺 町 平  ６   １．５９ 

中 山 中 山 町 平  ７   ０．９８ 

位 田 Ⅱ 位 田 町 平  ８   １．９０ 

位 田 Ⅲ 位 田 町 平 ２６   ０．３６ 

栗 上 栗 町 平  ８   ０．２５ 

広 瀬 広 瀬 町 平  ８   １．２２ 

大 谷 七 百 石 町 平  ９   ０．９３ 

川 原 故 屋 岡 町 平 １０   １．３８ 

市 野 瀬 Ⅰ 五 泉 町 平 １１   ０．８６ 

市 野 瀬 Ⅱ 五 泉 町 平 １１   ０．４６ 

八 代 八 代 町 平 １２   １．１８ 

渕 垣 渕 垣 町 平 １３   ０．２７ 

篠 田 篠 田 町 平 １４   １．８６ 

上 谷 下 八 田 町 平 １７  ０．９９ 

八 代 Ⅱ 八 代 町 平 １８  ０．２５ 

八 代 Ⅲ 八 代 町 平 １８  ０．３１ 

長 瀬 鷹 栖 町 平 １９  ０．８０ 

八 代 Ⅳ 八 代 町 平 ２０  ０．２８ 

篠 田 Ⅱ 篠 田 町 平 ２２  ０．３４ 

古 和 木 故 屋 岡 町 平 ２２  ０．１５ 

五 泉 五 泉 町 平 ２４  ０．１６ 

老 富 老 富 町 平 ２７  ０．１３ 

井 根 Ⅰ 井 根 町 平 垣 平 ２７  ０．６４ 

井 根 Ⅱ 井 根 町 中 筋 平 ２７  １．５５ 

有 岡 有 岡 町 平 ２８  ０．５８ 
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資料２－６ 山地災害危険地区（山腹崩壊危険地区）一覧 

 
番  号 位     置 

市町村 地 区 市町村 大字 字 

203 1 綾部市 睦寄町 長野石井 

203 2 綾部市 睦寄町 奥ノ谷 

203 3 綾部市 睦寄町 山内在ノ下 

203 4 綾部市 睦寄町 山内家ノ上 

203 5 綾部市 睦寄町 有安細迫 

203 6 綾部市 睦寄町 有安方丈谷 

203 7 綾部市 故屋岡町 川原寺谷 

203 8 綾部市 故屋岡町 小仲小中尻 

203 9 綾部市 故屋岡町 小仲神塚 

203 10 綾部市 故屋岡町 小仲神子谷 

203 11 綾部市 光野町 カミスキ谷 

203 12 綾部市 光野町 田ノ谷上 

203 13 綾部市 光野町 大迫 

203 14 綾部市 光野町 布谷 

203 15 綾部市 光野町 光野在ノ奥 

203 16 綾部市 光野町 原口ノ上 

203 17 綾部市 光野町 
沢田上・舟迫
上 

203 18 綾部市 光野町 舟迫向 

203 19 綾部市 老富町 栃舟迫向 

203 20 綾部市 老富町 栃風呂ノ奥 

203 21 綾部市 老富町 栃迫根 

203 22 綾部市 老富町 大唐内森ノ上 

203 23 綾部市 老富町 大唐内庵ノ谷 

203 24 綾部市 老富町 市茅野下奥谷 

203 25 綾部市 老富町 市茅野小唐内 

203 26 綾部市 老富町 市茅野本風呂 

203 27 綾部市 故屋岡町 古和木石ヶ谷 

203 28 綾部市 故屋岡町 古和木シュリ 

203 29 綾部市 故屋岡町 古和木アゲ谷 

203 30 綾部市 故屋岡町 古和木岩村上 

203 31 綾部市 故屋岡町 古和木庄畑上 

203 32 綾部市 故屋岡町 八代井根ヶ谷 

203 33 綾部市 故屋岡町 八代八代谷 

203 34 綾部市 故屋岡町 八代砂ヶ谷 

203 35 綾部市 睦寄町 有安高風呂 

203 36 綾部市 睦寄町 有安釜戸 

203 37 綾部市 睦寄町 草壁井谷奥 

203 38 綾部市 睦寄町 古屋大岩 

203 39 綾部市 睦寄町 鳥垣在ノ上 

203 40 綾部市 睦寄町 鳥垣今飼ノ上 

203 41 綾部市 睦寄町 志古田久保木 

203 42 綾部市 睦合町 
浅原歩瀬谷・

大谷 

203 43 綾部市 睦合町 本谷 

203 44 綾部市 睦合町 浅原堀尾 

203 45 綾部市 睦合町 浅原夕船 

203 46 綾部市 睦合町 
浅原引廻・向

山 

番  号 位     置 

市町村 地 区 市町村 大字 字 

203 47 綾部市 睦合町 在ノ上外 

203 48 綾部市 八津合町 瀬尾谷後ヶ谷 

203 49 綾部市 五津合町 弓削西山 

203 50 綾部市 五津合町 弓削東山 

203 51 綾部市 睦合町 真野 

203 52 綾部市 
八津合・
睦合町 

西屋・引地西
ノ段・引地谷 

203 53 綾部市 八津合町 
神谷・寺町椿
山 

203 54 綾部市 八津合町 
日置谷・殿片
山村中・村奥 

203 55 綾部市 八津合町 
日置谷・殿片

山片山 

203 56 綾部市 五津合町 遊里朝白 

203 57 綾部市 五津合町 遊里ユリノ山 

203 58 綾部市 五津合町 遊里寺内東 

203 59 綾部市 五津合町 遊里寺内西 

203 60 綾部市 五津合町 清水上ノ山 

203 61 綾部市 五津合町 清水赤谷 

203 62 綾部市 五津合町 清水片瀬 

203 63 綾部市 五津合町 清水鏡谷 

203 64 綾部市 五津合町 清水井関谷 

203 65 綾部市 五津合町 睦志サビシロ 

203 66 綾部市 五津合町 睦志上ノ山 

203 67 綾部市 五津合町 睦志西ノ谷 

203 68 綾部市 五泉町 辻西谷 

203 69 綾部市 五泉町 市之瀬堂野谷 

203 70 綾部市 五泉町 市之瀬大迫 

203 71 綾部市 五泉町 市之瀬大迫 

203 72 綾部市 五泉町 市之瀬別当 

203 73 綾部市 五泉町 市之瀬芝原谷 

203 74 綾部市 五泉町 市之瀬堂野谷 

203 75 綾部市 五泉町 水梨田中 

203 76 綾部市 五泉町 水梨細谷 

203 77 綾部市 五泉町 市志兵谷 

203 78 綾部市 五泉町 市志大小屋 

203 79 綾部市 五泉町 市志小谷尾 

203 80 綾部市 五泉町 市志岡山 

203 81 綾部市 
十倉志茂

町 
境ノ奥 

203 82 綾部市 
十倉志茂

町 
大栗 

203 83 綾部市 

十倉志

茂・十倉
中町 

寺ノ上・池ノ
谷 

203 84 綾部市 十倉中町 森林 

203 85 綾部市 十倉向町 イヤ谷 

203 86 綾部市 
十倉名畑

町 
久瀬谷 

203 87 綾部市 
十倉名畑

町 
古気良谷 

203 88 綾部市 井根町 ユマチ 
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番  号 位     置 

市町村 地 区 市町村 大字 字 

203 89 綾部市 井根町 奥山・寺ノ段 

203 90 綾部市 武吉町 藤薮・中山 

203 91 綾部市 佃町 ウエ山 

203 92 綾部市 佃町 
山ノ神・東ヶ
谷 

203 93 綾部市 忠町 段ノ下 

203 94 綾部市 忠町 坊ノ奥 

203 95 綾部市 忠町 滝ノ森 

203 96 綾部市 武吉町 雑子林 

203 97 綾部市 野田町 西ノ谷 

203 98 綾部市 野田町 須知山 

203 99 綾部市 野田町 須知山 

203 100 綾部市 野田町 井根山 

203 101 綾部市 味方町 竜仏 

203 102 綾部市 味方町 アミダジ 

203 103 綾部市 味方町 アミダジ 

203 104 綾部市 田野町 山王 

203 105 綾部市 田野町 西側 

203 106 綾部市 田野町 愛宕 

203 107 綾部市 田野町 愛宕 

203 108 綾部市 上野町 藤山・本宮山 

203 109 綾部市 神宮寺町 藤兵衛谷 

203 110 綾部市 井倉町 須ヶ谷 

203 111 綾部市 井倉町 一ノ丸 

203 112 綾部市 岡町 日向外 

203 113 綾部市 上延町 岩鼻 

203 114 綾部市 高津町 古路ヶ谷 

203 115 綾部市 高津町 古路ヶ谷 

203 116 綾部市 高津町 菅谷外 

203 117 綾部市 西原町 平井 

203 118 綾部市 西原町 宮ノ谷 

203 119 綾部市 和木町 西和木谷 

203 120 綾部市 和木町 西ヶ平 

203 121 綾部市 鷹栖町 梨迫山 

203 122 綾部市 鷹栖町 東倉ヶ谷 

203 123 綾部市 旭町 一ノ谷 

203 124 綾部市 橋上町 太谷 

203 125 綾部市 旭町 鍋倉・玉子 

203 126 綾部市 旭町 中ノ谷 

203 127 綾部市 旭町 本谷 

203 128 綾部市 橋上町 榎畠 

203 129 綾部市 橋上町 小熊 

203 130 綾部市 橋上町 小屋ヶ谷 

203 131 綾部市 広瀬町 城山 

203 132 綾部市 釜輪町 努多ヶ成 

203 133 綾部市 釜輪町 薬師前・宮尾 

203 134 綾部市 戸奈瀬町 
段ノ尾・戸奈
瀬谷 

203 135 綾部市 下替地町 山根 

203 136 綾部市 下替地町 柳木迫 

203 137 綾部市 上原町 才ノ谷・松尾 

番  号 位     置 

市町村 地 区 市町村 大字 字 

203 138 綾部市 下原町 念五郎谷 

203 139 綾部市 
安国寺・

梅迫町 
濃谷・崩 

203 140 綾部市 梅迫町 鐘鋳場崩 

203 141 綾部市 梅迫町 大野石子 

203 142 綾部市 梅迫町 岫 

203 143 綾部市 上杉町 延近清水奥 

203 144 綾部市 上杉町 久保下桑替 

203 145 綾部市 上杉町 施福寺矢野谷 

203 146 綾部市 上杉町 
久保坂原・戸
谷 

203 147 綾部市 上杉町 施福寺戸谷 

203 148 綾部市 上杉町 鳥居野日向後 

203 149 綾部市 上杉町 鳥居野日后 

203 150 綾部市 高槻町 西山 

203 151 綾部市 高槻町 北山 

203 152 綾部市 八代町 段 

203 153 綾部市 八代町 藤角 

203 154 綾部市 黒谷町 向イ山 

203 155 綾部市 黒谷町 西谷 

203 156 綾部市 黒谷町 樋ノ口 

203 157 綾部市 於与岐町 見内向山 

203 158 綾部市 於与岐町 見内日向山 

203 159 綾部市 於与岐町 見内松尾 

203 160 綾部市 於与岐町 下村仲山口 

203 161 綾部市 於与岐町 中川原迫田奥 

203 162 綾部市 於与岐町 中川原安ノ坂 

203 163 綾部市 於与岐町 大又西向北 

203 164 綾部市 於与岐町 大又宮ノ口 

203 165 綾部市 於与岐町 大又中山 

203 166 綾部市 里町 築宮 

203 167 綾部市 多田町 丸山 

203 168 綾部市 有岡町 若宮・御領 

203 169 綾部市 高倉町 奥路 

203 170 綾部市 有岡町 東山 

203 171 綾部市 星原町 坪カゲ 

203 172 綾部市 小呂町 横尾 

203 173 綾部市 小呂町 中尾小谷 

203 174 綾部市 上八田町 佐々里小畑奥 

203 175 綾部市 中筋町 烏尾，西屋 

203 176 綾部市 中筋町 向山 

203 177 綾部市 上八田町 勢期ヒシロ 

203 178 綾部市 上八田町 高垣 

203 179 綾部市 上八田町 勢期寺垣 

203 180 綾部市 七百石町 小銚子 

203 181 綾部市 七百石町 山達 

203 182 綾部市 七百石町 二俣迫 

203 183 綾部市 七百石町 糀屋谷 

203 184 綾部市 中筋町 東大安宮ノ谷 

203 185 綾部市 中筋町 大安下茶臼 

203 186 綾部市 下八田町 柿差 
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番  号 位     置 

市町村 地 区 市町村 大字 字 

203 187 綾部市 下八田町 柿差 

203 188 綾部市 下八田町 田ノ前 

203 189 綾部市 下八田町 
橋谷口・橋谷
奥 

203 190 綾部市 篠田町 赤ハゲ 

203 191 綾部市 篠田町 
小西・八反堂
深山 

203 192 綾部市 篠田町 才ノ下 

203 193 綾部市 別所町 神宮谷 

203 194 綾部市 別所町 大西口 

203 195 綾部市 別所町 御用柿 

203 196 綾部市 別所町 御用柿 

203 197 綾部市 向田町 深田ヶ奥 

203 198 綾部市 向田町 貝谷 

203 199 綾部市 志賀郷町 迎山 

203 200 綾部市 向田町 滝 

203 201 綾部市 仁和町 大畑・薮ノ谷 

203 202 綾部市 仁和町 薮ノ谷 

203 203 綾部市 西方町 南側 

203 204 綾部市 西方町 北側 

203 205 綾部市 西方町 北側 

203 206 綾部市 西方町 北側 

203 207 綾部市 西方町 南側 

203 208 綾部市 西方町 南側 

203 209 綾部市 西方町 南側 

203 210 綾部市 西方町 北側 

203 211 綾部市 西方町 北側 

203 212 綾部市 仁和町 北側 

203 213 綾部市 仁和町 北側 

203 214 綾部市 坊口町 尾ノ内 

203 215 綾部市 坊口町 尾ノ内 

203 216 綾部市 金河内町 山尾 

203 217 綾部市 金河内町 山尾 

203 218 綾部市 金河内町 東谷 

203 219 綾部市 金河内町 大迫 

203 220 綾部市 内久井町 元屋敷 

203 221 綾部市 内久井町 日和 

番  号 位     置 

市町村 地 区 市町村 大字 字 

203 222 綾部市 内久井町 奥山 

203 223 綾部市 内久井町 奥山 

203 224 綾部市 内久井町 奥山 

203 225 綾部市 西坂町 清水山 

203 226 綾部市 西坂町 清水山 

203 227 綾部市 西坂町 清水山 

203 228 綾部市 西坂町 宝勺 

203 229 綾部市 西坂町 鴻巣 

203 230 綾部市 新庄町 赤尾 

203 231 綾部市 新庄町 下山 

203 232 綾部市 物部町 下山 

203 233 綾部市 白道路町 高浪 

203 234 綾部市 白道路町 向内 

203 235 綾部市 私市町 西谷 

203 236 綾部市 小貝町 岩ヶ鼻 

203 237 綾部市 石原町 坊ヶ谷 

203 238 綾部市 小西町 ナル下 

203 239 綾部市 小西町 北山 

203 240 綾部市 鍛治屋町 市ヶ後 

203 241 綾部市 小西町 中山 

203 242 綾部市 鍛治屋町 空山 

203 243 綾部市 小畑町 宗谷 

203 244 綾部市 小畑町 別所 

203 245 綾部市 小畑町 原貝 

203 246 綾部市 今田町 唐部山 

203 247 綾部市 大畠町 一ノ丸 

203 248 綾部市 大畠町 向日山 

203 249 綾部市 位田町 岡倉 

203 250 綾部市 豊里町 福垣 

203 251 綾部市 栗町 裏山 

203 252 綾部市 栗町 城山 

203 253 綾部市 位田町 浦壁・田岸 

203 254 綾部市 位田町 岩井 

203 255 綾部市 位田町 細谷 
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資料２－７ 地すべり危険箇所、地すべり防止区域 

 

 

【地すべり危険個所】 

箇所名 所 在 地 
危険箇 

所面積 
地質条件 

被害想定 

区域面積 

上位田 位田町上位田 ９．３HA 粘土岩・輝緑凝灰岩 １７．１HA 

石 隈 新庄町石隈 ７．６HA 粘板岩 ７．６HA 

上 林 八津合町西屋 ２５．８HA 粘土岩・輝緑凝灰岩 ２５．８HA 

 

 

【地すべり防止区域】 

区域名 所在地 防止区域面積 指定年月日及び番号 

上林 睦合・八津合 １７．３８HA 昭和 37 年 3 月 1 日建設省告示 第 387 号 
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 資料２－８ 災害危険箇所調査票 

 

調査票の記入要領（様式） 

 (1) 番 号  

    通し番号を記入し、危険箇所地図に表示する番号と同一とする。 

 (2) 危険度   

     危険度は、次により区分する。 

   Ａランク……人命、住家等に多大なる被害を与えることが予想される著しく危険な箇所  

Ｂランク……人命、住家、公共施設等に被害を与えることが予想される危険な箇所 

  Ｃランク……急迫の被害は予想されないが、現状のままに放置しておけば、人命、住家、        

公共施設等に被害を与えることが予想される危険な箇所 

  Ｄランク……急迫の被害は予想されないが、現状のままに放置しておけば、人命、住家には

影響がなくとも、公共施設、田畑、山林等に被害を与えることが予想 される

危険な箇所 

  (3) 災害の種別 

   河川（記入例－○○川溢水による床上床下浸水、○○川堤防決壊による……等） 

   ため池（記入例－○○池決壊による、○○池漏水による……等） 

   道路（記入例－○○山崩土、落石による○○道不通、○○道路冠水による不通…等） 

   危険宅地、造成地（記入例－擁壁亀裂、裏山崩壊……等） 

   採石、山砂利採取場（記入例－山腹崩壊、土砂流出、道路河川への影響……等） 

   地すべり（記入例－隆起、滑動……等） 

   急傾斜地（記入例－亀裂、崖面崩壊……等） 

   低地浸水（記入例－床上床下浸水……等） 

 (4) 過去の被災 

   過去の主要災害を記入する。 

 (5) 現況及び対策その他 

   おおむね次のとおり区分される。 

   応 急 措 置 － 災害期を前に実施する応急措置を記入 

   当面の措置 － 応急措置とともに住民の生命と財産を守るため、事前に連絡体制、避難

計画、活動体制等の計画を記入 

   恒 久 対 策 － 防災工事、河川改修事業等長期対策を記入 

   問  題  点 － 措置不能等の理由を記入 

   そ  の  他 － 業者に対する指示、指導の方法、内容等を記入 
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  様 式           年度災害危険箇所調査票                  

                                         年  月  日調査 
 

番号 危険度 災害種別 所 在 地 
災害予想 

過去の被災 避難所等 
現況及び 

対策その他 世帯 人口 
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資料２－９ 重要水防区域、河川重点警戒箇所 

（１） 国土交通省重要水防箇所  

国土交通省重要水防箇所評定基準 
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（２）京都府重要水防区域 

京 都 府 重 要 水 防 区 域 （ 箇 所 ） の 指 定 基 準  

昭和 54 年 2 月 9 日付け４河第８６号 

各土木事務所長あて 土木建築部長 

 

１．重要水防区域（箇所）の指定 

重要水防区域は、出水時に危険が予想され注意すべき区域をあらかじめ知らせるため指定するも

のであり、流下能力・堤防強度及び背後地の重要性等を考慮し水防活動の指針となるように水防上

有効な区域を指定するものである（昭和 42 年 11 月 27 日付け２河第４００号通達「重要水防区域

及び特に危険な区域の指定基準」は廃止する）。 

２．重要水防区域（箇所）の指定基準 

指定は次表の種別のいずれかに該当し、かつ過去の被害実績等を勘案して行うものとする。 

 

重要水防区域（箇所）の指定基準 

種別 重要水防区域（箇所） 適    用 

流下能力 

流下能力が年超過確率１／３相当流量以下の区域（箇所） 

 

 

 

高潮区間あるいは湖沼等で被害の

予想される場合には、別に定める

基準水位を基に危険個所を定める

ものとする。 

堤防断面 堤防断面が一連の堤防のうち部分的に不足している箇所  

堤体強度 

提体あるいは基礎地盤の土質が不良等のため法崩壊、急激な

沈下等の実績があり且つ予想される区域、あるいは長時間の

降雨又は洪水の継続により堤体強度に危険が予想される区域 

過去において破堤の実績のある箇

所及び旧河道あとで堤体の強度上

不安が予想される区域を含む。 

漏  水 
堤体あるいは基礎地盤より漏水の実績がある区域又はその恐

れがある区域 
 

水  衝 

洪水時の水衝部となり、堤防、護岸等の河川管理施設等が破

損され、破堤又は重大な決壊等の実績がある区域又は予想さ

れる区域 

護岸施設等で、老朽等により効力

が著しく減じている区域も考慮す

る。 

洗  掘 

堤脚、護岸等の根固が現在洗掘されている箇所又は水制等が

破損している個所で危険が予想される区域 

 

 

 

橋台取付部やその他の工作物の突

出による堤体洗掘についても考慮

する。なお、波浪による河岸決壊

により危険を頻した実績のある区

域も含む。 

工事施工 

水門、樋門、樋管等の工作物を施工中のもので、堤防を横断

して開削している箇所。築壊、掘削工事等のため、堤防を横

断方向に開削している箇所（巾員４ｍ以上の陸のある場合も

含む）。その他工事施工に伴い一時的ではあるが危険と思われ

る箇所 

 

工 作 物 

取水堰、樋門、樋管、橋梁等の堤防横断工作物及び河川工作

物で不等沈下、漏水、流水疎通の障害等が認められる箇所又

は予想される箇所 

 

補 足 説 明 

(1) 年超過確率１／３とは、昭和４７年の出水規模程度である。 

(2) 重要水防区域のうち次に示す場合は「特に重要な区域（箇所）」として指定するものとする。 

重要水防区域のうちその危険の程度が著しく、かつ背後地に人家が存し多大な被害が    

生じると予想される区域（箇所） 
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京 都 府 重 要 水 防 区 域 調 書 

 

中丹東土木事務所 

図面 

対象 

番号 

水系名 河 川 名 
担当水防 

管理団体 

（うち、特に重要な区域） 

重 要 水 防 区 域 延 長 

ｍ 

予想被害原因 

及 び 

予想水防工法 

備 考 
左右 

岸別 
区  間 

１ 由 良 川 犀      川 綾 部 市 (左) 

左右 

(物部橋付近) 

物部町西坂川合流点から金屋橋 

50 

各   800 

溢水:積土俵 水防警報 

２ 〃 八 田 川 〃 (左右) 

左右 

(八幡橋より上流) 

安国寺町石田橋から梅追町増水橋 

各   200 

各 1,300 

溢水:積土俵 水防警報 

３ 〃 田 野 川 〃 左右 上野町池田橋から小倉橋 各   800   

４ 〃 上 林 川 〃 左  忠町下忠橋から上忠橋 200  水防警報 

５ 〃 〃 〃  右 睦寄町睦寄橋から兼里橋 210  水防警報 

６ 志 楽 川 志 楽 川 舞 鶴 市 左 市場地内市場橋から JR 小浜線鉄橋 100  水防警報 

７ 〃 〃 〃  右 泉源寺地内安岡橋から市場橋 2,700  水防警報 

８ 〃 堀   川 〃 (左右) 

左右 

(泉源寺地内愛宕小橋上流 50m) 

泉源寺地内愛宕小橋上流 200m 

各    50 

各   200 

溢水:竹流し  

９ 朝 来 川 朝 来 川 〃  右 朝来新橋から朝来川橋 2,600   

１０ 祖母谷川 祖 母 谷 川 〃  右 溝尻地内富士橋から朝潮橋 150   

１１ 伊佐津川 伊 佐 津 川 〃 (左) 

左右 

(大内地内) 

七日市地内九枠橋下流 

1,000 

各 2,400 

溢水:積土俵 水防警報 

１２ 〃 青 谷 川 〃 左 今田地内池内川合流点上流 20   

１３ 〃 池 内 川 〃  右 今田地内 300   

１４ 〃 米 田 川 〃  (右) 

 右 

(南上安地内) 

南上安地内 

250 

250 

決壊:積土俵 水防警報 

１５ 高 野 川 高 野 川 〃 左右 河口から堀上橋 各   750   

１６ 〃 〃 〃  (右) 

 右 

(KTR 宮津線野村寺鉄橋から女布川) 

KTR宮津線野村寺鉄橋から女布川 

1,000 

2,300 

溢水:積土俵  

１７ 〃 〃 〃  (右) 

 右 

(河原地内) 

奥城屋地内 

20 

100 

決壊:竹流し  

１８ 〃 女 布 川 〃  (右) 

 右 

(京田地内) 

女布地内から高野川合流点 

600 

1,500 

溢水:積土俵  

１９ 福 井 川 福 井 川 〃 (左) 

左 

(国道１７５号福井橋上流) 

国道１７５号福井橋上流 

100 

800 

溢水:積土俵  

２０ 由 良 川 土 佐 川 〃 (右) 

  右 

(ＫＴＲ宮津線鉄橋上流) 

ＫＴＲ宮津線鉄橋上流 

150 

150 

決壊:積土俵  

 

計 

   (１２) 

２６ 

 3,670 

23,880 
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（３）京都府河川重点警戒箇所 

区分① ：高さ２ｍ以上の築堤区間で、かつ人家が連たんする区間 

区分② ：近年の台風や集中豪雨等により、溢水や越水等により人家連たん部で浸水被害が生じた 区

域内の区間（区分①を除く） 

 

京 都 府 河 川 重 点 警 戒 箇 所 調 書 

 

中丹東土木事務所管内 

図面 

対象 

番号 

水系名 河川名 
担当水防管理 

団体 

河川重点警戒箇所 
延 長 

ｍ 
区分 

重要水防区 

域との重複 
備 考 

左右 

岸別 
区  間 

 1 由良川 古和木川 綾部市 左  右 
故屋岡町平田(平垣橋～ 

朝根橋) 
各 500 ①   

 2 〃 上林川 〃   右 
十倉志茂～十倉中(野田 

地先～戸谷橋) 
 1,100 ①   

 3 〃 上林川 〃   右 
八津合町西屋(西屋 37地 

先～日置谷川合流) 
 1,200 ①   

 4 〃 上林川 〃   右 
五津合町大町(畑口川合 

流～井堰) 
 700 ①   

 5 〃 上林川 〃   右 
睦寄町市場前(愛宕橋～ 

兼里橋) 
 1,000 ① 一部区間  

 6 〃 上林川 〃 左   
睦寄町有安(兼里橋～ 

有安橋) 
 300 ①   

 7 〃 上林川 〃   右 
故屋岡町三反田(前川橋 

～八代橋) 
 600 ①   

 8 〃 上林川 〃   右 
故屋岡町小仲下(小仲橋 

～神塚橋) 
 900 ①   

 9 〃 犀川 〃   右 小貝町坪(小貝橋～石原橋)  300 ①   

 10 伊佐津川 伊佐津川 舞鶴市 左 

大内～京田(JR 舞鶴線橋 

梁下流～JR 舞鶴線橋梁 

上流） 

 3,220 ① 一部区間  

 11 高野川 高野川 〃 左  右 引土(出雲谷橋～茶臼山橋) 各 300 ①   

 12 祖母谷川 祖母谷川 〃   右 
溝尻町(田口橋付近～溝尻 

橋付近) 
 900 ①   

 13 与保呂川 与保呂川 〃 
左 行永  900 ①   

  右 〃  950 ①   

計  ７河川     13,670    
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資料２－１０ 防災重点農業用ため池一覧 

ため池名 所 在 地 

規 模 防災重点 
農業用た 
め池選定
理 由 

流域面積 

(ha) 

堤頂幅 

(m) 

堤高 

(m) 

堤長 

(m) 

貯水量 

(千㎥) 

又池 味方町 9.40 4.00 5.40 40.00 12.00 ① 

奥の谷池 味方町 13.30 3.10 7.60 60.00 25.00 ③ 

竜仏池 味方町 6.00 3.20 6.40 46.00 3.40 ① 

山の神池 上延町 19.60 3.50 3.50 89.00 12.00 ② 

東の段池 安場町 7.00 2.50 4.10 37.00 3.80 ④ 

戸石下池 位田町 1.60 3.50 5.80 56.00 13.50 ③ 

福垣上池 豊里町 2.00 2.00 5.00 32.00 0.90 ① 

舘新池 舘町 179.80 6.00 6.00 87.00 28.00 ③ 

小西上池 小西町 26.00 4.00 3.60 97.00 17.00 ④ 

奥の畑池 小西町 6.00 3.00 6.90 40.00 2.70 ① 

寺内池 鍛治屋町 37.00 2.50 11.09 63.60 32.17 ② 

深田池 小畑町 2.20 2.20 4.69 34.20 0.87 ① 

紺屋谷池 小畑町 3.00 2.50 5.50 38.00 2.70 ① 

姥ヶ池 私市町 3.00 3.00 2.03 31.00 1.55 ① 

早間池 物部町 49.37 2.50 7.50 142.00 79.50 ④ 

鳶ヶ谷池 物部町 7.30 3.70 5.80 40.00 20.00 ② 

市ヶ坪池 物部町 7.70 3.50 2.72 67.00 8.72 ② 

口山王池 西坂町 10.40 2.00 4.99 62.70 5.01 ① 

三本松池 新庄町 2.00 2.80 5.70 36.00 23.50 ② 

北谷池 新庄町 4.00 2.00 4.20 40.00 1.50 ① 

新宮池 新庄町 8.00 2.00 3.00 56.00 2.00 

 

① 

大畑池 白道路町 33.98 4.00 9.00 103.00 25.00 ② 

門谷池 白道路町 20.26 2.80 6.80 90.00 30.00 ② 

普光寺池 志賀郷町 35.00 4.60 8.70 95.00 28.00 ③ 

市殿口池 志賀郷町 2.00 1.50 4.60 34.00 0.70 ④ 

鳥居奥池 金河内町 10.70 3.50 10.00 71.00 12.00 ② 

矢保根池 西方町 15.20 4.50 10.00 49.00 27.00 ③ 

長尾池 西方町 15.00 2.00 5.00 103.00 20.00 ④ 

破堰池 有岡町 15.60 3.00 8.06 59.00 20.44 ④ 

焼山上池 多田町 11.40 4.00 7.09 74.20 30.40 ② 

焼山下池 多田町 14.50 2.80 4.56 74.00 19.24 ② 

八重坂池 上八田町 38.38 3.00 5.40 91.00 26.00 ② 

白田池 七百石町 3.67 3.20 6.00 54.00 24.00 ① 

宮の谷池 中筋町 12.00 3.15 6.15 54.60 5.44 
 

① 

ヨゴミ池 岡安町 2.00 4.00 3.40 26.00 1.20 ④ 

清水奥池 上杉町 2.00 4.00 8.60 51.00 12.00 ④ 

東谷池 上杉町 1.00 2.00 5.80 29.00 2.00 ② 

奥池 鷹栖町 32.00 3.90 8.93 68.40 18.00 ② 

鷹栖新池 鷹栖町 17.00 2.60 
 

11.23 49.50 13.00 ③ 

堂の奥池 下八田町 37.49 4.00 11.13 85.00 48.00 ② 
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鍛治屋池 下原町 11.70 2.90 6.43 56.70 4.81 ① 

井根奥池 上原町 14.30 2.60 11.80 45.40 18.01 ② 

片山池 八津合町 3.00 2.00 3.90 60.00 2.00 ① 

防災重点農業用ため池選定条件：①ため池から１００ｍ未満の浸水区域内に家屋、公共施設等があるもの 

                      ②ため池から１００ｍ～５００ｍの浸水区域内に家屋、公共施設等があり、

かつ貯水量１，０００㎥以上のもの 

③ため池から５００ｍ以上の浸水区域内に家屋、公共施設等があり、かつ

貯水量５，０００㎥以上のもの  

④地形条件、家屋等との位置関係、維持管理の状況等から都道府県及び 

 市町村が必要と認めるもの 



資 料 編 

２ 危険箇所等 

資-2-38 

資料２－１１ 土砂災害警戒区域指定状況一覧 

 

地区名 急傾斜地 土石流 地すべり 合計 指定年度 

故 屋 岡 町 ３４ ２０  ５４ 平成１９、２０年度 

光 野 町 １８ １８  ３６ 平成１９年度 

老 富 町 ２０ １８  ３８ 平成１９年度 

睦 寄 町 ５２ ３８  ９０ 平成２０年度 

五 泉 町 ２３ １６  ３９ 平成２１年度 

五 津 合 町 ２７ ２６  ５３ 平成２１年度 

八 津 合 町 １９ ２０ １ ４０ 平成２１、２７年度 

睦 合 町 ２７ ２２  ４９ 平成２１年度 

十 倉 向 町 ３ ３  ６ 平成２２年度 

忠 町 １０ ６  １６ 平成２２年度 

佃 町 ３ ５  ８ 平成２２年度 

武 吉 町 １１ ６  １７ 平成２２年度 

十 倉 名 畑 町 １０ １  １１ 平成２２年度 

井 根 町 １３ ９  ２２ 平成２２年度 

十 倉 志 茂 町 ７ ６  １３ 平成２２年度 

十 倉 中 町 ６ １  ７ 平成２２年度 

広 瀬 町 １０ １  １１ 平成２２年度 

橋 上 町 ６ ３  ９ 平成２２年度 

釜 輪 町 １４ １  １５ 平成２２年度 

戸 奈 瀬 町 １３ ３  １６ 平成２２年度 

旭 町 １６ １４  ３０ 平成２２年度 

鷹 栖 町 ８ ５  １３ 平成２２年度 

東 山 町 ７ １  ８ 平成２２年度 

上 原 町 ８ ２  １０ 平成２２年度 

西 原 町 ３ ３  ６ 平成２２年度 

下 原 町 １１ ６  １７ 平成２２年度 

和 木 町 １５ ５  ２０ 平成２２年度 

下 替 地 町 ８ １  ９ 平成２２年度 

志 賀 郷 町 ７ ７  １４ 平成２３年度 

向 田 町 ４ ３  ７ 平成２３年度 

篠 田 町 １３ ２５  ３８ 平成２３年度 

別 所 町 ９ １１  ２０ 平成２３年度 

内 久 井 町 ７ １１  １８ 平成２３年度 

金 河 内 町 ５ ７  １２ 平成２３年度 

坊 口 町 １３ ６  １９ 平成２３年度 

仁 和 町 ４ ４  ８ 平成２３年度 

西 方 町 ２６ ３２  ５８ 平成２３年度 

物 部 町 １１ ５  １６ 平成２４年度 

西 坂 町 ２４ ３５  ５９ 平成２４年度 

新 庄 町 １１ ７ １ １９ 平成２４、２７年度 

白 道 路 町 １０ １３  ２３ 平成２４年度 

 

 

中 山 町 ６ ３ 

 

 ９ 平成２４年度 

安 国 寺 町 ９ 

 

６  １５ 平成２４年度 

梅 迫 町 ８ ８  １６ 平成２４年度 

高 槻 町 ７ ３  １０ 平成２４年度 

上 杉 町 １９ ２４  ４３ 平成２４年度 

 

 

於 与 岐 町 ５２ ３７  ８９ 平成２４年度 

黒 谷 町 ８ ９  １７ 平成２４年度 

 

 

八 代 町 １１ ６  １７ 平成２４年度 

 

 

七 百 石 町 １９ １４  ３３ 平成２５年度 

岡 安 町 ３   ３ 平成２５年度 

上 八 田 町 ７ ３  １０ 平成２５年度 

下 八 田 町 １１ ８  １９ 平成２５年度 

中 筋 町 ２０ １４  ３４ 平成２５年度 

渕 垣 町 １４ １  １５ 平成２５年度 

と よ さ か 町 ５ ５  １０ 平成２５年度 
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資料２－１１ 土砂災害警戒区域指定状況一覧 

 

地区名 急傾斜地 土石流 地すべり 合計 指定年度 

小 呂 町 １８ ９  ２７ 平成２５年度 

星 原 町 ８ ９  １７ 平成２５年度 

桜 が 丘 ４   ４ 平成２５年度 

有 岡 町 １３ ６  １９ 平成２５年度 

多 田 町 ３ ２  ５ 平成２５年度 

城 山 町 １   １ 平成２５年度 

高 倉 町 ５ ２  ７ 平成２５年度 

里 町 ４ １  ５ 平成２５年度 

位 田 町 １３ １１ １ ２５ 平成２６、２７年度 

小 畑 町 １４ １４  ２８ 平成２７年度 

鍛 治 屋 町 ９ ４  １３ 平成２７年度 

今 田 町 ２ １  ３ 平成２７年度 

小 貝 町 １ １  ２ 平成２７年度 

私 市 町 ２ ４  ６ 平成２７年度 

小 西 町 １１ ５  １６ 平成２７年度 

豊 里 町 １   １ 平成２７年度 

大 畠 町 ３ ４  ７ 平成２７年度 

栗 町 ６ ２  ８ 平成２７年度 

舘 町 ２ １  ３ 平成２７年度 

石 原 町 ３ １  ４ 平成２７年度 

安 場 町 １１ ８  １９ 平成２６年度 

高 津 町 ９ ８  １７ 平成２７年度 

上 延 町 ７ ６  １３ 平成２７年度 

大 島 町 ５ ４  ９ 平成２７年度 

岡 町 ２ ３  ５ 平成２７年度 

上 野 町 １０ ５  １５ 平成２６、２７年度 

野 田 町 ２ ４  ６ 平成２６年度 

本 宮 町 １   １ 平成２７年度 

寺 町 ４ １  ５ 平成２７年度 

田 野 町 １９ １９  ３８ 平成２７年度 

新 町 １   １ 平成２７年度 

神 宮 寺 町 ６ １  ７ 平成２７年度 

宮 代 町 ６ １  ７ 平成２７年度 

味 方 町 １０ ３  １３ 平成２７年度 

計 ９６１ ７０７ ３ １，６７１  
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資料２－１２ 土砂災害警戒区域指定箇所一覧（急傾斜地） 

指定年月日 区域番号 区域名 所在地 区域指定の種類 

H20.3.25 

へ１１０８ 川原Ａ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１０９－１ 神塚Ａ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１０９－２ 神塚Ｂ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１１２ 庄畑Ａ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１２７ 川原Ｂ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１２８－１ 小仲Ａ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１２８－２ 小仲Ｂ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１２９－１ 馬場Ａ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１２９－２ 馬場Ｂ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１２９－３ 馬場Ｃ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１２９－４ 馬場Ｄ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１２９－５ 馬場Ｅ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３０－１ 神子谷Ａ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３０－２ 神子谷Ｂ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３０－３ 神子谷Ｃ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３０－４ 神子谷Ｄ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３９－１ 平田Ａ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３９－２ 平田Ｂ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３９－３ 平垣Ａ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３９－４ 平垣Ｂ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３９－５ 平垣Ｃ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３９－６ 平垣Ｄ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４０－１ 平田Ｃ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４０－２ 平田Ｄ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４０－３ 平田Ｅ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４１－１ 庄畑Ｂ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４１－２ 庄畑Ｃ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４２－１ 岩村Ａ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４２－２ 岩村Ｂ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４２－３ 岩村Ｃ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ３０１０－１ 故屋岡町Ａ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ３０１０－２ 故屋岡町Ｂ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３２－１ 田ノ谷Ａ 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３２－２ 田ノ谷Ｂ 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３２－３ 田ノ谷Ｃ 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３３－１ 菅谷Ａ 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３３－２ 菅谷Ｂ 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３４－１ 食田Ａ 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３４－２ 食田Ｂ 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３４－３ 食田Ｃ 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３４－４ 食田Ｄ 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３４－５ 食田Ｅ 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３４－６ 食田Ｆ 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３４－７ 食田Ｇ 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３５ 奥谷 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３６－１ 原口Ａ 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３６－２ 原口Ｂ 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３６－３ 原口Ｃ 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３６－４ 原口Ｄ 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１３６－５ 原口Ｅ 光野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６７－１ 下小谷Ａ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６７－２ 下小谷Ｂ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６８－１ 栃Ａ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６８－２ 栃Ｂ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６９－１ 堂ノ下Ａ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６９－２ 堂ノ下Ｂ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２７０－１ 仏徳谷Ａ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２７０－２ 仏徳谷Ｂ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 
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土砂災害警戒区域指定箇所一覧（急傾斜地） 

指定年月日 区域番号 区域名 所在地 区域指定の種類 

H20.3.25 

へ２２７０－３ 仏徳谷Ｃ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２７１ マヤゴＡ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２７２ マヤゴＢ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２７３ 矢黒畑 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２７４ 市茅野 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２７５－１ 在中Ａ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２７５－２ 在中Ｂ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２７５－３ 在中Ｃ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２７５－４ 在中Ｄ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２７５－５ 在中Ｅ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２７５－６ 在中Ｆ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２７５－７ 在中Ｇ 老富町 警戒区域／特別警戒区域 

H21.3.24 

へ１０９８－１ 長野Ａ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９８－２ 長野Ｂ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９８－３ 長野Ｃ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９９－１ 長野Ｄ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９９－２ 長野Ｅ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９９－３ 長野Ｆ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１００－１ 鳥垣Ａ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１００－２ 鳥垣Ｂ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１００－３ 鳥垣Ｃ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１００－４ 鳥垣Ｄ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１００－５ 鳥垣Ｅ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１００－６ 鳥垣Ｆ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１００－７ 鳥垣Ｇ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１００－８ 鳥垣Ｈ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１０１－１ 庄Ａ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１０１－２ 庄Ｂ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１０１－３ 庄Ｃ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１０３－１ 市場Ａ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１０３－２ 市場Ｂ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１０３－３ 市場Ｃ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１０３－４ 市場Ｄ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１０５－１ 有安Ａ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１０５－２ 有安Ｂ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１０５－３ 有安Ｃ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１０７－１ 狸岩Ａ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１０７－２ 狸岩Ｂ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１０７－３ 狸岩Ｃ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１０９ 石井 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１１５－１ 古屋Ａ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１１５－２ 古屋Ｂ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１１５－３ 古屋Ｃ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１１５－４ 古屋Ｄ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１１５－５ 古屋Ｅ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１１６－１ 草壁Ａ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１１６－２ 草壁Ｂ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１１６－３ 草壁Ｃ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１１６－４ 草壁Ｄ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１１７－１ 稲荷Ｃ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１１７－2 稲荷Ｄ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１１９－１ 長野Ｇ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１１９－２ 長野Ｈ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１２０－１ 在ノ向Ａ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１２０－２ 在ノ向Ｂ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１２０－３ 在ノ向Ｃ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１２３ 市場Ｅ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１２４－１ 岼ノ下Ａ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 
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へ２１２４－２ 岼ノ下Ｂ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１２４－３ 岼ノ下Ｃ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１２４－４ 岼ノ下Ｄ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１２６－１ 幸ノ神Ａ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１２６－２ 幸ノ神Ｂ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２３０２ 稲荷Ａ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ３００８ 稲荷Ｂ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ３００９ 狸岩Ｄ 睦寄町 警戒区域／特別警戒区域 

H21.11.17 

へ１０８９－１ 辻前Ａ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９０－１ 水梨Ａ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９０－２ 水梨Ｂ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９０－３ 水梨Ｃ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９２－１ 吟Ａ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９２－２ 吟Ｂ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９２－３ 吟Ｃ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９４ 市志 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０９５ 小谷Ａ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０９６ 小谷Ｂ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０９７－１ 田中Ａ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０９７－２ 田中Ｂ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０９７－３ 田中Ｃ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０９７－４ 田中Ｄ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１００－１ 久保Ａ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１００－２ 久保Ｂ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１００－３ 久保Ｃ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１０２ 別当Ａ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１０３ 別当Ｂ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１０４ 芝原 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１０６－１ 太郎垣Ａ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１０６－２ 太郎垣Ｂ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１０６－３ 太郎垣Ｃ 五泉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９７－１ 塚ノ下Ａ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９７－２ 塚ノ下Ｂ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９７－３ 塚ノ下Ｃ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９７－４ 塚ノ下Ｄ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９７－５ 塚ノ下Ｅ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０８６－１ 遊里Ａ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０８６－２ 遊里Ｂ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０８８－１ 邑中Ａ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０８８－２ 邑中Ｂ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０８８－３ 邑中Ｃ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０８９－２ 辻前Ｂ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８９－１ 吉田Ａ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８９－２ 吉田Ｂ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８９－３ 吉田Ｃ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８９－４ 吉田Ｄ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８９－５ 吉田Ｅ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０９０ 上地 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０９１ 森ノ下 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０９２－１ 高岸Ａ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０９２－２ 高岸Ｂ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０９３ 中地 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１０７－１ 縄手Ａ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１０７－２ 縄手Ｂ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１０７－３ 縄手Ｃ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２３０１ 上遊里 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ３００６ 塚ノ下Ｆ 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 
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H21.11.17 

へ３００７ 井関口 五津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０８０－２ 引地西屋Ｂ 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０８１－１ 神谷Ａ 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０８１－２ 神谷Ｂ 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０８２ 日置村中 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０８３－１ 片山Ｂ 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０８３－２ 片山Ａ 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０８３－３ 片山Ｃ 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０８４ 片山Ｄ 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９５ 竹原 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９６－１ 瀬尾谷Ａ 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９６－２ 瀬尾谷Ｂ 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０９６－３ 瀬尾谷Ｃ 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８５－１ 城下Ａ 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８５－２ 城下Ｃ 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８５－３ 城下Ｄ 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８５－４ 馬場Ａ 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８５－５ 馬場Ｂ 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８５－６ 城下Ｂ 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８５－７ 山ノ神 八津合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０７５－１ 念道Ａ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０７５－２ 古川 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０７７－１ 真野Ａ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０７７－２ 真野Ｂ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０７７－３ 真野Ｃ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０７７－４ 真野Ｄ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０７９ 大門段 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０８０－１ 引地西屋Ａ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７９－１ 在中 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７９－２ 念道Ｂ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８２－１ 歩瀬谷Ａ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８２－２ 大畑 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８２－３ 下田 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８３－１ 岩ノ元Ａ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８３－２ 岩ノ元Ｂ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８３－３ 岩ノ元Ｃ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８４－１ 菖蒲谷Ａ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８４－２ 段ケ池Ａ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８４－３ 段ケ池Ｂ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８４－４ 菖蒲谷Ｂ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８４－５ 菖蒲谷Ｃ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８４－６ 歩瀬谷Ｂ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８４－７ 平林 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８４－８ 勢名Ａ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８４－９ 勢名Ｂ 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８４－１０ 下高岸 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８４－１１ 西ケ岡 睦合町 警戒区域／特別警戒区域 

H23.2.25 

へ１０３４－７ 上尾 十倉向町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３４－８ 大黒田 十倉向町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３４－９ 小松谷 十倉向町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０７３－１ 坊ノ口Ａ 忠町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０７３－２ 坊ノ口Ｂ 忠町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０７３－３ 坊ノ口Ｃ 忠町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０７３－４ 滝ノ口Ｂ 忠町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７５－１ 小白井Ａ 忠町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７５－２ 小白井Ｂ 忠町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７５－３ 段 忠町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７６ 滝ノ口Ａ 忠町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７８－１ 上忠Ａ 忠町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７８－２ 上忠Ｂ 忠町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３４－１０ 宮ノ上 佃町 警戒区域／特別警戒区域 
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H23.2.25 

へ１０３４－１１ 細野 佃町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３４－１２ 坂尻 佃町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３４－１ 堂ノ本 武吉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３４－２ 中井根 武吉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３４－３ 柳 武吉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３４－４ 中山 武吉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３４－５ 西 武吉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３４－６ 奥ノ谷 武吉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０３８－１ 二反田Ａ 武吉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０３８－２ 二反田Ｂ 武吉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０３８－３ 湯舟 武吉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０３９－１ 岸畑 武吉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０３９－２ 材木 武吉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５０－１ 欠戸 十倉名畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５０－２ 久瀬谷 十倉名畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５０－３ 正号 十倉名畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５０－４ 名畑 十倉名畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１２ 野坂 十倉名畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１３－１ 古気良谷Ａ 十倉名畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１３－２ 古気良谷Ｂ 十倉名畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１３－３ 古気良 十倉名畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１３－４ 大宮Ａ 十倉名畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１３－５ 大宮Ｂ 十倉名畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５１－１ 太田Ａ 井根町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５１－２ 中筋Ａ 井根町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５１－３ 南ノ前Ａ 井根町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１４－１ 南ノ前Ｂ 井根町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１４－２ 清水尻 井根町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１５ 南ノ前Ｃ 井根町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１６ 中筋Ｂ 井根町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１７－１ 太田Ｂ 井根町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１７－２ 寺ノ段Ａ 井根町 警戒区域 

へ２２１７－３ 寺ノ段Ｂ 井根町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１７－４ 日尾 井根町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１７－５ 竹ノ下 井根町 警戒区域／特別警戒区域 

へ３０１４ 中ノ本 井根町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２９ 小仲 十倉志茂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０３３－１ 宮ノ前 十倉志茂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０３３－２ 肘谷 十倉志茂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０３３－３ 山谷川 十倉志茂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０３３－４ 菅撓 十倉志茂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０３３－５ 境Ａ 十倉志茂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０３３－６ 境Ｂ 十倉志茂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３１－１ 張田 十倉中町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３１－２ 沼ヶ段Ａ 十倉中町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３１－３ 小谷 十倉中町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３１－４ 上川原 十倉中町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３１－５ 元陣屋 十倉中町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０３４ 沼ヶ段Ｂ 十倉中町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４０－１ 宮ノ前 広瀬町 警戒区域 

へ１０４０－２ 道ノ下 広瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４０－３ 上ノ町Ａ 広瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４０－４ 上ノ町Ｂ 広瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４０－５ 上ノ町Ｃ 広瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４０－６ 上ノ町Ｄ 広瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４０－７ 上ノ町Ｅ 広瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４０－９ 泉田 広瀬町 警戒区域／特別警戒区域 
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へ１０４０－１０ 由里 広瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４２－５ 下照用Ａ 橋上町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４２－６ 下照用Ｂ 橋上町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４２－７ 照用 橋上町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４２－８ 丸山Ａ 橋上町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４２－９ 丸山Ｂ 橋上町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４２－１０ 芋谷 橋上町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－１ 唐次道ノ上 釜輪町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－２ 宮ノ谷 釜輪町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－３ 蘭頭Ａ 釜輪町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－４ 蘭頭Ｂ 釜輪町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－５ 藪ノ元 釜輪町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－６ 乙味井根ノ上Ａ 釜輪町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－７ 乙味井根ノ上Ｂ 釜輪町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－８ 溝黒道ノ下 釜輪町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４６－１ 上ヶ山Ａ 釜輪町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４６－２ 上ヶ山Ｂ 釜輪町 警戒区域 

へ２０４６－３ 橋戸 釜輪町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４７－１ 河原田 釜輪町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４７－２ 栃谷口 釜輪町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４７－３ 日後口 釜輪町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－９ 迫ノ手 戸奈瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－１０ 四ツ町Ａ 戸奈瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－１１ 四ツ町Ｂ 戸奈瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－１２ 松原Ａ 戸奈瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－１３ 小屋ノ本Ａ 戸奈瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－１４ 小屋ノ本Ｂ 戸奈瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－１５ 松原Ｂ 戸奈瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－１６ 松原Ｃ 戸奈瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－１７ 道ノ上 戸奈瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－１８ 家ノ後Ａ 戸奈瀬町 警戒区域 

へ２０４５－１９ 家ノ後Ｂ 戸奈瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－２０ 家ノ後Ｃ 戸奈瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４５－２１ 下ヶ成 戸奈瀬町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２８－１ 大峠 旭町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２８－２ 小嶋 旭町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２８－３ 大工田 旭町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２８－４ 出合ノ尾Ａ 旭町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２８－５ 出合ノ尾Ｂ 旭町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２８－６ 土仏Ａ 旭町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２８－７ 土仏Ｂ 旭町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２８－８ 峠 旭町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２８－９ 朝金Ａ 旭町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２８－１０ 朝金Ｂ 旭町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０３０－１ 妙見Ａ 旭町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０３０－２ 妙見Ｂ 旭町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４２－１ 寺ノ前 旭町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４２－２ 根木 旭町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４２－３ 谷ノ奥Ａ 旭町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４２－４ 谷ノ奥Ｂ 旭町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３７－１ 上長瀬 鷹栖町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３７－２ 栖岡 鷹栖町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３７－３ 鳥原Ａ 鷹栖町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３７－４ 鳥原Ｂ 鷹栖町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１７２－１ 坂牧 鷹栖町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１７２－２ 東田中 鷹栖町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１７２－３ 奈留 鷹栖町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１７２－４ ヌタノ元 鷹栖町 警戒区域／特別警戒区域 
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H23.2.25 

へ２０４４－１ 萩ノ蔭Ａ 東山町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４４－２ 井坪谷 東山町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４４－３ 見付Ａ 東山町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４４－４ 見付Ｂ 東山町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４４－５ 萩ノ蔭Ｂ 東山町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４４－６ 吹越 東山町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０４４－７ 山家 東山町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－１ 木乕 上原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－２ 仲西 上原町 警戒区域 

へ１０３９－３ 上ノ山 上原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－４ 上林 上原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－５ 舟戸 上原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－６ 梅迫 上原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－７ 才ノ谷 上原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－８ 的谷 上原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０２８－１ 鷲垣 西原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０２８－２ 地主 西原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０２８－３ 中ヶ沢 西原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－９ 布毛 下原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－１０ 五反田 下原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－１１ 野毛 下原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－１２ 鍛治屋 下原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－１３ 上ノ山Ａ 下原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－１４ 上ノ山Ｂ 下原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－１５ 角畑Ａ 下原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－１６ 角畑Ｂ 下原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－１７ 角畑Ｃ 下原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－１８ 野々成 下原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０３９－１９ 大平 下原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４３－１ 和木Ａ 和木町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４３－２ 和木Ｂ 和木町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４３－３ 和木Ｃ 和木町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４３－４ 和木Ｄ 和木町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４３－５ 和木Ｅ 和木町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４３－６ 和木Ｆ 和木町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４３－７ 和木Ｇ 和木町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４３－８ 和木Ｈ 和木町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４３－９ 和木Ｉ 和木町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４３－１０ 和木Ｊ 和木町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４３－１１ 和木Ｋ 和木町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４３－１２ 和木Ｌ 和木町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４３－１３ 和木Ｍ 和木町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０５２ 和木Ｎ 和木町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４３－１４ 和木Ｏ 和木町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４２－１ 下替地Ａ 下替地町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４２－２ 下替地Ｂ 下替地町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４２－３ 下替地Ｃ 下替地町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４２－４ 下替地Ｄ 下替地町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４２－５ 下替地Ｅ 下替地町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４２－６ 下替地Ｆ 下替地町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４２－７ 下替地Ｇ 下替地町 警戒区域／特別警戒区域 

へ３００３ 下替地Ｈ 下替地町 警戒区域／特別警戒区域 

H24.3.21 

へ２２４７－２ 志賀郷Ａ 志賀郷町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４７－６ 志賀郷Ｂ 志賀郷町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４７－５ 志賀郷Ｃ 志賀郷町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４０－２ 志賀郷Ｄ 志賀郷町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４０－３ 志賀郷Ｅ 志賀郷町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４７－４ 志賀郷Ｆ 志賀郷町 警戒区域／特別警戒区域 
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H24.3.21 

へ２２４７－３ 志賀郷Ｇ 志賀郷町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４７ 向田Ａ 向田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４７－７ 向田Ｂ 向田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４７－８ 向田Ｃ 向田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４７－９ 向田Ｄ 向田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１５１－１ 篠田Ａ 篠田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１５１－２ 篠田Ｂ 篠田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１５１－３ 篠田Ｃ 篠田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１５１－４ 篠田Ｄ 篠田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１５２－１ 篠田Ｅ 篠田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１５２－２ 篠田Ｆ 篠田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１５３－１ 篠田Ｇ 篠田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１５３－２ 篠田Ｈ 篠田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１５４－１ 篠田Ｉ 篠田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１５４－２ 篠田Ｊ 篠田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１５４－３ 篠田Ｋ 篠田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１５５ 篠田Ｌ 篠田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１１６ 篠田Ｍ 篠田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４９－１ 別所Ａ 別所町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４９－２ 別所Ｂ 別所町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４９－３ 別所Ｃ 別所町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４９－４ 別所Ｄ 別所町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４９－５ 別所Ｅ 別所町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４９－６ 別所Ｆ 別所町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４９－７ 別所Ｇ 別所町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１５０－１ 別所Ｈ 別所町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１５０－２ 別所Ｉ 別所町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４３ 内久井Ａ 内久井町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１１４ 内久井Ｂ 内久井町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１１４－２ 内久井Ｃ 内久井町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１１４－３ 内久井Ｄ 内久井町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４６ 内久井Ｅ 内久井町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４４ 内久井Ｆ 内久井町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４５ 内久井Ｇ 内久井町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４３－２ 金河内Ａ 金河内町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４３－３ 金河内Ｂ 金河内町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４３－４ 金河内Ｃ 金河内町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４３－５ 金河内Ｄ 金河内町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１４３－６ 金河内Ｅ 金河内町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６２－２ 坊口Ａ 坊口町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６２－３ 坊口Ｂ 坊口町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６２ 坊口Ｃ 坊口町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６２－５ 坊口Ｄ 坊口町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６２－４ 坊口Ｅ 坊口町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６５ 坊口Ｆ 坊口町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６５－２ 坊口Ｇ 坊口町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６５－３ 坊口Ｈ 坊口町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６５－４ 坊口Ｉ 坊口町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６５－５ 坊口Ｊ 坊口町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６５－６ 坊口Ｋ 坊口町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６５－７ 坊口Ｌ 坊口町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６５－８ 坊口Ｍ 坊口町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６０－２ 仁和Ａ 仁和町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２６０ 仁和Ｂ 仁和町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５８ 仁和Ｃ 仁和町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１６２ 仁和Ｄ 仁和町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４９－３ 西方Ａ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４９－２ 西方Ｂ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 
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H24.3.21 

へ２２４９－１ 西方Ｃ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４８－２ 西方Ｄ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４８－１ 西方Ｅ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４８－３ 西方Ｆ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４８－５ 西方Ｇ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４８－４ 西方Ｈ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５０－１ 西方Ｉ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５０－２ 西方Ｊ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５０－３ 西方Ｋ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５０－４ 西方Ｌ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５０－５ 西方Ｍ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５１－１ 西方Ｎ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５２－１ 西方Ｏ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５４－１ 西方Ｐ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５４－４ 西方Ｑ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５４－５ 西方Ｒ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５４－６ 西方Ｓ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５４－７ 西方Ｔ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５４－３ 西方Ｕ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５４－２ 西方Ｖ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５２－２ 西方Ｗ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５１－３ 西方Ｘ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５１－４ 西方Ｙ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２５１－２ 西方Ｚ 西方町 警戒区域／特別警戒区域 

H25.3.19 

へ１１８８ 物部Ａ 物部町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４０ 物部Ｂ 物部町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４１ 物部Ｃ 物部町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４１－２ 物部Ｄ 物部町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４１－３ 物部Ｅ 物部町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４１－４ 物部Ｆ 物部町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４１－５ 物部Ｇ 物部町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４１－６ 物部Ｈ 物部町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４１－７ 物部Ｉ 物部町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３７ 物部Ｊ 物部町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５８ 物部Ｋ 物部町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２８ 新庄Ａ 新庄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２８－２ 新庄Ｂ 新庄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２８－３ 新庄Ｃ 新庄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２７ 新庄Ｄ 新庄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２７－２ 新庄Ｅ 新庄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２７－３ 新庄Ｆ 新庄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２７－４ 新庄Ｇ 新庄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２７－５ 新庄Ｈ 新庄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２７－６ 新庄Ｉ 新庄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５３ 新庄Ｊ 新庄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１８ 新庄Ｋ 新庄町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２９ 西坂Ａ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２３１７ 西坂Ｂ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３１－１ 西坂Ｃ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３１－２ 西坂Ｄ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３１－３ 西坂Ｅ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３１－４ 西坂Ｆ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３１－５ 西坂Ｇ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３１－６ 西坂Ｈ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３１－７ 西坂Ｉ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３１－８ 西坂Ｊ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３１－９ 西坂Ｋ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 
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土砂災害警戒区域指定箇所一覧（急傾斜地） 

指定年月日 区域番号 区域名 所在地 区域指定の種類 

H25.3.19 

へ２２３２－１ 西坂Ｌ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３２－２ 西坂Ｍ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３３－１ 西坂Ｎ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３３－２ 西坂Ｏ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３３－３ 西坂Ｐ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３３－４ 西坂Ｑ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３４－１ 西坂Ｒ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３４－２ 西坂Ｓ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３４－３ 西坂Ｔ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３４－４ 西坂Ｕ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３４－５ 西坂Ｖ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３４－６ 西坂Ｗ 西坂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２３４－７ 西坂Ｘ 西坂町 警戒区域 

へ２３１９ 白道路Ａ 白道路町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５７ 白道路Ｂ 白道路町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５７－２ 白道路Ｃ 白道路町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５７－３ 白道路Ｄ 白道路町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５７－４ 白道路Ｅ 白道路町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５７－５ 白道路Ｆ 白道路町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５７－６ 白道路Ｇ 白道路町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５７－７ 白道路Ｈ 白道路町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５７－８ 白道路Ｉ 白道路町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２４４ 白道路Ｊ 白道路町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１３ 中山Ａ 中山町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１８ 中山Ｂ 中山町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１１－３ 中山Ｃ 中山町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１８－３ 中山Ｄ 中山町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１１－２ 中山Ｅ 中山町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１１ 中山Ｆ 中山町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３６ 安国寺Ａ 安国寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３５ 安国寺Ｂ 安国寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３６－２ 安国寺Ｃ 安国寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３６－３ 安国寺Ｄ 安国寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３６－４ 安国寺Ｅ 安国寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３６－７ 安国寺Ｆ 安国寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３６－５ 安国寺Ｇ 安国寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３６－６ 安国寺Ｈ 安国寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１０８－２ 安国寺Ｉ 安国寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４０ 梅迫Ａ 梅迫町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４０－２ 梅迫Ｂ 梅迫町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３９ 梅迫Ｃ 梅迫町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３８ 梅迫Ｄ 梅迫町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３７ 梅迫Ｅ 梅迫町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１９１ 梅迫Ｆ 

 

梅迫町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１９０ 梅迫Ｇ 梅迫町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１９０－２ 梅迫Ｈ 梅迫町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１８５－２ 高槻Ａ 高槻町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１８５－４ 高槻Ｂ 高槻町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３４ 高槻Ｃ 高槻町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３３ 高槻Ｄ 高槻町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３３－２ 高槻Ｅ 高槻町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１８８ 高槻Ｆ 高槻町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１８８－２ 高槻Ｇ 高槻町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１９８ 上杉Ａ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２３１１ 上杉Ｂ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１９３ 上杉Ｃ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１９４ 上杉Ｄ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１９５ 上杉Ｅ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 
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へ２１９５－２ 上杉Ｆ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１９６ 上杉Ｇ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１９７ 上杉Ｈ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１８６ 上杉Ｉ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４２ 上杉Ｊ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４２－２ 上杉Ｋ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４２－３ 上杉Ｌ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４２－４ 上杉Ｍ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１９２ 上杉Ｎ 上杉町 警戒区域 

へ１１８５ 上杉Ｏ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４１－３ 上杉Ｐ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４１ 上杉Ｑ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４１－２ 上杉Ｒ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４１－４ 上杉Ｓ 上杉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４４ 下村Ａ 於与岐町 警戒区域 

へ２１９９ 下村Ｂ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ３０１３ 下村Ｃ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４３ 下村Ｄ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４４－２ 下村Ｅ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４４－３ 下村Ｆ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４４－４ 下村Ｇ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４４－５ 下村Ｈ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４４－６ 下村Ｉ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４４－７ 下村Ｊ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４５ 中川原Ａ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４５－２ 中川原Ｂ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４５－５ 中川原Ｃ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４５－３ 中川原Ｄ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４５－４ 中川原Ｅ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０２ 中川原Ｆ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０１ 中川原Ｇ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２００ 中川原Ｈ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２００－２ 中川原Ｉ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０３ 大又Ａ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２３１３－２ 大又Ｂ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２３１３ 大又Ｃ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０４ 大又Ｄ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０４－２ 大又Ｅ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

 へ２２０４－３ 大又Ｆ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２３１４ 大又Ｇ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０５ 大又Ｈ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０５－２ 大又Ｉ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４６ 大又Ｊ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０６－２ 大又Ｋ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０６－３ 大又Ｌ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０６ 大又Ｍ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４７ 大又Ｎ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４８ 見内Ａ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４８－２ 見内Ｂ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４９ 見内Ｃ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４９－２ 見内Ｄ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１０ 見内Ｅ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１１ 見内Ｆ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１１－２ 見内Ｇ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１０－２ 見内Ｈ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０９ 見内Ｉ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１４８－３ 見内Ｊ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０７ 見内Ｋ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 
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土砂災害警戒区域指定箇所一覧（急傾斜地） 

指定年月日 区域番号 区域名 所在地 区域指定の種類 

H25.3.19 

へ２２０７－２ 見内Ｌ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０７－３ 見内Ｍ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０７－４ 見内Ｎ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０８ 見内Ｏ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０８－２ 見内Ｐ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０８－３ 見内Ｑ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２０８－４ 見内Ｒ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１１－３ 見内Ｓ 於与岐町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１２０ 黒谷Ａ 黒谷町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１２１ 黒谷Ｂ 黒谷町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１２１－２ 黒谷Ｃ 黒谷町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１２１－３ 黒谷Ｄ 黒谷町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１６０ 黒谷Ｅ 黒谷町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１６０－２ 黒谷Ｆ 黒谷町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１８１ 黒谷Ｇ 黒谷町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１２０－２ 黒谷Ｈ 黒谷町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１１９－１ 八代Ａ 八代町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１１９－２ 八代Ｂ 八代町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１１９－３ 八代Ｃ 八代町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１１９－４ 八代Ｄ 八代町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１１９－５ 八代Ｅ 八代町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１１９－６ 八代Ｆ 八代町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１１９－７ 八代Ｇ 八代町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１１９－８ 八代Ｈ 八代町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１５７ 八代Ｉ 八代町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１５８ 八代Ｊ 八代町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１５９ 八代Ｋ 八代町 警戒区域／特別警戒区域 

H26．3.25 

へ１１１８ 七百石Ａ 七百石町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１１８－２ 七百石Ｂ 七百石町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１１８－３ 七百石Ｃ 七百石町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１１８－４ 七百石Ｄ 七百石町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１１８－５ 七百石Ｅ 七百石町 特別警戒／特別警戒区域 

へ２１８７－２ 七百石Ｆ 七百石町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１８７－３ 七百石Ｇ 七百石町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１８７－４ 七百石Ｈ 七百石町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１８７ 七百石Ｉ 七百石町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１８７－６ 七百石 J 七百石町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１８７－５ 七百石Ｋ 七百石町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３１ 七百石Ｌ 七百石町 警戒区域／特別機械区域 

へ１１３１－２ 七百石Ｍ 七百石町 警戒区域／奥別警戒区域 

へ２１８５－２ 七百石Ｎ 七百石町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１８５－３ 七百石Ｏ 七百石町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１８５ 七百石Ｐ 七百石町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３２ 七百石Ｑ 七百石町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３２－２ 七百石Ｒ 七百石町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１２６ 七百石Ｓ 七百石町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１２ 岡安Ａ 岡安町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１２－２ 岡安Ｂ 岡安町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１２－３ 岡安Ｃ 岡安町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７５－２ 上八田Ａ 上八田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７５ 上八田Ｂ 上八田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７５－３ 上八田Ｃ 上八田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７８－２ 上八田Ｄ 上八田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７８ 上八田Ｅ 上八田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７８－３ 上八田Ｆ 上八田町 警戒区域／特別警戒区域 
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土砂災害警戒区域指定箇所一覧（急傾斜地） 

指定年月日 区域番号 区域名 所在地 区域指定の種類 

H26．3.25 

へ２１７８－４ 上八田Ｇ 上八田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１００８ 下八田Ａ 下八田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１００８－２ 下八田Ｂ 下八田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１００８－３ 下八田Ｃ 下八田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１００８－４ 下八田Ｄ 下八田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１００８－５ 下八田Ｅ 下八田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００９ 下八田Ｆ 下八田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００９－２ 下八田Ｇ 下八田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００９－３ 下八田Ｈ 下八田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００９－４ 下八田Ｉ 下八田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２７－２ 下八田Ｊ 下八田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２７ 上谷 下八田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２３０８－２ 中筋Ａ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２３０８ 中筋Ｂ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１２７－３ 中筋Ｃ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１２７－４ 中筋Ｄ 中筋町 警戒区域／特別機械区域 

へ１１２７－５ 中筋Ｅ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３０－２ 中筋Ｆ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３０－３ 中筋Ｇ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３０ 中筋Ｈ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３０－４ 中筋Ｉ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３０－５ 中筋Ｊ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３０－６ 中筋Ｋ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１３０－７ 中筋Ｌ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１２８－２ 中筋Ｍ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１２８ 中筋Ｎ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１２７－２ 中筋Ｏ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１２７ 中筋Ｐ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７９－４ 中筋Ｑ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７９－３ 中筋Ｒ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７９－２ 中筋Ｓ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７９ 中筋Ｔ 中筋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１２－４ とよさかＡ とよさか町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１２－５ とよさかＢ とよさか町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１２－６ とよさかＣ とよさか町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１２－７ とよさかＤ とよさか町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１２－８ とよさかＥ とよさか町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１７ 淵垣 淵垣町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１１－４ 淵垣Ａ 淵垣町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１７－２ 淵垣Ｂ 淵垣町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１７－３ 淵垣Ｃ 淵垣町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１７－４ 淵垣Ｄ 淵垣町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１６－４ 淵垣Ｅ 淵垣町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１６－３ 淵垣Ｆ 淵垣町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１６－２ 淵垣Ｇ 淵垣町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１６ 淵垣Ｈ 淵垣町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１６－５ 淵垣Ｉ 淵垣町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１６－６ 淵垣Ｊ 淵垣町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２７９－３ 淵垣Ｋ 淵垣町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２７９ 淵垣Ｌ 淵垣町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２７９－２ 淵垣Ｍ 淵垣町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７４－３ 小呂Ａ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７３ 小呂Ｂ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７２－２ 小呂Ｃ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７２ 小呂Ｄ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 
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H26．3.25 

へ２１７２－２ 小呂Ｅ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７１ 小呂Ｆ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７０ 小呂Ｇ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１２２－２ 小呂Ｈ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１２２ 小呂Ｉ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１６６－２ 小呂Ｊ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１６６－３ 小呂Ｋ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１６６ 小呂Ｌ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１６７ 小呂Ｍ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１６７－２ 小呂Ｎ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１６８ 小呂Ｏ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１６９ 小呂Ｐ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７４－２ 小呂Ｑ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１７４ 小呂Ｒ 小呂町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１６３－２ 星原Ａ 星原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１６３ 星原Ｂ 星原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１６４ 星原Ｃ 星原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１６５ 星原Ｄ 星原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１６５－２ 星原Ｅ 星原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１６１－３ 星原Ｆ 星原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１６１－２ 星原Ｇ 星原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２１６１ 星原Ｈ 星原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１４－２ 桜が丘Ａ 桜が丘 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１４－３ 桜が丘Ｂ 桜が丘 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１４－４ 桜が丘Ｃ 桜が丘 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１４－５ 桜が丘Ｄ 桜が丘 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００１－２ 有岡Ａ 有岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００１ 有岡Ｂ 有岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００３ 有岡Ｃ 有岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００３－２ 有岡Ｄ 有岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００３－３ 有岡Ｅ 有岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００３－４ 有岡Ｆ 有岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００４－２ 有岡Ｇ 有岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００４ 有岡Ｈ 有岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００４－３ 有岡Ｉ 有岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１００３ 有岡Ｊ 有岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１００３－２ 有岡Ｋ 有岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００３－５ 有岡Ｌ 有岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００３－６ 有岡Ｍ 有岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００６－２ 多田Ａ 多田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００６ 多田Ｂ 多田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１００７ 多田Ｃ 多田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１５－５ 城山Ａ 城山町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１５ 高倉Ａ 高倉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１５－２ 高倉Ｂ 高倉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１５－３ 高倉Ｃ 高倉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１５－４ 高倉Ｄ 高倉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０１４ 高倉Ｅ 高倉町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１００４ 里Ａ 里町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１００４－２ 里Ｂ 里町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１００５ 里Ｃ 里町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００８ 里Ｄ 里町 警戒区域／特別警戒区域 

H27.3.31 

へ１０６０－２ 位田Ｆ 位田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０６０ 位田Ｇ 位田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０６０－３ 位田Ｈ 位田町 警戒区域／特別警戒区域 
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H27.3.31 へ１０５９ 位田Ｉ 位田町 警戒区域／特別警戒区域 

H27.6.23 

へ１０６１ 位田Ｄ 位田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０６１－２ 位田Ｅ 位田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２４ 小畑Ａ 小畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５６ 小畑Ｂ 小畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２６ 小畑Ｃ 小畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２５ 小畑Ｄ 小畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２５－２ 小畑Ｅ 小畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２５－３ 小畑Ｆ 小畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２５－４ 小畑Ｇ 小畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２５－５ 小畑Ｈ 小畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２５－６ 小畑Ｉ 小畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２３ 小畑Ｊ 小畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２３－２ 小畑Ｋ 小畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２３－３ 小畑 L 小畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２３－５ 小畑Ｎ 小畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１９ 鍛治屋Ｃ 鍛治屋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２１９－２ 鍛治屋Ｄ 鍛治屋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２０ 鍛治屋Ｅ 鍛治屋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２０－２ 鍛治屋Ｆ 鍛治屋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２３１５ 鍛治屋Ｇ 鍛治屋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２１ 鍛治屋Ｈ 鍛治屋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２２ 鍛治屋Ｉ 鍛治屋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０６８ 今田Ｂ 今田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０６９ 小貝 小貝町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０７２ 私市Ａ 私市 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０７２－２ 私市Ｂ 私市 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７２－５ 小西Ｂ 小西町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７２－６ 小西Ｃ 小西町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０６９ 小西Ｄ 小西町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０６９－２ 小西Ｅ 小西町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０６９－３ 小西Ｆ 小西町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０６９－４ 小西Ｇ 小西町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７２－３ 小西Ｈ 小西町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７２－２ 小西Ｉ 小西町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７４－３ 小西Ｋ 小西町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７４－４ 豊里Ａ 豊里町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０６６－３ 大畠Ａ 大畠町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０６６－２ 大畠Ｂ 大畠町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０６６ 大畠Ｃ 大畠町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０６４ 栗上 栗町 警戒区域／特別警戒区域 

H27.3.31 

へ２０５８－２ 安場Ａ 安場町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０５８－３ 安場Ｂ 安場町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０５８－４ 安場Ｃ 安場町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０５８－５ 安場Ｄ 安場町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０５８ 安場Ｅ 安場町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０５８ 安場Ｆ 安場町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０５７ 安場Ｇ 安場町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０５７－２ 安場Ｈ 安場町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０５７－３ 安場Ｉ 安場町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０５７－４ 安場Ｊ 安場町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０５７－５ 安場Ｋ 安場町 警戒区域／特別警戒区域 

H27.6.23 

へ１００７ 高津Ａ 高津町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４６ 高津Ｃ 高津町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４６－３ 高津Ｄ 高津町 警戒区域／特別警戒区域 
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H27.6.23 

へ１０４６－４ 高津Ｅ 高津町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４６－５ 高津Ｆ 高津町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４６－２ 高津Ｇ 高津町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４４－２ 高津Ｈ 高津町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０５５ 上延Ｂ 上延町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０５５－２ 上延Ｃ 上延町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０５３－２ 上延Ｄ 上延町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０５３ 上延Ｅ 上延町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０５３－３ 上延Ｆ 上延町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０５６ 上延Ｇ 上延町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０５２ 大島 大島町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０５２－２ 大島Ａ 大島町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０５１ 大島Ｂ 大島町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０５１－２ 大島Ｃ 大島町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０５１－３ 大島Ｄ 大島町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０５５－２ 岡Ａ 岡町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０５５－３ 岡Ｂ 岡町 警戒区域／特別警戒区域 

H27.3.31 

へ２０８０－６ 上野Ｂ 上野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８０－５ 上野Ｃ 上野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８０－４ 上野Ｄ 上野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８０－３ 上野Ｅ 上野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０８０－２ 上野Ｆ 上野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２０－２ 上野Ｉ 上野町 警戒区域／特別警戒区域 

H27.6.23 

へ１０２０－３ 上野Ａ 上野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２０ 上野Ｈ 上野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１６９－１ 松寿苑Ａ 上野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２３ 野田Ａ 野田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２３－２ 野田Ｂ 野田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１６８ 本宮Ａ 野田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２２ 寺町Ａ 寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２２－３ 寺町Ｃ 寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２２－４ 寺町Ｄ 寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１８－６ 田野Ａ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１８－５ 田野Ｂ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１８－４ 田野Ｃ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１８－３ 田野Ｄ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１８－２ 田野Ｅ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０２０ 田野Ｇ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０２０－２ 田野Ｈ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０５９ 田野Ｉ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０２４－２ 田野Ｊ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０２４ 田野Ｋ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０２４－３ 田野Ｌ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０２２－６ 田野Ｍ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０２２－５ 田野Ｎ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０２２―４ 田野Ｏ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０２２－２ 田野Ｐ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０２２ 田野Ｑ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０２２－３ 田野Ｒ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１６９－２ 松寿苑Ｂ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１６８－２ 新町Ａ 新町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１４－２ 神宮寺Ａ 神宮寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１５－２ 神宮寺Ｄ 神宮寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１５－３ 神宮寺Ｅ 神宮寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１５－４ 神宮寺Ｆ 神宮寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１４ 宮代Ａ 宮代町 警戒区域／特別警戒区域 
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H27.6.23 

へ１１７５－２ 宮代Ｂ 宮代町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０５７ 宮代Ｃ 宮代町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０５７－２ 宮代Ｄ 宮代町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０５５ 宮代Ｅ 宮代町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１７５ 宮代Ｆ 宮代町 警戒区域／特別警戒区域 

H28.3.29 

へ２０６４ 位田Ａ 位田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０６３ 位田Ｂ 位田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０６３－２ 位田Ｃ 位田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０５９－２ 位田Ｊ 位田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１００１ 位田Ｋ 位田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１６５ 位田Ｌ 位田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１００２ 位田Ｍ 位田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２２３－４ 小畑Ｍ 小畑町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１５４ 鍛治屋Ａ 鍛治屋町 警戒区域 

へ１１５５ 鍛治屋Ｂ 鍛治屋町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２９８ 今田Ａ 今田町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７２－４ 小西Ａ 小西町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７２ 小西Ｊ 小西町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０６４－２ 栗上Ｂ 栗町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０６２－３ 栗Ａ 栗町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０６２－４ 栗Ｂ 栗町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０６２ 栗Ｃ 栗町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０６２－２ 栗Ｄ 栗町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０６７ 舘Ａ 舘町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０６７－２ 舘Ｂ 舘町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０６８ 石原 石原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７４ 石原Ａ 石原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２０７４－２ 石原Ｂ 石原町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１００７－２ 高津Ｂ 高津町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０４４ 高津Ｉ 高津町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１１７４ 上延Ａ 上延町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２２８０ 上野Ｇ 上野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２２－２ 寺町Ｂ 寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１８ 田野Ｆ 田野町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０１４－３ 神宮寺Ｂ 神宮寺町 警戒区域 

へ１０１５ 神宮寺Ｃ 神宮寺町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２４－３ 味方Ａ 味方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２４－４ 味方Ｂ 味方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２４－５ 味方Ｃ 味方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２４－６ 味方Ｄ 味方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２４－７ 味方Ｅ 味方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００６－４ 味方Ｆ 味方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ２００６－３ 味方Ｇ 味方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２４－８ 味方Ｈ 味方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２４ 味方Ｉ 味方町 警戒区域／特別警戒区域 

へ１０２４－２ 味方Ｊ 味方町 警戒区域／特別警戒区域 
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へ１４３ 川原川１ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区 

へ１４４－１ 川原川２ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区 

へ１４４－２ 川原川３ 故屋岡町 警戒区域 

へ１４５ 古和木谷１ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区 

へ１４６－１ 朝根川１ 故屋岡町 警戒区域 

へ１４６－２ 朝根川２ 故屋岡町 警戒区域 

へ１４７－１ 古和木谷２ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区 
へ１４７－２ 古和木谷３ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区 
へ１４７－３ 古和木谷４ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区 
へ１４８ 小仲川 故屋岡町 警戒区域 

へ５７０ 古和木谷５ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区 
へ５７１－１ 古和木谷６ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区 
へ５７１－２ 古和木谷７ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区 
へ５７１－３ 古和木谷８ 故屋岡町 警戒区域 
へ５７１－４ 古和木谷９ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区 
へ５７２ 小仲谷１ 故屋岡町 警戒区域 
新へ１０７３ 古和木谷１０ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区 
新へ２１０６－１ 小仲谷２ 故屋岡町 警戒区域／特別警戒区 
新へ２１０６－２ 小仲谷３ 故屋岡町 警戒区域 
新へ２１０６－３ 小仲谷４ 故屋岡町 警戒区域 
へ１４９－１ 光野川１ 光野町 警戒区域／特別警戒区 
へ１４９－２ 光野川２ 光野町 警戒区域／特別警戒区 
へ１４９－３ 光野川３ 光野町 警戒区域／特別警戒区 
へ１５０ 光野川４ 光野町 警戒区域 
へ１５１ 光野川５ 光野町 警戒区域／特別警戒区 
へ５７３ 光野谷１ 光野町 警戒区域／特別警戒区 
へ５７４－１ 光野谷２ 光野町 警戒区域 
へ５７４－２ 光野谷３ 光野町 警戒区域／特別警戒区 
へ５７５ 光野谷４ 光野町 警戒区域／特別警戒区 
へ５７６ 光野谷５ 光野町 警戒区域／特別警戒区 
新へ２０４３ 光野谷６ 光野町 警戒区域／特別警戒区 
新へ２０４４ 光野谷７ 光野町 警戒区域／特別警戒区 
新へ２０４５ 光野谷８ 光野町 警戒区域／特別警戒区 
新へ２０４６ 光野谷９ 光野町 警戒区域／特別警戒区 
新へ２０４７－１ 光野川６ 光野町 警戒区域／特別警戒区 
新へ２０４７－２ 光野川７ 光野町 警戒区域／特別警戒区 
新へ２０４７－３ 光野川８ 光野町 警戒区域／特別警戒区 
新へ２０４７－４ 光野川９ 光野町 警戒区域 
へ１５２－１ 栃川１ 老富町 警戒区域 
へ１５２－２ 栃川２ 老富町 警戒区域／特別警戒区 
へ１５３－１ 矢黒畑川１ 老富町 警戒区域 

へ１５３－２ 矢黒畑川２ 老富町 警戒区域／特別警戒区 
へ１５４ 木和田川 老富町 警戒区域／特別警戒区 
へ１５５ 市茅野川 老富町 警戒区域 

へ５７７ 栃谷１ 老富町 警戒区域 

へ５７８ 栃谷２ 老富町 警戒区域／特別警戒区 
へ５７９ 庵の谷川１ 老富町 警戒区域 

へ５８１－１ 市茅野谷１ 老富町 警戒区域／特別警戒区 
へ５８１－２ 市茅野谷２ 老富町 警戒区域／特別警戒区 
へ５８２ 市茅野谷３ 老富町 警戒区域／特別警戒区 
へ５８３－１ 市茅野谷４ 老富町 警戒区域／特別警戒区 
へ５８３－２ 市茅野谷５ 老富町 警戒区域／特別警戒区 
へ５８３－３ 市茅野谷６ 老富町 警戒区域／特別警戒区 
新へ１０２０ 庵の谷川２ 老富町 警戒区域／特別警戒区 
新へ２０４１－１ 矢黒畑川３ 老富町 警戒区域／特別警戒区 

 新へ２０４１－２ 矢黒畑川４ 老富町 警戒区域／特別警戒 

へ１２８ 長野川 睦寄町 警戒区域／特別警戒区 
へ１２９－１ 折戸川１ 睦寄町 警戒区域 
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土砂災害警戒区域指定箇所一覧（土石流） 

指定年月日 区域番号 区域名 所在地 区域指定の種類 

H20.3.25 

へ１２９－２ 折戸川２ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ１２９－３ 折戸川３ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ１３０－１ 遊降谷川１ 睦寄町 警戒区域 

へ１３０－２ 遊降谷川２ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ１３１ 奥ノ谷川 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ１３２－１ 鳥垣川１ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ１３２－２ 鳥垣川２ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ１３３－１ 草壁谷２ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ１３３－２ 草壁谷３ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ１３４ 草壁谷８ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ１３５ 草壁谷９ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ１３６ 草壁谷１０ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ１３７－１ 草壁谷４ 睦寄町 警戒区域 

へ１３７－２ 草壁谷５ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ１３８ 古屋川１ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ１３９－１ 古屋川２ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ１３９－２ 古屋川３ 睦寄町 警戒区域 

へ１４０－１ 細迫川１ 睦寄町 警戒区域 

へ１４０－２ 細迫川２ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ１４１ 川原川 睦寄町 警戒区域 

へ１４２ 大田谷川 睦寄町 警戒区域 

へ５６３ 鳥垣川３ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ５６４－１ 鳥垣川４ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ５６４－２ 鳥垣川５ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ５６５ 草壁谷６ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ５６７－１ 古屋谷１ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ５６７－２ 古屋谷２ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ５６８ 有安谷 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０６４ 草壁川 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０６５－１ 草壁谷１ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０６５－２ 草壁谷７ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０６６ 市場谷 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０６７ 細迫川３ 睦寄町 警戒区域 

新へ１０６８ 山内谷１ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 へ２００９ 古屋川４ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２１０２ 山内谷２ 睦寄町 警戒区域／特別警戒

区 

H21.11.17 

へ１２０－１ 西谷川１ 五泉町 警戒区域 

へ１２０－２ 西谷川２ 五泉町 警戒区域／特別警戒

区 へ１２１ 奥の谷川 五泉町 警戒区域 

へ１２２ 辻川 五泉町 警戒区域／特別警戒

区 へ１２３ 小谷川１ 五泉町 警戒区域／特別警戒

区 へ１２４ 宮の奥川１ 五泉町 警戒区域／特別警戒

区 へ１２５ 市野瀬川 五泉町 警戒区域 

へ５６０ 小谷川２ 五泉町 警戒区域 

へ５６１－１ 市野瀬谷１ 五泉町 警戒区域 

へ５６１－２ 市野瀬谷２ 五泉町 警戒区域 

へ５６２ 市志谷 五泉町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２０５０ 宮の奥川６ 五泉町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２０５３－１ 宮の奥川２ 五泉町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２０５３－２ 宮の奥川３ 五泉町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２０５３－３ 宮の奥川４ 五泉町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２０５３－４ 宮の奥川５ 五泉町 警戒区域／特別警戒

区 へ１１４ 大町川１ 五津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１１５ 寺内川１ 五津合町 警戒区域 

へ１１６ 赤谷川 五津合町 警戒区域 

へ１１７ 清水川１ 五津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１１８ 清水川２ 五津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１１９－１ 清水川３ 五津合町 警戒区域 
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へ１１９－２ 清水川４ 五津合町 警戒区域 

へ１２６－１ 弓削川１ 五津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１２６－２ 弓削川２ 五津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１２６－３ 弓削川３ 五津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１２６－４ 弓削川４ 五津合町 警戒区域 

へ１２６－５ 弓削川５ 五津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１２６－６ 弓削川６ 五津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１２６－７ 弓削川７ 五津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１２７－１ 弓削川８ 五津合町 警戒区域 

へ１２７－２ 弓削川９ 五津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１２７－３ 弓削川１０ 五津合町 警戒区域 

へ５５９ 清水谷 五津合町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０６９－１ 寺内川２ 五津合町 警戒区域 

新へ１０７０ 大町川２ 五津合町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０７１－１ 大町川３ 五津合町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０７１－２ 大町川４ 五津合町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２１０４－１ 西谷川３ 五津合町 警戒区域 

新へ２１０４－２ 西谷川４ 五津合町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２１０４－３ 西谷川５ 五津合町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２１０４－４ 西谷川６ 五津合町 警戒区域 

へ１０６－１ 西屋川 八津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１０７ 神谷川１ 八津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１０８ 神谷川２ 八津合町 警戒区域 

へ１０９ 神谷川３ 八津合町 警戒区域 

へ１１０ 志古田川 八津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１１１－１ 山田川１ 八津合町 警戒区域 

へ１１１－２ 山田川２ 八津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１１１－３ 山田川３ 八津合町 警戒区域 

へ１１１－４ 馬場崎２ 八津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１１１－５ 馬場崎１ 八津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１１２－１ 日置谷川２ 八津合町 警戒区域 

へ１１２－２ 日置谷川３ 八津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１１３－１ 片山川 八津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１１３－２ 村中２ 八津合町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０５８－１ 日置谷川１ 八津合町 警戒区域 

新へ１０５８－２ 村中１ 八津合町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０６０ 石橋川 八津合町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０６１ 瀬尾谷川３ 八津合町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２１０１－１ 瀬尾谷川１ 八津合町 警戒区域 

新へ２１０１－２ 瀬尾谷川２ 八津合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１０１ 第一区川１ 睦合町 警戒区域 

へ１０２ 第一区川２ 睦合町 警戒区域／特別警戒

区 へ１０３ 第一区川３ 睦合町 警戒区域 

へ１０４ 浅原谷１２ 睦合町 警戒区域 

へ１０５－１ 真野川 睦合町 警戒区域 

へ１０５－２ 小田 睦合町 警戒区域 

へ１０６－２ 引地 睦合町 警戒区域 

へ５５６ 才ケ坪 睦合町 警戒区域 

へ５５７ 浅原谷４ 睦合町 警戒区域 

へ５５８－１ 浅原谷５ 睦合町 警戒区域／特別警戒

区 へ５５８－２ 浅原谷６ 睦合町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０５４ 浅原谷２ 睦合町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０５５ 浅原谷１ 睦合町 警戒区域 

新へ１０９８ 浅原谷３ 睦合町 警戒区域 

新へ２００８－１ 浅原谷１１ 睦合町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２００８－２ 浅原谷１０ 睦合町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２０９７－１ 西ケ岡 睦合町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２０９７－２ 浅原谷１４ 睦合町 警戒区域／特別警戒

区 
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H21.11.17 

新へ２０９７－３ 浅原谷１３ 睦合町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２０９９ 浅原谷９ 睦合町 警戒区域 

新へ２１００－１ 浅原谷８ 睦合町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２１００－２ 浅原谷７ 睦合町 警戒区域／特別警戒

区 

H23.2.25 

新へ２１３７－１ 上尾谷 十倉向町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２１３７－２ 金屋谷 十倉向町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２１３７－３ 小松谷 十倉向町 警戒区域／特別警戒

区 へ０９７－１ 忠川５ 忠町 警戒区域／特別警戒

区 へ０９７－２ 忠川６ 忠町 警戒区域 

へ０９８－１ 忠川３ 忠町 警戒区域／特別警戒

区 へ０９８－２ 忠川４ 忠町 警戒区域／特別警戒

区 へ０９９ 忠川２ 忠町 警戒区域／特別警戒

区 へ１００ 忠川１ 忠町 警戒区域／特別警戒

区 へ５５１ 佃谷１ 佃町 警戒区域／特別警戒

区 へ５５２ 佃谷２ 佃町 警戒区域／特別警戒

区 へ５５３ 佃谷３ 佃町 警戒区域／特別警戒

区 へ５５４ 佃谷４ 佃町 警戒区域／特別警戒

区 へ５５５ 佃谷５ 佃町 警戒区域 

へ０９５－１ 田重川 武吉町 警戒区域／特別警戒

区 へ０９５－２ 二反田谷 武吉町 警戒区域 

へ０９５－３ 西谷 武吉町 警戒区域／特別警戒

区 へ０９６ 久保地川 武吉町 警戒区域／特別警戒

区 へ５５０ 武吉谷 武吉町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０９７ 柳谷 武吉町 警戒区域 

へ０９０－３ 古気良谷 十倉名畑町 警戒区域／特別警戒

区 へ０９０－１ 井根川１ 井根町 警戒区域／特別警戒

区 へ０９０－２ 西大末谷 井根町 警戒区域／特別警戒

区 へ０９１－１ 井根川２ 井根町 警戒区域／特別警戒

区 へ０９１－２ 中筋谷 井根町 警戒区域／特別警戒

区 へ０９２ 井根川３ 井根町 警戒区域／特別警戒

区 へ０９３ 井根川４ 井根町 警戒区域／特別警戒

区 へ０９４－１ 井根川５ 井根町 警戒区域／特別警戒

区 へ０９４－２ 大谷１ 井根町 警戒区域／特別警戒

区 へ０９４－３ 大谷２ 井根町 警戒区域／特別警戒

区 へ０８９ 十倉志茂川 十倉志茂町 警戒区域／特別警戒

区 へ５４８－１ 旭谷１ 十倉志茂町 警戒区域／特別警戒

区 へ５４８－２ 大畑谷 十倉志茂町 警戒区域／特別警戒

区 へ５４８－３ 才ケ谷 十倉志茂町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０５０ 肘谷川 十倉志茂町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０５１ 風呂の谷川 十倉志茂町 警戒区域 

新へ２０９４ 沼ヶ段谷 十倉中町 警戒区域／特別警戒

区 へ１５７ 広瀬川 広瀬町 警戒区域／特別警戒

区 へ５４９－１ 橋上谷 橋上町 警戒区域／特別警戒

区 へ５４９－２ 下照用谷１ 橋上町 警戒区域 

新へ２０９２ 下照用谷２ 橋上町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２０９１ 栃谷口谷 釜輪町 警戒区域／特別警戒

区 へ５８４ 戸奈瀬谷１ 戸奈瀬町 警戒区域 

へ５８５－１ 戸奈瀬谷２ 戸奈瀬町 警戒区域／特別警戒

区 

 
新へ１０４７ 四ツ町谷 戸奈瀬町 警戒区域／特別警戒

区 へ０６０ 山入川 旭町 警戒区域／特別警戒

区 へ０８８ 塩谷川 旭町 警戒区域 

へ５３３ 旭谷２ 旭町 警戒区域／特別警戒

区 へ５３４ 旭谷３ 旭町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２０３０ 妙見谷１ 旭町 警戒区域／特別警戒 

新へ２０３１ 妙見谷２ 旭町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２０９３－１ 朝金谷１ 旭町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２０９３－２ 朝金谷２ 旭町 警戒区域／特別警戒

区 新へ３１１０ 詰迫谷 旭町 警戒区域／特別警戒

区 
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H23.2.25 

新へ３１１１ 大工田谷１ 旭町 警戒区域 

新へ３１１２ 出合ノ尾谷１ 旭町 警戒区域 

新へ３１１３ 滝ノ元谷 旭町 警戒区域／特別警戒

区 新へ３１１４ 大工田谷２ 旭町 警戒区域／特別警戒

区 新へ３１１５ 大工田谷３ 旭町 警戒区域／特別警戒

区 へ０８４ 鷹栖川 鷹栖町 警戒区域 

へ０８７－１ 段川 鷹栖町 警戒区域／特別警戒

区 へ０８７－２ 奥ノ谷 鷹栖町 警戒区域 

へ５４５ 鷹栖谷１ 鷹栖町 警戒区域／特別警戒

区 へ５４６ 鷹栖谷２ 鷹栖町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０４９ 井坪谷 東山町 警戒区域／特別警戒

区 へ１５６ 上原川 上原町 警戒区域 

新へ１０４５ 惣谷 上原町 警戒区域／特別警戒

区 へ０８３－１ 西原川 西原町 警戒区域／特別警戒

区 へ０８３－２ 岩西谷 西原町 警戒区域／特別警戒

区 新へ２０１７ 鷲谷口谷 西原町 警戒区域／特別警戒

区 へ０８５－１ 滝谷川１ 下原町 警戒区域／特別警戒

区 へ０８５－２ 滝谷川２ 下原町 警戒区域／特別警戒

区 へ０８６－１ 滝谷川３ 下原町 警戒区域／特別警戒

区 へ０８６－２ 滝谷川４ 下原町 警戒区域／特別警戒

区 へ５４７ 滝谷川５ 下原町 警戒区域／特別警戒

区 新へ１０９４ 角畑谷 下原町 警戒区域／特別警戒

区 へ０８２－１ 和木１ 和木町 警戒区域／特別警戒

区 へ０８２－２ 和木２ 和木町 警戒区域／特別警戒

区 へ０８２－３ 和木３ 和木町 警戒区域／特別警戒

区 へ０８２－４ 和木４ 和木町 警戒区域／特別警戒

区 へ０８２－５ 和木５ 和木町 警戒区域／特別警戒

区 へ５８５－２ 下替地 下替地町 警戒区域／特別警戒

区警戒区域／特別警

戒 

H24.3.21 

へ０２６ 志賀郷１ 志賀郷町 警戒区域／特別警戒 

新へ３０１４ 志賀郷２ 志賀郷町 警戒区域 

新へ３０１５ 志賀郷３ 志賀郷町 警戒区域 

新へ３０１６ 志賀郷４ 志賀郷町 警戒区域 

新へ３０１７ 志賀郷５ 志賀郷町 警戒区域／特別警戒 

新へ３０２９ 志賀郷６ 志賀郷町 警戒区域／特別警戒 

新へ３０３０ 志賀郷７ 志賀郷町 警戒区域／特別警戒 

へ０１６ 向田１ 向田町 警戒区域 

へ０１７ 向田２ 向田町 警戒区域／特別警戒 

新へ３０３１ 向田３ 向田町 警戒区域／特別警戒 

へ０２１ 篠田１ 篠田町 警戒区域／特別警戒 

へ０２２ 篠田２ 篠田町 警戒区域／特別警戒 

へ０２３ 篠田３ 篠田町 警戒区域／特別警戒 

へ０２４ 篠田４ 篠田町 警戒区域／特別警戒 

へ０２５－１ 篠田５ 篠田町 警戒区域／特別警戒 

へ０２５－２ 篠田６ 篠田町 警戒区域 

へ５１７ 篠田７ 篠田町 警戒区域／特別警戒 

へ５１８－１ 篠田８ 篠田町 警戒区域／特別警戒 

へ５１８－２ 篠田９ 篠田町 警戒区域／特別警戒 
へ５１９－１ 篠田１０ 篠田町 警戒区域／特別警戒 
へ５１９－２ 篠田１１ 篠田町 警戒区域／特別警戒 

へ５２０ 篠田１２ 篠田町 警戒区域／特別警戒 
新へ１０７５ 篠田１３ 篠田町 警戒区域／特別警戒 
新へ２１１０－１ 篠田１４ 篠田町 警戒区域／特別警戒 

新へ２１１０－２ 篠田１５ 篠田町 警戒区域／特別警戒 
新へ２１１１ 篠田１６ 篠田町 警戒区域 
新へ２１１２ 篠田１７ 篠田町 警戒区域／特別警戒 
新へ３０４５ 篠田１８ 篠田町 警戒区域／特別警戒 
新へ３０４６ 篠田１９ 篠田町 警戒区域 

新へ３０４７ 篠田２０ 篠田町 警戒区域／特別警戒 
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H24.3.21 

新へ３０４８ 篠田２１ 篠田町 警戒区域／特別警戒 
新へ３０４９ 篠田２２ 篠田町 警戒区域／特別警戒 
新へ３０５０ 篠田２３ 篠田町 警戒区域／特別警戒 
新へ３０５１－１ 篠田２４ 篠田町 警戒区域／特別警戒 

新へ３０５１－２ 篠田２５ 篠田町 警戒区域／特別警戒 
へ０１８ 安の谷川 別所町 警戒区域 

へ０１９ 大西川 別所町 警戒区域 
へ０２０ 神宮谷川 別所町 警戒区域 
へ５１４－１ 別所１ 別所町 警戒区域／特別警戒 
へ５１４－２ 別所２ 別所町 警戒区域／特別警戒 

へ５１４－３ 別所３ 別所町 警戒区域／特別警戒 
へ５１６－１ 別所４ 別所町 警戒区域／特別警戒 
へ５１６－２ 別所５ 別所町 警戒区域／特別警戒 

へ５１６－３ 別所６ 別所町 警戒区域 
へ５１６－４ 別所７ 別所町 警戒区域／特別警戒 
へ５１６－５ 別所８ 別所町 警戒区域／特別警戒 
へ０４１ 内久井１ 内久井町 警戒区域 
へ０４３ 内久井２ 内久井町 警戒区域 
新へ３０４０ 内久井３ 内久井町 警戒区域 
新へ３０４１ 内久井４ 内久井町 警戒区域／特別警戒 
へ５３０ 内久井５ 内久井町 警戒区域 
へ５３１ 内久井６ 内久井町 警戒区域／特別警戒 
新へ３０４２ 内久井７ 内久井町 警戒区域／特別警戒 
へ０４２ 内久井８ 内久井町 警戒区域 
新へ３０４３ 内久井９ 内久井町 警戒区域／特別警戒 
新へ３０４４ 内久井１０ 内久井町 警戒区域／特別警戒 
新へ３０４２－２ 内久井１１ 内久井町 警戒区域／特別警戒 
新へ３０２８ 金河内川５ 金河内町 警戒区域／特別警戒 
へ０３９ 金河内川１ 金河内町 警戒区域 
へ０４０ 金河内川２ 金河内町 警戒区域／特別警戒 
へ５２８ 金河内谷１ 金河内町 警戒区域／特別警戒 
へ５２９ 金河内谷２ 金河内町 警戒区域 
新へ１０８９ 金河内川３ 金河内町 警戒区域 
新へ３１１７ 金河内川４ 金河内町 警戒区域／特別警戒 
へ５２６ 坊口１ 坊口町 警戒区域／特別警戒 
へ５２７ 坊口２ 坊口町 警戒区域／特別警戒 
新へ３０２７ 坊口３ 坊口町 警戒区域 
新へ２１２６ 坊口４ 坊口町 警戒区域 
へ０３８ 坊口５ 坊口町 警戒区域 
へ０３７ 坊口６ 坊口町 警戒区域 
新へ１０２６ 仁和１ 仁和町 警戒区域 
へ０３４ 仁和２ 仁和町 警戒区域 
へ０３６ 仁和３ 仁和町 警戒区域 
へ０３５ 仁和４ 仁和町 警戒区域 
へ５２４ 西方１ 西方町 警戒区域 
へ０３１ 西方２ 西方町 警戒区域／特別警戒 
へ０３２ 西方３ 西方町 警戒区域 
へ５２５ 西方４ 西方町 警戒区域 
へ０３３－１ 西方５ 西方町 警戒区域 
へ０３３－２ 西方６ 西方町 警戒区域 
新へ２０５４ 西方７ 西方町 警戒区域 
新へ２０５５ 西方８ 西方町 警戒区域／特別警戒 
新へ３０２３ 西方９ 西方町 警戒区域／特別警戒 
新へ３０２４ 西方１０ 西方町 警戒区域／特別警戒 
新へ２０５７ 西方１１ 西方町 警戒区域 
へ５２３ 西方１２ 西方町 警戒区域／特別警戒 
新へ３０２５ 西方１３ 西方町 警戒区域／特別警戒 
新へ２０５８ 西方１４ 西方町 警戒区域／特別警戒 
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新へ２０５９ 西方１５ 西方町 警戒区域／特別警戒 
新へ２０６０ 西方１６ 西方町 警戒区域 
へ０３０ 西方１７ 西方町 警戒区域／特別警戒 
へ０２９ 西方１８ 西方町 警戒区域／特別警戒 
へ５２１ 西方１９ 西方町 警戒区域／特別警戒 
へ０２７ 西方２０ 西方町 警戒区域 

新へ３０２６ 西方２１ 西方町 警戒区域／特別警戒 
新へ２０６３ 西方２２ 西方町 警戒区域 
へ０２８ 西方２３ 西方町 警戒区域 
新へ１０２８ 西方２４ 西方町 警戒区域 
新へ３０１８ 西方２５ 西方町 警戒区域 
新へ３０１９ 西方２６ 西方町 警戒区域／特別警戒 
新へ３０２０ 西方２７ 西方町 警戒区域 
新へ３０２１ 長尾川 西方町 警戒区域 

新へ３０２２ 西方２８ 西方町 警戒区域／特別警戒 
へ５２２ 西方２９ 西方町 警戒区域 
新へ２０６４－２ 西方３０ 西方町 警戒区域／特別警戒 
新へ２０６４－１ 西方３１ 西方町 警戒区域／特別警戒 

H25.3.19 

新へ１０２９ 物部１ 物部町 警戒区域／特別警戒 

新へ３０１３ 物部２ 物部町 警戒区域／特別警戒 
へ０１０ 物部３ 物部町 警戒区域／特別警戒 
新へ１０３２ 物部４ 物部町 警戒区域／特別警戒 
新へ３０１０ 物部５ 物部町 警戒区域／特別警戒 

へ００７ 新庄１ 新庄町 警戒区域 
へ００７－２ 新庄２ 新庄町 警戒区域 
新へ２０６６ 新庄３ 新庄町 警戒区域 
新へ２０６７ 新庄４ 新庄町 警戒区域 
新へ１０９１ 新庄５ 新庄町 警戒区域 
新へ３０３７ 新庄６ 新庄町 警戒区域／特別警戒 
新へ３０３７－２ 新庄７ 新庄町 警戒区域 
新へ２０７１ 西坂１ 西坂町 警戒区域／特別警戒 
へ０１５ 西坂２ 西坂町 警戒区域／特別警戒 

へ０１４ 西坂３ 西坂町 警戒区域／特別警戒 
へ５０８ 西坂４ 西坂町 警戒区域／特別警戒 
新へ１０３３－１ 西坂５ 西坂町 警戒区域／特別警戒 
へ５０７ 西坂６ 西坂町 警戒区域／特別警戒 

新へ１０３３－２ 西坂７ 西坂町 警戒区域 
へ０１１－２ 西坂８ 西坂町 警戒区域／特別警戒 
へ０１１－１ 西坂９ 西坂町 警戒区域／特別警戒 

新へ２０７２ 西坂１０ 西坂町 警戒区域 
新へ２０７３ 西坂１１ 西坂町 警戒区域／特別警戒 
へ５０６ 西坂１２ 西坂町 警戒区域／特別警戒 

へ５０３ 西坂１３ 西坂町 警戒区域 
新へ１０３１ 西坂１４ 西坂町 警戒区域 
新へ１０３０ 西坂１５ 西坂町 警戒区域 
新へ３０１１－２ 西坂１６ 西坂町 警戒区域 
新へ３０１１－１ 西坂１７ 西坂町 警戒区域／特別警戒 
新へ２０７６ 西坂１８ 西坂町 警戒区域／特別警戒 

新へ２０７５ 西坂１９ 西坂町 警戒区域／特別警戒 
へ５０４ 西坂２０ 西坂町 警戒区域／特別警戒 

新へ３０１２－１ 西坂２１ 西坂町 警戒区域／特別警戒 
新へ３０１２－２ 西坂２２ 西坂町 警戒区域／特別警戒 

新へ２０７４－１ 西坂２３ 西坂町 警戒区域 
新へ２０７４－２ 西坂２４ 西坂町 警戒区域 
新へ１０３４－１ 西坂２５ 西坂町 警戒区域／特別警戒 
新へ１０３４－２ 西坂２６ 西坂町 警戒区域／特別警戒 

へ０１２ 西坂２７ 西坂町 警戒区域／特別警戒 
へ０１３ 西坂２８ 西坂町 警戒区域／特別警戒 
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新へ２１２５ 西坂２９ 西坂町 警戒区域／特別警戒 
新へ２１２３ 西坂３０ 西坂町 警戒区域／特別警戒 

へ５１０ 西坂３１ 西坂町 警戒区域／特別警戒 
新へ２０６９－４ 西坂３２ 西坂町 警戒区域／特別警戒 

新へ２０６９－３ 西坂３３ 西坂町 警戒区域／特別警戒 
新へ２０６９－１ 西坂３４ 西坂町 警戒区域／特別警戒 

新へ２０６９－２ 西坂３５ 西坂町 警戒区域／特別警戒 
新へ２１２９ 白道路１ 白道路町 警戒区域／特別警戒 

へ５１２ 白道路２ 白道路町 警戒区域 

へ５１２－２ 白道路３ 白道路町 警戒区域 

へ５１２－３ 白道路４ 白道路町 警戒区域 

新へ３０５２ 白道路５ 白道路町 警戒区域 

へ５１３ 白道路６ 白道路町 警戒区域 

へ５１３－２ 白道路７ 白道路町 警戒区域／特別警戒 

新へ１０８２ 白道路８ 白道路町 警戒区域 

新へ１０８２－２ 白道路９ 白道路町 警戒区域／特別警戒 

新へ１０８２－３ 白道路１０ 白道路町 警戒区域／特別警戒 

新へ１０８２－４ 白道路１１ 白道路町 警戒区域／特別警戒 

へ５１１ 白道路１２ 白道路町 警戒区域 

へ５１１－２ 白道路１３ 白道路町 警戒区域／特別警戒 

新へ３１０８－４ 中山１ 中山町 警戒区域／特別警戒 
新へ３１０８－３ 中山２ 中山町 警戒区域／特別警戒 

新へ３１０８－２ 中山３ 中山町 警戒区域 

へ０６６ 安国寺１ 安国寺町 警戒区域 

新へ２１３２ 安国寺２ 安国寺町 警戒区域／特別警戒 

新へ１０９３ 安国寺３ 安国寺町 警戒区域／特別警戒 

新へ２０３７ 安国寺４ 安国寺町 警戒区域／特別警戒 

新へ２０９６ 安国寺５ 安国寺町 警戒区域／特別警戒 

新へ３１２０ 安国寺６ 安国寺町 警戒区域／特別警戒 

へ０６７－４ 梅迫１ 梅迫町 警戒区域／特別警戒 

へ０６７－３ 梅迫２ 梅迫町 警戒区域 

へ０６７－２ 梅迫３ 梅迫町 警戒区域／特別警戒 

へ０６７ 梅迫４ 梅迫町 警戒区域／特別警戒 

へ０６７－５ 梅迫５ 梅迫町 警戒区域／特別警戒 

へ０６７－６ 梅迫６ 梅迫町 警戒区域／特別警戒 

新へ３０７５－２ 梅迫７ 梅迫町 警戒区域／特別警戒 

新へ３０７７ 梅迫８ 梅迫町 警戒区域／特別警戒 

へ０７０ 高槻１ 高槻町 警戒区域 

へ０６９ 高槻２ 高槻町 警戒区域 

へ０６８ 高槻３ 高槻町 警戒区域／特別警戒 

新へ２１２１－２ 上杉１ 上杉町 警戒区域／特別警戒 

新へ２１２１－３ 上杉２ 上杉町 警戒区域 

新へ２１２１ 上杉３ 上杉町 警戒区域 

へ５４０ 上杉４ 上杉町 警戒区域 

へ５４０－２ 上杉５ 上杉町 警戒区域／特別警戒 

へ５４１ 上杉６ 上杉町 警戒区域／特別警戒 

へ５４２ 上杉７ 上杉町 警戒区域 

へ０７３ 上杉８ 上杉町 警戒区域 

へ０７３－２ 上杉９ 上杉町 警戒区域 

へ０７４ 大門川 上杉町 警戒区域 

へ０７５ 矢ノ谷川 上杉町 警戒区域 

へ０７６ 上杉１０ 上杉町 警戒区域 

へ０７６－２ 上杉１１ 上杉町 警戒区域 

へ０７６－３ 上杉１２ 上杉町 警戒区域 

新へ１０８３ 上杉１３ 上杉町 警戒区域 

へ０７２ 上杉１４ 上杉町 警戒区域／特別警戒 

へ０７２－２ 上杉１５ 上杉町 警戒区域／特別警戒 

へ０７１ 上杉１６ 上杉町 警戒区域／特別警戒 
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へ０７１－２ 上杉１７ 上杉町 警戒区域／特別警戒 

新へ３０７９ 上杉１８ 上杉町 警戒区域 

新へ３０７９－２ 上杉１９ 上杉町 警戒区域／特別警戒 

新へ３０７９－３ 上杉２０ 上杉町 警戒区域／特別警戒 

新へ３０７８ 上杉２１ 上杉町 警戒区域／特別警戒 

新へ１０８５ 上杉２２ 上杉町 警戒区域 

新へ２１２２－２ 下村１ 於与岐町 警戒区域 

新へ２１２２－３ 下村２ 於与岐町 警戒区域 

新へ２１２２－４ 下村３ 於与岐町 警戒区域 

新へ２１２２－５ 下村４ 於与岐町 警戒区域 

新へ２１２２－６ 下村５ 於与岐町 警戒区域 

新へ２１２２ 下村６ 於与岐町 警戒区域／特別警戒 

新へ１０８７ 中川原１ 於与岐町 警戒区域／特別警戒 

へ１７２－２ 中川原２ 於与岐町 警戒区域 

へ１７２－３ 中川原３ 於与岐町 警戒区域／特別警戒 

へ１７２ 中川原４ 於与岐町 警戒区域／特別警戒 

へ１７２－４ 中川原５ 於与岐町 警戒区域 

へ５９１ 大又１ 於与岐町 警戒区域／特別警戒 

へ５９２ 大又２ 於与岐町 警戒区域 

へ５９２－２ 大又３ 於与岐町 警戒区域 

へ５９３－２ 大又４ 於与岐町 警戒区域／特別警戒 

へ５９３ 大又５ 於与岐町 警戒区域 

へ５９４ 大又６ 於与岐町 警戒区域 

新へ２１３８ 大又７ 於与岐町 警戒区域／特別警戒 
新へ２１３８－２ 大又８ 於与岐町 警戒区域／特別警戒 
新へ２１３８－３ 大又９ 於与岐町 警戒区域 
へ１７１ 見内１ 

２ 

於与岐町 警戒区域／特別警戒 
へ１７１－２ 見内２ 於与岐町 警戒区域 
へ１７１－３ 見内３ 於与岐町 警戒区域／特別警戒 
へ１７１－４ 見内４ 於与岐町 警戒区域 
へ１６９－２ 見内５ 於与岐町 警戒区域／特別警戒 
へ１６９ 見内６ 於与岐町 警戒区域 
へ１６６－２ 見内７ 於与岐町 警戒区域／特別警戒 
へ１６６ 見内８ 於与岐町 警戒区域／特別警戒 
へ１６７ 見内９ 於与岐町 警戒区域／特別警戒 
へ１６７－２ 見内１０ 於与岐町 警戒区域／特別警戒 
へ５８９－２ 見内１１ 於与岐町 警戒区域 
へ５８９ 見内１２ 於与岐町 警戒区域／特別警戒 
へ１６８－２ 見内１３ 於与岐町 警戒区域 
へ１６８ 見内１４ 於与岐町 警戒区域／特別警戒 
へ１６８－３ 見内１５ 於与岐町 警戒区域 
へ５９０ 見内１６ 於与岐町 警戒区域 
へ１７０ 見内１７ 於与岐町 警戒区域／特別警戒 
へ１６５－２ 黒谷１ 黒谷町 警戒区域 
へ１６５ 黒谷２ 黒谷町 警戒区域／特別警戒 
へ１６４ 黒谷３ 黒谷町 警戒区域／特別警戒 
へ１５８ 黒谷４ 黒谷町 警戒区域／特別警戒 
へ１５９ 黒谷５ 黒谷町 警戒区域／特別警戒 
へ１６１ 黒谷６ 黒谷町 警戒区域／特別警戒 
へ１６０－２ 黒谷７ 黒谷町 警戒区域／特別警戒 
へ１６０ 黒谷８ 黒谷町 警戒区域 
へ１６５－３ 黒谷９ 黒谷町 警戒区域 
へ１６３－１ 黒谷川１ 八代町 警戒区域／特別警戒 
へ１６３－２ 黒谷川２ 八代町 警戒区域／特別警戒 
へ１６３－３ 黒谷川３ 八代町 警戒区域／特別警戒 
へ１６３－４ 黒谷川４ 八代町 警戒区域 
へ５８７－１ 八代谷１ 八代町 警戒区域／特別警戒 
へ５８７－２ 八代谷２ 八代町 警戒区域／特別警戒 
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新へ２１０８ 七百石１ 七百石町 警戒区域 

へ５３７ 七百石２ 七百石町 警戒区域 
新へ３０５５－２ 七百石３ 七百石町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ３０５５ 七百石４ 七百石町 警戒区域 

新へ３０５４ 七百石５ 七百石町 警戒区域 

へ５３６ 七百石６ 七百石町 警戒区域 

へ０６２ 七百石７ 七百石町 警戒区域 

新へ３０６１ 七百石８ 七百石町 警戒区域 

新へ２１１５ 七百石９ 七百石町 警戒区域 

新へ２１１６ 七百石１０ 七百石町 警戒区域 

へ５３９ 七百石１１ 七百石町 警戒区域／特別警戒

区域 へ５３５－１ 七百石１２ 七百石町 警戒区域 

へ５３５－２ 七百石１３ 七百石町 警戒区域 

新へ３０６２ 岩王寺川 七百石町 警戒区域 

へ０６４ 上八田１ 上八田町 警戒区域 

新へ１０８０ 上八田２ 上八田町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ１０８１ 上八田３ 上八田町 警戒区域 

新へ２０１８ 下八田１ 下八田町 警戒区域 

新へ２０２４ 下八田２ 下八田町 警戒区域 

新へ２０２３ 下八田３ 下八田町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０２３－２ 下八田４ 下八田町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ３１１６ 下八田５ 下八田町 警戒区域／特別警戒

区域 へ５４４ 下八田６ 下八田町 警戒区域 

へ５４４－２ 下八田７ 下八田町 警戒区域／特別警戒

区域 へ５４４－３ 下八田８ 下八田町 警戒区域／特別警戒

区域 へ０６５－６ 中筋１ 中筋町 警戒機 

へ０６１－５ 中筋２ 中筋町 警戒区域／特別警戒

区域 へ０６１－６ 中筋３ 中筋町 警戒区域／特別警戒

区域 へ０６１－７ 中筋４ 中筋町 警戒区域 

へ０６１－８ 中筋５ 中筋町 警戒区域 

へ０６１－４ 中筋６ 中筋町 警戒区域／特別警戒

区域 へ０６１－３ 中筋７ 中筋町 警戒区域 

へ０６１ 中筋８ 中筋町 警戒区域 

へ０６１－２ 中筋９ 中筋町 警戒区域 

へ０６５－５ 中筋１０ 中筋町 警戒区域 

へ０６５－４ 中筋１１ 中筋町 警戒区域／特別警戒

区域 へ０６５ 中筋１２ 中筋町 警戒区域 

へ０６５－２ 中筋１３ 中筋町 警戒区域 

へ０６５－３ 中筋１４ 中筋町 警戒区域 
へ０６１－９ とよさか１ とよさか町 警戒区域 

警戒区域／特別警戒

区域 

へ０６１－１０ とよさか２ とよさか町 警戒区域／特別警戒

区域 へ０６１－１１ とよさか３ とよさか町 警戒区域／特別警戒

区域 へ０６１－１２ とよさか４ とよさか町 警戒区域／特別警戒

区域 へ０６１－１３ とよさか５ とよさか町 警戒区域／特別警戒

区域 へ０６１―１４ 淵垣１ 淵垣町 警戒区域 

新へ２１１８ 小呂１ 小呂町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０３５ 小呂２ 小呂町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０３６ 小呂３ 小呂町 警戒区域／特別警戒

区域 へ０５７－４ 小呂４ 小呂町 警戒区域／特別警戒

区域 へ０５７－５ 小呂５ 小呂町 警戒区域 

へ０５７ 小呂６ 小呂町 警戒区域 

へ０５７－２ 小呂７ 小呂町 警戒区域 

へ０５７－３ 小呂８ 小呂町 警戒区域 

新２１１９ 小呂９ 小呂町 警戒区域／特別警戒

区域 へ５３２ 星原１ 星原町 警戒区域 

へ５３２－２ 星原２ 星原町 警戒区域／特別警戒

区域 へ５３２－３ 星原３ 星原町 警戒区域 

へ０５６－２ 星原４ 星原町 警戒区域 
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へ０５６－３ 星原５ 星原町 警戒区域 

へ０５６ 星原６ 星原町 警戒区域 

新へ２１２０ 星原７ 星原町 警戒区域 

新へ２１２０－２ 星原８ 星原町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２１２０－３ 星原９ 星原町 警戒区域 

へ０５５ 有岡１ 有岡町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０３３ 有岡２ 有岡町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０３３－２ 有岡３ 有岡町 警戒区域 

新へ２０３３－３ 有岡４ 有岡町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０３３－４ 有岡５ 有岡町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０３３－５ 有岡６ 有岡町 警戒区域 

新へ２０１９－２ 多田１ 多田町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０１９ 多田２ 多田町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ１０１３ 高倉１ 高倉町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ１０１３－２ 高倉２ 

２２ 

高倉町 

 

警戒区域 

新へ２０１９－３ 里１ 里町 警戒区域 

H.27.3.31 

新へ１０１７－２ 位田５ 位田町 警戒区域 

新へ２０３８ 位田６ 位田町 警戒区域 

新へ２０３９ 位田７ 位田町 警戒区域 

新へ２０３９－２ 位田８ 位田町 警戒区域 

新へ２０３９－３ 位田９ 位田町 警戒区域 

新へ１０１７ 位田４ 位田町 警戒区域／特別警戒

区域 

H.27.6.23 

新へ１０３５ 小畑１ 小畑町 警戒区域 

新へ２００１ 小畑２ 小畑町 警戒区域 

新へ１０３６－１ 小畑３ 小畑町 警戒区域 

新へ１０３６－２ 小畑４ 小畑町 警戒区域 

新へ１０５３ 小畑５ 小畑町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０８０ 小畑６ 小畑町 警戒区域 

新へ２０７９ 小畑７ 小畑町 警戒区域 

へ５０１ 小畑８ 小畑町 警戒区域 

新へ３１１９ 小畑９ 小畑町 警戒区域 

へ００９ 小畑１０ 小畑町 警戒区域／特別警戒

区域 へ００９－２ 小畑１１ 小畑町 警戒区域 

へ００８－１ 小畑１２ 小畑町 警戒区域 

へ００８－２ 小畑１３ 小畑町 警戒区域 

へ００８－３ 小畑１４ 小畑町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ１０９０ 鍛治屋１ 鍛治屋町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ１０９０－２ 鍛治屋２ 鍛治屋町 警戒区域 

新へ１０９０－３ 鍛治屋３ 鍛治屋町 警戒区域／特別警戒

区域 へ００５ 今田１ 今田町 警戒区域 

新へ１０４０－２ 小貝１ 小貝町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０８２ 私市１ 私市町 警戒区域 

へ００１ 私市２ 私市町 警戒区域／特別警戒

区域 へ００１－２ 私市３ 私市町 警戒区域／特別警戒

区域 へ００４－２ 小西１ 小西町 警戒区域 

へ００４ 小西２ 小西町 警戒区域 

新へ３０８０ 小西３ 小西町 警戒区域 

新へ１０４２ 小西４ 小西町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０４０－２ 小西５ 小西町 警戒区域 

へ００６－２ 大畠１ 大畠町 警戒区域 

新へ１０４３－２ 大畠２ 大畠町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ１０４３ 大畠３ 大畠町 警戒区域 

へ００６ 大畠４ 大畠町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ１０１８ 栗１ 栗町 警戒区域 

新へ１０１８－２ 栗２ 栗町 警戒区域／特別警戒

区域 

H27.3.31 

新へ２０１１ 安場１ 安場町 警戒区域 

新へ２０１１－２ 安場２ 安場町 警戒区域 

新へ１０４４ 安場３ 安場町 警戒区域 



資 料 編 

２ 危険箇所等 

資-2-68 

土砂災害警戒区域指定箇所一覧（土石流） 

指定年月日 区域番号 区域名 所在地 区域指定の種類 

H27.3.31 

新へ１０４４－２ 安場４ 安場町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ１０４４－３ 安場５ 安場町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０８５－３ 安場６ 安場町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０８５－１ 安場７ 安場町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０８５－２ 安場８ 安場町 警戒区域／特別警戒

区域 

H27.6．23 

新へ１００１ 高津１ 高津町 警戒区域／特別警戒

区域 へ００３ 高津２ 高津町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ３０９１ 高津３ 高津町 警戒区域 

新へ３０９１－２ 高津４ 高津町 警戒区域 

新へ２０１０ 高津５ 高津町 警戒区域 

新へ３０９０ 高津６ 高津町 警戒区域／特別警戒

区域 へ０４８ 新庄川 上延町 警戒区域 

へ０５１ 菅谷川 上延町 警戒区域 

へ０５０ 上延１ 上延町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０１３ 上延２ 上延町 警戒区域 

新へ２０１３－２ 上延３ 上延町 警戒区域 

新へ１００３ 上延４ 上延町 警戒区域 

へ０４４ 大島１ 大島町 警戒区域／特別警戒

区域 

警戒区域 

へ０４５ 道屋川 大島町 警戒区域 

へ０４６ 宮谷川 大島町 警戒区域 

へ０４７ ヒナサキ川 大島町 警戒区域 

へ０４９ 下山川 岡町 警戒区域 

新へ１０１２ 一の丸１ 岡町 警戒区域 

へ０５２ 一の丸２ 岡町 警戒区域 

新へ１０１０－４ 上野１ 上野町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ１０１０－３ 上野２ 上野町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ１０１０－２ 上野３ 上野町 警戒区域／特別警戒

区域 

 

新へ２０２５ 上野５ 上野町 警戒区域 

新へ１０１０ 上野６ 上野町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０２６－２ 野田１ 野田町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０２６ 野田２ 野田町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２１３４ 野田３ 野田町 警戒区域 

新へ２１３５ 野田４ 野田町 警戒区域 

 へ０７８ 寺町１ 寺町町 警戒区域 

新へ１００７－３ 田野１ 田野町 警戒区域 

新へ１００７－２ 田野２ 田野町 警戒区域 

新へ１００７ 田野３ 田野町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ１００６ 田野４ 田野町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ１００６－２ 田野５ 田野町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ１００６－３ 田野６ 田野町 警戒区域 

新へ３０９３ 田野７ 田野町 警戒区域 

新へ３０９３－２ 田野８ 田野町 警戒区域 

新へ３０９３－３ 田野９ 田野町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ３０９３－４ 田野１０ 田野町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ３０９３－５ 田野１１ 田野町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ３０９３－６ 田野１２ 田野町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ３０９３－７ 田野１３ 田野町 警戒区域 

新へ３０９３－８ 田野１４ 田野町 警戒区域 

へ０７９ 田野１５ 田野町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２１２４－３ 田野１６ 田野町 警戒区域 

新へ２１２４－２ 田野１７ 田野町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２１２４－１ 田野１８ 田野町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２１２４－４ 田野１９ 田野町 警戒区域／特別警戒

区域 へ０５４ 宮代川 神宮寺町 警戒区域 

へ０５３ 宮代１ 宮代町 警戒区域 

H28.3.29 

新へ３１０１－２ 位田１ 位田町 警戒区域／特別警戒 

新へ３１０１ 位田２ 位田町 警戒区域 

新へ２０８４ 位田３ 位田町 警戒区域 
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土砂災害警戒区域指定箇所一覧（土石流） 

指定年月日 区域番号 区域名 所在地 区域指定の種類 

H28.3.29 

新へ１０１６ 位田１０ 位田町 警戒区域 

新へ２０３２ 位田１１ 位田町 警戒区域 

新へ２０８１ 鍛治屋４ 鍛治屋町 警戒区域／特別警戒 

新へ１０４０ 私市４ 私市町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０８３ 舘１ 舘町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０４０ 石原１ 

 

石原町 警戒区域／特別警戒

区域 へ００２ 高津７ 高津町 警戒区域／特別警戒

区域 へ００２－２ 高津８ 高津町 警戒区域 

へ０７７ 味方１ 味方町 警戒区域／特別警戒

区域 へ０８０ 味方２ 味方町 警戒区域／特別警戒

区域 新へ２０１７ 味方３ 味方町 警戒区域／特別警戒

区域  

 

 

資料２－１４      土砂災害警戒区域指定箇所一覧（地すべり） 

指定年月日 区域番号 区域名 所在地 区域指定の種類 

H28.3.29 

１０ 上位田 位田町 警戒区域 

１７ 新庄 新庄町 警戒区域 

４２ 上林 八津合町 警戒区域 
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資料２－１５ 通行不能となるおそれのある避難路 

 

代替ルートの確保が困難な路線で土砂災害の発生等により通行できなくなる恐れのある路

線は、以下のとおりである。 

 

№ 地区名 区分 路線名 避難所 
対象とな

る自治会 

土砂災害警戒区

域指定の有無 

１ 口上林 市道 市道井根線 井根公会堂 井根町 有 

２ 口上林 市道 市道井根南ノ前線 井根公会堂 井根町 有 

３       

４       

５       

６       

７       

８       

９       

10       
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資料３－１ 水防倉庫及び資機材  

 

＜水防倉庫＞ 

 河 川 名     設   置   箇   所  

 由 良 川   味方町１  栗町１  

 上 林 川   睦寄町１  

 犀   川   物部町１  

 

 

 ＜資 材＞ 水防倉庫１棟当たりに対する品目数量は次の基準による。 

品   目 数 量 品   目 数 量 品   目 数 量 

麻袋、空俵、 

ポリプロピレン 

土のう袋 

600 枚 くぎ（6 ｲﾝﾁ） 12 ㎏ 
木材（丸太、杭） 

1ｍ長、２ｍ長 
150 本 

なわ 600 ㎏ 鉄線（10 番） 100 ㎏ 
予備土、玉石 

 

砂利 

 

ビニールシート 10 枚 鉄線（8 番） 100 ㎏ 若 干 

 むしろ 100 枚 竹 50 本  

 

 

 ＜器 具＞ 

  品   目  数 量   品   目  数 量   品   目  数 量 

 スコップ  30 丁  かけや  10 丁  のこぎり  ４丁 

 かま  10 丁  おの又はなた  ５丁  ペンチ  ３丁 

 たこづち  ８丁  くわ  10 丁  バケツ  １個 

 ツルハシ  ２丁  金づち  ３丁  一輪車  １台 

 照明灯  若 干  にない棒  若 干  もっこ  若 干 
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資料３－２ 消防本部 消防署 消防団 機構 

 

消防本部  消防署  消防団  機構 

  

 

 

消 防 団 

人 員 団長以下      

７７９名 

消 防 ポ ン プ 

自 動 車 
１４台 

小型動力ポン 

プ 付 積 載 車 
３９台 

消 防 無 線 車  載  １６台 

携  帯   ７台 

 

 

 

 

資料３－３  消防施設設備基準及び充当率  

 

区分 基準 現有 充当率 備考 

消防ポンプ １０４口 ７７ロ ７４．０％ 小型動力ポンプ   １ロ 

消防ポンプ自動車  ２ロ 

消 防 水 利 １，１１３ ７０７ ６３．５％ 防火水槽 

  ４０㎥以上のもの 

消火栓 

１５０ｍｍ以上の水道管に接

続のもの 

 

消防本部・消防署 

人 員 消防長以下    

６１名 

消 防 ポ ン プ 

自 動 車 

タンク車  ２台 

普 通 車  ２台 

救 助 工 作 車 １台 

指 令 車 １台 

指 揮 車 １台 

救 急 車 ４台 

広 報 車 １台 

資機材搬送車 １台 

連 絡 車 ３台 

消 防 無 線 

基 地 局  ２台 

車   載 １４台 

携   帯 ２３台 

消 防 本 部 

 

庶務担当 

施設担当 

消防団担当 

 

予防担当 

危険物担当 

市民防火担当 

 

 

警防第１担当 
 
警防第２担当 

救急担当 
 
通信指令担当 

消 防 署 

 

      庶務担当 

       

      施設担当 

       

      消防団担当 

 

  予防担当 

       

      危険物担当 

       

      市民防火担当 

 

警防第１担当 

 

      警防第2担当 

        

    救急担当 

       

通信指令担当 

      上林出張所 

署

 

長

 
補

 

佐 

副

署

長 

署

 
 

 
 

 
長 

管
理
課 

予
防
課 

警
防
課 

消

防

長 

市 
 

長 

消防団本部 

団長 副団長 部長 

分団本部 

分団長 副分団長 

１２個分団 
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資料３－４  消防施設配置表 

              

      分 団 別 

 

 施 設 別 

 綾 

 

 部 

 中 

 

 筋 

 吉 

 

 美 

 西 

 八 

 田 

 東 

 八 

 田 

 山 

 

 家 

 口 

 上 

 林 

 上 

 

 林 

 豊 

 

 里 

 物 

 

 部 

 志 

 賀 

 郷 

 合 

 

 計 

 

消

防

団 

消防ポンプ自動車 3  1  1  1  1  1  1 2  1  1  1   14 

小型動力ポンプ付 

積 載 車                   5  2  2  3  4  4  3 4  5  4  3   39 

防 火 水 槽                        89  24 51  84  78  89  47 104  92  66  70 794 

消 火 栓                        298 139  80 111  49 22   134 88 89 1010 

  （防火水槽は２０㎥以上、消火栓は簡易水道分は除く。）  
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№ 区　　　　分 所 在 地 名　　　　　　称

1 集 会 場 鷹 栖 町 綾部市 基幹集落センター

2 〃 味 方 町 綾部市 人権福祉センター 綾部会館

3 〃 と よ さ か 町 綾部工業団地　交流プラザ 一般社団法人 綾部工業団地振興センター

4 〃 大 島 町 綾部市 ふれあいセンター

5 〃 八 津 合 町 綾部市 観光センター

6 〃 宮 代 町 綾部市 市民ホール

7 〃 上 杉 町 綾部市 総合運動公園

8 〃 多 田 町 綾部市 農業振興センター

9 〃 岡 安 町 綾部市 農村婦人の家

10 〃 宮 代 町 綾部市 林業センター

11 〃 宮 代 町 宮代 コミュニティセンター

12 〃 栗 町 栗 文化センター

13 〃 高 津 町 高津 コミュニティセンター

14 〃 梅 迫 町 東八田 公民館

15 〃 物 部 町 綾部市 物部会館

16 〃 栗 町 豊里 コミュニティセンター

17 〃 物 部 町 綾部市 物部営農指導センター

18 〃 武 吉 町 綾部市 健康ファミリーセンター

19 〃 味 方 町 沙羅双樹

20 〃 味 方 町 綾部市 味方共同集会所

21 遊 技 場 井 倉 新 町 ＣＯ－ＭＯ

22 〃 大 島 町 シルク

23 カラ オケボ ッ ク ス 等 高 津 町 カラオケ本舗まねきねこ　綾部店

24 飲 食 店 岡 町 こだま

25 〃 味 方 町 ひと粒　綾部店

26 〃 月 見 町 柿蔵

27 〃 若 松 町 花山

28 〃 大 島 町 麺や 新風館

29 〃 駅 前 通 味しるべ 盾

30 〃 駅 前 通 宗右衛門 BAR

31 〃 大 島 町 五郎茶屋

32 〃 高 津 町 丹波牛  一也

33 〃 並 松 町 丹波茶屋 ゆらり

34 〃 味 方 町 マクドナルド ２７号綾部店

35 〃 大 島 町 餃子の王将 綾部店

36 〃 幸 通 り 栄亭 綾部店

37 〃 本 町 ８ 丁 目 一二三亭

38 〃 睦 寄 町 二王公園 管理棟

39 〃 井 倉 新 町 めん処 大黒

40 〃 大 島 町 ジョイフル 綾部店

41 〃 広小路１丁目 茶寮ゆらり 結鶴

42 〃 大 島 町 丸亀製麺 綾部店

43 〃 高 津 町 台湾料理 金香園

44 〃 高 津 町 宗右衛門 本店

45 〃 幸 通 り ＭＩＯビル

46 〃 西 町 ３ 丁 目 ココス 綾部店

47 〃 〃 和食さと あやべグンゼスクエア店

48 〃 志 賀 郷 町 そば処 あじき堂
49 〃 幸 通 り お食事処 和牛肉処榮吉
50 物 品 販 売 店 宮 代 町 ローソン 綾部宮代店

資料３－５　　防 火 管 理 者 の 選 任 を 必 要 と す る 防 火 対 象 物
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51 物 品 販 売 店 宮 代 町 株式会社 マツモト 綾部店

52 〃 幸 通 り フレッシュバザール 綾部幸通り店

53 〃 青 野 町 ギフト館 株式会社 藤善 綾部店

54 〃 広小路３丁目 株式会社 鎌田電器

55 〃 味 方 町 オオツキ 綾部店

56 〃 青 野 町 ジュンテンドー 綾部店

57 〃 川 糸 町 ローソン 綾部高校東分校前店

58 〃 渕 垣 町 ローソン 綾部渕垣店

59 〃 西 町 1 丁 目 株式会社 芦田呉服店

60 〃 大 島 町 インテルナモリイ 綾部店

61 〃 大 島 町 ダイソー 綾部店

62 〃 岡 町 セリア 綾部岡町店

63 〃 青 野 町 生鮮＆業務スーパー 青野店

64 〃 大 島 町 生鮮＆業務スーパー 綾部店

65 〃 大 島 町 ワークマンプラス 綾部店

66 〃 大 島 町 ファッションセンター しまむら 綾部店

67 〃 井 倉 町 ミニストップ 綾部井倉店

68 〃 下 八 田 町 コメリ ハードアンドグリーン 綾部店

69 〃 西 町 ３ 丁 目 バザールタウン綾部　ストック館

70 〃 下 八 田 町 ファミリーマート 綾部下八田店

71 〃 下 八 田 町 セブン‐イレブン 綾部下八田店

72 〃 西 町 ３ 丁 目 ココカラファイン 綾部店

73 〃 高 津 町 セブン－イレブン 綾部高津店

74 〃 井 倉 町 セブン－イレブン 綾部井倉店

75 〃 大 島 町 ゴダイドラッグ 綾部店

76 〃 上 延 町 ドラッグコスモス 綾部店

77 〃 駅 前 通 ドコモショップ 綾部店

78 〃 大 島 町 セブン－イレブン 綾部大島店

79 〃 青 野 町 あやべ 特産館

80 〃 西 町 ３ 丁 目 アヤベグンゼタウンセンター ケーズデンキ 綾部店

81 〃 味 方 町 株式会社 北京都機械

82 〃 大 島 町 ドラッグユタカ 綾部店

83 〃 大 島 町 オートバックス 京都綾部

84 旅館・ホテル等 本 町 ３ 丁 目 株式会社 亀甲家

85 〃 田 町 株式会社 小西屋

86 〃 駅 前 通 株式会社 コスモ

87 〃 並 松 町 現長

88 〃 並 松 町 有限会社 ふしみや

89 〃 高 槻 町 綾部アイネ

90 〃 本 町 ３ 丁 目 料理旅館　萬家

91 〃 上 野 町 宗教法人 大本 望仙館

92 〃 本 宮 町 宗教法人 大本 松香館

93 〃 上 杉 町 綾部市 研修センター

94 〃 井 倉 新 町 ステーションホテル 綾部

95 共 同 住 宅 西 町 ３ 丁 目 府営住宅 綾部西町団地

96 〃 綾 中 町 府営住宅 花ノ木団地

97 〃 井 倉 新 町 プレシアスアヤベ

98 〃 上 野 町 近畿財務局 綾部合同宿舎

99 〃 位 田 町 京都府立 農業大学校学生寮

100 〃 井 倉 新 町 府営住宅 井倉新町団地  
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101 共 同 住 宅 上 野 町 府営住宅 上野団地

102 〃 下 八 田 町 エグゼ綾部

103 病 院 ・ 医 院 青 野 町 財団法人 綾部医療公社 綾部市立病院

104 〃 高 津 町 公益社団法人 京都保健会 京都協立病院

105 〃 大 島 町 医療法人綾冨士会　綾部ルネス病院

106 〃 本 町 １ 丁 目 由良産婦人科・小児科

107 老 人 福 祉 施設 田 野 町 特別養護老人ホーム 松寿苑

108 〃 田 野 町 特別養護老人ホーム 第２松寿苑

109 〃 田 野 町 ケアハウス　ウォーターヒルズ 松寿

110 〃 田 野 町 グループホーム たのやま

111 〃 田 野 町 ケアハウス　たのやま

112 〃 青 野 町 ニチイケアセンター　綾部

113 〃 井 倉 町 リリ・ピアサ

114 〃 十 倉 名 畑 町 綾部東部 デイサービスセンター　

115 〃 八 津 合 町 高齢者支援センター 松寿苑

116 〃 八 津 合 町 地域密着型 小規模特別養護老人ホーム あたご

117 〃 里 町 どんぐりの家

118 〃 里 町 どんぐりの家  「おこしやす」

119 〃 里 町 綾部市 清山荘

120 〃 栗 町 ミストラル とよさと

121 〃 栗 町 ミストラル 介護センター 綾部

122 〃 豊 里 町 ニチイケアセンター ゆらの里

123 〃 小 畑 町 老人保健施設 あやべ

124 〃 小 畑 町 特別養護老人ホーム 丹の国荘・日向館

125 〃 上 杉 町 社協の家 つどい

126 〃 上 杉 町 うえすぎ 松寿苑

127 〃 岡 安 町 西八田 高齢者支援センター 松寿苑　

128 〃 上 原 町 山家 小規模多機能型居宅介護施設 やまぶき　

129 〃 高 津 町 介護老人保健施設　京都綾部 さくらホーム

130 〃 高 津 町 養護老人ホーム 京都綾部ききょうの郷　１号館　

131 〃 高 津 町 養護老人ホーム 京都綾部ききょうの郷　２号館　

132 〃 志 賀 郷 町 社協の家 なごみ

133 〃 岡 町 小規模多機能型居宅介護施設 ふきのとう

134 福 祉 施 設 物 部 町 あやべ作業所

135 〃 川 糸 町 綾部市 福祉ホール

136 〃 青 野 町 綾部市 保健福祉センター

137 〃 青 野 町 にっこりホーム

138 〃 味 方 町 いかるがの郷

139 〃 味 方 町 就労生活支援センター いかるが

140 〃 栗 町 綾部市 ふれあいの家

141 〃 天 神 町 ともの家

142 〃 十 倉 名 畑 町 いこいの村 聴覚言語障害センター 梅の木寮

143 〃 十 倉 名 畑 町 いこいの村 聴覚言語障害センター 栗の木寮

144 〃 十 倉 名 畑 町 いこいの村 とくらの家

145 児 童 福 祉 施設 中 筋 町 綾部市 なかすじ児童センター

146 〃 上 野 町 綾部ひまわり共同保育園

147 〃 十 倉 名 畑 町 社会福祉法人 綾東こども園

148 〃 物 部 町 綾部市立 物部保育園

149 〃 上 野 町 社会福祉法人 せんだん苑南こども園
150 〃 相 生 町 社会福祉法人 綾部保育園  
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151 児 童 福 祉 施設 有 岡 町 社会福祉法人 吉美こども園

152 〃 青 野 町 社会福祉法人 せんだん苑こども園

153 〃 栗 町 社会福祉法人 豊里幼児園

154 〃 大 島 町 社会福祉法人 中筋幼児園

155 〃 十 倉 中 町 社会福祉法人 るんびに苑

156 〃 於 与 岐 町 風の子共同保育園

157 小 学 校 八 津 合 町 綾部市立 上林小学校

158 〃 上 野 町 綾部市立 綾部小学校

159 〃 有 岡 町 綾部市立 吉美小学校

160 〃 岡 安 町 綾部市立 西八田小学校

161 〃 上 杉 町 綾部市立 東八田小学校

162 〃 鷹 栖 町 綾部市立 東綾小学校

163 〃 大 島 町 綾部市立 中筋小学校

164 〃 栗 町 綾部市立 豊里小学校

165 〃 物 部 町 綾部市立 物部小学校

166 〃 志 賀 郷 町 綾部市立 志賀小学校

167 中 学 校 宮 代 町 綾部市立 綾部中学校

168 〃 鷹 栖 町 綾部市立 東綾中学校

169 〃 豊 里 町 綾部市立 豊里中学校

170 〃 物 部 町 綾部市立 何北中学校

171 〃 八 津 合 町 綾部市立 上林中学校

172 高 等 学 校 岡 町 京都府立 綾部高等学校

173 〃 川 糸 町 京都府立 綾部高等学校（東分校）

174 大 学 校 位 田 町 京都府立 農業大学校

175 図 書 館 等 里 町 綾部市資料館

176 〃 里 町 綾部市天文館 パオ

177 〃 青 野 町 グンゼ 博物苑

178 寺 社 寺 院 神 宮 寺 町 金光教 綾部教会

179 〃 本 宮 町 宗教法人 大本　長生殿

180 〃 上 野 町 宗教法人 大本　信徒集会場

181 〃 鷹 栖 町 照福寺

182 〃 下 八 田 町 創価学会 綾部礼拝所 綾部平和会館

183 〃 安 国 寺 町 宗教法人 景徳山 安国寺

184 〃 並 松 町 天理教 綾ノ本分教会

185 〃 舘 町 塩岳山 楞厳寺

186 〃 味 方 町 宗教法人 宝住寺

187 工 場 大 島 町 綾部紡績 株式会社　大島工場

188 〃 中 山 町 オムロン 株式会社 綾部事業所

189 〃 と よ さ か 町 カルビー 株式会社 京都工場

190 〃 と よ さ か 町 カワイ電線 株式会社 京都工場

191 〃 城 山 町 綾部エンプラ 株式会社

192 〃 井 倉 新 町 グンゼ 株式会社 研究開発部

193 〃 青 野 町 グンゼ 株式会社 メディカル事業部

194 〃 青 野 町 グンゼ 株式会社 本社工場及びレッグ物流センター

195 〃 青 野 町 グンゼ 株式会社 研究開発部 京都研究所

196 〃 青 野 町 グンゼ 株式会社　旧ＳＯＺ事業本部(本社工場管理)

197 〃 城 山 町 国産部品工業 株式会社 京都工場

198 〃 井 倉 新 町 サント機工 株式会社

199 〃 栗 町 綾部 トーヨーゴム 株式会社

200 〃 青 野 町 タマヤ 株式会社  
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201 工 場 宮 代 町 綾部紡績 株式会社

202 〃 と よ さ か 町 株式会社 住友理工ホーステックス

203 〃 城 山 町 株式会社 関西ダイエットクック

204 〃 井 倉 新 町 株式会社 アカツキ製作所

205 〃 高 津 町 株式会社 神内電機製作所 綾部工場

206 〃 と よ さ か 町 株式会社 片山化学工業研究所 綾部工場

207 〃 城 山 町 株式会社 堀内機械 京都工場

208 〃 味 方 町 京都冷菓 株式会社

209 〃 城 山 町 コカコーラウエスト 株式会社 北近畿支店

210 〃 城 山 町 三ツ星ベルト技研 株式会社 綾部生産システム開発センター

211 〃 城 山 町 日東公進 株式会社 本社工場　日東精工株式会社 城山第２工場

212 〃 井 倉 町 日東精工 株式会社

213 〃 城 山 町 日東精工 株式会社 城山工場 (産機事業部)

214 〃 下 八 田 町 日東精工 株式会社 ファスナー事業部 八田工場

215 〃 延 町 日東精工 株式会社 制御システム事業部

216 〃 大 島 町 豊英化工 株式会社

217 〃 桜が丘３丁目 Az-comLogisticsAyabe (株式会社関西丸和ロジスティクス)

218 〃 桜が丘３丁目 株式会社 ベルテックス 京都工場

219 〃 城 山 町 福田工業 株式会社 京都工場

220 〃 と よ さ か 町 株式会社 ハンシンデリカ

221 〃 味 方 町 京セラ 株式会社 京都綾部工場

222 〃 青 野 町 株式会社 シゲノ

223 〃 と よ さ か 町 日東薬品工業 株式会社 綾部工場

224 〃 と よ さ か 町 株式会社 本田味噌本店 綾部工場

225 〃 と よ さ か 町 株式会社 ファーストダウン 京都工場

226 〃 城 山 町 ベルテックス 城山工場

227 事 業 所 宮 代 町 京都府 綾部警察署

228 〃 田 野 町 綾部市斎場

229 〃 若 竹 町 綾部市役所

230 〃 岡 町 綾部自動車学校

231 〃 駅 前 通 京都北都信用金庫 綾部中央支店

232 〃 幸 通 り 日本郵便 株式会社　綾部郵便局

233 〃 並 松 町 株式会社 綾部建設会館

234 〃 駅 前 通 京都銀行 株式会社 綾部支店

235 〃 宮 代 町 京都 丹の国 農業協同組合 本店

236 〃 里 町 京都 丹の国 農業協同組合 吉美センター

237 〃 川 糸 町 京都府 綾部総合庁舎

238 〃 川 糸 町 京都府 総合教育センター 北部研修所

239 〃 川 糸 町 京都府 中丹東農業改良普及センター

240 〃 青 野 町 あやべ健康プラザ 株式会社 水夢

241 〃 十 倉 名 畑 町 黒谷和紙工芸の里

242 〃 川 糸 町 コインランドリーひろせ 綾部川糸店

243 〃 味 方 町 綾部市消防本部

244 複 合 用 途 駅 前 通 アライビル

245 〃 岡 町 ＬＳビル

246 〃 宮 代 町 ＳＫＹマツモト

247 〃 岡 町 アイランドリー綾部・ミューフルール

248 〃 綾 中 町 バザールタウン綾部 アスパ

249 〃 睦 寄 町 あやべ温泉

250 〃 青 野 町 ウィステリア
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251 複 合 用 途 青 野 町 北部産業創造センター

252 〃 岡 町 ｲﾝﾀーﾅｼｮﾅﾙﾌｧｯｼｮﾝﾌｫーﾗﾑ ＯＳｈ

253 〃 西 町 １ 丁 目 カサセントロ

254 〃 西 町 １ 丁 目 はとや文具店

255 〃 駅 前 通 ホテルアルファ 綾部

256 〃 西 町 １ 丁 目 ヲギノ楽器店

257 〃 位 田 町 綾部 ふれあい牧場

258 〃 西 町 ３ 丁 目 綾部市 市民センター（あやべ日東精工アリーナ）

259 〃 宮 代 町 廣瀬産業ビル 宮代

260 〃 高 津 町 株式会社　ホンダ西京都

261 〃 高 津 町 京都トヨタ株式会社 中丹営業所

262 〃 里 町 京都府中丹文化会館/綾部市中央公民館

263 〃 黒 谷 町 黒谷和紙会館 (黒谷町公民館)

264 〃 志 賀 郷 町 志賀郷公民館　診療所

265 〃 青 野 町 由良ビル リヴィ１号館

266 〃 青 野 町 由良ビル リヴィ２号館

267 〃 井 倉 新 町 綾部 シティホール

268 〃 西 町 １ 丁 目 森本博愛堂薬局

269 〃 故 屋 岡 町 綾部市 林業者等健康管理センター

270 〃 大 島 町 福井建設ビル

271 〃 大 島 町 エスポール

272 〃 大 島 町 讃岐うどん 吾平 / 大槻建具店

273 〃 田 町 オサトマーケット

274 〃 新 宮 町 Get to me the Church / 綾部コワーキング新宮

275 〃 井 倉 新 町 大嶋カーサービス 綾部店

276 〃 鍛 冶 屋 町 綾部市 里山交流研修センター

277 〃 本 町 ２ 丁 目 赤尾漢方薬局　薬膳喫茶悠々

278 〃 十 倉 名 畑 町 綾部市 かんばやし交流館

279 〃 西 町 ３ 丁 目 ローソン綾部西町店・クリーニングふらんせ西町店

280 〃 幸 通 り アスティムⅠ･Ⅱ

281 〃 本 町 ８ 丁 目 カーサルーチェ

282 〃 睦 合 町 たからの里・カフェわびすけ

283 〃 下 八 田 町 明日香セレモニー いかるがホール

284 〃 駅 前 通 公益社団法人 京都保健会 あやべ協立診療所

285 〃 駅 前 通 Ayabe peace building

286 〃 駅 前 通 HARASHO １

287 〃 西 町 ２ 丁 目 たらふくビル

288 〃 西 町 １ 丁 目 綾部市Ｉ・Ｔビル

289 〃 青 野 町 ワークショップ　サクラティエ（綾部福祉会）

290 〃 梅 迫 町 綾部市立八田中学校・綾部市立八田幼稚園

291 〃 宮 代 町 株式会社ダイキンアプライドシステムズ 北京都出張所

292 〃 本 町 八 丁 目 福井食品株式会社ビル

293 〃 青 野 町 麺FACTORY　JAWS　ZERO

294 〃 青 野 町 あやテラス

295 文 化 財 睦 寄 町 君尾山　光明寺　仁王門

296 〃 本 宮 町 宗教法人大本　みろく殿  
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情 報 連 絡 系 統 図                                                  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  綾 部 分 団            （分団本部詰所） 
 ４２－３２８０  （内線２４４） 

 

  吉 美 分 団            （吉美地区自治会 
 ４２－６７７２  連合会事務所） 

 

  西八田分団 （分団本部詰所） 
 ４４－１１４４ 

 

  東八田分団 （分団本部詰所） 
 ４４－１８５０ 

 

上林分団  （分団本部詰所） 
５４－０２００ 

 
消 防 本 部 

   ４２－０１１９ 
 
 

上 林 出 張 所 
   ５４－００４４ 
 

 

  山 家 分 団            （山家地区自治会 
 ４６－０３４５  連合会事務所） 

 

  中 筋 分 団            （中筋地区自治会 
 ４２－９３９９  連合会事務所） 

 

  豊 里 分 団            （分団本部詰所） 
 ４７－１１７１ 

 

  物 部 分 団            （物部地区自治会 
 ４９－０００１  連合会事務所） 

 

  志賀郷分団 （志賀郷地区自治会 
 ４９－０２０１  連合会事務所） 

 

  口上林分団 （口上林地区自治会 
 ４５－１８２１  連合会事務所） 
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情 報 連 絡 系 統 図                                                  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 京都府（災害対策課） 

０７５－４１４－４４７５ 

 京都府中丹広域振興局（綾部地域総務室）  

 ４２－０４８０ 

 京都府中丹東土木事務所 

 ４２－１０２０ 

 京都府中丹東保健所 

 ０７７３－７５－０８０５ 

 陸上自衛隊第７普通科連隊 

 ２２－４１４１（内２３５、課外３０２） 

 国土交通省近畿地方整備局福知山河川国道事務所 

 ２２－５１０４ 

 
綾部市消防本部 

 ４２－０１１９ 
 

上林出張所 
 ５４－００４４ 

京都府大野ダム総合管理事務所 

 ０７７１－７５－０１４３ 

 舞鶴市消防本部 

 ０７７３－６６－０１１９ 

 宮津与謝消防組合消防本部 
  ０７７２－４６－６１１９ 

 
 京都中部広域消防組合消防本部 

 ０７７１－２２－０１１９ 

 福井県若狭消防組合消防本部 

 ０７７０－５３－０１１９ 

 京都府綾部警察署 

 ４３－０１１０ 

 舞鶴市東消防署 

 ０７７３－６５－０１１９ 

 舞鶴市西消防署 

 ０７７３－７７－０１１９ 

 福知山消防署 

 ２２－０１１９ 

 福知山市消防本部 

 ２４－０１１９ 

 綾部市消防団 

  各分団 
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資料３－７  強風下における市街地大規模火災防ぎょ措置計画  

 

１  目的 

  この計画は、強風下における市街地大規模火災に対する必要な措置につい

て定め、火災による被害の軽減を図ることを目的とする。  

 

２  定義 

（１）強風下とは、強風注意報又は暴風警報が発表され、１２ｍ／ｓ以上の平

均風速が観測される場合をいう。 

（２）市街地とは、消防力の整備指針（平成１２年消防庁告示第１号）の定め

るところによる。 

（３）大規模火災とは、道路等によって形成された街区全体に拡大した火災で

あって、更に他の街区に拡大のおそれがあるものをいう。 

 

３  体制の強化 

  強風下の市街地において大規模火災が発生し、又は発生のおそれがある場

合は、速やかに次に掲げる措置を講ずるものとする。  

（１）非直消防職員の非常招集及び消防団員の全動員を実施する。  

（２）消防長は、速やかに市長へ報告し、綾部市災害対策本部の設置を進言し

て綾部市地域防災計画に基づく災害応急対策を実施する。 

（３）京都府消防相互応援協定又は両丹都市消防相互応援協定に基づく応援に

ついて、時機を失することなく要請する。  

なお、応援要請を実施した場合、消防本部は、消防本部庁舎を集結地とし、

庁舎内に設置した活動調整本部において、応援部隊の活動調整を実施する。  

 

４  延焼防止対策 

（１）火災の拡大方向を予測し、最大限の消防力を投入して風横及び風下への

延焼阻止を主眼とした部隊配置を行い、可能な限り多口放水による延焼阻

止を図る。 

（２）地形や道路状況、建物状況を勘案し、風横、風下側の延焼阻止線を早期

に決定し、筒先を集中的に配備する。 

なお、延焼阻止線の設定は、道路、河川、空地等を利用する。  

 

５  飛び火対策 

（１）風速が大きくなるに伴い、飛び火の飛散距離は長くなる。条件によって

は火元からの飛散距離が１ｋｍに及ぶ危険性もあり、早期に飛び火警戒部

隊の配置を考慮する。  

（２）火の粉が激しく落下している屋根や家の周囲等には事前に散水する等の
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予防措置をとる。 

（３）広報車等により風下一帯に飛び火警戒広報を実施し、状況により、自主

防災組織や事業所の自衛消防隊に対し飛び火警戒を要請する。  

 

６  避難対策 

（１）消防長は、火災の状況から、延焼拡大の危険性が著しく高いと判断した

場合には、適切な「避難指示」の発令ができるよう、避難該当地域等を速

やかに綾部市災害対策本部へ報告する。 

（２）避難所は、原則として風上に位置する指定緊急避難場所又は指定避難所

とし、綾部市災害対策本部が指定する。 

 

７  水利対策 

（１）大規模火災では、多くの筒先による大量放水が必要となることから、早

期に水利関係者に連絡し、協力を依頼する。  

ア  消火栓   綾部市上水道課    ℡４２－１８１５（内線７８６）  

イ  綾部用水  綾部井堰土地改良区  内線３４７（不在時：℡４２－４３９１

大志万）   

（２）綾部市災害対策本部は、必要であれば「災害時における応急復旧対策業

務協定」に基づき、綾部市建設業協会に対し、消火用水の運搬を要請する。  

 

８  その他 

  市街地において、建物倒壊危険度（老朽木造建築物比率）及び火災危険度

（木造建ぺい率）からみた危険度ランクが最も高く、消火が困難と判断され

る地域については、危険地域を指定し、防ぎょ計画を別に定めるものとする。  
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資料３－８  その他の大規模火災防ぎょ措置計画  

 

１  目的   

  この計画は、市域において発生した建物火災、林野火災、その他の火災に

ついて、火勢が市の最大限の消防力を上回り、市域に相当の被害が生じるお

それがあると認めた場合に必要な措置について定め、火災による被害の軽減

を図ることを目的とする。  

 

２  措置 

  「強風下における市街地大規模火災防ぎょ措置計画」に準じた体制及び対

策を実施するものとする。  
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資料３－９  備蓄物資一覧  

品 名 形質及び寸法等 単 位 数 量 保 管 先 

アルファ化米 

五目ごはん 

食  

11,450 
各小中学校・各公民館 

新防災倉庫・南庁舎２階等 
梅がゆ   7,600 

保存水 500ml 本 12,360 
各小中学校・各公民館 

新防災倉庫 

エコ給食セット 
セット内容 

紙皿ボウル、平皿、小皿、紙スプーン、割りばし、紙コップ 
組 4,000 

各小中学校・各公民館 

南庁舎２階等 

毛布 
難燃性 

140㎝×195㎝ 
枚 2,399 

各小中学校・各公民館 

南庁舎２階等 

不織布毛布 不織布 約470ｇ 枚 1,748 
各小中学校・各公民館 

新防災倉庫・南庁舎２階等 

女性用更衣室 
強化段ボール製 

８４０ｍｍ×８４０ｍｍ×１８００ｍｍ 
組 18 

各小中学校・各公民館 

新防災倉庫等 

おむつ 

大人用 

子ども用（S）（１パック８２枚入） 

 〃  （M）（１パック６４枚入） 

 〃  （L）（１パック５４枚入） 

枚 

1,376 

984 

768 

568 

新防災倉庫 

生理用品 １パック昼用２８枚、夜用１５枚入 枚 2,580 新防災倉庫 

トイレ非常用袋 凝固剤30回分×15個 箱 3 新防災倉庫 

簡易トイレ 

組立式 

防炎ターポリン製 
基 4 総合運動公園管理センター 

ｻﾆﾀﾘｰｴｰｽ OD 据置式 台 3 口上林公民館、吉美小学校 

備蓄用簡易トイレ 
日本アサヒ厨機 段ボール製 

（便収納袋５、持ち運び袋５、便凝固剤５） 
組 84 

各公民館、上林防災倉庫、

新防災倉庫 

ワンタッチトイレテント 
㈱ｹﾝﾕｰ ﾍﾞﾝﾘｰﾃﾝﾄ 

（収納袋１、ペグ４、ロールペーパーかけ１） 
張 43 

各公民館、上林防災倉庫、

新防災倉庫 

トイレ用テント（組立式） 
LOGOS ｴﾏｰｼﾞｪﾝｼｰﾃﾝﾄFR 

（収納袋１、ペグ9、ロープ4本、ハンマー付き） 
張 50 上林防災倉庫、新防災倉庫 

発電機 

（ガソリン） 

ヤンマー YSG-1300B 

1.1kVA 100V 11A 
台 1 本庁舎北防災倉庫 

ホンダ EBR2300CX 

100V-2.3kVA 
台 1 本庁舎北防災倉庫 

ホンダ EU24i 

100V-2.4kVA 12V-10A 
台 4 南庁舎１階倉庫(3) 

ホンダ EB45i 

（府防災システム用） 
台 1 本庁舎北防災倉庫 

ホンダ EU9i  

100V-900VA 
台 1 古屋公民館 

ポータブルガス発電機 
ミツビシ MGC900GB 

100V-800VA 12V-8.3A 
台 1 老富会館 
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品 名 形質及び寸法等 単 位 数 量 保 管 先 

ポータブルガス発電機  

サークルサイト 

ホンダ EU9iGB 

ミツビシ MGC900GB 

30W×5段、三脚、 台 

12 各公民館  

GV-9ig 

CR-GKBL250 
18 各小中学校 

コードリール 30m 個 33 
南庁舎2階倉庫（6） 

新防災倉庫（3） 

リヤカー 
折りたたみ式アルミ製 

荷台（960×580×290mm） 
台 1 消防署 

組立式テント 
3間×4間 

31.8㎜パイプ 
張 2 総合運動公園管理センター 

防水シート 5.4ｍ×7.2ｍ 枚 5 総合運動公園管理センター 

マリンタンク 
1,000リットル 

飲料水用 
個 2 

南庁舎１階倉庫（1）、総合

運動公園管理センター(1) 

非常用給水袋 6リットル 袋 400 南庁舎１階防災倉庫 

懐中電灯  個 30 
防災機器室 

いきいきセンター 

灯光器  台 1 古屋公民館 

防災用備蓄畳 
畳工房ヨシオカ ウレタン製 

８２０ｍｍ×８２０ｍｍ 厚さ７ｍｍ 
枚 150 綾部小学校、中筋小学校 

大なべ（炊出し用）  組 2 本庁舎北防災倉庫 

ヘルメット  個 40 本庁舎北防災倉庫 

LEDセンサーヘッドライト デルタピークDPX-533H 個 22 本庁舎北防災倉庫 

段ボールベッド  床 106 

各小中学校・各公民館、新

防災倉庫、上林防災倉庫 

保健福祉センター 

首振り機能付工業扇

（スタンド型） 
 台 3 新防災倉庫 

避難所シールセット  個 30 各小中学校・各公民館 

体温計（接触型）  本 30 防災機器室（要員用） 

非接触体温計 

ヒュービディック スマート

サーモ 
本 

30 
各小中学校・各公民館、防

災機器室（要員用） 
タニタ BT-540 30 

間仕切りテント 

㈱ｹﾝﾕｰ ﾍﾞﾝﾘｰ間仕切ﾘⅡ 

（屋根１、収納袋１、表札１、伝言板１、ペン

１、ボード消し１、砂袋４、アルミマット１） 

張 50 
各小中学校・各公民館 

新防災倉庫 

ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護ﾃﾝﾄ  

（収納袋１） 
張 50 上林防災倉庫、新防災倉庫 

ブルーシート 

3.6ｍ×5.4ｍ（1） 

5.4ｍ×5.4ｍ（8） 

5.4ｍ×7.2ｍ（17） 

10ｍ×10ｍ （18） 

枚 44 新防災倉庫 
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備蓄物資一覧（原子力防災用備蓄資機材） 

品 名 形質及び寸法等 単 位 数 量 保 管 先 

アルファ化米 

五目ごはん 

食 

1,600 

奥上林公民館 

梅がゆ 1,000 

パンの缶詰 
レーズン味、コーヒーナッツ

味、チョコチップ味 
個 864 

保存水 

２ℓペットボトル 本 348 

500ml 本 1,416 

非常用圧縮難燃毛布 難燃フリースタイプ 枚 160 

災害対策用大型ケト

ル 
やかん 個 2 

飲食用紙コップ ストロングカップホワイト 個 880 

災害用食器セット 食器セット（1 箱 100 人用） 組 3 

パネル 上透明パネル 枚 4 

安定脚（パネル脚） 安定脚 本 8 

ＧＭｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ ＴＧＳ－１１４６ 台 1 

ＧＭ管式サーベイ ＴＧＳ－１３６ 台 2 原子力防災倉庫 

電離箱式サーベイ ＩＣＳ－３２３Ｃ 台 6 

消防本部（2）、原子力防災

倉庫（2）、上林出張所、上

林いきいきセンター 

γシンチレーション

式サーベイ 

ＴＣＳ－１６６ 
台 

3 

原子力防災倉庫 

ＴＣＳ－１７１ 2 

ポケット線量計 ＡＤＭ－１０２ 台 51 

特定小電力トランシ

ーバー 
ＵＢＺ－ＢＭ２０Ｒ 台 10 

放射線防護服 

Ｓサイズ 

着 

30 

Ｍサイズ 245 

Ｌサイズ 195 

ＸＬサイズ 30 

ＸＸＬサイズ 4 

衛星携帯電話 イリジウム Extreme 台 2 
原子力防災倉庫、奥上林公

民館 
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資料3－10　浸水想定区域内の要配慮者施設

対象河川：由良川、荒倉川、犀川、八田川、上林川

入・通所 浸水深 浸水深 重要施設

定　　員
（計画最大

規模）
（計画規模）

（24ｈ滞
在）

1 リリ・ピアサ 井倉町東１２－１ 43-3339 1階 25人　 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ 1.0ｍ～2.0ｍ

2 ニチイケアセンター綾部 青野町舘ノ後４７ 40-1405 2階 25人 由良川 3.0ｍ～5.0ｍ 1.0ｍ～2.0ｍ

3 ワークショップ サクラティエ 青野町西青野１８ 43-3366 1階 20人 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ －

4 にっこりホーム 青野町西青野２１－２ 21-1423 2階 10人 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ －

5 綾部市療育教室 あいむ 青野町東馬場下１５－６ 42-0111 2階 10人 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ 0.5ｍ未満

6 いかるがの郷 味方町アミダジ１２－１ 40-5388 2階 40人 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ －

7 ゆらがわの郷 味方町石風呂２５－１ 45-3820 2階 20人 由良川 3.0ｍ～5.0ｍ 0.5ｍ～1.0ｍ

 2クール

  15人  

9 ゆらりんホーム 並松町寺下７－２ 42-1239 2階 4人 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ 1.0ｍ～2.0ｍ

10 中筋小規模多機能型居宅介護施設丹都 岡町長田３－１ 40-5515 2階　 29人　 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ 1.0ｍ～2.0ｍ

11 らいく 上延町岩鼻６８ 0773-21-7029 2階 10人 由良川 0.5ｍ未満 －

2クール 由良川

15人 荒倉川

13 どんぐりの家 通所介護事業所 里町向屋敷３３ 42-6957 2階 40人 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ －

14 どんぐりの家 絆 里町向屋敷３３ 42-6957 2階 12人 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ －

15 どんぐりの家 おこしやす 里町西ノ糸２９－２ 43-0050 1階 30人 由良川 3.0ｍ～5.0ｍ 0.5ｍ～1.0ｍ

ミストラル　とよさと 47-5511 18人

（グループホーム）（デイケア） 47-5100 12人

17 ミストラル介護センター綾部 栗町土居ノ内３１ 47-5333 2階 38人 由良川 0.5ｍ未満 0.5未満

18 ミストラル　健康センター豊里 栗町土居ノ内３１ 47-5333 2階 20人 由良川 0.5ｍ未満 0.5未満

19 ミストラル　あんじゅとよさと 栗町土居ノ内３１ 47-5007 2階 10人 由良川 0.5ｍ未満 0.5未満

20 社協の家なごみ 志賀郷町下町３ 49-5035 1階 20人 犀川 0.5ｍ～1.0ｍ －

21 小規模特養　おかやす 岡安町大道１６ 44-8007 2階 20人 八田川 0.5ｍ未満 －

22 就労継続支援Ｂ型事務所　ＰＬＵＭ　ＯＦＦＩＣＥ梅迫町新町６２－１ 51-0012 1階 20人 八田川 0.5ｍ未満 －

23 綾部東部デイサービスセンター 十倉名畑町欠戸２９－１ 46-0155 1階 35人 上林川 3.0ｍ～5.0ｍ －

24 いこいの村・とくらの家 十倉名畑町欠戸２０－１ 45-0771 1階 9人 上林川 2.0ｍ～3.0ｍ －

25 いこいの村・コスモス寮 十倉名畑町折紙田１８－３ 46-0751 2階 5人 上林川 3.0ｍ～5.0ｍ －

26 いこいの村たからの里（栗の木寮分場） 睦合町前田２２－１ 21-4166 1階 10人 上林川 2.0ｍ～3.0ｍ －

対象河川施設名 住所 電話番号 階数

0.5ｍ未満 －

12 デイサービスプラトー あやべ 高津町藤ノ木１－５ 45-3297 １階 0.5ｍ～3.0ｍ 1.0ｍ～2.0ｍ

8 活き活きクラブ 広小路２丁目１２－１ 40-2310 2階 由良川

16 栗町土居ノ内３１ 3階 由良川 0.5ｍ未満 0.5未満 ○
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入・通所 浸水深 浸水深 重要施設

定　　員
（計画最大

規模）
（計画規模）

（24ｈ滞
在）

27 綾部市立病院 青野町大塚２０－１ 43-0123 5階 206床 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ 1.0ｍ～2.0ｍ ○

由良川

荒倉川

30 （医）綾富士会綾部ルネス病院 大島町二反田７－１６ 42-8601 5階 86床 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ 2.0ｍ～5.0ｍ ○

31 中筋幼児園 大島町外山田８－１４ 42-1588 2階 － 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ 1.0ｍ～2.0ｍ

32 せんだん苑こども園 青野町宮ノ前２８ 43-2547 2階 － 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ 0.5ｍ未満

33 豊里幼児園 栗町土居ノ内５７－１ 48-0256 2階 －　 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ 1.0ｍ～2.0ｍ

34 宮代児童センター 宮代町土代２－３ 42-9845 3階 －　 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ 1.0ｍ～2.0ｍ

35 中筋第１放課後学級（なかよしくらぶ） 大島町内山田５ 43-0164 1階 －　 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ 1.0ｍ～2.0ｍ

大島町外山田８―１ 080-1452-9165

中筋小学校内 080-2527-9068

志賀郷町丁田８

志賀小学校内

栗町花貝２

豊里小学校内

39 物部児童館 物部町西樋ノ口１８ 49-1195 1階 　－　 犀川 0.5ｍ未満 －

40 中筋小学校 大島町外山田８－１ 42-0294 3階 －　 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ 1.0ｍ～2.0ｍ

41 豊里小学校 栗町花貝２ 47-0013 3階 　－　 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ 1.0ｍ～2.0ｍ

42 志賀小学校 志賀郷町丁田８ 49-0207 2階 　－　 犀川 0.5ｍ未満 －

43 綾部高等学校（四ツ尾山キャンパス） 岡町長田１８ 42-0451 3階 －　 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ 0.5ｍ～1.0ｍ

44 綾部高等学校（由良川キャンパス） 川糸町堀ノ内１８ 42-0453 3階 －　 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ －

対象河川施設名 住所 電話番号 階数

由良川 0.5ｍ～3.0ｍ － ○

29 （公社）京都保健会京都協立病院 高津町三反田１ 42-0440 4階 99床

28 由良産婦人科小児科医院 本町一丁目２０ 42-2528 2階 9床

0.5ｍ～3.0ｍ 1.0ｍ～2.0ｍ ○

36 中筋第２・第３放課後学級（ふらわあくらぶ） 3階 － 由良川 0.5ｍ～3.0ｍ 1.0ｍ～2.0ｍ

37 志賀放課後学級 080-2501-6631 2階 －　 犀川 0.5ｍ未満 －

0.5ｍ～3.0ｍ 1.0ｍ～2.0ｍ犀川38 豊里第１・第２放課後学級 090-5657-8088 3階 －　
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資料３－11　土砂災害警戒区域内の要配慮者施設

入・通所 重要施設

定　　員
（24ｈ滞

在）

1 陽だまりの里 さんさん上石 寺町上石２８－６ 21-2634 1階 4人 土石流 上野1 新へ1010-4 Ý ○

2 養護老人ホーム松寿苑 田野町田野山２－１６３ 42-0386 2階 21人 急傾斜地 松寿苑A へ1169-1 Y ○

3 特別養護老人ホーム松寿苑 田野町田野山２－１６３ 42-0386 1階 34人 急傾斜地 松寿苑B へ1169-2 Y、一部R ○

4 ケアハウス ウォーターヒルズ松寿 田野町田野山２－１６３ 43-1850 4階 50人 急傾斜地 松寿苑A へ1169-1 Y ○

5 特別養護老人ホーム第２松寿苑 田野町田野山２－１６９ 43-1123 一部2階 70人 急傾斜地 松寿苑B へ1169-2 Y ○

6 グループホームたのやま 田野町田野山２－１８３ 40-1237 １階 9人 急傾斜地 松寿苑B へ1169-2 Y、一部R ○

7 特定施設ケアハウスたのやま 田野町田野山２－１８３ 40-1185 １階 29人 急傾斜地 松寿苑B へ1169-2 Y、一部R ○

8 綾部デイサービスセンター 田野町田野山２－１６９ 43-1123 1階 (25人） 急傾斜地 松寿苑B へ1169-2 Y －

9 社協の家つどい 中山町本丸段２ 44-0396 1階 20人 急傾斜地 中山A へ1013 Y、一部R ○

10 特別養護老人ホーム いこいの村梅の木寮 十倉名畑町久瀬谷２ 46-0101 3階 87人 急傾斜地 欠戸 へ1150-1 Ｙ ○

11 綾部東部デイサービスセンター 十倉名畑町欠戸２９－１ 46-0155 1階 35人 急傾斜地 欠戸 へ1150-1 Y －

12 いこいの村・とくらの家 十倉名畑町欠戸２０－１ 45-0771 1階 9人 急傾斜地 欠戸 へ1150-1 R ○

13 高齢者支援センター松寿苑　生活支援ハウス 八津合町寺町１・２５ 54-9030 1階 10人 土石流 日置谷川 へ112-2 Y ○

14 高齢者支援センター松寿苑デイサービスセンター 八津合町寺町１・２５ 54-9030 1階 20人 土石流 日置谷川 へ112-2 Y －

15 いかるがの郷 味方町アミダジ１２－１ 40-5388 2階 40人 急傾斜地 味方Ｊ へ1024-2 Y、一部R

16 就労継続支援Ｂ型事業所　ＰＬＵＭ　ＯＦＦＩＣＥ 梅迫町新町６２－1 51-0012 1階 20人 土石流 梅迫6 へ067-6 Y

17 グループホームＫＯＭＯＲＥＢＩ 神宮寺町筋違畑２－１ 52-1790 2階 4人 土石流 宮代川 へ054 Y

18 いこいの村たからの里（栗の木寮分場） 睦合町前田２２－１ 21-4166 1階 10人 急傾斜地 真野A へ1077-1 Y

区域名 区域番号 警戒区域区分施設名 住所 電話番号 階数
土砂災害の

種類
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入・通所 重要施設

定　　員
（24ｈ滞

在）

19 吉美こども園 有岡町樋ノ本１８－１ 42-0296 1部2階 － 急傾斜地 有岡Ｉ へ2004-3 Y、一部R －

20 綾東こども園 十倉名畑町三ツ辻７－２ 45-1488 1階 － 急傾斜地 欠戸 へ1150-1 Y、一部R －

中筋E へ1127-3 Y

中筋H へ1130 Y

中筋4 へ061-7 Y

土石流 片山川 へ113-1 Y

急傾斜地 片山C へ1083-3 Y

急傾斜地 片山D へ1084 Y

23 西八田放課後学級 岡安町田中１０－１ １階 － 急傾斜地 岡安A へ1012 R －

24 中筋小学校 大島町外山田８－１ 42-0294 3階 － 土石流 ヒナサキ川 へ047 Y －

25 吉美小学校 有岡町田坂１８ 42-0295 3階 － 急傾斜地 多田A へ2006-2 R －

26 西八田小学校 岡安町家ノ下１０ 44-0145 2階 － 急傾斜地 岡安A へ1012 R －

土石流 宮代１ へ053 Y

急傾斜地 宮代Ｆ へ1175 Y

物部１ 新へ1029

物部２ 新へ3013

土石流 片山川 へ113-1 Y

急傾斜地 片山C へ1083-3 Y

急傾斜地 片山D へ1084 Y

区域名 区域番号 警戒区域区分

21 なかすじ児童センター 中筋町二ノ段１７ 44-1022 1階 －

施設名 住所 電話番号 階数
土砂災害の

種類

22 上林放課後学級 080-2458-3606 2階 －

－

27 綾部中学校 宮代町明智７ 42-0292 3階 － －

29 上林小学校・上林中学校 八津合町片山１７ 54-0001 2階 －

28 何北中学校 －

八津合町片山１７
上林小学校内

急傾斜地
土石流

－

－

物部町高倉前２０ 49-0002 1階 土石流 Y 
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資料３－12 ヘリポート一覧表 

 

地
区 

ヘリコプター緊急離着陸指定地 所 在 地 面 積 機 種 

東
部
地
区 

東 綾 小 学 校 ・ 東 綾 中 学 校 運 動 場 鷹 栖 町 6,113 ㎡ 中 型 

奥上林研修センターグラウンド 睦 寄 町 9,176 ㎡ 中 型 

上林小学校・上林中学校運動場 八 津 合 町 8,283 ㎡ 中 型 

東 部 グ ラ ウ ン ド 十 倉 中 町 10,000 ㎡ 大 型 

中 
 

 

部 
 

 

地 
 
 

区 

綾 部 小 学 校 運 動 場 上 野 町 4,896 ㎡ 中 型 

吉 美 小 学 校 運 動 場 有 岡 町 11,191 ㎡ 大 型 

西 八 田 小 学 校 運 動 場 岡 安 町 5,229 ㎡ 中 型 

東 八 田 小 学 校 運 動 場 上 杉 町 7,412 ㎡ 中 型 

綾 部 中 学 校 運 動 場 宮 代 町 14,742 ㎡ 大 型 

綾 部 高 等 学 校 東 分 校 運 動 場 川 糸 町 3,532 ㎡ 中 型 

八 田 中 学 校 運 動 場 梅 迫 町 15,192 ㎡ 大 型 

第 １ 市 民 グ ラ ウ ン ド 野 球 場 川 糸 町 8,307 ㎡ 中 型 

同 上 ソ フ ト ボ ー ル 場 川 糸 町 8,648 ㎡ 中 型 

第 ２ 市 民 グ ラ ウ ン ド 野 球 場 青 野 町 14,934 ㎡ 大 型 

同 上 サ ッ カ ー 場 青 野 町 12,935 ㎡ 大 型 

田 野 グ ラ ウ ン ド 田 野 町 6,230 ㎡ 中 型 

綾部工業団地・ヘリストップ と よ さ か 町 1,184 ㎡ 中 型 

渕 垣 グ ラ ウ ン ド 渕 垣 町 9,382 ㎡ 中 型 

総 合 運 動 公 園 グ ラ ウ ン ド 上 杉 町 30,020 ㎡ 大 型 

西 
 
 

部 
 

 

地 
 

 

区 

中 筋 小 学 校 運 動 場 大 島 町 10,211 ㎡ 大 型 

豊 里 小 学 校 運 動 場 栗 町 4,544 ㎡ 中 型 

物 部 小 学 校 運 動 場 物 部 町 5,246 ㎡ 中 型 

志 賀 小 学 校 運 動 場 志 賀 郷 町 6,529 ㎡ 中 型 

豊 里 中 学 校 運 動 場 豊 里 町 8,364 ㎡ 中 型 

何 北 中 学 校 運 動 場 物 部 町 5,760 ㎡ 中 型 

綾 部 高 等 学 校 運 動 場 岡 町 24,094 ㎡ 大 型 

農 業 大 学 校 グ ラ ウ ン ド 位 田 町 6,500 ㎡ 中 型 

高 津 グ ラ ウ ン ド 高 津 町 6,650 ㎡ 中 型 

う ず い 野 農 村 広 場 小 畑 町 8,600 ㎡ 中 型 

西 部 グ ラ ウ ン ド 物 部 町 17,640 ㎡ 大 型 

今 田 広 場 今 田 町 3,989 ㎡ 中 型 

 

   【注】表中の「機種」欄は、以下の区分による。 

        大型 １００ｍ×１００ｍ／進入勾配 ６°／４５０ｍ 

        中型  ３６ｍ× ３６ｍ／進入勾配 ８°／４５０ｍ 
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資料３－13 ヘリコプター発着基準及び表示要領 
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資料３－14 注意報、警報、気象情報等発表例 

 

●注意報・警報発表例（例文１） 

 

 

 

 

 

令和〇〇年〇〇月〇〇日〇〇時〇〇分 京都地方気象台発表 

 （（京都府では、〇〇日明け方まで土砂災害に、〇〇日夜のはじめ頃まで河 

川の増水や暴風、高潮に警戒してください。北部では、〇〇日夜のはじめ頃ま 

で低い土地の浸水に警戒してください。）） 

 

 京都市 ［警報］大雨（土砂災害），洪水，暴風 ［注意報］雷 

 福知山市 ［警報］大雨（土砂災害、浸水害），洪水，暴風 ［注意報］雷 

 舞鶴市 ［警報］大雨（浸水害），暴風，高潮 ［注意報］雷，波浪 

 綾部市 ［警報］大雨（土砂災害、浸水害），暴風 ［注意報］雷，洪水 

 宇治市 ［警報］大雨（土砂災害），暴風 ［注意報］雷，洪水 

 宮津市 ［警報］大雨（土砂災害、浸水害），洪水，暴風，高潮 ［注意報］雷，波浪 

 亀岡市 ［警報］大雨（土砂災害），暴風 ［注意報］雷，洪水 

 城陽市 ［警報］暴風 ［注意報］大雨，雷，洪水 

 向日市 ［警報］暴風 ［注意報］大雨，雷，洪水 

 長岡京市 ［警報］大雨（土砂災害），暴風 ［注意報］雷，洪水 

 八幡市 ［警報］大雨（土砂災害），暴風 ［注意報］雷，洪水 

 京田辺市 ［警報］暴風 ［注意報］大雨，雷 

 京丹後市 ［警報］大雨（土砂災害、浸水害），洪水，暴風 ［注意報］雷，波浪，高潮 

 南丹市 ［警報］大雨（土砂災害），洪水，暴風 ［注意報］雷 

 木津川市 ［警報］大雨（土砂災害），暴風 ［注意報］雷，洪水 

 大山崎町 ［警報］大雨（土砂災害），暴風 ［注意報］雷 

 久御山町 ［警報］暴風 ［注意報］大雨，雷 

 井手町 ［警報］暴風 ［注意報］大雨，雷 

 宇治田原町 ［警報］暴風 ［注意報］大雨，雷，洪水 

 笠置町 ［警報］大雨（土砂災害），暴風 ［注意報］雷 

 和束町 ［警報］大雨（土砂災害），暴風 ［注意報］雷，洪水 

 精華町 ［警報］暴風 ［注意報］大雨，雷 

 南山城村 ［警報］大雨（土砂災害），暴風 ［注意報］雷，洪水 

 京丹波町 ［警報］大雨（土砂災害），暴風 ［注意報］雷，洪水 

 伊根町 ［警報］大雨（土砂災害、浸水害），暴風 ［注意報］雷，波浪，洪水，高潮 

与謝野町 ［警報］大雨（土砂災害、浸水害），暴風 ［注意報］雷，洪水，高潮 
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●台風情報発表例（例文２） 

 

 

 

 

令和○○年 台風第○○号に関する京都府気象情報 第○号 
令和○○年○○月○○日○○時○○分 京都地方気象台発表 
 
（見出し） 
大型で強い台風第○○号は、○○日夜のはじめ頃に京都府に最も接近する見込みです。○○日夕方から夜遅くにかけ
て、暴風や高波に警戒してください。また、○○日明け方にかけて､土砂災害や低い土地の浸水、河川の増水や氾濫
に警戒してください。 
 
（本文） 
大型で強い台風第○○号は○○日○○には室戸岬の南南西約○○○キロにあって、１時間におよそ３５キ

ロの速さで北北東に進んでいます。中心の気圧は９７０ヘクトパスカル、中心付近の最大風速は４０メート
ル、最大瞬間風速は６０メートルで、中心から半径１２０キロ以内では風速２５メートル以上の暴風となっ
ています。また、中心から半径６００キロ以内では風速１５メートル以上の強い風が吹いています。 
台風は、今後も強い勢力を維持したまま北上し、西日本に上陸するおそれがあり、京都府には○○日夜のは

じめ頃に最も接近する見込みです。 
 
［雨の予想］ 
台風の接近に伴い大気の状態が非常に不安定となっており、京都府では○○日明け方にかけて、局地的

に雷を伴い非常に激しい雨が降る見込みです。  
○○日に予想される１時間降水量は、いずれも多い所で、 
北部  ６０ミリ  
南部  ６０ミリ 

○○日○○時から○○日○○時までに予想される２４時間降水量は、いずれも多い所で、 
北部 ２００ミリ 
南部 ２００ミリ 

 
［風の予想］ 
京都府では○○日夕方から夜遅くにかけて南よりの風が非常に強く吹き、暴風となる見込みです。 
○○日に予想される最大風速（最大瞬間風速）は、 

北部陸上 ２０メートル（３５メートル） 
北部海上 ２５メートル（３５メートル） 
南部陸上 ２０メートル（３５メートル） 

 
［波の予想］ 
北部の海上では、○○日明け方にかけて波が高く、特に○○日夜遅くにかけて、大しけとなる見込みで

す。 
 ○○日に予想される波の高さ 
  北部  ６メートル 
 
［高潮の予想］ 
 北部の海岸や河口付近の低地では、○○日にかけて高潮に十分注意してください。台風のコースによって
は、○○日夕方から夜遅くにかけて、さらに潮位が高くなり、警報を発表する可能性もあります。 
 ○○日に予想される最高潮位 
  北部 標高 ○．○メートル 
 
［防災事項］ 
土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫、暴風、高波に警戒してください。 
高潮に十分注意してください。 
竜巻などの激しい突風や落雷に注意してください。 
発達した積乱雲の近づく兆しがある場合には、建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。 

 
［補足事項］ 
今後発表する防災気象情報に留意してください。 

次の「令和○○年 台風第○○号に関する京都府気象情報」は、○○日○○時頃に発表する予定です。 
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●大雨（雪）に関する情報発表例（例文３） 

 

 

 

大雨と突風及び落雷に関する京都府気象情報 第○号 

令和○○年○○月○○日○○時○○分 京都地方気象台発表 

 

（見出し） 

南部では、局地的に雷を伴って猛烈な雨の降っている所があります。○○日夕方にかけて、土砂災害に厳重に警戒
してください。また、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒してください。 
 

（本文） 

西日本に停滞する前線に向かって南から暖かく湿った空気が流れ込み、京都府では大気の状態が非常に不
安定となっています。このため、南部では局地的に雷を伴い猛烈な雨の降っている所があります。前線は○○日にか
けて西日本に停滞するため、今後さらに雨量が増え、記録的な大雨となるおそれがあります。また、これまでの大雨に
より、地盤が緩んだ状態となっているため、土砂災害の発生するおそれがあります。 
○○日○○時○○分現在、京都府では、土砂災害警戒情報を発表している市町村があります。 
 

［雨の実況］ 

 降り始め（○○日○○時○○分）から○○日○○時○○分までの降水量（アメダスによる速報値） 

  宮津      ○○．○ミリ 

  京都市中京区  ○○．○ミリ 

  福知山市坂浦  ○○．○ミリ 

 

［雨の予想］ 

 南部では○○日夕方にかけて、局地的に雷を伴い猛烈な雨が降る見込みです。 

 ○○日に予想される１時間降水量は、いずれも多い所で、 
  北部  ４０ミリ 
  南部  ８０ミリ    
 ○○日○○時から○○日○○時までに予想される２４時間降水量は、いずれも多い所で、 
  北部 １５０ミリ 
  南部 ２００ミリ 
 

［防災事項］ 

 土砂災害に厳重に警戒してください。 

 低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒してください。 

 竜巻などの激しい突風や落雷に注意してください。 

発達した積乱雲の近づく兆しがある場合には、建物内に移動するなど安全確保に努めてください。 

 

［補足事項］ 

 今後発表する防災気象情報に留意してください。 

 次の「大雨と突風及び落雷に関する京都府気象情報」は、○○日○○時頃に発表する予定です。 
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●記録的短時間大雨情報発表例（例文４） 

 

 

 

 

京都府記録的短時間大雨情報 第○号 

令和○○年○○月○○日○○時○○分 気象庁発表 

 

○○時○○分京都府で記録的短時間大雨 

舞鶴市西部付近で１２０ミリ以上 

上京区付近で約９０ミリ 
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●竜巻注意情報発表例（例文５） 

 

 

 

 

京都府竜巻注意情報 第○号 

令和○○年○○月○○日○○時○○分 気象庁発表 

 

 京都府南部、北部は、竜巻などの激しい突風が発生しやすい気象状況になっています。空

の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積乱雲が近づく兆しがある場合には、頑

丈な建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。落雷、ひょう、急な強い雨にも注

意してください。 

 

この情報は、○○日○○時○○分まで有効です。 
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●土砂災害警戒情報発表例（例文６） 
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●指定河川洪水予報発表例（例文７） 
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資 料 編 

 

資-3-32 

●指定河川洪水予報（臨時）発表例（例文８） 
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資料３－15 応急被災状況報告書 
 

      年   月   日 

応 急 被 災 状 況 報 告 書 
報告者所属：                       職氏名：            

情報入手場所：                   情報入手時間：  日 
午前

午後  時  分 

通報者 氏名：            性別：男・女 年齢（推・実）   歳 関係     

    住所：                    ＴＥＬ     －   －     

報告地 

 

 

 

報告要旨 

数値情報（確認・推定の例） 

 

 

 

 

私見 

概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築物の全・半壊、道路・橋りょうの通行可否（車、オートバイ、徒歩）、人の死亡、行方 

不明、負傷・未救出等の被害の状況と、被害を受けていない場所の状況等を図示すること 

 



資 料 編 

 

資-3-34 

資料３－16 災害概況速報書 
 

災 害 概 況 速 報 書 

 年  月  日  

綾部市災害対策本部長 様 

所 属              

職氏名               

 

速 報 要 旨  

 
 
 
 
 
 
 

速 報 内 容  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

応 急 措 置  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

本部長の意見  

 
 
 
 
 
 
 

本 部 長 副本部長 副本部長 消防長 
市長公 
室 長 

危機管理監 
防災・危機
管 理 課 長 

所属課長 
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災 害 概 況 速 報 書 
 年  月  日  

京都府災害対策本部本部長 様 
          綾部市災害対策本部 

本部長 綾部市長           ○印   

 

速 報 要 旨  

 

 

 

 

 

 

 

 

速 報 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応 急 措 置  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



資 料 編 

 

資-3-36 

被 害 状 況 報 告 書 
                                                           災害名：                

第   報 対策 
本 

部 
 月  日 

受信時刻 
月  日 発信者  

支  時 現在 時  分 受信者  

災 害 発 生 年 月 日 

.  . .  . .  . .  . .  . .  . 項 目 単 符号 

人
的
被
害 

死 者 人 １       

行 方 不 明 者 人 ２       

重 傷 者 人 ３       

軽 傷 者 人 ４       

住

家

被

害 

全 壊 ・ 全 焼 

棟 ５       

世 ６       

人 ７       

半 壊 ・ 半 焼 

棟 ８       

世 ９       

人 １０       

一 部 損 壊 

棟 １１       

世 １２       

人 １３       

浸

水 

床 上 

棟 １４       

世 １５       

人 １６       

床 下 

棟 １７       

世 １８       

人 １９       

非 公 共 建 物 棟 ２０       

住 そ の 他 棟 ２１       

そ

の

他

被

害 

田 
流 出 ・ 埋 没 ｈa ２２       

冠 水 ｈa ２３       

畑 
流 出 ・ 埋 没 ｈa ２４       

冠 水 ｈa ２５       

ビニールハウス等 棟 ２６       

農 道 箇 ２７       

農 林 水 産 業 施 設 箇 ２８       

林 地 崩 壊 箇 ２９       

畦 畔 崩 壊 箇 ３０       

農 産 物 ｈa ３１       

林 産 物 ｈa ３２       

道

路 

冠 水 箇 ３３       

崩 壊 箇 ３４       

そ の 他 箇 ３５       

橋 り ょ う 箇 ３６       

河 川 ・ 堤 防 箇 ３７       

砂 防 ・ 堰 堤 箇 ３８       

崖 崩 れ 箇 ３９       

地 す べ り 箇 ４０       

土 石 流 箇 ４１       

鉄 道 不 通 箇 ４２       

水 道 戸 ４３       

電 話 回 ４４       

電 気 戸 ４５       

ガ ス 戸 ４６       

ブ ロ ッ ク 塀 等 箇 ４７       

文 教 施 設 箇 ４８       

病 院 箇 ４９       

清 掃 施 設 箇 ５０       

火

災 

建 物 件 ５１       

危 険 物 件 ５２       

そ の 他 件 ５３       

り災世帯数（全・半壊＋床上浸水） 世 ５４       
り災者数（全・半壊＋床上浸水） 人 ５５       

資料３－17 被害状況報告書 

＊ 被害確定報告書コピー要 
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被 害 状 況 報 告 書 
                                                               災害名：                

災 害 発 生 年 月 日 .  . .  . .  . .  . .  . .  . 

項 目 単位 符号       

公 立 文 教 施 設 千円 ａ       

農林水産業施設 千円 ｂ       

公 共 土 木 施 設 千円 ｃ       

その他の公共施設 千円 ｄ       

小 計 千円 ｅ       

 
公共施設被害 

市 町 村 数 
団体 ｆ       

そ
の
他 

農 産 物 被 害 千円 ｇ       

林畜産物被害 千円 ｈ       

畜 産 物 被 害 千円 ｉ       

水 産 物 被 害 千円 ｊ       

林 地 被 害 千円 ｋ       

商 工 業 被 害 千円 ｌ       

 千円        

そ の 他 被 害 千円 ｍ       

小 計 千円 ｎ       

被 害 総 額 千円 ｏ       

災害対策本部 

設置 年月日 ｐ .  . .  . .  . .  . .  . .  . 

閉鎖 年月日 ｑ .  . .  . .  . .  . .  . .  . 

災害警戒本部 

設置 年月日 ｒ .  . .  . .  . .  . .  . .  . 

閉鎖 年月日 ｓ .  . .  . .  . .  . .  . .  . 

消防職員出動延人数 人 ｔ       

消防団員出動延人数 人 ｕ       

市町村職員出動延人 人 ｖ       

 人        

その他出動延人数 人 ｗ       

出動延人数合計 人 ｘ       
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資料３－18 災害対策基本法施行規則別記様式第２に定める標示 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災 害 対 策 基 本 法 

に 基 づ く  

車 両 通 行 止  

対 

象 

 

区又区 

域は間 

 

期 

間 

〔備考〕】 １ 色彩は、文字、縁線及び区分線を青色、斜めの帯及び枠を赤

色、地を白色とする。 

     ２ 縁線及び区分線の太さは１センチメートルとする。 

     ３ 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 

     ４ 道路の形状又は交通の状況により特別の必要がある場合にあ

っては、図示の寸法の２倍まで拡大し、又は図示の寸法の２分

の１まで縮小することができる。 
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資料３－19 緊急通行車両等事前届出書 
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資料３－20 緊急通行車両標章 

 
 

       緊急通行車両を示す標章（災害対策基本法施行規則別記様式第３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔備考〕１ 色彩は、記号を黄色、縁及び「緊急」の文字を赤色、「登録（車両）番号」、 

 「有効期限」、「年」、「月」及び「日」の文字を黒色、登録（車両）番号並 

 びに年、月及び日を表示する部分を白色、地を銀色とする。 

２ 記号の部分に、表面の画像が光の反射角度に応じて変化する措置を施すもの 

 とする。 

３ 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 

 

登録（車両）番号 

緊 急 
 

有効期限   年   月   日 

1
5

 

21 
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資料３－21 緊急通行車両確認証明書 

 

緊急通行車両確認証明書（災害対策基本法施行規則別記様式第４） 

 

      〔備考〕用紙は、日本工業規格Ａ５とする。 
         

 

第  号 
年  月  日  

緊 急 通 行 車 両 確 認 証 明 書 
知 事  ○印   
公安委員会  ○印   

番号表に標示され 
ている番号 

 

車両の用途（緊急 
輸送を行う車両に 
あっては、輸送人 
員または品名） 

 

使 用 者 
住 所 

 
 

（   ）    局       番 

氏 名 
 
 

通 行 日 時 
 
 

通 行 経 路 
出 発 地 目 的 地 

 
 

 
 

備 考 
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資料３－22 西日本高速道路㈱所管の高速道路の通行規制基準 

 

＜舞鶴若狭自動車道＞ 

◆降雨通行規制基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆地震通行規制基準 

 

 

 

 

資料３－23 京都縦貫自動車道交通規制基準 

※（ ）雨量は組合せ雨量（連続降雨量と時間雨量）組合わせ雨量の連続雨量（１１０㎜）時間雨量

（４０㎜）とは、連続雨量が７０㎜に達した後、時間雨量４０㎜の降雨があり、連続降雨量が１１

０㎜に達した状態をいう。 

※【 】雨量は基準値を超える降雨があった場合、連続雨量がいったんゼロになった後（６時間連続

２mm/hr 以下）であっても２４時間以内にふたたび降雨が開始したときは、先行雨量の影響を考

慮して、通常の基準値より低い基準値を設定したもの。（第二基準の設定） 

 

 

三田西～福知

山 

通行規制（50ｋ） ●連続雨量 80 ㎜以上 

通行止 

●連続雨量 200 ㎜以上 又は 

●組合せ雨量 連続雨量で 130 ㎜に達した

後、45 ㎜/ｈの降雨 

福知山～綾部 

通行規制（50ｋ） ●連続雨量 80 ㎜以上 

通行止 

●連続雨量 150 ㎜以上 又は 

●組合せ雨量 連続雨量で 130 ㎜に達した

後、45 ㎜/ｈの降雨 

綾部～小浜 

通行規制（50ｋ） ●連続雨量 80 ㎜以上 

通行止 

●連続雨量 210 ㎜以上 又は 

●組合せ雨量 連続雨量で 120 ㎜に達した

後、40 ㎜/ｈの降雨 

三田西～小浜 
通行規制（50ｋ） 計測震度 4.0 以上 5.0 未満 

通行止 計測震度 5.0 以上 

区 分 

通行規制 通行止 

地震 

連続雨

量

（㎜） 

強風 その他 地震 

降雨量（㎜） 

強風 その他 連続降

雨量 

時間降

雨量 

京都縦貫

自動車道

（宮津天

橋立 IC～

舞鶴大江

IC） 

計測震度

4.0 以上

4.5 未満 

70 又は時

間雨量 20 

平均風速

15m/s 以

上で、走

行障害の

恐れが認

められる

場合 

・過去に

おける災

害の発生

状況、そ

の他を勘

案して、

通行規制

が必要と

認められ

る場合 

・Ｖ１値

30％以下

は 50 ㎞/h

速度規制

協議 

計測震度

4.5 以上 

160 

（110） 

【110】 

 

（40） 

平均風速

20 ㎞/s 以

上で、交

通事故発

生の危険

性が認め

られる場

合、又

は、道路

及びその

他付属施

設に重度

の危険が

認められ

る場合 

・過去に

おける災

害の発生

状況、そ

の他を勘

案して、

通行規制

が必要と

認められ

る場合 

・Ｖ１値

10％以下

は通行止

協議 

京都縦貫

自動車道 
(舞鶴大江

IC～京丹

波わち

IC)) 

80 又は時

間雨量 20 

210 

（120） 

【160】 

（40） 

京都縦貫

自動車道 
(京丹波わ

ち IC～丹

波 IC) 

70 又は時

間雨量 20 

160

（110） 

【110】 

（40） 
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資料３－24 公用自動車の種別現有数  

 

○  民間自動車の借上  

 (1) 公用自動車を使用してなお不足を来す場合には、活動計画に基づく各部の要

請により次の様式の借上証を自動車１台につき１枚発行する。  

 (2) 借上証の発行は一連番号により台帳に記録整理する。  

○  災害救助法による輸送  

 (1) 対象は次のとおりとし、費用は輸送費及び人夫賃の通常の実費とする。  

  ア  被災者の避難   イ  医療及び助産   ウ  被災者の救出  

   エ  飲料水の供給   オ 遺体の捜索   カ  遺体の処理    

キ  救済用物資の整理配分  

 (2) 期 間            救助の実施が認められる期間内  

車 種        

所属別 

乗
用
車 

バ
ス 

ト
ラ
ッ
ク 

小
型
貨
物
車 

グ
レ
ー
ダ 

除
雪
車 

清
掃
車 

環
衛
車 

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト 

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー 

軽
四
輪 

特
種
車 

救
急
車 

消
防
車 

計 

秘 書 広 報 課 2          1    3 

防災・危機管理課 3 2             5 

総 務 課 3 1         1    5 

税 務 課           1    1 

市 民 協 働 課           1    1 

人 権 推 進 課           3    3 

環 境 企 画 課           1    1 

環 境 保 全 課   2 3   1 1 2 3 5    17 

社 会 福 祉 課 1 2             3 

こ ど も 支 援 課 2 1         1    4 

障 害 者 支 援 課           2    2 

高齢者支 援課  1         4    5 

保 健 推 進 課 2   1       15  1  19 

商 工 労 政 課    1           1 

農 政 課    1       2    3 

林 政 課           2    2 

農 業 委 員 会           1    1 

定住・地域政策課    1       6    7 

観 光 交 流 課           1    1 

監 理 課           1    1 

建 設 課 1  1 2 1 4    1 2    12 

都 市 計 画 課    1           1 

建 築 課    1       1    2 

消 防 署           2  4 69 75 

上 水 道 課   1        7 2   10 

下 水 道 課 1          4 2   7 

学 校 教 育 課 1 5  1       1    8 

社 会 教 育 課 1          3    4 

文化・スポーツ振興課           1    1 

議 会 事 務 局 1              1 

計 18 12 4 12 1 4 1 1 2 4 69 4 5 69 206 
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資料３－ 25 災害用応急自動車借上書式 
 

                              綾  第   号 

                               年  月  日 

 

 

              様 

 

 

                     綾部市災害対策本部長 

                      綾部市長         ㊞ 

 

 

   綾部市防災計画に基づき災害応急用として下記のとおり自動車の借り上げを 

  いたします。 

 

                   記 

 

  １ 自動車種別 

 

                 年  月  日から 
  ２ 借 上 期 間            
                 年  月  日まで 

 

  ３ 使 用 部 名                     部    班 

 

  ４ 使 用 料                          円 

 

 

 

  ※ 使用料を記入のうえ、請求書に添付してください。 
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資料３－26 風水害時における車中避難場所一覧表 
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資料３－27 雨量計設置箇所 

 

 

 

雨量計設置場所 所     属 摘 要 

川  糸  町 

京都府中丹東土木事務所 
京都府中丹東土木事務所 自 記 

八 津 合 町  寺町 京都府中丹東土木事務所 テレメーター 

物  部  町 何北中学校 近畿地方整備局福知山河川国道事務所 テレメーター 

上  杉  町 近畿地方整備局福知山河川国道事務所 テレメーター 

味  方  町 近畿地方整備局福知山河川国道事務所 テレメーター 

故 屋 岡 町  下川原 近畿地方整備局福知山河川国道事務所 自 記 

渕  垣  町  久田 京都府中丹東土木事務所 テレメーター 

小  貝  町  京都府中丹東土木事務所 テレメーター 

篠  田  町  京都府中丹東土木事務所 テレメーター 

十 倉 中 町  京都府中丹東土木事務所 テレメーター 

故 屋 岡 町  古和木 京都府中丹東土木事務所 テレメーター 

於 与 岐 町 京都府中丹東土木事務所 テレメーター 

東  山  町 気象庁 テレメーター 

睦  寄  町 気象庁 テレメーター 
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資料３－28 水位観測所及び河川防災カメラ等の設置場所 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川名 観測位置 所     属 摘  要 

由良川 鷹栖町 京都府 大野ダム総合管理事務所 テレメーター 

由良川 味方町 国土交通省 近畿地方整備局 福知山河川国道事務所 テレメーター 

由良川 味方町 国土交通省 近畿地方整備局 福知山河川国道事務所 ＣＣＴＶ 

由良川 川糸町 国土交通省 近畿地方整備局 福知山河川国道事務所 ＣＣＴＶ 

由良川 栗 町 国土交通省 近畿地方整備局 福知山河川国道事務所 ＣＣＴＶ 

由良川 小貝町 国土交通省 近畿地方整備局 福知山河川国道事務所 ＣＣＴＶ 

由良川 野田町（左岸 53.7ｋ） 国土交通省 近畿地方整備局 福知山河川国道事務所 危機管理型水位計 

由良川 味方町（左岸 52.6ｋ） 国土交通省 近畿地方整備局 福知山河川国道事務所 危機管理型水位計 

由良川 青野町（左岸 49.8ｋ） 国土交通省 近畿地方整備局 福知山河川国道事務所 危機管理型水位計 

由良川 延町（左岸 48.4ｋ） 国土交通省 近畿地方整備局 福知山河川国道事務所 危機管理型水位計 

由良川 栗町（右岸 46.2ｋ） 国土交通省 近畿地方整備局 福知山河川国道事務所 危機管理型水位計 

由良川 私市町（右岸 43.6ｋ） 国土交通省 近畿地方整備局 福知山河川国道事務所 危機管理型水位計 

上林川 八津合町 京都府中丹東土木事務所 
テレメーター 

簡易型カメラ 

畑口川 五 津 合 町 （ 睦 志 橋 ） 京都府中丹東土木事務所 危機管理型水位計 

草壁川 睦寄町（上端橋左岸上流） 京都府中丹東土木事務所 危機管理型水位計 

古和木川 故屋岡町（上八代橋右岸下流） 京都府中丹東土木事務所 危機管理型水位計 

古和木川 故屋岡町（平垣橋右岸下流） 京都府中丹東土木事務所 危機管理型水位計 

犀  川 新庄町 京都府中丹東土木事務所 
テレメーター 

簡易型カメラ 

犀  川 物部町(物部大橋) 京都府中丹東土木事務所 
河川防災カメラ 

危機管理型水位計 

犀 川 小貝町（小貝橋上流） 京都府中丹東土木事務所 危機管理型水位計 

犀  川 志賀郷町（志賀郷橋右岸上流） 京都府中丹東土木事務所 危機管理型水位計 

犀  川 今田町（唐部橋右岸上流） 京都府中丹東土木事務所 危機管理型水位計 

伊路屋川 新庄町（小田橋左岸上流） 京都府中丹東土木事務所 危機管理型水位計 

西 方 川 西方町（貝尻橋右岸上流） 京都府中丹東土木事務所 危機管理型水位計 

八田川 渕垣町 京都府中丹東土木事務所 
テレメーター 

簡易型カメラ 

八田川 安国寺町 京都府中丹東土木事務所 河川防災カメラ 

八田川 梅 迫 町 （ 梅 迫 橋 ） 京都府中丹東土木事務所 危機管理型水位計 

八田川 下八田町（宮裏橋左岸上流） 京都府中丹東土木事務所 危機管理型水位計 

上八田川 岡 安 町 （ 岡 安 橋 ） 京都府中丹東土木事務所 危機管理型水位計 

田野川 田野町（一の瀬橋上流） 京都府中丹東土木事務所 危機管理型水位計 

安場川 上延町（九反田橋） 京都府中丹東土木事務所 危機管理型水位計 

荒倉川 高津町（荒倉橋右岸下流） 京都府中丹東土木事務所 危機管理型水位計 
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資料３－29 水防団待機水位（指定水位）、はん濫注意水位（警戒水位）等 

 

 

 

 

 

 

資料３－30 水防倉庫 
 

 

河  川  名 由良川 犀 川 上林川 八田川 

観  測  所 綾 部 新 庄 八津合 渕 垣 

堤 防 高 さ 9.62m 4.59m 4.93m － 

水防団待機水位（指定水位） 2.00m 1.00m 1.00m 1.10m 

氾濫注意水位（警戒水位） 3.50m 1.70m 2.00m 1.90m 

避難判断水位 

（特別警戒水位） 
（避難時間６０分） 

未設定 1.70m 2.00m 未設定 

5.00m 2.00m 2.50m 未設定 

氾濫危険水位（危険水位） 6.00m － － 未設定 

計画高水位 8.12ｍ － － － 

河 川 名     設   置   箇   所  

 由 良 川   味方町１ 栗町１  

 上 林 川   睦寄町１  

 犀   川   物部町１  
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資料３－31 災害時の自主避難所（自治会指定）            令和４年３月３１日現在 

地区名 自治会名 自主避難所 

綾 部 
並松町 

並松町公会堂 

正暦寺 

上町 上町公会堂 

野田町 野田町公会堂 

上野町 上野町公会堂 

紫水ヶ丘 （新）紫水ヶ丘公会堂、（旧）紫水ヶ丘公会堂 

田町 田町公会堂 

新宮町 新宮会館 

中神宮寺 綾部キリスト教福音協会 

西神宮寺 綾部中学校 

月見町 月見町公会堂 

中ノ町 中ノ町公会堂 

本町五、六丁目 本町五、六丁目公会堂 

新広小路 ＦＭ＝Ⅲ 

南西町 アイタウンホール 

天神町 天神町公会堂 

若松町 若松町公会堂 

宮代町 宮代コミュニティセンター 

本町八丁目 宮代コミュニティセンター 

本町七丁目 本町七丁目集会所 

幸通り 幸通公会堂 

駅前 あやべ協立診療所コミュニティホール 

青野町 
せんだん苑こども園 

青野町公会堂 

グランブルー 市民センター 

西町団地 西町団地集会所 

上野団地 上野団地集会所 

中 筋 

 

 

 

岡町 岡町公会堂、丹都（ふきのとう） 

鳥ケ坪 鳥ケ坪公民館 

延町 延町公会堂 

上延町 上延町公会堂 
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中 筋 上延町 旦寺集会所 

大島西 綾部はなみずき 

高津町 
綾部はなみずき 

隠龍寺 

安場町 
安場公会堂 

安場町平尾集会所 

吉 美 里町 里町公会堂 

有岡町 ありおか会館 

多田町 多田町公会堂 

高倉町 高倉町公会堂（※土砂災害の危険時には使用不可） 

小呂町 小呂町公会堂 

星原町 綾部市農業振興センター 

桜が丘一丁目 桜が丘一丁目コミュニティセンター 

桜が丘二丁目 桜が丘二丁目コミュニティセンター 

西八田 上八田 上八田公民館 

七百石 
大日公会堂 

七百石コミュニティセンター 

中筋 西屋公会堂 

東大安公会堂 

大安公会堂 

日尾ふれあいの家 

島萬公会堂（※土砂災害の危険時には使用不可） 

岡安 岡安町公民館 

渕垣 渕垣町公民館 

下八田 下八田公民館 

東八田 

 

 

 

 

 

 

 

中山 中山町公民館 

安国寺 安国寺公民館 

中町 東八田公民館 

上町 憩の家 

高槻 高槻公民館 

大石 大石公民館 

久保 久保公民館 

施福寺 施福寺公民館 
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東八田 

 

鳥居野 鳥居野公民館 

下村 下村公民館 

中川原 
中川原公民館 

弥仙会館 

大又 
大又公民館（※土砂災害の危険時には使用不可） 

弥仙会館 

見内 弥仙会館 

黒谷 黒谷公民館 

八代 八代公民館 

愛宕 愛宕集会所 

山 家 
戸奈瀬町 

井坪集会所 

戸奈瀬公会堂 

釜輪町 釜輪町公会堂 

広瀬町 広瀬町公会堂 

旭町 旭町公会堂 

東山町 東山町公民館 

鷹栖町 鷹栖町公民館 

西原町 西原町公民館 

和木町 和木町公会堂 

下原町 下原町公民館 

上原町 上原共同集会所 

下替地町 下替地町集会所 

橋上町 橋上公会堂 

口上林 武吉町 武吉町公民館 

豊 里 

 

 

 

 

 

 

 

 

上位田 上位田公民館 

下位田 下位田公民館 

岡倉 岡倉公会堂 

旭ヶ丘 旭ヶ丘公会堂 

栗上 ふれあいの家 

栗町 栗町公会堂 

栗揚 栗揚公民館 

豊里 豊里町公民館 

舘 舘町公民館 
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豊 里 

大畠 大畠公民館 

高谷 高谷公会堂 

小西 
小西町公民館 

奥小西集会所 

鍛治屋 

鍛治屋公民館 

里山交流研修センター幸喜山荘 

里山交流研修センター森もりホール 

小畑 
㈱丹波西山ライスセンター 

本城奥公民館 

小貝 小貝公会堂 

私市東 私市東共同集会所 

私市 私市公会堂 

物 部 上市 八幡神社長床 

下市 下市公民館 

須波伎 須波伎中央公民館 

西坂 西坂公会堂 

新庄 新庄公民館 

白道路 四方正美宅離れ車庫 

志賀郷 志賀 志賀公会堂 

向田 向田町公会堂 

篠田 
篠田町公会堂 

深山集会所 

別所 別所公会堂 

内久井 内久井公会堂 

金河内 金河内公民館 

坊口 坊口町公会堂 

仁和 仁和町公民館 

西方 西方町公会堂 

中上林 

 

 

 

 

引地 引地公民館 

西屋 西屋集会所 

日置谷 中上林地区公民館 

片山 片山公民館 

山田 山田公民館 
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中上林 

 

瀬尾谷 瀬尾谷公会堂 

大町 大町公会堂 

睦志 
睦志公会堂 

五泉荘 

水梨 水梨公民館 

奥上林 

 

長野 長野公民館 

志古田 志古田公民館 

鳥垣 鳥垣公民館 

草壁 草壁公民館 

川原 綾部市林業者等健康管理センター 

小仲 綾部市林業者等健康管理センター 

八代 八代公民館 

光野 綾部市林業者等健康管理センター 

大唐内 老富会館 
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資料３－32 災害救助法による救助の内容等 

令和５年度災害救助基準                                     （その１） 

救助の種類 対    象 費 用 の 限 度 額 期   間 備    考 

 
避難所の設置 

（法第４条第 

２項） 

 

 

 

災害により現に被害を 

受け、又は受けるおそれ 

のある者に供与する。 

 

（基本額） 

避難所設置費 

１人 １日当たり 

340円以内 
 

高齢者等の要援護者等を収 

容する「福祉避難所」を設置 

した場合、当該地域における 

通常の実費を支出でき、上記 

を超える額を加算できる。 

 

災害発生の日か

ら 

７日以内 

 

１ 費用は、避難所の設置、維持及び

管理のための賃金、職員等雇上費、

消耗器材費、建物等の使用謝金、借

上費又は購入費、光熱水費並びに仮

設便所等の設置費を含む。 

２ 避難に当たっての輸送費は別途計

上 

３ 避難所での避難生活が長期にわた

る場合等においては、避難所で避難

生活している者への健康上の配慮等

により、ホテル・旅館など宿泊施設

を借上げて実施することが可能（ホ

テル・旅館の利用額は＠7,000円（食

費込・税込み）/泊・人以内とする

が、これにより難い場合は内閣府と

事前に調整を行うこと。） 

 
福祉避難所の設置 

（法第４条第 

２項） 

 

 
災害が発生するおそれの

ある場合において、被害

を受けるおそれがあり、

現に救助を要する者に供

与する。 

 

（基本額） 

避難所設置費 

１人 １日当たり 

340円以内 
 

高齢者等の要援護者等を収 

容する「福祉避難所」を設置 

した場合、当該地域における 

通常の実費を支出でき、上記 

を超える額を加算できる。 

 
法第2条第2項によ

る救助を開始した

日から、災害が発

生しなかったと判

明し、現に救助の

必要がなくなった

日までの期間（災

害が発生し、継続

して避難所の供与

を行う必要が生じ

た場合は、法第2条

第2項に定める救助

を終了する旨を公

示した日までの期

間） 

 
１ 費用は、災害が発生するおそれが

ある場合において必要となる建物の

使用謝金や光熱水費とする。なお、

夏期のエアコンや冬期のストーブ、

避難者が多数の場合の仮設トイレの

設置費や、避難所の警備等のための

賃金職員等雇上費など、やむを得ず

その他の費用が必要となる場合は、

内閣府と協議すること。 

２ 避難に当たっての輸送費は別途計

上 

 
応急仮設住宅の 

供与 

 

住家が全壊、全焼又は 

流失し、居住する住家が 

ない者であって、自らの 

資力では住宅を得ること 

ができない者 

 

〇 建設型応急住宅 

１ 規模 

 応急救助の趣旨を踏ま

え、実施主体が地域の実

情、世帯構成等に応じて設

定 

２ 基本額 １戸当たり 

      6,775,000円以内 

３ 建設型応急住宅の供与終了

に伴う解体撤去及び土地の原

状回復のために支出できる費

用は、当該地域における実費 

 

災害発生の日か

ら 

20日以内着工 

 

 

 

 

 

 
１ 費用は設置にかかる原材料費、労

務費、付帯設備工事費、輸送費及び

建築事務費等の一切の経費として

6,775,000円以内であればよい。 

２ 同一敷地内等に概ね50戸以上設置

した場合は、集会等に利用できる。

（50戸未満であっても小規模な施設

を設置できる） 

３ 高齢者等の要援護者等を数人以上

収容する「福祉仮設住宅」を設置で

きる。 

４ 供与期間は2年以内 

 

〇 賃貸型応急住宅 

 １ 規模  

建設型仮設住宅に準じる 

 ２ 基本額 

  地域の実情に応じた額 

 

災害発生の日か

ら 

速やかに借上げ、

提供 
 

 

１ 費用は、家賃、共益費、敷金、礼

金、仲介手数料、火災保険等、民間

賃貸住宅の貸主、仲介業者との契約

に不可欠なものとして、地域の実情

に応じた額とすること。 

２ 供与期間は建設型仮設住宅と同様 
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救助の種類 対    象 費 用 の 限 度 額 期   間 備    考 

 

炊き出しその他 

 による食品の 

給与 

 

１ 避難所に収容された 

 者 

２ 住家に被害を受け、

若しくは災害により現

に炊事できない者 

 

 

１人１日当たり 

       1,230円以内 

 

災害発生の日か

ら７日以内 

 

食品給与のための総経費を 

延給食日数で除した金額が限 

度額以内であればよい。 

（１食は 1/3日） 

 

 
飲料水の供給 

 

現に飲料水を得ること 

ができない者（飲料水及 

び炊事のための水である 

こと。） 

 
当該地域における通常の実費 

 

 災害発生の日か

ら７日以内 

 

輸送費、人件費は別途計上 

 

被服、寝具その 

他生活必需品の 

給与又は貸与 

 

 全半壊（焼）、流失、 

床上浸水等により、生活 

上必要な被服、寝具、そ 

の他生活必需品を喪失、 

若しくは毀損等により使

用することができず、直

ちに日常生活を営むこと

が困難な者 

 

１ 夏季（４月～９月）冬季 

（10月～３月）の季別は災 

害発生の日をもって決定す 

る。 

２ 下記金額の範囲内 

 

 災害発生の日か

ら10日以内 

 

１ 備蓄物資の価格は年度当初の評価

額 

２ 現物給付に限ること 

区  分 １人世帯 ２人世帯 ３人世帯 ４人世帯 ５人世帯 

６ 人 以 上 
１ 人 増 す 

ごとに加算 

全 壊 

全 焼 

流 失 

夏 19,200 24,600 36,500 43,600 55,200 8,000 

冬 31,800 41,100 57,200 66,900 84,300 11,600 

半 壊 

半 焼 

床上浸水 

夏 6,300 8,400 12,600 15,400 19,400 2,700 

冬 10,100 13,200 18,800 22,300 28,100 3,700 

 
医     療 

 

医療の途を失った者 

（応急的処置） 

 
１ 救護班…使用した薬剤、 

 治療材料、医療器具破損等 

 の実費 

２ 病院又は診療所…国民健 

康保険診療報酬の額以内 

３ 施術者 

協定料金の額以内 

 

災害発生の日か

ら14日以内 

 

患者等の移送費は、別途計上 

 

助     産 

 
災害発生の日以前又は 

以後７日以内に分べんし 

た者であって災害のため 

助産の途を失った者（出 

産のみならず、死産及び 

流産を含み現に助産を要 

する状態にある者） 

 

１ 救護班等による場合は、 

使用した衛生材料等の実費 

２ 助産婦による場合は、慣 

 行料金の100分の80以内の 

 額 

 

 分べんした日か

ら７日以内 

 

妊婦等の移送費は、別途計上 

 

被災者の救出 

 

１ 現に生命、身体が危 

険な状態にある者 

２ 生死不明な状態にあ 

 る者 

 
当該地域における通常の実

費 

 

 災害発生の日か

ら３日（72時間）

以内 

 

 

１ 期間内に生死が明らかにならない

場合は、以後「死体の捜索」として

取り扱う。 

２ 輸送費、人件費は、別途計 上 
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救助の種類 対    象 費 用 の 限 度 額 期   間 備    考 

 

被災した住宅 

の応急修理 

 

１ 住家が半壊（焼）

若しくはこれらに準

ずる程度の損傷を受

け、自らの資力によ

り応急修理をするこ

とができない者 

２ 大規模な補修を行

わなければ居住する

ことが困難である程

度 に 住 家 が 半 壊

（焼）した者 

 

 居室、炊事場及び便所等日 

常生活に必要最小限度の部分 

１世帯当たり 

 

① 大規模半壊又は半壊若し

くは半焼の被害を受けた

世帯  

706,000円以内 

② 半壊又は半焼に準ずる程

度の損傷により被害を受

けた世帯 

 343,000円以内 

 

災害発生の日か

ら３ヵ月以内（災

害対策基本法第23

条の３第１項に規

定する特定災害対

策本部、同法第24

条第１項に規定す

る非常災害対策本

部又は同法第28条

の２第１項に規定

する緊急災害対策

本部が設置された

災害にあっては、

６カ月以内） 

 

 

住家が半壊（焼）又は

これに準ずる程度の損傷

を受け、雨水の浸入等を

放置すれば住家の被害が

拡大するおそれがある者 

 

住家の被害の拡大を防止す

るための緊急の修理が必要な

部分に対して、 

１世帯当たり 50,000円以内 

災害発生の日か

ら１０日以内に完

了 

 

 
学用品の給与 

 

 住家の全壊（焼）流失 

半壊（焼）又は床上浸水 

により学用品を喪失又は 

毀損等により使用するこ

とができず、就学上支障

のある小学校児童、中学

校生徒、義務教育学校生

と及び高等学校等生徒。 

 

１ 教科書及び教科書以外の 

教材で教育委員会に届出又 

はその承認を受けて使用し 

ている教材、又は正規の授 

業で使用している教材実費 

２ 文房具及び通学用品は、 

 １人当たり次の金額以内 

小 学 生 児 童   4,800円 

中 学 生 生 徒    5,100円 

高等学校等生徒    5,600円 

 

災害発生の日か

ら（教科書） 

１ヵ月以内 

（文房具及び通学

用品） 

15日以内 

 

１ 備蓄物資は評価額 

２ 入進学時の場合は個々の実情に応

じて支給する。 

 
埋     葬 

 

 災害の際死亡した者を 

対象にして実際に埋葬を 

実施する者に支給 

 

１体当たり 

大人（12歳以上） 

219,100円以内 

 小人（12歳未満） 

175,200円以内 

 

災害発生の日か

ら10日以内 

 

災害発生の日以前に死亡した者であ

っても対象となる。 

 
死 体 の 捜 索 

 

行方不明の状態にあ

り、かつ、四囲の事情に

よりすでに死亡している

と推定される者 

 
当該地域における通常の実

費 

 

 災害発生の日か

ら10日以内 

 

１ 輸送費、人件費は、別途計 上 

２ 災害発生後３日を経過したものは

一応死亡した者と推定している。 
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救助の種類 対    象 費 用 の 限 度 額 期   間 備    考 

 
死 体 の 処 理 

 

災害の際死亡した者に 

ついて、死体に関する 

処理（埋葬を除く。）を 

する。 

 

(洗浄、消毒等) 

 １体当り3,500円以内 

(一時保存) 

既存建物借上費 

 通常の実費 

既存建物以外 

 １体当り5,500円以内 

(検案) 

救護班以外は慣行料金 

 

災害発生の日か

ら10日以内 

 

１ 検案は原則として救護班 

２ 輸送費、人件費は、別途計 上 

３ 死体の一時保存にドライアイスの

購入費等が必要な場合は当該地域に

おける通常の実費を加算できる。 

 
障害物の除去 

 

居室、炊事場、玄関等 

に障害物が運びこまれて 

いるため生活に支障をき 

たしている場合で自力で 

は除去することのできな 

い者 

 
市町村内において障害物の

除去を行った一世帯当たりの

平均 

138,700円以内 

 

 災害発生の日か

ら10日以内 

 
 

 

輸送費及び賃金 

職員等雇上費 

（法第４条第 

１項） 

 

 

１ 被災者の避難に係る支援 

２ 医療及び助産 

３ 被災者の救出 

４ 飲料水の供給 

５ 死体の捜索 

６ 死体の処理 

７ 救済用物資の整理配分 

 
当該地域における通常の実

費 

 

 救助の実施が認

められる期間以内 

 
 

 
輸送費及び賃金 

職員等雇上費 

（法第４条第 

２項） 

 

 
避難者の避難に係る支

援 

 
当該地域における通常の実

費 

 
 救助の実施が認

められる期間以内 

 
災害が発生するおそれ段階の救助

は、高齢者・障害者等で避難行動が

困難な要配慮者の方の輸送であり、

以下の費用を対象とする。 

・避難所へ輸送するためのバス借上

げ等に係る費用 

・避難者がバス等に乗降するための

補助員など、避難支援のために必要

となる賃金職員等雇上費 

 
実 費 弁 償 

 

災害救助法施行令第４

条第１号から第４号まで

に規定する者 

 

災害救助法第７条第１項の

規定により救助に関する業務

に従事させた都道府県知事の

（法第３条に規定する都道府

県知事等をいう。）の総括す

る都道府県等（法第17条第1号

に規定する都道府県等をい

う。）の常勤の職員で当該業

務に従事した者に相当するも

のの給与を考慮して定める。 

 

 救助の実施が認

められる期間以内 

 

時間外勤務手当及び旅費は別途に定

める額 
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救助の種類 対    象 費 用 の 限 度 額 期   間 備    考 

 

救助の事務を行う 

のに必要な費用 
 

 
１ 時間外勤務手当 

２ 賃金職員等雇上費 

３ 旅費 

４ 需用費（消耗品費、

燃料費、食糧費、印刷

製本費、光熱水費、修

繕料） 

５ 使用料及び賃借料 

６ 通信運搬費 

７ 委託費 

 
救助事務費に支出できる費

用は、法第21条に定める国庫

負担を行う年度（以下「国庫

負担対象年度」という。）に

おける各災害に係る左記１か

ら７までに掲げる費用につい

て、地方自治法施行令（昭和

22年政令第16号）第143条に定

める会計年度所属区分により

当該年度の歳出に区分される

額を合算し、各災害の当該合

算額が、国庫負担対象年度に

支出した救助事務費以外の費

用の額の合算額に、次のイか

らトまで掲げる区分に応じ、

それぞれイからトまでに定め

る割合を乗じて得た額の合計

額以内とすること。 

イ 3千万円以下の部分の金額

について100分の10 

ロ 3千万円を超え6千万円以

下の部分の金額については

100分の9 

ハ 6千万円を超え1億円以下

の部分の金額については100

分の8 

二 1億円を超え2億円以下の

部分の金額については100分

の7 

ホ 2億円を超え3億円以下の

部分の金額については100分

の6 

へ 3億円を超え5億円以下の

部分の金額については100分

の5 

ト 5億円を超える部分の金額

については100分の4 

 
救助の実施が認

められる期間及び

災害救助費の精算

する事務を行う期

間以内 

 
災害救助費の精算事務を行うのに要

した経費も含む 

※ この基準によっては救助の適切な実施が困難な場合には、都道府県知事は、内閣総理大臣に協議し、その同意を得た上で、 

救助の程度、方法及び期間を定めることができる。 
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資料３－33 既往の地震及び地震の記録 

 

１ 既往の地震 
  京都府に影響のあった既往地震は、次のとおりである。 

発 生 年 月 日 

(日本暦) 

震 度 

(ﾏグﾆﾁｭｰド) 
震 央 地 域 被 害 の 概 要 

701年5月12日 

(大宝元年3月26日) 

６ 

(7.0) 

東経 

134.24° 

北緯 35.6° 

丹 波 地震うこと３日、凡海郷（若狭湾

内にあった東西２．４㎞、南北

６．４㎞の島）が海中に没し、旧

山頂の海面上に残ったのが、現在

の冠島及び沓島であるという。 

827年8月11日 

(天長4年7月12日) 

５ 

(6.5～7.0) 

東経135.6° 

北緯 34.9° 

京 都 舎屋多く潰れ、余震が翌年６月ま

で続いた。余震は、７月に２６回

以上、８月に１４回、９月に１０

回、１０月に５回、１１及び１２

の両月に各４回、翌年の２月に３

回、３月に２回、６月に３回が記

録されている。 

856年4月――日 

(斉衡2年3月--日) 

― 

(6.0～7.0) 

 京 都 京都及びその南方で舎屋破壊して

仏塔傾く。宮城の垣墻、官庁、民

家の頽損するもの甚だ多かった。 

881年1月13日 

(元慶4年12月6日) 

― 

(6.4) 

 京 都 余震は、翌朝までの１６回を最多

に、７日に１回、８日に４回、９

日に２回、１０日に５回、１１日

に数回、１２日に２回、１３及び

１４の両日並びに１７及び１８の

両日に各１回、また、１９日に３

回、２３、２４及び２５の各日並

びに２９日に各１回のほか、翌年

の１月に５回、２月に２回と相当

に長く続いた模様である。 

887年8月26日 

(仁和3年7月30日) 

申刻  

― 

(8.0～8.5) 

東経135.3° 

北緯 33.0° 

 

五 畿 七 道 京都で諸司の舎屋及び東西両京の

民家の倒壊多く、圧死者多数。ま

た、津波が沿岸を襲い、溺死者多

数。特に、摂津の国の津波被害が

最大。同日に余震３回、京都での

余震回数は、１日に２回、２日に

３回、４日に５回、５日に６回の

ほか、７、９、１３、１４、１６

及び２２並びに２３の各日に各１

回、２４日に２回、２８日に１回

で、このうち、５日夜の地震が最

大の余震のようである。 

890年7月10日 

(寛平2年6月16日) 

辰刻  

― 

(6.0) 

 京 都 家屋傾き、ほとんど倒壊寸前のも

のがあった。 
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発 生 年 月 日 

(日本暦) 

震 度 

(ﾏグﾆﾁｭｰド) 
震 央 地 域  被 害 の 概 要 

934年5月22日 

(承平4年5月27日) 

― 

(6.0) 

 京 都 午刻に地震２回、京中の築垣多く

転倒した。 

938年5月22日 

(承平8年/天慶元年 

6月15日） 

戌又は亥刻 

５ 

(7.0) 

東経135.8° 

北緯 33.0° 

京 都 

紀 伊 

宮中の内膳司頽れ、死者４人、そ

の他、東西両京の舎屋及び築垣倒

れるもの多く、堂塔並びに仏像も

多く倒れる。高野山の諸伽藍破壊

するも、堂塔は転倒せず。８月６

日に強震、釜殿転倒し、築垣とこ

ろどころ崩れる。余震発生極めて

多く、４月中の実数は不明なれど

多数、５月に１２回以上、６月に

６回、７月に５回以上、８月には

１３回、９月９回以上、１０月に

７回以上、１１月に７回以上、高

野山史料の信憑度によって、震央

位置がかなりずれることになる。 

976年7月22日 

(天延4年/貞元元年 

6月18日) 

申刻 

５ 

(6.7) 

東経135.8° 

北緯 33.0° 

山 城 

近 江 

西京舎屋、社寺及び官庁の倒壊多

く、圧死者５０人以上。余震数か

月に及んだ。 

1041年8月25日 

(長久2年7月20日) 

丑刻 

― 

(―) 

 京 都 法成寺の鐘楼が転倒した。 

1070年12月1日 

(延久2年10月20日) 

半夜 

― 

(6.0～6.5) 

東経135.8° 

北緯 34.8° 

山 城 

大 和 

東大寺の巨鐘の鈕切れ落つ、京都

では、家々の築垣が損壊した。 

1091年9月28日 

(寛治5年8月7日) 

申刻 

― 

(6.0～6.5) 

東経135.8° 

北緯 34.8° 

山 城 

大 和 

法成寺の仏像（五大堂の軍茶利丈

六）倒れ、その他の建物及び仏像

にも被害。また、大和の国の金峰

山金剛蔵王宝殿が破損した。 

1093年3月13日 

(寛治7年2月14日) 

未刻 

― 

(6.0～6.5) 

 京 都 ところどころの塔が破損した。 

1096年12月17日 

(嘉保3年/永長元年 

11月24日) 

辰刻 

７ 

(8.0～8.5) 

東経135.8° 

北緯 34.8° 

畿 内 

東 海 道 

大極殿小破。京都では、振動の割

に被害僅少。東大寺の巨鐘また落

つ。薬師寺廻廊転倒。東寺塔の九

輪落ち、法成寺及び法勝寺にも小

被害。近江の国の勢多橋落つ。河

内の国の小松寺の毘沙門堂転潰し

て余震多し。津波が伊勢及び駿河

の両国を襲う。駿河の国で、仏神

舎屋、百姓の流出４００余。伊勢

の国の阿乃津（津市）で津波の被

害があった。 
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資-3-61 

発 生 年 月 日 

(日本暦) 

震 度 

(ﾏグﾆﾁｭｰド) 
震 央 地 域  被 害 の 概 要 

1177年11月26日 

(治承元年10月27日) 

丑

刻 

― 

(6.0～6.5) 

 大 和 東大寺大仏の螺髪、巨鐘落

ち、印蔵の丑寅の角頽れ落つ。

京都においても地震が強かった。 

1185年8月13日 

(元暦2年/文治元年 

7月9日) 

午

刻 

７ 

(7.4) 

東経136.1° 

北緯 34.8° 

近 江 

山 城 

大 和 

京の震害とりわけ大。中でも白河

辺の被害大きく、閑院の皇居棟裂

け、釜屋以下転倒。西廊倒れ、法

勝寺九重塔大破し、転潰同様。同

阿弥陀堂及び金堂の東西廻廊、鐘

楼、南大門ほか転倒。得長寿院の

千体堂、法成寺の廻廊転倒、尊勝

寺の講堂、五大堂、築垣、西門倒

れ、東塔の九輪落ち、最勝寺の薬

師堂、築垣倒る。また、勧修寺で

も鐘楼、蔵等倒れ、その他の寺院

でも堂塔破壊す。民家や築垣の倒

壊破損多く、築垣は東西面が倒壊

多く、南北面はすこぶる残るとい

う。死者多く、宇治橋落つ。渡橋

の１０人川に落ち、１人溺死。比

叡山の諸建物の倒壊、傾くもの多

し。８月１２日の余震で少々転倒

したものもあった。 

1245年8月27日 

(寛元3年7月27日) 

丑刻 

― 

（6.2） 

 京 都 壁、築垣、所々屋々、破損個所が

多かった。 

1299年6月4日 

(正安元年4月25日) 

― 

(―) 

 大 阪 

畿 内 

史料『本朝年代記』によると、天

王寺金堂倒る。京都南禅寺堂舎も

倒れ、畿内で死者１万余人という

も、他の文献なし。 

1317年2月24日 

（正和6年 /文保元

年 

1 月 5

日） 

寅

刻 

５ 

(6.5～7.0) 

東経135.8° 

北緯 34.8° 

京 都 これより先、１月３日辰あるいは

巳刻に、京都に強震。東寺の塔の

九輪折れ傾き、灌頂院破損し、多

くの余震を伴ったが、１月５日大

地震となる。白河辺の人家悉く潰

れ、死者５人。法勝寺、法成寺の

堂宇門楼傾倒す。５日未の刻に清

水寺火を発し、塔鐘楼を焼く。余

震は、１０月まで多数続いた。 

1350年7月6日 

(正平5年5月23日) 

申刻 

― 

(6.0) 

 京 都 祇園社の石塔の九輪落ち砕け、余

震は、７の月初旬まで続いた。史

料『祇園執行日誌』によると、余

震は、５月３回、６月８回あっ

た｡ 

1361年8月1日 

(正平16年6月22日) 

卯刻 

― 

(―) 

 畿内諸国 この月１８日より京都付近に地震

多く、この日の地震で法隆寺の築

地多少崩る。２３日も地震ありし

は、次の地震の前震か。 
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発 生 年 月 日 

(日本暦) 

震 度 

(ﾏグﾆﾁｭｰド) 
震 央 地 域  被 害 の 概 要 

1369年9月7日 

(正平24年7月28日) 

丑刻 

― 

(―) 

 京 都 東寺の講堂傾く。史料少なく、震

度及び震央決めにくい。 

1425年12月23日 

(応永32年11月5日) 

巳刻 

― 

(6.0) 

 京 都 築垣多く崩れる。この日、終日地

震う。１１月中の余震、１０日に

２回、１２、１３、１６、２２の

各日に各1回であった。 

1449年5月13日 

(文安6年/宝徳元年 

4月12日) 

辰刻 

― 

(5.75～6.5) 

東経135.6° 

北緯 34.8° 

山 城 

大 和 

１０日から地震あり。京都の仙洞

御所傾き、東寺で築地崩れ、南大

門等破損。神泉苑の築地崩れ。洛

中の堂塔、築地の被害多く、嵯峨

清涼寺の釈迦仏など転倒。東山西

山で処々地裂け、若狭街道長坂辺

で山崩れ、人馬多く死す。淀大橋

３間、桂橋２間落つ。余震は１８

日までに２７ないし２８回、その

の後、７月まで続く。 

1466年5月22日 

(文正元年4月6日) 

酉～戌刻 

― 

(―) 

 京 都 天満社、糺社の石灯籠倒る。 

1474年又は1475年 

(文明6年冬) 

― 

(―) 

 京 都 神社、仏寺、宮殿、城廊及び舎屋

傾き、壊れるもの多数。史料『日

本災異志』に載せるも、被害地名

に具体例なく、疑わしい。 

1532年7月12日 

(天文1年5月29日) 

夜 

― 

(―) 

 京 都 

近 江 

野史に「清水、大津、相坂、関屋

水溢、田園多亡」とあるも、はっ

きりしない。 

1586年1月18日 

(天正13年 

11月29日) 

亥下刻 

― 

(7.8±0.1) 

東経136.8° 

北緯 36.0° 

畿 内 

東 海 

東 山 

北 陸 

京都では、東寺講堂及び灌頂院破

損、壬生の堂倒れ、三十三間堂の

仏像６百体倒る。余震は、京都で

も１月１７日から１８日頃まで連

日。紀伊半島、三河の国渥美郡の

ほか、京都、奈良では、翌３０日

丑の刻にも大地震。これは、余震

か。 

1596年9月5日 

(文禄5/慶長元年 

閏7月13日) 

子刻 

― 

(7.5±0.25) 

東経135.6° 

北緯 34.8° 

京 都 

畿 内 

京都三条より伏見に至る間の被害

多く、伏見城天守大破。東寺、天

龍寺等の社寺、民家倒壊、約６百

人圧死。大阪、神戸でも壊れ家多

く、堺で死者６百余人。余震、翌

年に及ぶ。 

1618年9月9日 

(元和4年8月12日) 

子丑の刻 

― 

(―) 

 京 都 不動院大破す。史料『京都府寺誌

稿』による。 
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資-3-63 

 

 

発 生 年 月 日 

(日本暦) 

震 度 

(ﾏグﾆﾁｭｰド) 
震 央 地 域  被 害 の 概 要 

1662年6月16日 

(寛文2年5月1日) 

午刻 

７ 

(7.25～7.6) 

東経136.0° 

北緯 35.3° 

山城・大

和 

河内・和

泉 

摂津・丹

後 

若狭・近

江 

美濃・伊

勢 

駿河・三

河 

信濃 

比良岳付近の被害が甚大。京都で

町屋倒潰１千、死者２百余人とも

いう。六地蔵、鞍馬で山崩れ、向

島の堤３百間途切れ、うち、４６

～４７間は、地中へ４～５尺揺り

込む。花折断層あるいは琵琶湖西

岸断層の活動に帰する説 

1664年1月4日 

(寛文3年12月6日) 

戌刻 

― 

(5.9) 

 京 都 

山 城 

二条城及び伏見の諸邸破損。洛中

築垣処々崩る。吉田神社の石灯籠

倒れ、下鴨神社の築地、石灯籠倒

る。震回数は、６日多数、７日す

きまなく揺る。１３日まで余震多

数続いた。 

1665年6月25日 

(寛文5月5日12日) 

酉刻 

― 

(6.0) 

 京 都 二条城石垣１２～１３間崩れ、二

の丸殿舎等、少々破損す。地震は

１２日に７～８回、１３日に４～

５回、１４日～１８日に毎日あ

り｡ 

1694年12月12日 

(元禄7年10月26日) 

昼八ツ～ 

七ツ時 

― 

(―) 

 丹 後 

宮 津 

宮津で地割れ、泥を噴出、家屋破

損。特に、土蔵は大破損した。 

1751年3月26日 

(寛延4年/宝暦元年 

2月9日) 

未刻 

― 

(5.5～6.0) 

 京 都 諸社寺の築地、町屋等破損。土蔵

の壁落ち、石灯籠は倒れ、あるい

は破損あり。二条城天守破損、近

衛家御構築地内に損所あり。御香

宮の石鳥居の柱、南北に５～６寸

ほど筋違いになる。 

1753年2月11日 

(宝暦3年1月9日) 

― 

(―) 

 京 都 洛中の築地等に小被害。池田、伊

勢、鳥取で有感 

1774年1月22日 

(安永2年12月11日) 

亥の下刻 

― 

(―) 

 丹 後 屋根石多く落ちる。京都、池田で

有感 

1802年11月18日 

(享和2年10月23日) 

暁七ツ時頃 

― 

(6.5～7.0) 

 畿 内 

名 古 屋 

奈良春日の石灯籠かなり倒れ、名

古屋本町御門西の土居の松倒れて

高壁崩る。京都で土蔵壁落ち、石

塔、石灯籠倒れる。 
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発 生 年 月 日 

(日本暦) 

震 度 

(ﾏグﾆﾁｭｰド) 
震 央 地 域  被 害 の 概 要 

1830年8月19日 

(文政13年/天保元年 

7月2日) 

申

刻 

５ 

(6.5±0.2) 

東経135.7° 

北緯 35.0° 

京 都 

隣 国 

烈震地域は、京都市内に限定され

る。洛中・洛外の土蔵で被害を受

けなかったものはなかったが、民

家の倒壊は、千に一つもなかった

という。全般に見て、神社仏閣の

ほか、御殿、表通りの町屋の倒れ

たもの少ないと言えど、石垣、築

地、門、塀、地、番屋、端々の民

家の倒壊あり。破損では、壁、瓦

及び庇の落ちるもの多く、家が鳥

籠のようになったとの記録が見ら

れる。御所破損、外回り築地倒壊

し、二条城本丸、その他の石垣の

崩れ、諸建物の崩れ等多く、地割

れありて泥を噴出す。両本願寺は

１尺ほど傾き、北野、大仏では石

灯籠が倒れ、愛宕山、天龍寺に小

破あり。また、宇治川通りの堤割

れる。京都での死者２８０人、負

傷者１千３００人。伏見では、町

屋の倒壊あり。宇治橋半ば落つ。

丹波の国の亀山（＝亀岡市）で

は､城中の被害は軽微ながら、町

在で死者４人、負傷者５人、崩家

４１戸、損所５０という。上下動

が強かったらしい。煙草を３～５

服吸うくらいの間、地動が激しか

った｡ 

1858年4月9日 

(安政5年2月26日) 

昼七ツ時頃 

― 

(―) 

 丹 後 

宮 津 

宮津では、地割れを生じ、家屋大

破する。岩ケ鼻（丹後半島伊根付

近）で蔵の壁痛み、岩滝辺りも強

かった。 

1925年5月23日 

(大正14年) 

11時09分 

― 

(6.8) 

東経 

134.503° 

北緯 

 35.336° 

【震央は、円山川河口  

城崎付近】 

但 馬 北 部 《北但馬地震》 

被害が甚大であったのは、円山川

流域の河口から南側の、豊岡に至

る狭い地域で、焼失２，３２８戸

のほか、全壊１，７３３戸、半壊

９１５戸、死者４６５人、負傷者

１，０１６人であった。久美浜湾

では、葛野川河口付近の水田及び

桑田約１０町歩が陥没して海とな

り、田結では、２本の平行した断

層ができた。長さは、それぞれ約

１．６㎞で、西側が落ち、その差

は、大きいところで６０～８５㎝

に達した。 
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発 生 年 月 日 

(日本暦) 

震 度 

(ﾏグﾆﾁｭｰド) 
震 央 地 域  被 害 の 概 要 

1927年3月7日 

(昭和2年) 

18時27分 

― 

(7.3) 

東経 

134.560° 

北緯 

 35.377° 

【震央は、京都府北西 

部】 

京 都 府 

兵 庫 県 

鳥 取 県 

大 阪 府 

滋 賀 県 

岡 山 県 

福 井 県 

徳 島 県 

三 重 県 

香 川 県 

奈 良 県 

《北丹後地震》 

被害は、丹後半島頸部が最も激し

かった。死者２，９２５人、負傷

者７，８０７人、全焼６，６５９

戸、全壊５，１２８戸並びに半壊

４，９７３戸に上り、京都府内で

は、与謝郡、中郡、竹野郡に集中

している。この地震で生じた断層

は、郷村断層（長さ１８㎞、西側

で最大８０㎝隆起し、南へ２７０

㎝移動）と山田断層（郷村断層に

直角に走る長さ７㎞、北側が最大

７０㎝隆起し、東へ最大８０㎝移

動）である。倒壊率の大きいとこ

ろは、この断層線に沿った地域に

限られている。学校で被害を受け

た３０校のうち、１３校が全壊又

は全焼、３校が大修理の上で使用

可能であり、さらに、このうち、５

校が全・半焼した。地震発生が放課

後であったのが、不幸中の幸いであ

った。 

【参考】 

1943年9月10日 

(昭和18年) 

17時37分 

― 

(7.2) 

東経 

134.113° 

北緯 

 35.282° 

【震央は、鳥取付近】 

鳥 取 県 

兵 庫 県 北

西 

部 

被害は、死者１，０８３人、重傷

６６９人、軽傷２，５９０人、全

壊７，４８５戸、半壊６，１５８

戸、全焼２５１戸、半焼１６戸、

を数え、鳥取市の被害は、全体の

約８０％に達する。特に、沖積地

の被害は大きく、市内で１２か所

から出火、後に、更に４か所から

出火した。吉岡断層（長さ４．５

㎞北側で最大５０cm沈下し、東方

へ最大９０㎝動く。断層面は殆ど

垂直な逆断層）と鹿野断層（長さ

約８㎞、南西翼では、北が南に対

して最大７５㎝沈下し、東方に最

大１５０㎝ずれるとともに、北東

翼では、南側が最大５０cm沈下し

西方に僅かにずれ、断層面は６０

～７０度で北に傾く）を生じた。 
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発 生 年 月 日 

(日本暦) 

震 度 

(ﾏグﾆﾁｭｰド) 
震 央 地 域  被 害 の 概 要 

【参考】 

1948年6月28日 

(昭和23年) 

16時13分 

― 

(7.1) 

東経 

136.178° 

北緯 

 36.100° 

福 井 平 野 ≪福井地震≫ 

被害は、家屋の全壊３６，１８４

戸、同半壊１１，８１６戸、同燃

失３，５８１戸、死者３，７６９

人、負傷者２２，２０３人で、規

模の割合に被害が大きく、福井平

野においては、全壊率１００％に

達する集落も多かった。なお、被

害は、福井及び石川の両県のみで

ある。この地震を期に、気象庁震

度階級に「震度７」すなわち「激

震」が、家屋の倒壊率３０％以上

かつ加速度４００ガル以上という

基準で新設された。福井平野の中

央の沖積地は、被害が大きく、丸

岡町や森田町等は、文字どおり全

壊した。振動の最も激しかったの

は、３０～４０秒くらいで、家屋

は、５～１５秒くらいの間に倒壊

した。この地震で、地割れが無数

に生じたが、福井県東南部の和田

出作町で、田の草刈り中の女性が

地割れに挟まれて死亡した。これ

は、我が国では珍しい、確かな実

例である。また、鉄路及び路盤の

波状起伏や蛇行が処々に生じ、福

井市付近で３本の列車が脱線、転

覆した。さらに、国鉄北陸本線の

九頭龍鉄橋を始め、１３の主要な

橋が落下した。このほか、この地

震による視認可能な断層は生じな

かったが、精密測量の結果、北北

西～南南東方向の断層が、福井平

野の東部で確認された。この断層

は左ずれで、東側が相対的に最高

約７０㎝隆起し、西側が南に最大

約２ｍ近くずれていることがわか

った。また、福井平野で泥水の噴

出があった。 
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資料：「新編日本被害地震総覧」（東大出版会） 

発 生 年 月 日 

(日本暦) 

震 度 

(ﾏグﾆﾁｭｰド) 
震 央 地 域  被 害 の 概 要 

1968年8月18日 

(昭和43年) 

16時12分 

― 

(5.6) 

東経135°23’ 

北緯 35°13’ 

京都府中部 《和知地震》 

公式には、和知地震という名称は

ない。綾部市で、家屋の半壊１戸

同じく一部破損１戸、和知町周辺

で、落石、道路の亀裂等の小被害

あり。余震回数は、有感のものが

１８日に５回、１９日に１回及び

２１日に３回。１９６８年９月発

行の「綾部市広報」第１６１号

（防災特集）によると、福知山及

び舞鶴の両市で震度４を記録する

とともに、和知町で、崖崩れによ

る家屋倒壊が１戸、亀裂発生が道

路２６か所、池６か所等、被害額

も７，４５０万円に上った。 

1983年5月26日 

(昭和58年) 

11時58分 

― 

(7.7) 

東経139°4.6’ 

北緯 

 40°21.4’ 

【震央は、日本海中部  

付近】 

日本海沿岸 

各地 

朝 鮮 半 島 

シ ベ リ ア 

《日本海中部地震》 

秋田県の男鹿半島沖に発生、日本

海沿岸に、かつてないほどの被害

をもたらす。死者１０４人、その

うち、１００人は、津波によるも

の。津波の波高は、最大で１４ｍ

あり、京都府における被害は、床

上浸水３戸、床下浸水１０戸、非

住家被害１２戸、船舶被害４０隻

のほか、り災者１５人であった。 

1995年1月17日 

(平成7年) 

5時46分 

７ 

(7.3) 

東経 

135° 2.3’ 

北緯 

 34°35.7’ 

【震央は、淡路島北部  

付近】 

兵庫県南部 

大 阪 府 

京 都 府 

《兵庫県南部地震 

       阪神・淡路大震災》 

死者６，４２５人、行方不明者２

人、負傷者４３，７７２人、住家

等の建物全壊１１０，４５７棟、

同半壊１４７，４３３棟、同一部

損壊２３０，３３２棟、火災の発

生２８５件のほか道路、鉄道及び

港湾等の各施設に甚大な被害をも

たらした。この地震は、大都市の

直下を襲ったものであり、戦後に

おける未曾有の被害になった。各

地の震度は、神戸、芦屋、西宮及

び宝塚の各市並びに北淡、一宮及

び津名の各町の一部が震度７、神

戸市の震度７を除いた地域及び洲

本市が震度６、京都、彦根及び豊

岡の各市が震度５、大阪及び舞鶴

の両市等が震度４。 
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参考：気象庁【災害時地震・津波速報】平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発 生 年 月 日 

(日本暦) 

震 度 

(ﾏグﾆﾁｭｰド) 
震 央 地 域  被 害 の 概 要 

2011年3月11日 

(平成23年) 

14時46分 

７ 

(9.0) 

東経 149°9 

北緯 38°1’ 

 

宮 城 県 

福 島 県 

茨 木 県 

栃 木 県 

岩 手 県 

群 馬 県 

埼 玉 県 

千 葉 県 

 平成23年３月11日14時46分、三

陸沖を震源とするマグニチュード

（M）9.0の地震が発生し、宮城県

栗原市で震度７、宮城県、福島

県、茨城県、栃木県の４県37市町

村で震度６強を観測したほか、東

日本を中心に北海道から九州地方

にかけての広い範囲で震度６弱～

１を観測した。また、この地震に

伴い、福島県相馬で高さ9.3ｍ以

上※、宮城県石巻市鮎川で高さ

8.6ｍ以上※の非常に高い津波を

観測するなど、東北地方から関東

地方北部の太平洋側を中心に、北

海道から沖縄にかけての広い範囲

で津波を観測した。この地震（津

波及び余震を含む）により、死者

15,401人、行方不明8,146人、全

壊家屋112,490棟などの甚大な被

害を生じた（６月９日現在、緊急

災害対策本部による）。気象庁は

この地震を「平成23年（2011年）

東北地方太平洋沖地震」（英語

名 ： The 2011 off the Pacific 

coast of Tohoku Earthquake）と

命名した。また、この地震による

災害について「東日本大震災」と

呼ぶことが閣議決定された。「平

成23年（2011年）東北地方太平洋

沖地震」 （M9.0）は、国内観測

史上最大規模の地震であった。 
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参考：気象庁HP：【気象庁技術報告】平成28年（2016年）熊本地震調査報告 

発 生 年 月 日 

(日本暦) 

震 度 

(ﾏグﾆﾁｭｰド) 
震 央 地 域  被 害 の 概 要 

2016年4月14日 

(平成28年) 

21時26分 

７ 

(6.5) 

東経130°48.5′ 

北緯 32°44.5′ 

 

 

 

 

 

 

熊 本 県 

大 分 県 

佐 賀 県 

宮 崎 県 

福 岡 県 

 

 平成28年（2016年）4月14日 21

時26分、熊本県熊本地方を震源と

するマグニチュード6.5（最大震

度 7）の地震が発生し、その約 2

8 時間後の4月16日01時25分、同

じ熊本県熊本地方を震源とするマ

グニチュード 7.3（最大震度7）

の地震が発生し、地震活動域は熊

本県阿蘇地方や大分県中部にまで

拡大しました．最大震度1以上を

観測する地震の回数は最初の震度

 7の地震から5か月後までに 4,00

0回を超えるなど、地震活動は広

域で極めて活発となり、一連の活

動で、死者267人（災害関連死を

含む）、負傷者2,804人、住家全

壊8,673棟など熊本県を中心に甚

大な被害が生じた。「平成28年

（2016年）熊本地震」と命名し

た。 

2016年4月16日 

(平成28年) 

1時25分 

７ 

(7.3) 

東経130°45.7′ 

北緯32°45.2′ 
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参考：気象庁HP【日本付近で発生した主な被害地震】令和6年1月1日令和6年能登半島地震 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発 生 年 月 日 

(日本暦) 

震 度 

(ﾏグﾆﾁｭｰド) 
震 央 地 域  被 害 の 概 要 

2024年1月1日 

(令和6年) 

16時10分 

７ 

(7.6) 

東経 137°2 

北緯 37°5’ 

 

石 川 県 

新 潟 県 

富 山 県 

福 井 県 

 

 2024年１月１日16時10分に石川

県能登地方の深さ16kmでM7.6の地

震（最大震度７）が発生し、石川

県輪島市及び志賀町で震度７を観

測したほか、北陸地方を中心に北

海道から九州地方にかけて震度６

強～１を観測した。また、石川県

能登で長周期地震動階級４を観測

したほか、北陸地方を中心に東北

地方から中国・四国地方にかけて

長周期地震動階級３〜１を観測し

た。 

この地震の震央周辺では、同

日16時12分にM5.7の地震（最

大震度６弱）、16時18分にM

6.1の地震（最大震度５強）、

６日23時20分にM4.3の地震

（最大震度６弱）、９日17時5

9分にM6.1の地震（最大震度

５弱）が発生するなど活発な

地震活動が継続しており、地

震活動域は能登半島及びその

北東側の海域を中心とする北

東－南西に延びる150km程度

の範囲に広がっている。これ

らの地震により、死者241人な

どの被害が生じた（2024年２

月７日14時00分現在、総務省

消防庁による）。気象庁で

は、2024年１月１日に石川県

能登地方で発生したM7.6の地

震及び2020年12月以降の一連

の地震活動について、その名

称を「令和６年能登半島地

震」と定めた。 
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２ 地震の記録 
（１）旧 舞鶴海洋気象台の地震の記録 

 震度１ 震度２ 震度３ 震度４ 震度５ 震度６ 震度７ 
計 

    震度５弱 震度５強 震度６弱 震度６強  

昭和３０年 ３ １        ４ 

３１ １ ２        ３ 

３２ １ ２        ３ 

３３ ２         ２ 

３４ １         １ 

３５  ２        ２ 

３６ ２ ３  １      ６ 

３７ ２ ２        ４ 

３８ ３ ４  １      ８ 

３９ ４         ４ 

４０ １         １ 

４１ ３ ３        ６ 

４２ ４         ４ 

４３ ２０ １８ ３ １      ４２ 

４４ ２ ２        ４ 

４５  １        １ 

４６  ２        ２ 

４７ ３  １       ４ 

４８ １ ３        ４ 

４９ ４         ４ 

５０ ３         ３ 

５１ １ ２        ３ 

５２ ２         ２ 

５３ ６ １        ７ 

５４ ２ ３        ５ 

５５ １ １        ２ 

５６           ０ 

５７ ３         ３ 

５８ ３ ２        ５ 

５９ １１ ４ １ １      １７ 

６０ ３ ４ １       ８ 

６１ ４  １       ５ 

６２ ５ １        ６ 

６３ ２         ２ 

平成 元年 ３ ２        ５ 

 ２ ５ ２        ７ 

 ３ ５         ５ 

 ４ ４         ４ 

 ５ ３         ３ 

 ６ ４ ２        ６ 

 ７ １６ ２ １ １      ２０ 

 ８ ２         ２ 

 ９ ４ ２        ６ 

１０ ２ １        ３ 

※ 平成８年１０月から震度５は震度５弱と震度５強、震度６は震度６弱と震度６強となっ
た。

震度 

年 
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（２）京都府震度情報ネットワーク 綾部市 

 
震度１ 震度２ 震度３ 震度４ 震度５弱 震度５強 震度６弱 震度６強 震度７ 計 

平成１１年   ３ ２           ５ 
１２   ５ ２           ７ 
１３  ３           ３ 
１４   ２            ２ 
１５   ２            ２ 

１６  １  １          ２ 
１７ １            １ 
１８             ０ 
１９ ５            ５ 
２０ １            １ 
２１ １          １ 

２２   １        １ 
２３ ２         ２ 
２４ ３         ３ 
２５   １       １ 
２６ ４  ２        ６ 
２７ ２         ２ 

２８ １  １        ２ 
２９ ２         ２ 
３０ １ １        ２ 

令和１          ０ 
２          ０ 
３ ２         ２ 

４ ４ ３        ７ 
５ １         １ 

※平成11年から綾部市で震度観測開始 
 
 
 

震度 

年 
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り災証明・被災証明 申請書 
 

令和  年   月   日   

綾 部 市 長 様 

《申請者》住 所                 

氏 名                  

電 話                   

下記のとおり、  り 災 ・ 被 災   に係る証明書の交付について申請します。 

世帯主住所   

世帯主氏名   

世帯構成員  

氏 名 続 柄 年 齢 

   

   

   

   

 

り災原因  令和   年   月   日の          による 

 

被災住家 (※ )の

所在地  
 

住家 (※ )の被害
の程度  

 

浸水区分   

自己判定方式同意欄 

（希望する場合） 

自己判定方式とは、災害により受けた住家の被害が屋根の一部などの軽微な場合に、

被災者自身が判定結果を「準半壊に至らない（一部損壊）」（家屋全体の損害割合

10%未満）とすることに同意する判定方法です。撮影いただいた写真による確認をも

って調査に代えるため、現地調査は行いません。 

 

□上記の事項に同意の上、自己判定方式を希望します。  

（※）住家とは、現実に居住（世帯が生活の本拠として日常的に使用していることをいう。）のため

に使用している建物のこと。（被災者生活支援金や災害救助法による住宅の応急修理等の対象と

なる住家） 

 

（※）被害認定調査を迅速に行うため、固定資産課税台帳等に記載された建物の所在・地番、床面

積、構造、図面といった情報を利用する場合があります。（住家の所有者がチェックすること） 

□ 確認しました 

 

住家以外の被害  

資料３－34 り災・被災証明申請書、り災証明書、被災証明書 
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（整理番号）   ―    

 

り 災 証 明 書  
                            

 

世帯主住所   

世帯主氏名   

世帯構成員  

氏 名 続 柄 年 齢 

   

   

   

   
 

り災原因     年  月  日の             による 

 

被災住家 (※ )の  

所在地  
 

住家 (※ )の被害の  

程度  

□全壊   □大規模半壊  □中規模半壊 

 □半壊   □準半壊    □準半壊に至らない（一部損壊） 

浸水区分   

自己判定方式同意欄 

（希望する場合） 

自己判定方式とは、災害により受けた住家の被害が屋根の一部などの軽微な場合

に、被災者自身が判定結果を「準半壊に至らない（一部損壊）」（家屋全体の損害

割合 10%未満）とすることに同意する判定方法です。撮影いただいた写真による

確認をもって調査に代えるため、現地調査は行いません。 

 

□上記の事項に同意の上、自己判定方式を希望します。  
（※）住家とは、現実に居住（世帯が生活の本拠として日常的に使用していることをいう。）のため

に使用している建物のこと。（被災者生活支援金や災害救助法による住宅の応急修理等の対象と

なる住家） 

 

（※）被害認定調査を迅速に行うため、固定資産課税台帳等に記載された建物の所在・地番、床面

積、構造、図面といった情報を利用する場合があります。（住家の所有者がチェックすること） 

□ 確認しました 

 

住家以外の被害  

 

上記のとおり相違ないことを証明願います。 

   

   年   月   日 

 

綾部市長            印 
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（整理番号）   ―    

 

被 災 証 明 書  
                            

 

 

世帯主住所   

世帯主氏名   

世帯構成員  

氏 名 続 柄 年 齢 

   

   

   

   

   

 

被災原因     年  月  日の             による 

 

住家以外の被害  
 

 

 

 

上記のとおり相違ないことを証明します。 

   

 

   年   月   日 

 

綾部市長            印 
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資料３－35 綾部市防災行政無線設備一覧 
 
【親局・中継局・再送信子局・非常用親局】        免許の年月日：令和 4年 7月 4日 

種別 免許の番号 識別信号 設置場所 周波数・出力 

親局 近固第11768号 ぼうさいあやべし 
若竹町８－１ 
綾部市役所 構内 

61.715MHz 0.001W 

中継局 近固第11770号 
ぼうさいあやべし 
ふじやま 

上野町小倉山１ 
藤山公園 構内 

61.715MHz 0.001W 
59.225MHz 5W 

中継局 近固第11771号 
ぼうさいあやべし 
きみおやま 

睦寄町君尾１－５ 
59.225MHz 5W 
64.01MHz  5W 

再送信子局 近固第12034号 
ぼうさいあやべし 
おいとみ 

老富町堂ノ下６５－１ 
64.01MHz  1W 
61.715MHz 1W 

非常用親局 近固第11769号 
ぼうさいあやべし 
だい３じょうすいじょう 

井倉町上ノ切１０ 
綾部市第３浄水場 構内 

61.715MHz 0.001W 

 
【屋外子局（双方向通信有）】               免許の年月日：令和 4年 7月 4日 

名 称 免許の番号 識別信号 設置場所 周波数・出力 

ＦＭいかる 
※１ 

近固第12160号 
ぼうさいあやべし 
えふえむいかる 

中山町大谷７ 
FMいかる送信所 

59.225MHz 0.3W 

綾部公民館 近固第12161号 
ぼうさいあやべし 
あやべこうみんかん 

並松町上溝口１４ 59.225MHz 0.001W 

中筋公民館 近固第12162号 
ぼうさいあやべし 
なかすじこうみんかん 

大島町内山田３２ 
ふれあいセンター 駐車場内 

59.225MHz 0.1W 

吉美公民館 近固第12163号 
ぼうさいあやべし 
きみこうみんかん 

多田町寺田２－２ 
農業振興センター 駐車場内 

59.225MHz 0.01W 

西八田公民館 近固第12164号 
ぼうさいあやべし 
にしやたこうみんかん 

岡安町岡２２－１ 
農村婦人の家 構内 

59.225MHz 0.001W 

東八田公民館 近固第12165号 
ぼうさいあやべし 
ひがしやたこうみんかん 

梅迫町溝尻１－１６ 
東八田公民館 構内 

59.225MHz 0.3W 

山家公民館 近固第12166号 
ぼうさいあやべし 
やまがこうみんかん 

鷹栖町豊後田３２ 
基幹集落センター 構内 

59.225MHz 1W 

口上林公民館 近固第12167号 
ぼうさいあやべし 
くちかんばやしこうみんかん 

武吉町中井根３５ 
健康ファミリーセンター 

59.225MHz 1W 

豊里コミュニテ
ィセンター 

近固第12168号 
ぼうさいあやべし 
とよさとこみゅにてぃせんたー 

栗町大野１－２０２ 
豊里コミュニティセンター 構内 

59.225MHz 0.01W 

物部公民館 近固第12169号 
ぼうさいあやべし 
ものべこうみんかん 

物部町東野４６－１ 
物部営農指導センター 駐車場 

59.225MHz 0.5W 

志賀郷公民館 近固第12170号 
ぼうさいあやべし 
しがさとこうみんかん 

志賀郷町北町１７ 
志賀郷公民館 構内 

59.225MHz 1W 

中上林公民館 近固第12171号 
ぼうさいあやべし 
なかかんばやしこうみんかん 

八津合町縄手１ 
観光センター 

64.01MHz  0.1W 

奥上林公民館 近固第12172号 
ぼうさいあやべし 
おくかんばやしこうみんかん 

故屋岡町三反田１５ 
林業者等健康管理センター 構内 

64.0 MHz  0.1W 

宮代コミュニテ
ィセンター 

近固第12173号 
ぼうさいあやべし 
みやしろこみゅにてぃせんたー 

宮代町土代２―３ 
宮代コミュニティセンター 

59.225MHz 0.001W 

上林小学校・ 
上林中学校 

近固第12174号 
ぼうさいあやべし 
かんばやしちゅうがっこう 

八津合町片山１７ 
上林小学校・上林中学校 構内 

64.01MHz  0.1W 

高津コミュニ
ティセンター 

近固第12175号 
ぼうさいあやべし 
たかつこみゅにてぃーせんたー 

高津町西ノ開市８－１ 
高津コミュニティセンター グラウンド内 

61.715MHz 1W 

保健福祉セン
ター 

近固第12176号 
ぼうさいあやべし 
ほけんふくしせんたー 

青野町東馬場下１５－６ 
保健福祉センター 構内 

61.715MHz 0.001W 

※1 FM いかるから中山送信所への通信が途絶した場合のみ使用。通常は使用しない。ＦＭいかるへ
の割込み放送は、IP 告知システムを利用して行う。 
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資-3-77 

 
 
【屋外子局（双方向通信無）】 

名 称 設置場所 周波数 設置年度 

綾部会館 味方町石風呂５０－５ 59.225MHz 平成２６年度 

井倉町西公会堂 井倉町下恵福田７－３ 59.225MHz 平成２６年度 

延町公会堂 延町南在家４－１ 59.225MHz 平成２６年度 

青野町（二宮公園） 青野町 59.225MHz 平成２７年度 

栗町（タコラ田公園） 栗町北ユルズ３０－１ 59.225MHz 平成２７年度 

私市 私市町中村段９２－１ 59.225MHz 平成２７年度 

 
 
【戸別受信機（自治会）】                      設置年度：平成２４年度 

地 
区 

自治会名 設置場所 
着信周波数（MHz）※２ 個別

番号 
屋  外 
アンテナ １ ２ ３ 

綾 
部 

地 

区 

並松町 並松町公会堂 59.225 61.715 64.01 3001 無 

上町 上町公会堂 （固定せず） 59.225 61.715 64.01 3002 無 

川糸町 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3003 無 

味方町 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3004 無 

野田町 野田町公会堂 59.225 61.715 64.01 3005 無 

紫水が丘 紫水ケ丘自治会新公会堂 59.225 61.715 64.01 3006 無 

寺町東 寺町東集会所 59.225 61.715 64.01 3007 無 

寺町西 寺町西公会堂 （固定せず） 59.225 61.715 64.01 3008 無 

田野町 田野町コミュニティセンター 59.225 61.715 64.01 3009 無 

上野町 上野町公会堂 59.225 61.715 64.01 3010 無 

田町 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3011 無 

東本町 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3012 無 

西本町 萬屋 59.225 61.715 64.01 3013 無 

新宮町 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3014 無 

新町 新町公会堂 59.225 61.715 64.01 3015 無 

本町四丁目 本町四丁目公会堂 （固定せず） 59.225 61.715 64.01 3016 無 

東神宮町 神宮寺公会堂 59.225 61.715 64.01 3017 無 

中神宮町 神宮寺公会堂 59.225 61.715 64.01 3018 無 

西神宮町 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3019 無 

明知町 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3020 無 

月見町 月見町公会堂 （固定せず） 59.225 61.715 64.01 3021 無 

中ノ町 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3022 無 

本町５．６丁目 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3023 無 

広小路 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3024 無 

新広小路 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3025 無 

西新町 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3026 無 

南西町 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3027 無 

北西町 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3028 無 

天神町 天神町公会堂 59.225 61.715 64.01 3029 無 

若松町 若松町公会堂 59.225 61.715 64.01 3030 無 

相生町 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3031 無 

宮代町 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3032 無 
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資-3-78 

地 
区 

自治会名 設置場所 
着信周波数（MHz）※２ 個別

番号 
屋  外 
アンテナ １ ２ ３ 

綾 

部 

地 

区 

本町８丁目 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3033 無 

本町７丁目 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3034 無 

幸通 幸通公会堂 59.225 61.715 64.01 3035 無 

駅前 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3036 無 

青野町 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3037 無 

綾中町 副自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3038 無 

グランブルー 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3039 無 

井倉町 井倉中央公会堂 （固定せず） 59.225 61.715 64.01 3040 無 

西町団地 西町団地集会所 59.225 61.715 64.01 3041 無 

弥生団地 副自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3205 無 

上野団地 上野団地集会所 59.225 61.715 64.01 3043 無 

綾部合同宿舎 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3044 無 

井倉新町団地 井倉新町団地集会所 59.225 61.715 64.01 3045 無 

中 

筋 

地 

区 

岡町 岡町公会堂 59.225 61.715 64.01 3047 無 

延町 延町公会堂 59.225 61.715 64.01 3048 無 

鳥ヶ坪 鳥ケ坪公民館 59.225 61.715 64.01 3049 無 

上延町 上延町公会堂 59.225 61.715 64.01 3050 無 

大島町東 大島町東公会堂 59.225 61.715 64.01 3051 無 

大島町中 大島町中公会堂 59.225 61.715 64.01 3052 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

大島町西 大島町西公会堂 59.225 61.715 64.01 3053 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

高津町 高津公会堂 59.225 61.715 64.01 3054 ３素子 

安場町 安場町公会堂 59.225 61.715 64.01 3055 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

夕陽ヶ丘 夕陽ヶ丘公民館 59.225 61.715 64.01 3056 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

吉 

美 
地 
区 

有岡町 ありおか会館 59.225 61.715 64.01 3057 無 

里町 里町公会堂 59.225 61.715 64.01 3058 無 

多田町 多田町公会堂 59.225 61.715 64.01 3059 無 

高倉町 高倉公会堂 59.225 61.715 64.01 3060 無 

小呂町 小呂町林業センター 59.225 61.715 64.01 3061 無 

星原町 星原公会堂 59.225 61.715 64.01 3062 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

桜が丘一丁目 桜が丘一丁目コミュニティセンター 59.225 61.715 64.01 3063 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

桜が丘二丁目 桜が丘二丁目コミュニティセンター 59.225 61.715 64.01 3064 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

西 

八 

田 

地 

区 

上八田 上八田公民館 59.225 61.715 64.01 3065 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

七百石 七百石町公民館 59.225 61.715 64.01 3066 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

中筋 中筋町公民館 59.225 61.715 64.01 3067 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

岡安 岡安町公民館 59.225 61.715 64.01 3068 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

渕垣 渕垣町公民館 59.225 61.715 64.01 3069 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

下八田 下八田公民館 59.225 61.715 64.01 3070 無 

あやべ台 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3071 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

東 

八 

田 

地 

区 

中山 中山町公民館 59.225 61.715 64.01 3072 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

安国寺 安国寺公民館 59.225 61.715 64.01 3073 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

新町・中町 梅迫中央公民館 59.225 61.715 64.01 3074 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

上町・鐘鋳場 憩いの家 59.225 61.715 64.01 3076 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

内谷 内谷公民館 59.225 61.715 64.01 3078 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

大野 大野公民館 59.225 61.715 64.01 3079 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

高槻 高槻公民館 59.225 61.715 64.01 3080 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

大石 大石公民館 59.225 61.715 64.01 3081 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 
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地 
区 

自治会名 設置場所 
着信周波数（MHz）※２ 個別

番号 
屋  外 
アンテナ １ ２ ３ 

東 

八 

田 

地 

区 

延近 延近公民館 59.225 61.715 64.01 3082 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

門 門公民館 59.225 61.715 64.01 3083 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

久保 久保公民館 59.225 61.715 64.01 3084 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

施福寺 施福寺公民館 59.225 61.715 64.01 3085 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

小嶋 小嶋公民館 59.225 61.715 64.01 3086 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

鳥居野 鳥居野公民館 59.225 61.715 64.01 3087 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

野瀬 野瀬公民館 59.225 61.715 64.01 3088 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

下村 下村公民館 59.225 61.715 64.01 3089 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

中川原 中川原公民館 59.225 61.715 64.01 3090 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

大又 大又公民館 59.225 61.715 64.01 3091 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

見内 見内公民館 59.225 61.715 64.01 3092 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

黒谷 黒谷公民館 59.225 61.715 64.01 3093 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

八代 八代公民館 59.225 61.715 64.01 3094 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

愛宕 愛宕集会所 59.225 61.715 64.01 3095 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

山 

家 

地 

区 

戸奈瀬町 戸奈瀬町公会堂 59.225 64.01 61.715 3096 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

釜輪町 釜輪町公会堂 59.225 64.01 61.715 3097 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

広瀬町 広瀬町公会堂 59.225 64.01 61.715 3098 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

橋上町 橋上公会堂 59.225 64.01 61.715 3099 無 

旭町 旭町公会堂 64.01 59.225 61.715 3100 無 

東山町 東山町公民館 59.225 64.01 61.715 3101 無 

鷹栖町 鷹栖町公民館 59.225 64.01 61.715 3102 無 

西原町 西原町公民館 59.225 64.01 61.715 3103 無 

和木町 和木町公会堂 59.225 64.01 61.715 3104 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

下原町 下原町公民館 59.225 64.01 61.715 3105 無 

上原町 上原町共同集会所 59.225 64.01 61.715 3106 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

下替地町 下替地町集会所 59.225 64.01 61.715 3107 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

口 

上 

林 

地 

区 

十倉志茂町 十倉志茂集会所 64.01 59.225 61.715 3108 無 

十倉中町 十倉中町公民館 64.01 59.225 61.715 3109 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

十倉名畑町 自治会長宅 64.01 59.225 61.715 3110 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

十倉向町 十倉向町公会堂 64.01 59.225 61.715 3111 無 

井根町 井根町公会堂 64.01 59.225 61.715 3112 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

武吉町 武吉町公会堂 64.01 59.225 61.715 3113 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

佃町 佃町公民館 64.01 59.225 61.715 3114 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

忠町 忠町公民館 64.01 59.225 61.715 3115 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

豊 

里 

地 

区 

上位田 上位田公民館 59.225 61.715 64.01 3116 無 

中位田 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3117 無 

下位田 下位田公民館 59.225 61.715 64.01 3118 無 

岡倉 岡倉公民館 59.225 61.715 64.01 3119 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

旭ヶ丘 旭ヶ丘公民館 59.225 61.715 64.01 3120 無 

栗上 栗上公会堂 59.225 61.715 64.01 3121 無 

栗橋 栗文化センター 59.225 61.715 64.01 3122 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

栗町 栗町公民館 59.225 61.715 64.01 3123 無 

栗揚 栗揚公民館 59.225 61.715 64.01 3124 無 

豊里 豊里公民館 59.225 61.715 64.01 3125 無 

舘 舘町公民館 59.225 61.715 64.01 3126 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

今田 今田集会所 59.225 61.715 64.01 3127 無 
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地 
区 

自治会名 設置場所 
着信周波数（MHz）※２ 個別

番号 
屋  外 
アンテナ １ ２ ３ 

豊 

里 

地 

区 

大畠 大畠町公民館 59.225 61.715 64.01 3128 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

高谷 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3129 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

小西 小西町公民館 59.225 61.715 64.01 3130 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

鍛治屋 鍛治屋公民館 59.225 61.715 64.01 3131 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

中 農業構造改善センター 59.225 61.715 64.01 3132 無 

日向 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3133 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

本城奥 本城奥公民館 59.225 61.715 64.01 3134 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

石原 石原公民館 59.225 61.715 64.01 3135 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

小貝 小貝公民館 59.225 61.715 64.01 3136 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

湯殿 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3137 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

私市東 私市町東公民館 59.225 61.715 64.01 3138 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

私市 私市公民館 59.225 61.715 64.01 3139 3素子 

大谷 自治会長宅 59.225 61.715 64.01 3140 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

物 

部 

地 

区 

上市 八幡神社長床 59.225 61.715 64.01 3141 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

下市 下市公民館 59.225 61.715 64.01 3142 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

須波伎 須波伎中央公会堂 59.225 61.715 64.01 3143 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

岸田 物部会館 59.225 61.715 64.01 3144 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

西坂 西坂町公民館 59.225 61.715 64.01 3145 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

新庄 新庄公会堂 59.225 61.715 64.01 3146 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

白道路 白道路公会堂 59.225 61.715 64.01 3147 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

志 

賀 

郷 

地 
区 

志賀郷 志賀郷公民館 59.225 61.715 64.01 3148 3素子 

志賀 志賀公会堂 59.225 61.715 64.01 3149 無 

向田 向田公会堂 59.225 61.715 64.01 3150 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

篠田 篠田町公会堂 59.225 61.715 64.01 3151 無 

別所 別所公会堂 59.225 61.715 64.01 3152 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

内久井 内久井公民館 59.225 61.715 64.01 3153 3素子 

金河内 金河内町公会堂 59.225 61.715 64.01 3154 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

坊口 坊口公会堂 59.225 61.715 64.01 3155 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

仁和 仁和公民館 59.225 61.715 64.01 3156 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

西方 西方町公民館 59.225 61.715 64.01 3157 無 

中 

上 

林 

地 

区 

第一区 第一区公民館 64.01 59.225 61.715 3158 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

浅原 浅原公民館 64.01 59.225 61.715 3159 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

真野 真野公民館 64.01 59.225 61.715 3160 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

小田 小田公民館 64.01 59.225 61.715 3161 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

引地 引地公民館 64.01 59.225 61.715 3162 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

西屋 西屋公民館 64.01 59.225 61.715 3163 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

神谷 神谷公会堂 64.01 59.225 61.715 3164 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

寺町 寺町公民館 64.01 59.225 61.715 3165 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

日置谷 日置谷公会堂 64.01 59.225 61.715 3166 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

殿 殿公民館 64.01 59.225 61.715 3167 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

片山 片山共同集会所 64.01 59.225 61.715 3168 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

石橋 石橋公会堂 64.01 59.225 61.715 3169 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

馬場 馬場作業所 64.01 59.225 61.715 3170 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

山田 山田公会堂 64.01 59.225 61.715 3171 無 

竹原 竹原公会堂 64.01 59.225 61.715 3172 無 

瀬尾谷 自治会長宅 64.01 59.225 61.715 3173 無 
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11 その他 

資-3-81 

地 
区 

自治会名 設置場所 
着信周波数（MHz）※２ 個別

番号 
屋  外 
アンテナ １ ２ ３ 

中 

上 

林 

地 

区 

大町 大町公会堂 64.01 59.225 61.715 3174 無 

弓削 弓削公民館 64.01 59.225 61.715 3175 無 

遊里 遊里公会堂 64.01 59.225 61.715 3176 無 

清水 清水集会所 64.01 59.225 61.715 3177 無 

睦志 睦志公民館 64.01 59.225 61.715 3178 無 

辻 辻公民館 64.01 59.225 61.715 3179 無 

水梨 水梨公民館 64.01 59.225 61.715 3180 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

市野瀬 市野瀬公会堂 64.01 59.225 61.715 3181 3素子 

市志 市志公民館 64.01 59.225 61.715 3182 3素子 

奥 

上 

林 

地 

区 

長野 長野公民館 64.01 61.715 59.225 3183 無 

志古田 志古田公民館 64.01 61.715 59.225 3184 無 

山内 山内自治会長宅 64.01 61.715 59.225 3185 無 

鳥垣 鳥垣公民館 64.01 61.715 59.225 3186 無 

草壁 草壁公民館 64.01 61.715 59.225 3187 無 

古屋 古屋自治会長宅 64.01 61.715 59.225 3188 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

有安 有安公会堂 64.01 61.715 59.225 3189 無 

川原 川原公民館 64.01 61.715 59.225 3190 無 

小仲 小仲公会堂 64.01 61.715 59.225 3191 無 

八代 八代公民館 64.01 61.715 59.225 3192 無 

古和木 古和木公民館 64.01 61.715 59.225 3193 無 

光野 光野公民館 64.01 61.715 59.225 3194 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

栃 栃公民館 61.715 64.01 59.225 3195 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

大唐内※２ 大唐内公民館 61.715 64.01 59.225 3196 無 

市茅野※２ 市茅野コミュニティセンター 61.715 64.01 59.225 3197 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

※２ 大唐内・市茅野は屋外放送有 

 
【戸別受信機（避難所・公共施設等）】                設置年度：平成２７年度 

区 
分 

名 称 設置場所 
着信周波数（MHz）※２ 個別

番号 
屋  外 
アンテナ １ ２ ３ 

避 

難 

所 

綾部小学校 上野町上野１６８ 59.225 61.715 64.01 3198 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

綾部中学校 宮代町明知７ 59.225 61.715 64.01 3199 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

綾部高等学校東分校 川糸町堀ノ内３９ 59.225 61.715 64.01 3200 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

Ｉ・Ｔビル 西町一丁目４－１ 59.225 61.715 64.01 3201 無 

林業センター 宮代町前田２０ 59.225 61.715 64.01 3202 無 

市民ホール 宮代町１ 59.225 61.715 64.01 3203 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

大本綾部梅松苑松香館 本宮町東四ツ辻３・４ 59.225 61.715 64.01 3204 無 

正暦寺 寺町堂ノ前４５ 59.225 61.715 64.01 3206 無 

大本みろく殿 本宮町１－１ 59.225 61.715 64.01 3207 無 

市民センター 西町三丁目南大坪３９－１０ 59.225 61.715 64.01 
3208 無 

3042 無 

日東精工体育館 宮代町門ノ前２０ 59.225 61.715 64.01 3209 無 

中筋小学校 大島町外山田８－１ 59.225 61.715 64.01 3213 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

中筋幼児園 大島町外山田８－１４ 59.225 61.715 64.01 3214 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

綾部高等学校 岡町長田１８ 59.225 61.715 64.01 3215 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

吉美小学校 有岡町田坂１６ 59.225 61.715 64.01 3216 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

老人福祉センター清山荘 里町潜り９－１ 59.225 61.715 64.01 3217 無 
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資-3-82 

区 
分 

名 称 設置場所 
着信周波数（MHz）※２ 個別

番号 
屋  外 
アンテナ １ ２ ３ 

避
 
難
 
所 

中央公民館 里町久田山２１－２０ 59.225 61.715 64.01 3218 無 

西八田小学校 岡安町家ノ下１０ 59.225 61.715 64.01 3220 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

綾部工業団地・交流プラザ とよさか町４ 59.225 61.715 64.01 3221 無 

上谷集会所 下八田町上谷１４－１ 59.225 61.715 64.01 3222 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

東八田小学校 上杉町中嶋２ 59.225 61.715 64.01 3223 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

八田中学校 梅迫町大野２０ 59.225 61.715 64.01 3224 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

研修センター 上杉町日後３０ 59.225 61.715 64.01 3225 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

総合運動公園体育館 上杉町大宝山１０ 59.225 61.715 64.01 3226 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

東綾小・中学校 鷹栖町小丸山２５ 59.225 64.01 61.715 
3227 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

3228 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

山家城址公園梅里苑 広瀬町上ノ町８５－丁 59.225 64.01 61.715 3229 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

長瀬公会堂 鷹栖町下長瀬９２ 59.225 64.01 61.715 3230 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

豊里小学校 栗町花貝２ 59.225 61.715 64.01 3231 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

里山研修交流センター 鍛治屋町茅倉９ 59.225 61.715 64.01 3232 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

豊里中学校 豊里町三宅５３ 59.225 61.715 64.01 3233 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

農業大学校 位田町桧前３０ 59.225 61.715 64.01 3234 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

岩井集会所 位田町岩井１１４ 59.225 61.715 64.01 3236 無 

浄泉寺 位田町田岸６３ 59.225 61.715 64.01 3237 無 

惣持院 小西町中小路２４ 59.225 61.715 64.01 3238 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

物部小学校 物部町北前田５１ 59.225 61.715 64.01 3239 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

何北中学校 物部町高倉前８ 59.225 61.715 64.01 3240 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

物部保育園 物部町建田１５ 59.225 61.715 64.01 3241 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

志賀小学校 志賀郷町丁田８ 59.225 61.715 64.01 3242 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

篠田集会所（深山集会所） 篠田町祝田８ 59.225 61.715 64.01 3243 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

五泉荘 五泉町西巻１２ 64.01 59.225 61.715 3244 無 

上林いきいきセンター 八津合町上荒木５ 64.01 59.225 61.715 3245 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

あやべ山の家 睦寄町今竹１０－１ 64.01 59.225 61.715 3246 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

老富会館 老富町ヒシリ７－１ 64.01 59.225 61.715 3247 ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ 

市
施
設 

環境保全課 田野町須知山１１０－１０ 59.225 61.715 64.01 3210 無 

保健福祉センター 青野町東馬場下１５－６ 59.225 61.715 64.01 3211 無 

第２浄水場 里町小南４ 59.225 61.715 64.01 3219 無 

関
係
機
関 

社会福祉協議会 川糸町南古屋敷５－１ 59.225 61.715 64.01 3212 無 

綾部警察署 宮代町宮ノ下６ 59.225 61.715 64.01 3235 無 

 アスパ 綾中町花ノ木３０ 59.225 61.715 64.01 3248 無 

 
○放送内容の確認（放送から２４時間以内）  電話０７７３－４２－４７００ 
                      電話０７７３－４２－４７２５ 
 
 
〇自動起動型ＦＭラジオ（付属品付）６００台 
 フィーダーアンテナ ６００本 
 Ｊアラート接続機器 一式 


